
令和元年度あわじ環境未来島構想推進協議会総会次第 

 

 

日 時：令和元年5月31日（金）14:30～ 

場 所：淡路夢舞台国際会議場メインホール 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 議事 

 

〔規約関係〕 

(1) 規約の改正 

 

(2) 企画委員会委員の指名 

 

〔構想の現状と今後の取組〕 

(3) あわじ環境未来島構想の推進状況 

    

(4) 総合特別区域事後評価 

 

(5) 活動状況報告等 

①「地域が地域を支える仕組みづくり」 

  ※NPO法人兵庫SPO支援センター 代表理事・事務局長 李貫一氏 

 

②「交流人口増加に向けた取組」について 

     ※一般社団法人淡路島観光協会 観光戦略室長 松田哲朗氏 

 

(6) 意見交換 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

【配布資料】 

 

 

 

 

 

 

資料１   規約の改正 

資料２   企画委員会委員の指名 

資料３-１ あわじ環境未来島構想全体概要 

資料３-２ あわじ環境未来島構想の主な取組状況 

資料３-３ あわじ環境未来島構想取組一覧 

資料４-１  総合特別区域事後評価 

資料４-２ 平成30年度地域活性化総合特別区域評価書（案） 

資料５   「地域が地域を支える仕組みづくり」 

資料６  「交流人口増加に向けた取組」について 
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あわじ環境未来島構想推進協議会　構成団体　出席者名簿

役職 氏名

兵庫県 副知事 金澤　和夫 副会長 ○

洲本市 企画情報部長 東田　光司 副会長 ○

南あわじ市 産業建設部副部長 岩城　数馬 副会長 ○

淡路市 企画情報部長 真嶋　加由里 副会長 ○

淡路広域行政事務組合 事務局長 澤瀬　修一 ○

淡路医師会 ×

淡路花卉組合連合会 原テツアキ 兼任出席 ○

｢環境立島淡路｣島民会議　全島一斉清掃推進部会 部会長 上野　忠 兼任出席 ○

淡路市商工会 会長 津田　豊 ○

淡路市婦人会 ×

(一社)淡路島観光協会 観光戦略室長 松田　哲朗 ○

(一財)淡路島くにうみ協会 理事長 嶋田　武司 会長 ○

あわじ島農業協同組合 ×

淡路島牛乳株式会社 代表取締役 鳥井　俊廣 ○

淡路消費者団体連絡協議会

(一社)淡路水交会 ×

(一社)淡路青年会議所 理事長 藤井　宏昌 ○

淡路地域女性農漁業士会 ×

淡路地域青年農業士会 ×

淡路地域農業経営士会 ×

第３期・第４期淡路地域ビジョン委員会 委員長 木村　幸一 ○

第５期淡路地域ビジョン委員会 ×

第６期・第７期淡路地域ビジョン委員会 ×

第８期淡路地域ビジョン委員会 委員長 狩野　揮史 ○

第９期淡路地域ビジョン委員会 委員長 小田　美根子 副会長 ○

淡路地区漁協女性部連合会 会長 森　武美 ○

淡路畜産農業協同組合連合会 ×

淡路地区連合自治会 会長 上野　忠 兼任出席 ○

淡路地方史研究会 会長 海部　伸雄 ○

｢環境立島淡路｣島民会議　菜の花エコプロジェクト推進部会 会長 岡田　清隆 ○

淡路日の出農業協同組合 ×

淡路ブロックいずみ会連絡協議会 ×

淡路ブロック子ども会連絡協議会 ×

淡路ブロック老人クラブ連絡協議会 ×

伊弉諾神宮 宮司 本名　孝至 ○

「環境立島淡路」島民会議

北淡路地域ブランド推進協議会 ×

五色町漁業協同組合 ×

五色町商工会 会長 砂尾　治 ○

(一財)五色ふるさと振興公社 事務局長 大鼓　一寿 ○

食のブランド「淡路島」推進協議会 事務局長 塩谷　嘉宏 ○

洲本商工会議所 事務局長 谷池　淳司 ○

沼島漁業協同組合 ×

（一社）兵庫県ＬＰガス協会淡路支部 支部長 志智　仁 ○

(公財)ひょうご環境創造協会 環境創造部長 大谷　雄治 ○

(公社)兵庫県建築士会淡路支部 支部長 岡崎　雅彦 ○

(公財)兵庫県青少年本部淡路青少年本部 本部長 清水　昭男 ○

兵庫県線香協同組合 ×

南あわじ市商工会 ×

NPO法人鮎屋の滝ふれあいの郷 副理事 滝本　太一郎 ○

NPO法人淡路島アートセンター ×

NPO法人淡路島活性化推進委員会 ×

NPO法人淡路島環境整備機構 副理事長 杉本　龍亮 ○

NPO法人淡路島未来教育支援会 理事長 大小島　等 ○

NPO法人あわじFANクラブ ×

NPO法人ソーシャルデザインセンター淡路 事務局員 木田　徹 ○

NPO法人低炭素未来都市づくりフォーラム 事務局長 真継　博 ○

大阪市立大学 ×

関西看護医療大学 学長 江川　隆子 ○

吉備国際大学 南あわじ志知キャンパス事務長 工藤　耕空 ○

京都大学大学院エネルギー科学研究科 教授 手塚　哲央 ○

神戸大学学術研究推進機構学術・産業イノベーション創造本部 学術・産業イノベーション創造本部長 小田　啓二 ○

東京大学大学院新領域創成科学研究科 ×

兵庫県立大学 ×

龍谷大学政策学研究科 ×

香港中文大学中医中薬研究所 ×

団体名称

大
学
・
研
究
機
関

出席

行
政

関
係
団
体

N
P
O

出席者
備考
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あわじ環境未来島構想推進協議会　構成団体　出席者名簿

役職 氏名
団体名称 出席

出席者
備考

(株)アーバンヴィレッジ ×

アイティオー(株) ×

Amaz技術コンサルティング(同) 代表 雨堤　徹 ○

（株）淡路貴船太陽光発電所 代表取締役社長 松村　孝一 ○

淡路信用金庫 常勤理事 坂本　久 ○

エナジーバンクジャパン(株) ×

ＮＴＴデータカスタマサービス(株) 部長 山本　智昭 ○

オリックス(株) 神戸支店長 藤井　洋志 ○

(株)カワムラサイクル ×

関西電力(株) 兵庫支社　総務部長 松原　弘樹 ○

木下自動車(株) ×

(株)クリハラント ×

(株)コウアツファクトリー ×

(株)神戸製鋼所 ×

国際航業(株) ×

三恵観光(株) ×

サントピアマリーナ(株) ×

サンライズ（株） 代表取締役 谷村　克也 ○

塩屋土地（株） 代表取締役 井植　敏彰 ○

(株)スマートエナジー ×

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 ×

(有)淡陽自動車教習所 常務取締役 糟谷　亮介 ○

淡陽信用組合 ×

農業生産法人(株)チューリップハウス農園 ×

東芝エネルギーシステムズ（株） ×

(株)徳島銀行 ×

トヨタ自動車(株) ×

(株)日本政策投資銀行 関西支社　企画調査課長 田口　学 ○

Bio-energy(株) ×

(株)パソナグループ 事業開発部　地方創生グループ長 近藤　靖文 ○

パナソニック産機システムズ（株）

(有)兵庫県洲本自動車教習所 ×

浜田化学(株) 取締役商事部長 中野　貴徳 ○

古野電気(株) ×

（株）ホテルニューアワジ ×

マルショウ運輸(株) 代表取締役 松井　規佐夫 ○

(株)三井住友銀行 公共・金融法人部（神戸）　部長 河上　哲也 ○

三菱重工業(株) ×

(株)三菱東京ＵＦＪ銀行 ×

(株)みなと銀行 ×

(株)森長組 ×

(株)ユーラスエナジー淡路 ×

(株)夢舞台 代表取締役社長 藤井　英映 ○

（株）アーセック

52

NPO NPO法人兵庫SPO支援センター 代表理事 李　貫一 ○

企業 シン・エナジー（株） 顧問 渡部　進治 ○

【事務局】
氏名

高見　隆

武田　雅和

阪本　佳一

吉野　康之

山根　隆二朗

平岩　一宏

野北　浩三

山本　惠子

久留米 三四郎

岡田　眸

武田　一希

伊藤　有希

角本　雅宣

村上　隆文

地白　雅則

企
　
業

【総会承認後入会】

（一財）淡路島くにうみ協会　副理事長

（一財）淡路島くにうみ協会　専務理事

兵庫県企画県民部　政策調整局　広域調整課長

職名

兵庫県淡路県民局　県民交流室未来島推進課班長

出席団体計

兵庫県淡路県民局長

兵庫県淡路県民局　副局長

兵庫県淡路県民局　県民交流室未来島参事

兵庫県淡路県民局　県民交流室室長補佐兼未来島推進課長

兵庫県淡路県民局　県民交流室長

兵庫県淡路県民局　県民交流室未来島推進課

（一財）淡路島くにうみ協会　事務局次長
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氏名 職名 出席

安藤　忠雄 建築家･東京大学名誉教授･東日本大震災復興構想会議議長代理

加古　敏之 神戸大学名誉教授・吉備国際大学教授 ○

嘉田　良平 四條畷学園大学教授・総合地球環境学研究所名誉教授 ○

加藤　恵正 県立大学政策科学研究所　教授

齊木　崇人 神戸芸術工科大学長

手塚　哲央 京都大学大学院教授 ○

中瀬　勲 兵庫県立人と自然の博物館館長・兵庫県淡路景観園芸学校学長兼校長 ○

松田　学 前衆議院議員

蓑　豊 兵庫県立美術館長

森栗　茂一 大阪大学コミュニケーションデザイン･センター教授 ○

山﨑　養世 一般社団法人太陽経済の会代表理事

鷲尾　圭司 国立研究開発法人水産研究・教育機構理事　水産大学校　代表 ○

あわじ環境未来島構想推進協議会アドバイザー出席者名簿
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氏　　名 職　　　名 出席

西村　康稔 　衆議院議員　(代理出席：秘書　齊藤　巧　氏) ○

永田　秀一 　兵庫県議会議員 ○

原　テツアキ 　兵庫県議会議員 ○

浜田　知昭 　兵庫県議会議員 ○

あわじ環境未来島構想推進協議会来賓名簿
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令和元年度「あわじ環境未来島構想推進協議会総会」配席図空白

演台

4 2 10

16 3 1

パソナ
グループ

48
吉備

国際大学
35 加古　敏之

衆議院
議員

西村康稔
23

食のブランド
「淡路島」推
進協議会

☆
兵庫SPO

支援センター

浜田科学 49

神戸大学学
術研究推進
機構学術・産
業イノベー

ション創造本
部

37 嘉田　良平
兵庫県

議会議員
永田　秀一

24
洲本商工
会議所

☆
シン・エナ

ジー

マルショウ
運輸

50
Amaz技術

コンサルティ
ング

38 手塚　哲央
兵庫県

議会議員
原　テツアキ

25
兵庫県ＬＰガ
ス協会淡路

支部

三井住友
銀行

51
淡路貴船太
陽光発電所

39 中瀬　勲
兵庫県

議会議員
浜田　知昭

26
ひょうご環境

創造協会

夢舞台 52
淡路信用

金庫
40 森栗　茂一 5

淡路広域
行政事務

組合
27

兵庫県建築
士会淡路支

部

ＮＴＴデータカ
スタマサービ

ス
41 鷲尾　圭司 7

全島一斉清
掃推進部会・
淡路地区連
合自治会

28
兵庫県青少
年本部淡路
青少年本部

淡路地区漁
協女性部連

合会
16 8

淡路市
商工会

オリックス 42
淡路地方史

研究会
18 9

淡路島
観光協会

29
鮎屋の滝

ふれあいの
郷

関西電力 43

｢環境立島淡
路｣島民会議
菜の花エコ
プロジェクト
推進部会

19 11
淡路島
牛乳

30
淡路島環境
整備機構

サンライズ 44 伊弉諾神宮 20 12
淡路青年
会議所

31
淡路島未来
教育支援会

塩屋土地 45
五色町
商工会

21 13

第３期・第４
期淡路地域
ビジョン委員

会

32
ソーシャルデ
ザインセン
ター淡路

淡陽自動車
教習所

46
五色ふるさと

振興公社
22 14

第８期淡路
地域ビジョン

委員会
33

低炭素未来
都市づくり
フォーラム

日本政策
投資銀行

47 34
関西看護
医療大学

 

構成団体員陪席県陪席

山本・岡田・武田・伊藤・久留米県陪席　・　洲本市陪席

山根
室長
補佐

平岩
班長

1531102

吉野
参事

第9期淡路
地域ビジョ
ン委員会

角本副
理事長

高見
局長

武田
副局長

阪本
室長

洲本市 兵庫県 南あわじ市

野北
課長

淡路島くに
うみ協会

構成団体陪席

南あわじ市陪席　・　淡路市陪席

スクリーン

事務局

副会長会長副会長

淡路市

4

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

来

賓

映像使用時の会長・副会長席

記

者

席

記

者

席
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規約の改正について 

 

 

１ 団体の入会、退会及び名称変更（別表関係） 

 

(1) 団体の入会 

団 体 の 名 称 団体の取組概要 

シン・エナジー株式会社 再生可能エネルギーを起点とした持続

可能な社会・コミュニティの形成を推進

するため、あわじ環境未来島構想との連

携を図る。 

NPO法人兵庫SPO支援センター 暮らしの持続の視点から、共助・共生社

会の実現を目指し、地域が地域を支える

仕組みづくりを推進するため、あわじ環

境未来島構想との連携を図る。 

 

(2) 団体の退会 

団 体 の 名 称 理    由 

パナソニック産機システムズ株式会社 退会申出 

 

 (3) 団体の名称変更 

旧 新 

大阪市立大学大学院工学研究科 大阪市立大学 

 

資料１ 
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企画委員会委員の指名について 

 

規約第13条第２項の規定に基づき、下記のとおり企画委員会の委員を指名する。 

 

記 

 

旧 新 

栃尾 隆（(一財)淡路島くにうみ協会副理事長） 角本 雅宣（(一財)淡路島くにうみ協会副理事長） 

高濱 義尚（淡路地区連合自治会会長） 上野 忠（淡路地区連合自治会会長） 

平松 章（淡路市商工会会長） 津田 豊（淡路市商工会会長） 

吉村 文章（兵庫県淡路県民局長） 高見 隆（兵庫県淡路県民局長） 

 

 

（参考：その他企画委員） 

 氏 名 職   名 備 考 

学
識
者 

中 瀬   勲 兵庫県立大学名誉教授・兵庫県立人と自然の博物館館長 委員長 

手 塚 哲 央 京都大学大学院教授  

加 古 敏 之 神戸大学名誉教授・吉備国際大学教授  

森 栗 茂 一 大阪大学コミュニケーションデザイン･センター教授  

地 

域 

河 野 さかゑ ｢環境立島淡路｣島民会議会長  

木 村 幸 一 第３期・第４期淡路地域ビジョン委員会委員長  

木 田   薫 第５期淡路地域ビジョン委員会委員長  

松 尾 昭 良 第６期・第７期淡路地域ビジョン委員会委員長  

狩 野 揮 史 第８期淡路地域ビジョン委員会委員長  

小 田 美 根 子 第９期淡路地域ビジョン委員会委員長  

本 名 孝 至 伊弉諾神宮宮司  

海 部 信 雄 淡路地方史研究会会長  

樫 本 文 昭 (一社)淡路島観光協会会長  

木 下 紘 一 洲本商工会議所会頭  

 森  長 義 南あわじ市商工会会長  

砂 尾   治 五色町商工会会長  

津 本 定 也 淡路医師会会長  

石 田   正 淡路日の出農業協同組合代表理事組合長  

森   紘 一 あわじ島農業協同組合代表理事組合長  

東 根   壽 (一社)淡路水交会会長  

市 

竹 内 通 弘 洲本市長  

守 本 憲 弘 南あわじ市長  

 門  康 彦 淡路市長  

県 水 埜   浩 兵庫県政策創生部長  
 

資料２ 

- 8 -- 8 -- 8 -- 8 -- 8 -



　　Ⅰ　３つの持続と総合的推進

地域資源を活用した再生可能エネルギー創出

地域でのエネルギー創出を支える仕組みづくり

家庭・事業所でのエネルギー消費最適化

環境にやさしい乗り物の普及促進

「あわじ環境未来島」島民率先行動の推進

家庭の省エネ実践運動　他

農と食の人材育成

漁船の電動化・ハイブリッド化による漁業のグリーン化

食のブランド「淡路島」の推進

食のブランド「淡路島」の推進

淡路島の野菜産地向上プロジェクト

自然環境の維持・保全 　他

交流人口の増加に向けた取組

淡路島総合観光戦略の策定

島内2交通対策としてのＥＶレンタカー導入実証実験事業

淡路島内タクシーへの「ウーバー配車アプリ」の導入実証実験

日本遺産を活用した｢国生みの島｣の推進事業

健康長寿の島づくり

地域資源を生かした小規模集落の活性化

島まるごとミュージアム化の推進

スポーツアイランド淡路の展開

高齢者にやさしい持続交通システムの構築

高齢者にやさしい持続交通システムの構築

デマンド交通試験運行　他

あわじ環境未来島構想の企画調整

あわじ環境未来島構想の普及啓発

あわじ環境未来島構想見学セミナーの開催

あわじ環境未来島副読本の改訂

地域住民による環境未来島づくり活動の促進

海外との連携

デンマーク・ボーンホルム島との相互交流事業

あわじ環境未来島構想全体概要

淡路島景観づくり運動の推進

「ウォーキングミュージアム」の整備

「ソーシャルファーム」の整備

農と食の人材育成拠点の形成

健康・癒しの里づくり

農を主軸とした地域再生の担い手を育成する大学学部との連携

淡路島まるごと食の拠点施設の整備

７つのセラピーによる健康の島づくり

健康回復の拠点づくり

健康長寿の島づくり　他

暮 ら し の 持 続

総 合 的 推 進

多様な主体の創意工夫を生かすエネルギー消費の最適化

住民の健康と安心を支える基盤整備

農 と 食 の 持 続

エネルギー自立と暮らしの安心・低炭素マネジメントシステム

　淡路島の豊富な地域資源を活かし、住民主体・地域主導による生命つながる「持続する環境の島」の実現をめざします。
　①　「エネルギーの持続」「農と食の持続」「暮らしの持続」の３つの持続を高める取組と総合的推進
　②　３市の重点地区での取組及び全島横断での展開の推進
　③　国の地域活性化総合特区制度を活用し、先駆的取組を推進

大規模な土取り跡地等の未利用地を活用した太陽光発電所の整備

太陽熱発電とその排熱利用型バイナリー発電の高効率ハイブリッド実証

地域資源の価値を高める複合的なバイオマス利用の実証

住民参加型太陽光発電事業の実施

家庭・事業所での太陽光発電の導入促進

エネルギーの持続

エネルギー自立島

EVアイランドあわじ推進事業

良好な風況を生かした風力発電所の整備

日本有数の潮流を活用した潮流発電の検討

あわじ竹資源エネルギー化５か年計画の実施

淡路島 農と食の体験ツアー

あわじ全島ゴミゼロ作戦

あわじ菜の花エコプロジェクトの推進
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　　Ⅱ　重点地区

　　（エネルギーと暮らしの自立）

　　（超高齢化に対応した基盤整備）

　　（エネルギーとなりわいの自立）

　　（農と福祉の人材育成拠点）

　　（農と食の人材育成拠点）

　　（地域資源を生かした集落活性化）

　　（分散型エネルギーインフラ整備拠点）

野 島 地 区

長 沢 ・ 生 田 ・ 五 斗 長 地 区

夢 舞 台 地 区

五 色 町 地 区

中 心 市 街 地 地 区

淡 路 市

志 知 地 区

沼 島 地 区

南 あ わ じ 市

洲 本 市
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あわじ環境未来島構想の主な取組状況について 

１ エネルギーの持続  

(1) 大規模未利用地における大規模太陽光発電事業の実施 
ア 事業概要 

島内の土取り跡地等の大規模未利用地において民

間事業者が淡路地域の豊富な日照を生かして大規模

太陽光発電事業を実施している。 

県、地元３市としては、関係機関との調整の仲介

などの誘致活動を実施しており、総合特区支援利子

補給金の活用に向けた調整等を行っている。 

イ 現在の立地状況（出力が概ね１MW以上の施設で把握済のもの） 

発電事業者 場  所 出力 発電開始 現 状 

淡路市 淡路市生穂新島 1.0  MW 22年11月 稼働済 

㈱下土井 淡路市北山 0.987  MW 24年８月 稼働済 

塩屋土地㈱ 淡路市浜 2.0  MW 25年２月 稼働済 

サンライズ㈱ 南あわじ市中条中筋 1.6  MW 25年３月 稼働済 

㈱アーバンヴィレッジ 南あわじ市賀集野田 0.98  MW 25年５月 稼働済 

㈱ＺＥＡＲＴＨ 洲本市五色町都志 0.99  MW 25年７月 稼働済 

㈱ウエストエネルギーソリューション 淡路市野島平林 1.378  MW 25年８月 稼働済 

㈱クリハラント 淡路市佐野新島 1.175  MW 25年９月 稼働済 

オオヤマホールディング㈱ 洲本市上物部、千草 0.98  MW 25年11月 稼働済 

㈱大林クリーンエナジー 洲本市五色町鳥飼浦 0.99  MW 25年11月 稼働済 

㈱NTTファシリティーズ 洲本市安乎町平安浦 1.5  MW 25年11月 稼働済 

㈱森長組 南あわじ市福良 1.0  MW 25年11月 稼働済 

㈱アーバンヴィレッジ 洲本市五色町鳥飼浦 0.99  MW 25年12月 稼働済 

ＯＲソーラー㈱ 淡路市志筑新島 1.99  MW 26年３月 稼働済 

㈱クリハラント 淡路市佐野新島 7.0  MW 26年３月 稼働済 

(一財)淡路島くにうみ協会 淡路市岩屋 0.95  MW 26年３月 稼働済 

エナジーバンクジャパン㈱ 洲本市由良町 8.0  MW 26年３月 稼働済 

山佐産業㈱ 淡路市大町下 1.972  MW 26年３月 稼働済 

㈱ホテルニューアワジ 淡路市志筑新島 4.0  MW 26年６月 稼働済 

マルショウ運輸㈱ 洲本市五色町鳥飼浦 0.98  MW 26年６月 稼働済 

サントピアマリーナ㈱ 洲本市小路谷 1.5  MW 26年９月 稼働済 

㈱洸陽電機 南あわじ市松帆櫟田 2.0  MW 26年11月 稼働済 

㈱淡路貴船太陽光発電所 淡路市野島貴船 30.0  MW 26年12月 稼動済 

㈱ホテルニューアワジ 洲本市由良 1.0  MW 26年12月 稼動済 

㈱アーバンヴィレッジ 洲本市安乎町ほか 0.96  MW 27年１月 稼動済 

兵庫県企業庁 淡路市佐野新島 1.99  MW 27年１月 稼動済 

ＯＲソーラーツー㈱ 南あわじ市阿万西町 3.5  MW 27年２月 稼動済 

㈱共進ビルド 洲本市中川原町中川原 0.99  MW 27年３月 稼働済 

㈱アーバンヴィレッジ 淡路市岩屋 0.96  MW 27年３月 稼働済 

マルショウ運輸㈱ 南あわじ市八木国分 0.99  MW 27年３月 稼働済 

㈱コウアツファクトリー 南あわじ市八木養宜上 1.2  MW 27年３月 稼働済 

㈱ホテルニューアワジ 洲本市五色町都志 1.0  MW 27年６月 稼働済 

㈱ユーラスエナジー淡路 淡路市津名の郷 33.5  MW 27年７月 稼働済 

㈱ウエストエネルギーソリューション 淡路市育波 1.176  MW 28年３月 稼働済 

㈱ホテルニューアワジ 南あわじ市阿万吹上町 1.0  MW 29年３月 稼働済 

㈱ユーラス北淡路太陽光 淡路市小倉 10.5  MW 29年７月 稼働済 

GP由良合同会社 洲本市由良町 2.7  MW 29年８月 稼働済 

PS洲本(株) 洲本市中川原町三木田 1.705  MW 30年１月 稼働済 

合  計（全38ヶ所） 137.133  MW    
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 (2) バイオマス利用の推進 

ア 事業概要 

バイオマスの複合利用として、洲本市において事業主体が市と協働して実証事業等

の取組を行っている。 

イ 実施主体・取組状況  

 事業主体 取組状況 

廃食用油利用のバ

イオマス燃料高質

化による農機燃

料・発電利用 

浜田化学(株) 

・平成23年度は、農水省競争資金を活用し、酵素触

媒法BDF製造に関するFS調査を実施。 

・平成24年度に実証プラントを設置。 

・平成25年度は、酵素触媒法BDF製造実証プラント

の連続運転試験と、得られる液体燃料の長期使用

試験等を実施した。 

・平成27年度に、市内の廃校を取得。6次産業化事

業等の拠点として活用。 

地域資源の価値を

高める複合的なバ

イオマス利用のた

めの計画策定 

洲本市 

・平成25年度に農水省競争資金を活用し、地域資源

を活用したバイオマス産業の創出・育成による地

域産業の振興ならびに雇用創出による環境にや

さしく災害に強いまちづくりの推進を図る「洲本

市バイオマス産業都市構想案」策定のための調査

検討を実施し、平成26年４月に策定した。 

・「洲本市バイオマス産業都市構想」をもって国に

応募し、平成26年11月10日付で洲本市がバイオマ

ス産業都市に選定された。 

 

ウ 取組のイメージ 
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(3) 良好な風況を生かした風力発電所の整備 

ア 事業概要 

淡路島沿岸の良好な風況を活用して、民間事業者が風

力発電事業を実施している。 

また、平成24～30年度にかけて、淡路島西岸沖合の海

域において風況シミュレーション調査や環境アセスメン

トにかかる現地調査を実施するなど、洋上風力発電の事

業化の可能性を探るため、事業関係者による検討が行わ

れた。 

 

イ 淡路島内の風力発電所の設置状況 

設 置 者 場  所 稼働時期 出力・基数 

㈱クリーンエネルギー五色 洲本市五色町都志 平成14年 1.5MW（1.5MW× 1基） 

㈱南淡風力エネルギー開発 南あわじ市阿万西町 平成15年 1.5MW（1.5MW× 1基） 

㈱ホテルニューアワジ 南あわじ市阿万吹上町 平成16年 2.0MW（2.0MW× 1基） 

CEF南あわじ市ウィンドファーム㈱ 南あわじ市阿那賀 平成18年 37.5MW（2.5MW×15基） 

㈱関電エネルギーソリューション 淡路市野島 平成24年 12.0MW（2.0MW× 6基） 

合 計 54.5MW       （24基） 

 
 
 (4) 住民参加型太陽光発電事業の実施 

ア 事業概要 

多くの島民の参画を得て再生可能エネルギーの創出に

取り組み、住民ぐるみであわじ環境未来島構想を推進す

る仕組みとして、県が住民参加型市場公募債（あわじ環

境未来島債）を発行して島民を中心とした県民から調達

した資金及び県有地を一般財団法人淡路島くにうみ協会

に対して貸し付け、同協会が行う発電・売電事業により

得た収益を淡路地域の活性化に活用する。 

平成25年７月31日からあわじ環境未来島債の販売を開始し、販売期間終了の８月26

日を待たずに８月21日に淡路島内で完売（販売件数：471件）。 

イ 実施場所 

淡路市岩屋字西田（県立淡路島公園隣接地約1.4ha） 

ウ 実施主体 

(一財)淡路島くにうみ協会 

エ 事業内容 

(ｱ) 発電出力 

0.95MW 

(ｲ) スケジュール 

・ 発電施設建設 平成25年８月～26年３月  

・ 売電開始   平成26年３月 

 

住民参加型太陽光発電所 
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(ｳ) スキーム図 

 

 

 

 

 

 

オ あわじ環境未来島債の概要 

(ｱ) 発行額 

４億円 

(ｲ) 発行年限 

５年（平成30年８月30日（木）償還） 

(ｳ) 表面利率 

0.33％ 

(ｴ) 販売単位 

一口５万円以上５万円単位 購入限度額200万円 

 

(5) スマートコミュニティづくりの推進 

淡路市夢舞台（淡路夢舞台ニュータウン「サスティナブル・パーク」） 

ア 事業概要 

職と住の一体化によるコンパクトシティの実現を目指す淡路夢舞台ニュータウン構

想「サスティナブル・パーク」周辺をモデル地域として、新たな再生可能エネルギー

源を活用し、災害時には地域内で自立的にエネルギー供給できる分散型エネルギーイ

ンフラ整備の事業化に向けた検討を行う（総務省委託事業「分散型エネルギーインフ

ラ」プロジェクト（平成25年度：導入可能性調査事業、平成26年度：マスタープラン

策定事業、平成27年度：事業立ち上げ詳細分

析事業）に採択）。 

イ 実施主体          

淡路市 

 ウ 事業イメージ 

  熱需要の大きいホテル、温室等も含め、島

内の放置竹林から切り出した竹をエネルギー

源とするバイオマスボイラ及びコージェネレ

ーション設備で熱供給及び売電を行う。 

エ 自動走行運転デモイベントの開催 

    平成30年３月に次世代のまちづくりを目指す一環とし

て、国家的プロジェクトのひとつである“高度道路交通

システム（ITS）”を取り入れ、住民の安心・安全および

快適な住環境を推進するために、自動車の自動走行運転

デモイベントを開催し先進性をＰＲした。 

代金 

売電 

返済 

建設資金 
貸付 

元利償還 

県民債発行 

県民債購入 

 

淡路島民 

島外県民 

兵
庫
県 

 
県立淡路島公園隣接地において

太陽光発電施設を設置・運営 

関
西
電
力 

(一財)淡路島くにうみ協会 
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(6)あわじ竹資源エネルギー化５か年計画の実施 

ア 事業概要 

島内に豊富にある竹資源をバイオマスエネルギーとして活用し、放置竹林の拡大を

防止するため、平成27年度から５年間で竹チップを年間500トン生産、消費する「あ

わじ竹資源エネルギー化５か年計画」を実施する。 

イ 実施主体 

県、島内３市、(一財)淡路島くにうみ協会 

 ウ 取組内容 

(ｱ) ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ基金事業を活用した大型竹チップボイラーの導入 

兵庫県のｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ基金事業（定額助成 10/10）を活用し、島内の温浴施設に

大型竹チップボイラーを導入することで、｢あわじ竹資源エネルギー化５カ年計画」

の促進を図る。 

   【導入施設】五色温泉ゆ～ゆ～ファイブ（洲本市） 

   【導入設備(台数)】大型竹チップボイラー（１基） 

   【平成 30 年度竹チップ消費量実績】139t 

(ｲ) 大型竹チップボイラー導入支援事業 

    ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ基金事業による大型竹チップボイラ

ーの導入に際し、必要な周辺設備の設置及び付帯工事

費用などを補助することにより、大型竹チップボイラ

ーの設置を支援し、竹資源のバイオマスエネルギー利用化の促進と竹(竹チップな

ど)の需要拡大を図る。 

(ｳ) 竹資源活用エネルギー設備導入モニタリング事業 

竹チップボイラーの利用実績データ収集のため、平成 27 年度に導入した花卉ハ

ウス栽培用竹チップボイラーのモニタリング調査を実施する。 

(ｴ) 竹資源供給体制整備事業 

竹チップの需要拡大に対応するため、地域住民等が自ら行う竹林整備活動等に対

して、資機材費などの経費の一部を補助する。 

 

(7) 「ＥＶアイランドあわじ」推進事業 

ア 事業概要 

電気自動車（ＥＶ）の普及を推進するため、ＥＶをタ

クシー・レンタカーとして導入する際に補助を行うほか、

ＥＶ用充電器設置箇所マップの作成などにより、全県に

先駆けたＥＶ導入モデル地域として推進する。 

イ 実施主体 

県、(一財)淡路島くにうみ協会 

ウ 取組内容 

(ｱ) ＥＶタクシー・レンタカー導入補助事業 

  島内のタクシー、レンタカーを対象として、電気自動車の導入補助を行い、ＥＶ

の導入促進を図る。 

大型竹チップボイラー 

ＥＶレンタカーの例 
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 (ｲ) 電気自動車用充電器設置補助事業 

    ＥＶタクシーの導入促進及び超小型ＥＶの充電インフラ設備を図るため、充電器

の設置に対して補助を行う。 

(ｳ) 次世代自動車充電インフラ整備事業 

県が策定する充電器設置のためのビジョンに基づき、県自らが 

県立施設等に急速充電器を設置（設置基数：淡路島内分５基） 

※ 全県事業として、別途、県総合庁舎、県立病院等13施設（洲本総

合庁舎及び淡路医療センターを含む）にも整備（淡路島内の設置台

数 95台） 

 

(8)あわじ菜の花エコプロジェクトの推進  

ア 事業概要 

油糧作物の栽培収穫、搾油、食用油販売と、回収した廃食用油のBDF化という資源

循環の取組を通じて、環境保全、農地保全、景観形成、特産品開発、エネルギー自給

等による地域づくりを図る。 

イ 実施主体 

「環境立島淡路」島民会議、県、島内３市 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充電器の例 

回収量 

H29 実績 29 ｋｌ 

植栽面積 

H29 実績 52ha 
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２ 農と食の持続  

(1) 「チャレンジファーム淡路」事業の展開 

ア 事業概要 

農業分野での起業を目指す人材を(株)パソナ農援隊

が最長２～３年間契約社員として雇用し、淡路市野島地

区の遊休農地をフィールドとして、事業計画の作成、栽

培品目の選定、生産・販売方法の企画、栽培管理・収穫・

出荷など、農業経営の実践を通じて育成する「パソナチ

ャレンジファーム淡路」事業を展開している。 

なお、当該事業の実施に当たっては、県・淡路市が協働して農地の斡旋及び農業技

術の指導等を行っている。 

イ これまでの成果 

平成20年から事業を開始しており、平成30年度までに45名の研修生に独立就農又

は農業分野での起業に向けて研修を行った（展開面積：約6.5ha（H31.４現在））。 

卒業生で独立就農を希望する17名のうち、６名が淡路島内で就農（H31.４月時点）

し、うち５名が認定就農者となっている。 

ウ 実施主体 

(株)パソナ農援隊、淡路市他 

エ 事業イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 旧野島小学校施設用地利活用事業（のじまスコーラの設置・運営） 

ア 事業概要 

廃校した小学校を利活用し、地域活性化のシンボルとしてあらたな観光、６次産業

化のモデル施設として位置づけ、耕作放棄地の有効活用、雇用創造、生産から加工、

新規就農希望者

チャレンジファーム
現地担当者

チャレンジファーム
現地担当者

宿舎・事務所・
自動車・農業機械等を保有
就農希望者は契約社員にて雇用

淡路の
生産物

買取

宅配便宅配便宅配便宅配便

加工品加工品加工品

近隣協力農家

パソナグループ
社員食堂

1800名 勤務
昼食・夕食を提供

パソナグループ
社員食堂

1800名 勤務
昼食・夕食を提供

レストラン

１年目： 農業の基礎的な知識・技術を身につけ、独立に向けたプランを構築。
周辺地域との交流により地域農業の理解を深める。

２・３年目：事業運営を実践。１年目で作成したプランを実行し、独立に備える。
農業経営の知識をより深める。独立後の販売先を開拓する。

４年目： 独立就農

農業体験・直売

主にグループ会社が運営する会員制
ショッピングサイト（会員350万人）向け

「チャレンジファーム」の耕作地 
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販売流通という６次産業モデルを確立する。 

イ 実施主体 

(株)パソナふるさとインキュベーション 

ウ 場所 

旧淡路市立野島小学校（平成22年３月末廃校） 

エ 取組内容 

平成24年８月に｢のじまスコーラ｣をオープンした。地域の６次産業化のモデル施設、

地域活性化の拠点施設として、チャレンジファーム事業で生産した農産物の直売を行

うほか、これらの農産物を活用したカフェ、レストランを開設している。 

 

(3) 吉備国際大学南あわじ志知キャンパス農学部との連携 

ア 事業概要 

農業生産、加工、流通に関する専門的な知識と技術を

身につけ、地域社会における農業の状況や位置づけを的

確に捉え、広い視点から地域の社会的諸課題を総合的に

捉えることのできる人材の養成を通じて地域の再生に寄

与するため、平成25年４月に開校した吉備国際大学南あ

わじ志知キャンパス農学部との連携を推進する。 

イ 実施場所  

南あわじ市志知（吉備国際大学南あわじ志知キャンパス（旧県立志知高校施設）） 

ウ 実施主体 

学校法人順正学園、南あわじ市、県、地域農漁業団体他 

エ 定員等 

・ ４学年計300名規模 

・ 教授９名、その他教員８名、事務員７名、計24名 

・ 平成25年度入学56名、平成26年度入学50名、平成27年度入学49名、平成28年度入

学43名、平成29年度入学35名・編入学１名・大学院１名、平成30年度入学50名、大

学院２名、平成31年度入学61名、大学院4名 

オ 取組状況 

・ 学校法人順正学園並びに南あわじ市及び兵庫県は、相互に連携を強化し、人材育

成、地域課題の解決及び地域活性化を図るため、包括的な連携協力協定を平成25年

５月に締結した。 

・ 自治体と連携して全学的に地域を志向した教育・研究・地域貢献を進める大学を

支援する「地（知）の拠点整備事業」（平成25年度から平成29年度）に吉備国際大

学が採択されたことを受け、大学が主体となって地域ニーズに基づく共同研究、シ

ンポジウム等の開催による地域交流活動の展開などに取り組んだ。事業終了後も、

引き続き、地域課題の解決や６次産業化に向けて地域や関連機関と協働し、取り組

んでいる。 

・  平成29年度に「私立大学研究ブランディング事業」にも採択され、吉備国際大学

の将来ビジョンを「地域創成に実践的に役立つ人材を養成する大学」と設定し、全

吉備国際大学 

南あわじ志知キャンパス 

のじまスコーラ 
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学的な研究課題「エコ農業ブランディングによる発展的地域創成モデル」の形成、

さらには本事業の成果をモデルとして、全国の農村社会の再生・創成に貢献するこ

とを目的として取り組んでいる。 

・ 南あわじ市においては、大学の誘致・開校を契機として、大学連携推進協議会を

設置し、大学と地域との連携を図るとともに、地域のシーズとニーズをつなぐ場と

なる「南あわじ市地域創成コンソーシアム」を設立した。 

 

(4) 南あわじ市あわじ島まるごと食の拠点施設の整備促進 

ア 事業概要 

「食を核とした都市と農村の交流拠点」をコンセプト

として、淡路島の豊かな食材をまるごと楽しく味わう、

買う、体験する「南あわじ市あわじ島まるごと食の拠点

施設」を整備。 

イ 実施場所 

南あわじ市八木養宜上 

（淡路ファームパーク「イングランドの丘」に隣接） 

ウ 実施主体 

あわじ島まるごと(株) ※南あわじ市、あわじ島農業協同組合その他の団体が出資 

エ 整備概要 

平成27年３月に直売所・レストランをオープン。 

 

(5) 食のブランド「淡路島」推進事業 

ア 事業概要 

「食」と「観光」の連携による食のイベント等の開催により、食料供給拠点として

の淡路島のブランド力の一層の強化と新たな食文化の創造による淡路島全体の活性化

を図る。 

イ 実施主体 

食のブランド「淡路島」推進協議会（県、洲本市、南あわじ市、淡路市等25団体で構成） 

ウ 主な取組 

(ｱ) 食のブランド「淡路島」オータムメッセ2018 

島内の生産者、加工業者、商工、観光などが連携

し、淡路の｢おいしいもの｣を集めた食のイベントを 

開催した。（ふれあいの祭典地域事業と同時開催） 

 

開催時期  11月10日（土）、11月11日（日） 

会場    淡路ﾜｰﾙﾄﾞﾊﾟｰｸONOKORO（淡路市） 

来場者数  8,500人 

 

(ｲ) 「秋のおいしい御食国月間」と食のリレーイベントの実施 

平成30年度は9月～11月の3ヶ月間を「秋のおいしい御食国月間」とし、26イベン

トをリレーイベントとして位置づけ、「21世紀の御食国」として情報発信した。 

直売所・レストラン（美
み

菜
な

恋来屋
こいこいや

） 

食のブランドのＰＲ活動 
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(ｳ) 島外への販売拡大活動とイメージ戦略の推進 

首都圏等における「淡路島産品」の知名度アップ、商品ＰＲによるブランド力の

向上を目的として、「御食国×京都」和食の祭典（３月：西本願寺（京都市））、ひょ

うご博覧会in大阪（７月：毎日放送ちゃやまちプラザ（大阪市））、東京淡路会・東

京兵庫県人会（10,11月：東京都内）を実施した。 

 

(ｴ)「淡路島産食材こだわり宣言店」制度（淡路島版緑提灯）の推進 

淡路島を訪れる観光客等や淡路島在住の方に淡路島産の食材を使用した料理を

食べられる店をお知らせし、淡路島産食材の利用拡大を図ることにより、淡路島の

農林水産業の振興を図ることを目的に、「淡路島産食材こだわり宣言店」制度を創

設した。 

 

「淡路島産食材こだわり宣言店とは」 

     淡路島の食材にこだわりを持って積極的に利用することを、淡路島に所在する 

    飲食店の店主等が店舗に食材を表示することで自ら宣言する店 

    ・島内産食材を５割以上使用・・・２つ星 

・島内産食材を８割以上使用・・・３つ星 

 (Ｈ30年度末登録店 79店舗（うち新規4店舗）      

パンフレットやのぼりの作成、HPによりPR。 

 

 

(6) 食料供給基地としての生産振興対策の推進 

ア 事業概要 

たまねぎ等の淡路島野菜の生産力強化や淡路和牛や生乳の安定生産、資源培養型水

産業の推進を図るとともに、生産を支える基盤整備を行う。 

イ 実施主体 

県、地域団体 

ウ 主な取組 

(ｱ) 淡路島農の担い手育成プロジェクト 

  認定農業者や集落営農組織等の効率的かつ安定的な経

営体の育成、農業後継者の就農促進及び新たに農外から

の意欲ある新規就農者の受け入れを促進する。 

(ｲ) がんばる淡路島農業人支援事業 

高齢化する農家への援農活動等を通じ、将来の淡路島

農業を担う若者の農業技術習得や独立就農を支援する農

協等の取組を推進し、耕畜連携を踏まえた二毛作・三毛

作体系の野菜生産の元気アップを図り、21世紀の御食国

づくりを目指す。 

(ｳ) 淡路島の野菜産地向上プロジェクトなど野菜生産振興 

たまねぎの機械化一貫体系による省力化や生産安定技

術の導入による品質向上への取組を推進している。 

 

淡路島の豊かな農畜水産物 
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(ｴ) 「淡路島なるとオレンジ」等フルーツプロジェクト 

  「淡路島＝フルーツの島」としての認知度を向上させるために、「淡路島なるとオ

レンジ」や淡路で栽培が拡大しているいちじくのPRを推進する。 

 (ｵ) 淡路和牛、酪農等の生産振興 

飼養環境の改善（暑熱対策、牛床マット等）による生産性の向上、自給飼料（Ｗ

ＣＳ、稲わら等）の増産体制の推進や規模拡大への個別相談・指導を行っている。 

(ｶ) 淡路－水産の島再生プロジェクトの推進 

漁場環境の改善、水産資源の回復、養殖漁業の推進（ワカメ等）、水産物の高付加

価値化・販売促進活動の推進に取り組む。 

(ｷ) ｢淡路の花｣産地力アップの推進 

産地一丸となって｢淡路島の花｣ブランド確立を進めるなど、生産・流通・販売を

一体的に捉えた｢淡路島の花｣のブランド戦略を推進する。生産者の資質向上を図る

とともに、ＰＲ活動を実施する。 
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３ 暮らしの持続  

（1）淡路島総合観光戦略の策定 

ア 事業概要 

人口減少、高齢化が進む淡路島において、交流人口の拡

大で地域をもっと元気にするよう、地域経済を牽引する観

光をさらに伸ばし、成長する豊かな暮らしが将来にわたっ

て持続できる元気な地域を実現するため、平成 30 年２月

に策定した「淡路島総合観光戦略」を推進する。 
イ 実施主体 

     淡路島総合観光戦略策定会議（県、洲本市、南あわじ市、

淡路市、商工会議所・商工会、淡路島観光協会等で構成） 
ウ 主な内容 

   (ｱ) 基本理念 

    日本のはじまり淡路島 
     ～わたしたちの誇るふるさと淡路 世界中から訪れたい特別な島～ 

(ｲ) ビジョン（めざすべき姿） 

    ・ 歴史と文化薫る 国生みの島 
・ 和食のふるさと 御食国(みけつくに) 

    ・ 豊かな自然・温泉に恵まれた心とカラダの癒やしの島 
(ｳ) 対象期間  

2018 年度から 2022 年度の５ヶ年 

(ｴ) 戦略 

    ・ 世界から選ばれる魅力づくり～強みを磨きブランド力を高める～ 
・ 国内外から観光客を呼び込むプロモーション及び受入体制の強化 

 

(2) 島内２次交通対策としてのＥＶレンタカー導入実証実験事業 

ア 事業概要 

洲本港と関西国際空港を結ぶ航路の再開を受け、今後多くの海外や関東圏からの観

光客が淡路島を訪れることが期待される中、外国人も含めた観光客等が島内を快適に

周遊できるように多言語カーナビゲーションを搭載したＥＶレンタカーを導入する。 

イ 実施主体 

(一社)淡路島観光協会 

ウ 取組内容 

 ・実施期間 平成30年４月20日(水)～令和３年３月31日(水) 

  ・導入車両 日産リーフ４台 

  ・貸出場所 ３箇所 

   ①洲本観光タクシー 

   ②Ｊネットレンタカー淡路島洲本店  

   ③キノシタレンタリース 
淡路島内で利用できる EV レンタカー 
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   ・利用料金(税抜価格)                      【単位：円】 

 

 

 

 

 

（3）淡路島内タクシーへの「ウーバー配車アプリ」の導入実証実験 

ア 事業概要 

インバウンドを含む宿泊を伴う旅行者の増加対策として、特

に高速バスや高速艇による来島者に対する二次交通の充実が

求められている。来島客がスマートフォンにより多言語（約

50 カ国語）対応の「ウーバー配車アプリ」を利用し、島内タ

クシーの配車依頼、想定運賃の事前確認及び降車時の支払いが

アプリ上で可能となるシステムを実証実験として導入する。 
イ 実施主体 

 県、Uber Japan(株)、島内タクシー事業者 10 社 
ウ 取組内容 

 ・配車区域 原則として淡路島内での乗り降り 
       （島内から乗車し島外での降車は可） 
 ・実施期間 平成 30 年 7 月 21 日～令和２年 3 月 31 日 
 

 

(4) 日本遺産を活用した｢国生みの島｣の推進事業 

ア 事業概要 

平成 28 年４月に認定された淡路島日本遺産を活かした地域活性化、ふるさと意識

の醸成、淡路島の魅力発信を図るための取組を実施する。 

イ 実施主体 

県、洲本市、南あわじ市、淡路市、(一財)淡路島くにうみ協会、(一社)淡路島観光

協会 

ウ 事業内容 

(ｱ)情報発信、人材育成 

淡路島日本遺産ホームページによる情報発信、淡路島日本遺産サポーター養成事業  

 (ｲ)普及啓発 

淡路島日本遺産 RPG の活用、淡路島日本遺産漫画化ワールドカップの実施 

(ｳ)調査研究 

   淡路島の海人の歴史調査研究 

  (ｴ)活用整備 

  淡路島日本遺産ストーリー解説パネルの作成等 

 

(5) 健康長寿の島づくり 

ア 事業概要 

「ウーバー配車アプリ」のイメージ 
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安心して生活でき、共に支え合う住民主体の健康長寿の島づくりを推進する。 

イ 実施主体 

県、市、県立淡路医療センター、かかりつけ医、介護保険事業者他 

ウ 主な取組 

(ｱ) いきいき暮らせる島づくり 

・ いきいき百歳体操の全島推進（活動拠点 島

内277カ所） 

・ 医療、福祉、介護などの多職種連携による専

門性を生かし質の高い支援体制の構築 

(ｲ) 精神障害者が地域で当たり前に暮らせるまちづ

くり 

・ 精神障害者のセルフケア能力と当事者グループの育成 

・ 精神障害者へのアウトリーチ支援の体制づくり 

・ 精神障害への理解を促進する研修会の開催 

 

 

(6) 洲本市中心市街地における複合型福祉拠点の整備 

ア 事業概要 

洲本市中心市街地に位置する旧県立淡路病院の跡

地を活用し、特別養護老人ホーム、ショートステイ

や居宅介護支援事業所の事務所などを備えた、高齢

者や障害者等が安心して暮らせる複合型福祉拠点と

して整備する。 

イ 事業主体 

県社会福祉事業団等 

ウ 取組状況 

特別養護老人ホーム「くにうみの里」が平成28年11月に開設し、２期工事として、

身体障害者用多機能型事業所やグループホームなどの建設も計画している。また平成

31年４月には洲本市立なのはなこども園が開園。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいき百歳体操 

洲本市立なのはなこども園 

洲本市立すもと認定 

こども園開設予定 

特別養護老人ホーム「くにうみの里」 

知的障がい者 
グループホーム 

知的障がい者 
通所事業所 

 なのはなこども園開園地 

- 16 -



 

 

(7) ソーシャルファームの推進 

ア 事業概要 

南あわじ市活性化委員会の活動の一環として、障がい者等の新たな雇用・就業の場

となるソーシャルファームのモデル整備を行う。 

イ 実施場所 

南あわじ市 

ウ 実施主体 

特定非営利活動法人ソーシャルデザインセンター淡路（平成23年11月設立） 

エ 取組状況 

ソーシャルファームのモデル整備として、研修農場の調査及び整備、学習・研修等

の農業指導、人材発掘・育成、商品開発などの取組を実施。 
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４ 総合的取組  

 

(1) あわじ環境未来島構想推進協議会の運営 

ア 事業概要 

住民、地域団体、ＮＰＯ、企業、行政等が幅

広く参画する協議会を設置し、多様な主体の協

働で構想を推進する（平成23年10月21日設立）。 

イ 実施主体 

あわじ環境未来島構想推進協議会 

ウ 構成団体 

110団体（平成30年5月31日付） 

エ これまでの取組 

平成22年度に淡路島特区構想推進委員会を立ち上げ、平成23年度に同委員会を発展

的に改組してあわじ環境未来島構想推進協議会を設立した。 

平成30年度は、５月30日に総会を開催し、取組状況の報告のほか、総合特区自己評

価について審議を行った。 

 

 

(2) あわじ環境未来島構想の啓発推進 

ア 事業概要 

構想の意義や取組について次代を担う小学生をはじめ広く周知啓発を行うことに

より、島民自らが持続可能な地域づくりへ取り組む気運を醸成する。 

イ 実施主体 

県、(一財)淡路島くにうみ協会 

ウ 取組内容 

(ｱ) あわじ環境未来島副読本活用事業 

「あわじ環境未来島副読本-みらい-」を島内の小学生（５年生）に配布し、総合

学習等の授業での活用や、淡路青少年の主張大会の課題図書・参考図書とすること

により、構想への理解を深め、次代を担う子ども達が自分達の住む淡路島の将来を

考える機会をつくる。 

(ｲ) あわじ環境未来島情報発信事業 

「あわじ環境未来島構想」構想関連プロジェクトの進捗状況等を発信するホーム

ページを運営する。 

(ｳ) 啓発作品コンクールの実施 

淡路地域の小中学生を対象に副読本を課題図書・参考図書とした作文を募集し、

構想に対する関心を高め、島の将来を担う子ども達の意識を醸成する。 

(ｴ) あわじ環境未来島構想啓発パンフレット等の作成 

パンフレットやノベルティグッズ等のイベントなどでの配付を通じて構想の啓

発を行う。 

 

設立総会（H23.10.21) 
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  (ｵ) あわじ環境未来島構想見学セミナーの開催 

    あわじ環境未来島構想を推進するため、島内各地のプロ

ジェクト現場等を見学するセミナーを開催する。 

（平成30年度開催実績） 

 主な見学先 

第１回 10月21日（日） 五斗長垣内遺跡、長澤ｴｺ市民ｾﾝﾀｰ、淡路貴船太陽光発電所 

第２回 １月20日（日） 吉備国際大学南あわじ志知ｷｬﾝﾊﾟｽ、美菜恋来屋、YORISOI米田家 

 

(3) 淡路島 農と食の体験ツアーの開催 

農と食に関心のある地域住民を対象に、農産物のブランド化

や６次産業化などの取組を進める農業生産法人等への現地見

学や収穫体験するツアーを開催し、「農と食の持続」の推進に

つなげる。 

（平成30年度開催実績） 

 主な見学先 

第１回 ８月30日（木） 淡路島フルーツ農園、淡路島山田屋、ツギキ×森果樹園 

第２回 ２月24日（土） ㈱嶋本食品、アイ・エス・フーズ㈱、㈱アグリアイランド 

 

(4) あわじ環境未来島構想推進事業 

 【平成30年度の事業内容】 

ア 事業概要 

    ｢あわじ環境未来島構想｣を推進するため、あわじ環境未来島特区計画の改訂を踏

まえ、住民組織・ＮＰＯ・企業・行政等の協同体により行われる先駆的・モデル的

な取り組みに対して新規事業に重点を置き支援を行う。 

  イ 実施主体 

県、島内３市 

ウ 補助内容 

あわじ環境未来島構想の推進に資する住民、ＮＰＯ、企業等の共同体による取組

に対して、県が１市当たり上限3,000千円を補助する（市が県補助金の1/2以上を負

担することが条件）。 

エ 取組内容 

・新規事業 

    地域課題や特区計画改訂を踏まえ、これまでの取組に加えて｢新たな課題｣の解決

に繋がる事業を重点的に支援する。 

    ※新たな課題例 

    ・バイオマス(廃食油、竹等)を活用した発電や熱供給事業 

    ・竹伐採、供給など竹林の計画的な整備 

    ・農用地区域内における農家レストランの設置 

   ・継続事業 

    既に助成を受けている協同体が４年以上継続して実施する事業 
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  事業名 平成30年度の取組内容 

洲本市 【洲本市鳥獣被害防止対策協議会】 

捕獲鳥獣の食肉活用検討事業（新規） 

・ジビエ肉の普及啓発活動 

・捕獲獣肉を活用した食肉加工品の商品開発 

・捕獲獣肉を活用したペットフードの商品開発 

・ジビエ倍増モデル事業者との連携事業 

南あわじ市 

【南あわじ市大学連携推進協議会】 

大学を中心にした「農と暮らしの持続」

推進事業（継続） 

・吉備国際大学農学部における8つの研究会を中心と

した連携促進 

・大学の認知度向上と地域の情報共有 

・地域住民参加型イベントや植物工場の地域開放等 

【沼島地区あわじ環境未来島構想推進協

議会】 

沼島創成プロジェクト～インバウンドや

日本遺産を踏まえた観光客の受入環境整

備の推進～（新規） 

・空き家の改修による簡易宿泊施設化を見据えた交流

拠点の整備 

・おのころクルーズの利用促進のための浮桟橋整備 

・おのころクルーズパンフレットの多言語版作成 

【南あわじ市定住促進協議会】 

住み続けたい南あわじ市定住促進プロジ

ェクト（新規） 

・SNS（フェイスブック等）を活用した情報発信 

・移住定住相談ワンストップ窓口の機能強化 

・田舎暮らし体験ツアー、応援相談会実施 

・移住定住促進アクションプランの策定 

【南あわじ市縁結び事業促進協議会】 

人と人との「出会い」づくり事業（新規） 

・縁結び相談、お見合い紹介の実施 

・出会い交流イベントの開催 

・「恋する放課後・ハロウィンパーティ」の開催 

淡路市 

【長沢元気村協議会】 

あわじ環境未来島構想重点地区推進事業

（継続） 

・自然薯食堂の定期的な運営 

・自然薯栽培 

・自然薯ピザの活用、体験イベントの実施             

【生田地域活性協議会】 

生田地区あわじ環境未来島環境整備事業

（継続） 

・地域及び都市住民との交流拠点「生田村交流ひろば」

の整備、活用 

・地域の特産品をPRするイベントの実施 

・地元産小麦粉の栽培  

【五斗長まちづくり協議会】 

地域資源を活用した地域活性化、交流人

口拡大事業（継続） 

・「玉葱祭り」「収穫祭」の開催による五斗長のPR事業 

・遺跡を活用した体験教室の開催 

・ボランティアガイドの育成 

【３地区連携推進協議会】 

３地区連携事業（継続） 

・3地区合同イベント（歴史ウォーク等）の開催 

【あわじ次世代テック推進会】 

プログラミング教室を活用した地域IoT

推進事業（新規） 

・閉園した保育所等を利活用したプログラミング、ロ

ボット教室の開催 

・プログラミングやIoTの活用検討 

【淡路島竹資源活用推進委員会】 

竹資源活用推進事業（新規） 

・竹チップボイラー導入による里山生態系改善 

・ボイラー設置箇所の選定 
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(5) 域学連携地域活力創出モデル事業 

ア 事業概要 

洲本市の豊かな自然と生活文化、農漁業と食、再生

可能エネルギー等を活用した新たな事業モデルの構築

と、それを有機的に連携させたツーリズムの企画実践

等を、地域と大学等との連携により行うことで、地域

産業の創出と強靭化、観光を通じた地域活性化を図る。 

イ 実施場所 

洲本市内 

ウ 実施主体 

洲本市 

エ 主な取組内容 

・ 地域の課題と魅力の調査に基づく事業・ツアー企

画提案 

・ 自家消費型小水力発電施設の設置 

・ トレイルツアーの企画・実施 

・  農業用ため池の水面を活用した地域貢献型太陽光発電所の設置 

・  学生滞在拠点となる市有古民家「ついどはん」の改修 

   

 

大学生がツーリズムの企画を提案 
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平

成
2
5
年

度
に

農
水

省
競

争
資

金
を

活
用

し
、

地
域

資
源

を
活

用
し

た
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

の
創

出
・
育

成
に

よ
る

地
域

産
業

の
振

興
な

ら
び

に
雇

用
創

出
に

よ
る

環
境

に
や

さ
し

く
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
を

図
る

「
洲

本
市

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
構

想
案

」
策

定
の

た
め

の
調

査
検

討
を

実
施

し
、

平
成

2
6
年

４
月

に
策

定
し

た
。

・
「
洲

本
市

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
構

想
」
を

も
っ

て
国

に
応

募
し

、
平

成
2
6
年

1
1
月

1
0
日

付
で

洲
本

市
が

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
に

選
定

さ
れ

た
。

Ｈ
2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
洲

本
市

6
放

置
竹

林
の

拡
大

防
止

と
そ

の
資

源
利

用
○

N
P

O
法

人
全

島

・
放

置
竹

林
資

源
循

環
利

用
事

業
放

置
竹

林
の

拡
大

防
止

対
策

と
し

て
、

伐
採

し
た

竹
を

畜
産

飼
料

や
土

壌
改

良
材

、
燃

料
用

竹
チ

ッ
プ

に
加

工
し

、
有

効
活

用
す

る
た

め
、

放
置

竹
林

の
伐

採
・
搬

出
に

か
か

る
経

費
を

支
援

。
　 ・
竹

取
物

語
シ

ニ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
「
竹

取
の

翁
」
活

動
体

制
整

備
事

業
竹

林
整

備
や

竹
の

資
源

と
し

て
の

利
用

を
推

進
す

る
た

め
、

竹
取

物
語

ｼ
ﾆ
ｱ

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾀ
ｰ

「
竹

取
の

翁
」
が

行
う

竹
林

整
備

や
竹

資
源

利
用

展
示

実
演

会
、

竹
細

工
学

習
等

の
活

動
を

支
援

す
る

。

H
2
4
～

1
.3

百
万

円
（
1
.3

百
万

円
）

洲
本

農
林

7
竹

資
源

有
効

利
用

事
業

○
洲

本
市

洲
本

市

・
バ

イ
オ

マ
ス

ボ
イ

ラ
ー

整
備

事
業

平
成

2
8
年

度
に

、
竹

チ
ッ

プ
を

主
燃

料
と

す
る

バ
イ

オ
マ

ス
ボ

イ
ラ

ー
を

ウ
ェ

ル
ネ

ス
パ

ー
ク

五
色

の
温

浴
施

設
ゆ

～
ゆ

～
フ

ァ
イ

ブ
に

設
置

し
た

。
竹

チ
ッ

プ
製

造
の

た
め

に
放

置
竹

林
の

間
伐

等
適

正
管

理
を

行
う

こ
と

で
、

有
害

鳥
獣

に
よ

る
農

業
被

害
の

軽
減

と
、

美
し

い
里

山
の

保
全

を
図

る
。

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
の

地
産

地
消

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

自
立

と
、

既
存

ボ
イ

ラ
ー

の
重

油
消

費
量

半
減

に
よ

る
C

O
2
排

出
削

減
に

寄
与

す
る

。

・
竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

平
成

2
9
年

度
よ

り
、

一
定

の
ま

と
ま

り
の

あ
る

竹
林

の
整

備
活

動
等

を
行

う
団

体
等

に
対

し
、

活
動

に
要

す
る

費
用

等
を

補
助

。
バ

イ
オ

マ
ス

ボ
イ

ラ
ー

の
維

持
管

理
等

。

H
2
8
～

4
百

万
円

（
4
百

万
円

）
洲

本
市

8
菜

の
花

・
ひ

ま
わ

り
エ

コ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
○

洲
本

市
洲

本
市

・
油

糧
作

物
の

栽
培

収
穫

、
搾

油
、

食
用

油
販

売
と

、
回

収
し

た
廃

食
用

油
の

B
D

F
化

と
い

う
資

源
循

環
の

取
組

を
通

じ
て

、
環

境
保

全
、

農
地

保
全

、
景

観
形

成
、

特
産

品
開

発
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
等

に
よ

る
地

域
づ

く
り

を
図

る
。

・
官

民
連

携
に

よ
り

、
栽

培
面

積
や

廃
食

用
油

回
収

量
な

ど
、

取
組

規
模

が
年

々
拡

大
。

（
H

2
0
年

度
「
立

ち
上

が
る

農
山

漁
村

」
選

定
事

例
（
農

林
水

産
省

）
）
。

・
浜

田
化

学
㈱

、
神

戸
大

学
等

と
連

携
し

、
農

林
水

産
省

補
助

金
に

よ
り

、
新

技
術

で
あ

る
酵

素
触

媒
法

に
よ

る
バ

イ
オ

燃
料

製
造

技
術

の
技

術
実

証
を

実
施

。
〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

更
な

る
拡

大
を

図
る

た
め

、
菜

の
花

等
栽

培
技

術
向

上
、

な
た

ね
油

等
販

売
促

進
及

び
B

D
F
・
B

5
燃

料
の

活
用

拡
大

を
図

る
た

め
の

取
組

と
し

て
、

開
花

時
期

等
に

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
。

〔
H

3
1
年

度
予

定
〕

・
よ

り
効

率
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

を
図

る
た

め
、

菜
種

・
ひ

ま
わ

り
収

穫
用

コ
ン

バ
イ

ン
を

導
入

。
・
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

を
継

続
・
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

特
に

Ｂ
５

燃
料

の
普

及
啓

発
に

力
を

入
れ

る
。

H
1
4
～

1
8
百

万
円

（
1
2
百

万
円

）
洲

本
市

9
Ｂ

Ｄ
Ｆ

推
進

事
業

○
淡

路
市

淡
路

市

・
廃

食
用

油
の

回
収

及
び

B
D

F
の

製
造

、
利

用
化

を
図

り
、

化
石

燃
料

に
替

わ
る

代
替

え
燃

料
と

し
て

活
用

し
、

C
O

2
の

削
減

及
び

、
地

球
温

暖
化

防
止

に
つ

な
げ

る
。

・
精

製
油

の
利

用
は

、
現

在
、

市
の

公
用

車
(ダ

ン
プ

カ
ー

)に
使

用
。

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
精

製
量

  
 4

,8
1
5
ℓ

〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
精

製
量

 　
  

  
 0

ℓ
〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
精

製
量

 　
  

  
 0

ℓ

H
1
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
淡

路
市

番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区

地
域

資
源

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

地
域

資
源

の
価

値
を

高
め

る
複

合
的

な
バ

イ
オ

マ
ス

利
用

の
実

証

エ ネ ル ギ ー の 持 続

所
管

事
業

年
度

取
組

主
体

H
3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

資
料
３
－
３
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

1
0

地
域

資
源

の
価

値
を

高
め

る
複

合
的

な
バ

イ
オ

マ
ス

利
用

の
実

証

淡
路

市
竹

資
源

利
用

促
進

事
業

○
淡

路
市

淡
路

市

・
A

重
油

の
価

格
高

騰
に

よ
り

、
淡

路
市

が
誇

る
花

き
栽

培
に

係
る

冬
期

の
施

設
内

暖
房

費
用

が
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
る

。
・
初

期
暖

房
は

、
近

年
問

題
と

な
っ

て
い

る
竹

を
活

用
し

た
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
に

よ
る

熱
循

環
を

、
温

度
調

整
は

従
来

の
重

油
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

暖
房

の
効

率
化

に
よ

る
経

費
の

節
減

を
図

る
。

・
竹

チ
ッ

プ
の

有
効

利
用

が
実

証
で

き
れ

ば
、

花
き

生
産

以
外

に
も

広
く
展

開
し

、
化

石
燃

料
の

使
用

削
減

、
再

生
可

能
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
創

出
及

び
農

業
の

活
性

化
に

つ
な

げ
る

。
〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
2
箇

所
で

実
証

実
験

〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
福

祉
施

設
1
箇

所
で

設
置

〔
H

2
7
年

度
実

績
〕
花

卉
農

業
施

設
1
箇

所
〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
花

卉
温

室
ボ

イ
ラ

ー
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
1
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 温
浴

施
設

へ
の

導
入

に
向

け
た

可
能

性
調

査
、

既
存

施
設

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

規
格

条
件

設
定

等
実

施
（
1
4
,7

9
6
千

円
）

〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
竹

資
源

活
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
導

入
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（
花

卉
施

設
）
（
6
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 竹
資

源
供

給
体

制
整

備
事

業
（
竹

林
整

備
活

動
）
（
1
,0

0
0
千

円
）

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

　
継

続
（
竹

林
整

備
活

動
）
（
6
8
3
千

円
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

　
新

規
（
竹

林
整

備
活

動
）
（
1
0
0
0
千

円
）

〔
H

3
1
年

度
予

定
〕
竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

　
継

続
（
竹

林
整

備
活

動
）
（
1
0
0
0
千

円
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

　
継

続
（
竹

林
整

備
活

動
）
（
1
0
0
0
千

円
）

H
2
4
～

2
百

万
円

（
2
百

万
円

）
淡

路
市

1
1

良
好

な
風

況
を

生
か

し
た

洋
上

・
陸

上
風

力
発

電
所

の
検

討

洋
上

風
力

発
電

の
事

業
化

検
討

○
民

間
事

業
者

、
洲

本
市

洲
本

市
五

色
町

(重
点

地
区

)

・
風

況
が

良
好

な
淡

路
島

西
岸

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

生
か

し
、

未
利

用
地

や
海

域
に

お
け

る
風

力
発

電
の

実
施

可
能

性
を

検
討

す
る

。
・
平

成
2
4
年

度
は

、
洲

本
市

五
色

町
沖

で
の

事
業

化
の

可
能

性
を

探
る

た
め

、
風

況
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
調

査
を

実
施

し
た

。
・
平

成
2
6
～

2
7
年

度
は

、
風

力
発

電
等

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

基
礎

情
報

整
備

モ
デ

ル
事

業
（
環

境
省

）
の

対
象

地
区

に
採

択
さ

れ
た

。
・
平

成
2
8
～

2
9
年

度
は

、
風

力
・
地

熱
発

電
に

係
る

地
域

主
導

型
の

戦
略

的
適

地
抽

出
手

法
の

構
築

事
業

（
環

境
省

）
の

モ
デ

ル
地

域
に

選
定

さ
れ

た
。

・
平

成
2
9
年

度
よ

り
2
か

年
で

、
洋

上
風

力
発

電
と

漁
業

と
の

協
調

等
を

テ
ー

マ
と

し
た

各
種

調
査

を
実

施
し

た
。

H
2
3
～

0
百

万
円

（
 5

百
万

円
）

洲
本

市

1
2

大
規

模
な

土
取

り
跡

地
等

の
未

利
用

地
を

活
用

し
た

太
陽

光
発

電
所

の
整

備

大
規

模
未

利
用

地
に

お
け

る
民

間
大

規
模

太
陽

光
発

電
所

の
立

地
促

進
○

複
数

企
業

が
検

討
中

全
島

・
島

内
の

土
取

り
跡

地
等

の
大

規
模

未
利

用
地

に
お

い
て

、
民

間
事

業
者

が
淡

路
地

域
の

豊
富

な
日

照
を

生
か

し
て

大
規

模
太

陽
光

発
電

事
業

の
実

施
を

支
援

す
る

。
・
県

、
地

元
３

市
と

し
て

は
、

事
業

者
に

対
す

る
用

地
情

報
の

提
供

、
関

係
機

関
と

の
調

整
の

仲
介

な
ど

の
誘

致
活

動
を

実
施

し
て

お
り

、
総

合
特

区
支

援
利

子
補

給
金

の
活

用
に

向
け

た
調

整
等

を
行

う
。

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
総

合
特

区
支

援
利

子
補

給
金

0
件

、
大

規
模

太
陽

光
発

電
所

1
箇

所
稼

働
（
約

3
M

W
)

H
2
4
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

1
3

電
力

供
給

サ
ー

ビ
ス

方
式

に
よ

る
太

陽
光

発
電

設
備

の
設

置
○

エ
ナ

ジ
ー

バ
ン

ク
ジ

ャ
パ

ン
㈱

、
㈱

ス
マ

ー
ト

エ
ナ

ジ
ー

、
県

、
市

他
全

島

平
成

2
5
年

５
月

に
供

用
開

始
し

た
県

立
淡

路
医

療
セ

ン
タ

ー
に

エ
ナ

ジ
ー

バ
ン

ク
ジ

ャ
パ

ン
(株

)が
提

供
す

る
初

期
投

資
不

要
で

太
陽

光
発

電
設

備
を

整
備

す
る

仕
組

み
（
ソ

ー
ラ

ー
エ

コ
ウ

ェ
ー

ブ
）
を

導
入

し
た

。
・
導

入
規

模
：
1
5
0
kW

・
契

約
期

間
：
1
2
年

間
・
導

入
効

果
：
初

期
投

資
が

不
要

、
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

の
削

減

H
2
5
～

3
7

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

1
4

住
宅

用
太

陽
光

発
電

設
備

・
蓄

電
設

備
設

置
費

補
助

事
業

○
洲

本
市

洲
本

市

・
市

民
の

住
宅

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

を
促

進
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
の

抑
制

を
は

か
り

地
球

温
暖

化
の

防
止

に
寄

与
す

る
た

め
、

住
宅

用
太

陽
光

発
電

設
備

・
蓄

電
設

備
設

置
を

補
助

。
　

※
平

成
3
0
年

7
月

補
正

（
予

算
額

：
3
,9

0
0
千

円
）
に

伴
い

、
平

成
3
0
年

度
は

以
下

の
事

業
を

行
っ

た
。

①
住

宅
用

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
補

助
（
平

成
3
1
年

3
月

限
で

終
了

）
②

住
宅

用
太

陽
光

発
電

設
備

・
蓄

電
設

備
設

置
補

助
（
平

成
3
0
年

7
月

よ
り

開
始

）

①
〔
補

助
額

〕
2
0
千

円
／

kW
、

上
限

8
0
千

円
／

件
　

 （
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

を
設

置
し

た
場

合
：
3
0
千

円
／

kW
、

上
限

1
2
0
千

円
／

件
）

　
 〔

H
3
0
年

度
実

績
〕
助

成
件

数
　

2
7
件

（
1
3
7
.5

3
kw

）
、

補
助

金
交

付
額

2
,1

2
8
千

円

②
〔
補

助
額

〕
3
0
千

円
／

kW
、

上
限

2
1
0
千

円
／

件
　

 （
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

を
設

置
し

た
場

合
：
4
0
千

円
／

kW
、

上
限

2
8
0
千

円
／

件
）

　
 〔

H
3
0
年

度
実

績
〕
助

成
件

数
3
件

(1
2
.0

kW
)、

補
助

金
交

付
額

3
6
0
千

円
　

 〔
Ｈ

3
1
年

度
予

定
〕
　

4
0
千

円
×

7
kw

×
1
0
件

＝
2
,8

0
0
千

円

H
1
6
～

 2
.8

百
万

円
（
3
.9

百
万

円
）

洲
本

市

1
5

住
宅

用
蓄

電
池

設
置

補
助

事
業

○
淡

路
市

淡
路

市

・
低

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
を

図
る

た
め

省
エ

ネ
設

備
を

導
入

し
、

家
庭

部
門

で
の

Ｃ
Ｏ

2
削

減
の

促
進

に
つ

な
げ

る
。

〔
補

助
額

〕
8
千

円
／

kW
h
、

上
限

8
0
千

円
／

kW
h
（
市

内
業

者
が

工
事

し
た

場
合

：
1
0
千

円
／

kW
h
、

上
限

1
0
0
千

円
／

kW
h
）

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
3
1
件

　
1
9
7
.8

kW
h
　

交
付

額
：
1
,5

4
5
千

円
Ｈ

3
0
～

1
.8

百
万

円
（
1
.8

百
万

円
）

淡
路

市

1
6

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

促
進

事
業

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
目

標
の

一
つ

で
あ

る
｢エ

ネ
ル

ギ
ー

自
給

率
1
0
0
％

｣を
達

成
す

る
た

め
、

蓄
電

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
島

民
に

対
し

て
費

用
の

一
部

を
補

助
。

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

　
4
4
件

、
3
,7

8
0
千

円
〔
H

3
1
年

度
予

定
〕

　
4
,5

0
0
千

円
　

　
補

助
対

象
者

：
住

宅
用

太
陽

光
発

電
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る
新

築
又

は
既

築
住

宅
に

、
家

庭
用

蓄
電

シ
ス

テ
ム

を
新

設
す

る
者

H
2
9
～

4
.5

百
万

円
(4

.5
百

万
円

)
未

来
島

1
7

公
共

施
設

で
の

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

率
先

導
入

洲
本

市
洲

本
市

・
環

境
市

民
フ

ァ
ン

ド
、

初
期

投
資

が
不

要
な

太
陽

光
パ

ネ
ル

の
導

入
ス

キ
ー

ム
等

の
活

用
に

よ
り

、
公

共
施

設
等

へ
太

陽
光

パ
ネ

ル
を

率
先

し
て

導
入

。
・
H

2
4
年

度
以

降
、

初
期

投
資

不
要

ス
キ

ー
ム

に
よ

り
、

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

、
ウ

ェ
ル

ネ
ス

パ
ー

ク
五

色
、

上
灘

中
学

校
跡

地
等

に
て

太
陽

光
パ

ネ
ル

を
設

置
。

H
2
3
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
洲

本
市

地
域

資
源

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

家
庭

・
事

業
所

で
の

太
陽

光
発

電
設

備
の

導
入

促
進

エ ネ ル ギ ー の 持 続
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

1
8

県
内

全
域

で
の

幅
広

い
産

業
立

地
の

促
進

県
全

島

・
工

場
誘

致
中

心
の

集
積

か
ら

県
内

全
域

で
の

幅
広

い
産

業
立

地
促

進
へ

の
転

換
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

経
済

の
活

性
化

と
雇

用
機

会
の

創
出

を
実

現
す

る
。

H
2
7
年

度
に

産
業

立
地

条
例

を
改

正
し

、
拠

点
地

区
制

度
の

見
直

し
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
立

地
支

援
施

策
の

新
設

・
拡

充
等

を
行

い
、

県
内

全
域

で
の

幅
広

い
産

業
立

地
を

促
進

す
る

。
【
主

な
支

援
策

】
①

雇
用

補
助

（
新

規
正

規
雇

用
者

6
人

以
上

、
6
0
万

円
/
人

）
②

設
備

投
資

補
助

（
設

備
投

資
額

の
5
～

7
％

以
内

）
③

外
資

家
企

業
向

け
オ

フ
ィ

ス
賃

料
補

助
（
賃

料
の

1
/
2
以

内
）

④
オ

フ
ィ

ス
立

地
促

進
賃

料
補

助
（
新

規
正

規
雇

用
者

6
人

以
上

、
賃

料
の

1
/
2
以

内
）

⑤
新

産
業

立
地

促
進

賃
料

補
助

（
賃

料
の

1
/
2
以

内
）

⑥
不

動
産

取
得

税
軽

減
⑦

法
人

事
業

税
軽

減

H
1
4
～

1
,5

7
4
百

万
円

（
1
,7

7
8
百

万
円

）
県

民
交

流
（
商

工
）

1
9

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

企
業

立
地

支
援

○
県

淡
路

市

①
　

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

支
援

割
引

制
度

　
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
、

地
域

ブ
ラ

ン
ド

発
展

、
高

齢
者

の
生

活
向

上
等

に
寄

与
す

る
企

業
の

新
規

投
資

を
促

進
す

る
。

　
(1

)対
象

用
地

　
津

名
地

区
産

業
用

地
　

(2
)割

引
率

　
2
0
%

【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

１
件

②
　

中
小

企
業

支
援

ゾ
ー

ン
の

設
置

　
島

内
中

小
企

業
の

新
規

投
資

支
援

の
た

め
、

特
別

に
中

小
企

業
向

け
立

地
促

進
ゾ

ー
ン

を
設

置
す

る
。

　
(1

)対
象

用
地

　
津

名
地

区
（
志

筑
）
の

小
区

画
　

(2
)価

格
　

1
2
千

円
/
㎡

【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

１
件

H
2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

2
0

洲
本

市
洲

本
市

・
投

下
固

定
資

産
額

（
家

屋
及

び
償

却
資

産
）
が

5
,0

0
0
万

円
以

上
で

、
事

業
所

の
新

設
、

拡
張

又
は

移
設

を
行

う
事

業
者

へ
奨

励
金

を
交

付
〔
事

業
所

を
新

設
、

拡
張

又
は

移
設

し
た

場
合

〕
○

企
業

誘
致

奨
励

金
（
5
年

間
）

・
新

設
の

場
合

：
各

年
度

の
固

定
資

産
税

額
に

相
当

す
る

額
・
拡

張
の

場
合

：
拡

張
し

た
部

分
に

係
る

各
年

度
の

固
定

資
産

税
額

に
相

当
す

る
額

・
移

設
の

場
合

：
各

年
度

の
固

定
資

産
税

額
の

1
/
2
に

相
当

す
る

額
〔
指

定
事

業
所

の
操

業
開

始
時

に
新

た
に

雇
用

さ
れ

た
者

で
、

1
年

以
上

継
続

し
て

雇
用

さ
れ

た
市

内
在

住
従

業
員

が
あ

る
場

合
〕

○
雇

用
促

進
奨

励
金

（
上

限
1
,0

0
0
万

円
で

1
回

限
り

）
  

・
当

該
市

内
在

住
従

業
員

1
人

に
つ

き
3
0
万

円
〔
指

定
事

業
所

の
正

規
雇

用
従

業
員

が
1
0
人

以
上

で
、

市
内

在
住

従
業

員
が

半
数

を
超

え
、

か
つ

、
新

た
に

建
築

し
た

事
業

所
の

床
面

積
が

1
,0

0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

〕
○

事
業

所
施

設
設

置
奨

励
金

（
上

限
1
,0

0
0
万

円
で

1
回

限
り

）
 　

・
床

面
積

1
,0

0
0
㎡

を
超

え
る

部
分

1
㎡

に
つ

き
1
万

円

H
2
3
～

3
5
百

万
円

（
3
4
百

万
円

）
洲

本
市

2
1

南
あ

わ
じ

市
南

あ
わ

じ
市

・
投

資
額

1
億

円
以

上
も

し
く
は

常
時

使
用

従
業

員
1
0
人

以
上

の
企

業
を

新
設

ま
た

は
拡

張
す

る
事

業
者

へ
奨

励
金

を
交

付
（
た

だ
し

、
企

業
団

地
に

お
い

て
は

、
5
,0

0
0
㎡

以
下

の
区

画
に

つ
い

て
も

、
投

資
額

5
,0

0
0
万

円
以

上
ま

た
は

常
時

使
用

従
業

員
5
人

以
上

で
対

象
と

す
る

。
）

○
土

地
取

得
奨

励
金

（
※

企
業

団
地

（
産

業
集

積
促

進
地

区
）
の

み
）

【
新

設
】
土

地
購

入
代

金
の

2
%
相

当
額

を
3
年

間
交

付
【
拡

張
】
土

地
購

入
代

金
の

1
%
相

当
額

を
3
年

間
交

付
○

土
地

取
得

特
別

奨
励

金
（
※

企
業

団
地

（
産

業
集

積
促

進
地

区
）
の

み
）

　
事

業
開

始
後

2
年

以
内

に
お

い
て

、
南

あ
わ

じ
市

在
住

の
新

規
常

用
雇

用
従

業
者

が
1
0
人

以
上

5
0
人

未
満

の
場

合
は

1
%
を

、
5
0
人

以
上

の
場

合
は

4
%
を

、
人

数
に

達
し

た
翌

年
度

か
ら

3
年

間
交

付
。

○
固

定
資

産
税

課
税

免
除

 （
※

企
業

団
地

は
新

設
の

み
）

・
該

当
部

分
の

固
定

資
産

税
相

当
額

を
免

除
。

【
新

設
で

新
築

施
設

】
 5

年
間

【
新

設
で

既
存

施
設

】
 3

年
間

【
拡

張
で

新
築

施
設

】
 5

年
間

【
拡

張
で

既
存

施
設

】
 3

年
間

○
新

規
常

用
雇

用
従

業
者

奨
励

金
（
※

企
業

団
地

は
新

設
の

み
）

・
南

あ
わ

じ
市

在
住

者
の

新
規

雇
用

1
名

に
つ

き
2
0
万

円
（
事

業
開

始
後

3
年

以
内

、
2
,0

0
0
万

円
限

度
）

○
特

別
新

規
常

用
雇

用
従

業
者

奨
励

金
の

交
付

　
事

業
開

始
後

2
年

以
内

に
お

い
て

、
南

あ
わ

じ
市

在
住

の
新

規
常

用
雇

用
従

業
者

が
1
0
人

以
上

2
0
人

未
満

の
場

合
は

1
,0

0
0
万

円
を

、
2
0
人

以
上

3
0
人

未
満

の
場

合
は

3
,0

0
0
万

円
を

、
3
0
人

以
上

の
場

合
は

5
,0

0
0
万

円
を

、
人

数
に

達
し

た
翌

年
度

に
交

付
。

H
2
0
～

0
.8

百
万

円
（
0
百

万
円

）
南

あ
わ

じ
市

2
2

淡
路

市
淡

路
市

・
投

資
額

1
億

円
以

上
（
た

だ
し

、
市

内
企

業
に

限
り

5
,0

0
0
万

円
以

上
）
、

か
つ

、
市

内
在

住
の

新
た

に
常

時
雇

用
す

る
従

業
員

3
人

以
上

の
企

業
が

対
象

。
○

立
地

奨
励

金
：
固

定
資

産
税

相
当

額
を

3
～

7
年

交
付

○
雇

用
奨

励
金

：
新

た
に

1
年

以
上

雇
用

し
た

市
内

在
住

の
従

業
員

1
人

に
つ

き
1
0
万

円
（
１

回
限

り
）
を

事
業

者
に

交
付

（
3
～

5
年

間
）
。

総
額

1
,0

0
0
万

円
限

度
○

大
橋

通
行

助
成

・
水

道
料

金
助

成
：
明

石
海

峡
大

橋
及

び
大

鳴
門

橋
通

行
料

並
び

に
水

道
使

用
料

の
助

成
。

法
人

市
民

税
相

当
額

を
限

度
に

3
～

5
年

間
交

付
○

下
水

道
使

用
料

助
成

：
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

つ
き

5
0
円

を
乗

じ
た

額
を

交
付

（
3
0
年

以
内

で
年

間
5
0
0
万

円
限

度
）

※
対

象
と

な
る

の
は

指
定

業
種

の
み

。
投

下
固

定
資

産
総

額
、

新
た

に
常

時
雇

用
す

る
市

内
在

住
の

従
業

員
数

（
な

お
、

下
水

道
使

用
料

助
成

に
つ

い
て

は
、

新
た

に
5
ヘ

ク
タ

ー
ル

以
上

の
土

地
を

取
得

し
、

か
つ

、
年

間
の

下
水

道
を

使
用

す
る

量
が

5
0
,0

0
0
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
者

に
限

る
）
に

応
じ

て
該

当
す

る
奨

励
金

・
助

成
金

の
支

給
期

間
は

異
な

る
。

H
2
0
～

2
8
.0

百
万

円
（
3
2
.4

百
万

円
）

淡
路

市

家
庭

・
事

業
所

で
の

太
陽

光
発

電
の

導
入

促
進

地
域

資
源

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

エ ネ ル ギ ー の 持 続

企
業

立
地

奨
励

制
度

- 24 -



番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

2
3

地
域

資
源

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

○
県

、
市

(一
財

)淡
路

島
く
に

う
み

協
会

全
島

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
一

環
と

し
て

、
島

内
に

豊
富

に
存

在
す

る
竹

資
源

を
バ

イ
オ

マ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

淡
路

島
特

有
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

創
出

す
る

と
と

も
に

、
放

置
竹

林
の

拡
大

を
防

止
す

る
。

【
平

成
2
8
年

度
実

績
】

・
竹

資
源

活
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
導

入
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
事

業
竹

資
源

活
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
の

う
ち

花
卉

ハ
ウ

ス
栽

培
用

の
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
等

は
、

こ
れ

ま
で

長
期

間
の

利
用

実
績

が
な

く
、

農
業

者
が

購
入

す
る

際
の

参
照

デ
ー

タ
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
新

規
導

入
箇

所
を

検
討

。
①

竹
資

源
活

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

導
入

補
助

事
業

竹
資

源
活

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

の
う

ち
家

庭
用

竹
チ

ッ
プ

ボ
イ

ラ
ー

や
竹

ス
ト

ー
ブ

の
導

入
者

に
対

す
る

補
助

(導
入

後
3
年

間
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

)。
②

ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ
ﾆ
ｭ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ｰ
ﾙ

基
金

事
業

を
活

用
し

た
大

型
竹

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
ｰ

の
導

入
事

業
兵

庫
県

の
ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ
ﾆ
ｭ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ｰ
ﾙ

基
金

事
業

（
定

額
1
0
/
1
0
）
を

活
用

し
、

温
浴

施
設

「
ゆ

～
ゆ

～
フ

ァ
イ

ブ
」
へ

の
大

型
竹

チ
ッ

プ
ﾎ

ﾞｲ
ﾗ
ｰ

導
入

に
併

せ
て

、
必

要
な

周
辺

施
設

の
設

置
及

び
付

帯
工

事
に

係
る

費
用

な
ど

を
補

助
。

※
ボ

イ
ラ

ー
導

入
に

は
兵

庫
県

グ
リ

ー
ン

ニ
ュ

ー
デ

ィ
ー

ル
基

金
事

業
(定

額
1
0
/
1
0
)を

活
用

。
③

竹
資

源
活

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

導
入

説
明

会
及

び
現

地
見

学
会

の
開

催
【
平

成
2
9
～

3
0
年

度
実

績
】

・
竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

 【
継

続
】

竹
チ

ッ
プ

の
需

要
拡

大
に

対
応

す
る

た
め

、
地

域
住

民
等

が
自

ら
行

う
竹

林
整

備
活

動
等

に
対

し
て

、
資

機
材

購
入

等
に

係
る

経
費

の
一

部
を

助
成

。
（
実

績
：

H
2
9
 2

地
域

団
体

、
H

3
0
 4

地
域

団
体

）
竹

資
源

活
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
導

入
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
事

業
【
継

続
】
（
上

記
花

卉
ハ

ウ
ス

栽
培

用
の

竹
チ

ッ
プ

ボ
イ

ラ
ー

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
）

【
平

成
3
1
年

度
予

定
】

・
竹

資
源

供
給

体
制

整
備

事
業

【
継

続
】

既
存

の
地

域
団

体
に

加
え

、
新

規
で

取
り

組
む

地
域

団
体

を
募

集
。

H
2
7
～

3
.5

百
万

円
（
3
,0

百
万

円
）

未
来

島

2
4

地
域

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

○
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

、
県

全
島

・
多

く
の

島
民

の
参

画
を

得
て

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

創
出

に
取

り
組

み
、

住
民

ぐ
る

み
で

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

を
推

進
す

る
仕

組
み

と
し

て
、

県
が

住
民

参
加

型
市

場
公

募
債

を
発

行
し

て
島

民
を

中
心

に
資

金
を

集
め

、
（
一

財
）
淡

路
島

く
に

う
み

協
会

に
貸

付
を

行
い

、
同

協
会

が
太

陽
光

発
電

事
業

を
実

施
す

る
。

・
平

成
3
0
年

度
の

設
備

利
用

率
は

約
1
4
.7

％
と

な
り

、
良

好
な

発
電

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
(経

産
省

が
示

す
設

備
利

用
率

の
参

考
値

は
1
4
%
)

H
2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

2
5

多
様

な
主

体
の

創
意

工
夫

を
生

か
す

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

最
適

化

う
ち

エ
コ

診
断

○
ひ

ょ
う

ご
環

境
創

造
協

会
全

島

・
家

庭
か

ら
の

C
O

2
排

出
量

を
見

え
る

化
し

、
各

家
庭

の
生

活
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
、

排
出

削
減

の
効

果
的

な
対

策
を

個
別

提
案

す
る

「
う

ち
エ

コ
診

断
」
を

展
開

。
・
H

2
3
年

度
か

ら
は

、
全

県
の

モ
デ

ル
と

し
て

、
淡

路
島

に
お

い
て

地
元

自
治

会
・
町

内
会

と
連

携
し

て
地

域
ぐ

る
み

で
実

施
。

・
診

断
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

温
暖

化
防

止
の

ほ
か

に
節

電
の

観
点

も
加

え
、

充
実

を
図

る
。

※
実

績
（
H

2
8
 3

地
域

7
世

帯
、

H
2
9
 3

地
域

3
9
世

帯
、

H
3
0
 3

地
域

3
1
世

帯
）

H
2
2
～

0
.0

1
百

万
円

（
0
.0

1
百

万
円

）
県

民
交

流
（
環

境
）

2
6

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

立
島

Ｌ
Ｅ

Ｄ
街

路
灯

新
設

事
業

淡
路

市
淡

路
市

・
市

内
の

交
差

点
周

辺
、

河
川

敷
道

路
、

路
地

、
通

学
路

等
に

L
E
D

タ
イ

プ
の

街
路

灯
を

順
次

整
備

し
、

省
エ

ネ
の

推
進

を
図

る
。

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
1
7
2
基

（
新

設
4
4
、

取
替

1
2
8
）

〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
1
3
5
基

（
新

設
6
2
、

取
替

7
3
）

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
9
4
基

（
新

設
4
7
、

取
替

4
7
）

〔
H

3
1
年

度
予

定
〕
1
0
0
基

）

H
2
2
～

5
百

万
円

（
7
百

万
円

）
淡

路
市

2
7

E
V

ア
イ

ラ
イ

ド
あ

わ
じ

推
進

事
業

○
県

(一
財

)淡
路

島
く
に

う
み

協
会

全
島

Ｃ
Ｏ

₂削
減

効
果

が
高

く
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

向
上

に
寄

与
す

る
電

気
自

動
車

（
E
V

）
の

普
及

促
進

や
充

電
イ

ン
フ

ラ
の

充
実

な
ど

に
よ

り
、

Ｅ
Ｖ

が
安

心
し

て
走

行
で

き
る

環
境

で
あ

る
こ

と
を

島
内

外
に

広
く
発

信
し

、
全

県
に

先
駆

け
た

E
V

導
入

モ
デ

ル
地

域
と

し
て

「
E
V

ア
イ

ラ
ン

ド
あ

わ
じ

」
の

推
進

を
図

る
。

・
Ｅ

Ｖ
用

充
電

器
設

置
箇

所
（
詳

細
版

）
マ

ッ
プ

の
作

成
 〔

H
2
8
年

度
実

績
〕
　

Ｅ
Ｖ

ユ
ー

ザ
ー

が
安

心
し

て
走

行
で

き
る

よ
う

Ｅ
Ｖ

用
充

電
器

設
置

箇
所

マ
ッ

プ
を

作
成

(紙
版

と
W

e
b版

)
 〔

H
3
1
年

度
予

定
〕
　

Ｅ
Ｖ

用
充

電
器

設
置

箇
所

マ
ッ

プ
を

更
新

(紙
版

と
W

e
b版

)
・
Ｅ

Ｖ
ア

イ
ラ

ン
ド

あ
わ

じ
推

進
協

議
会

の
運

営
【
継

続
】

　
推

進
協

議
会

の
運

営
・
次

世
代

自
動

車
充

電
イ

ン
フ

ラ
整

備
事

業
【
継

続
】

　
淡

路
島

内
県

立
集

客
施

設
等

に
設

置
の

急
速

充
電

器
の

維
持

管
理

・
超

小
型

Ｅ
Ｖ

の
活

用
に

よ
る

普
及

促
進

事
業

　
超

小
型

Ｅ
Ｖ

を
活

用
し

た
安

心
し

て
走

行
で

き
る

島
内

環
境

の
Ｐ

Ｒ
と

Ｅ
Ｖ

の
普

及
啓

発
促

進
。

 〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
ウ

ェ
ス

テ
ィ

ン
ホ

テ
ル

淡
路

で
実

施
(２

台
)、

利
用

者
数

4
8
0
人

 〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
美

湯
松

帆
の

郷
、

華
海

月
、

ホ
テ

ル
ニ

ュ
ー

ア
ワ

ジ
、

ホ
テ

ル
・
ザ

・
サ

ン
プ

ラ
ザ

の
4
箇

所
で

実
施

（
各

2
台

ず
つ

）
、

利
用

者
数

7
8
7
人

・
電

気
自

動
車

等
導

入
補

助
  

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
3
0
0
千

円
×

4
0
台

　
対

象
　

島
内

事
業

者
  

〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
3
0
0
千

円
×

5
4
台

　
2
5
0
千

円
×

7
台

  
対

象
　

島
内

事
業

者
、

島
内

在
住

個
人

  
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
3
0
0
千

円
×

8
2
台

　
対

象
　

島
内

事
業

者
、

島
内

在
住

個
人

　
 7

0
0
千

円
×

3
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

、
レ

ン
タ

カ
ー

、
教

習
所

事
業

者
  

〔
Ｈ

2
7
年

度
実

績
〕
7
0
0
千

円
×

1
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

・
レ

ン
タ

カ
ー

、
教

習
所

、
宅

配
事

業
者

  
〔
Ｈ

2
9
年

度
実

績
〕
5
0
0
千

円
×

1
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

・
レ

ン
タ

カ
ー

  
〔
Ｈ

3
0
年

度
実

績
〕
無

し
  

〔
Ｈ

3
1
年

度
予

定
〕
電

気
自

動
車

等
導

入
に

対
す

る
補

助
。

※
購

入
に

加
え

、
リ

ー
ス

導
入

補
助

を
新

設
　

【
電

気
自

動
車

購
入

補
助

】
  

  
  

  
  

5
0
0
千

円
×

5
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

・
レ

ン
タ

カ
ー

　
【
電

気
自

動
車

リ
ー

ス
導

入
補

助
】
  
7
2
0
千

円
×

5
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

・
レ

ン
タ

カ
ー

・
充

電
器

設
置

補
助

事
業

　
〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
無

し
　

〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
5
0
0
千

円
×

1
基

  
〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
5
0
千

円
×

1
箇

所
　

〔
Ｈ

3
0
年

度
実

績
〕
無

し
  

〔
H

3
1
年

度
予

定
〕
充

電
器

設
置

に
対

し
て

補
助

。
対

象
経

費
の

1
/
2
　

設
置

箇
所

　
1
0
箇

所

H
2
3
～

7
.4

百
万

円
（
6
.8

百
万

円
）

広
域

調
整

課
未

来
島

2
8

公
用

車
の

Ｅ
Ｖ

化
県

洲
本

市
・
電

気
自

動
車

の
普

及
を

促
進

す
る

た
め

、
公

用
車

に
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
啓

発
の

ラ
ッ

ピ
ン

グ
を

施
し

た
電

気
自

動
車

(リ
ー

ス
)1

台
を

導
入

。
H

2
4
～

0
.1

百
万

円
（
0
.1

百
万

円
）

未
来

島

2
9

公
共

施
設

で
の

Ｅ
Ｖ

率
先

導
入

洲
本

市
洲

本
市

・
公

共
施

設
に

お
け

る
率

先
的

な
E
V

導
入

の
一

環
と

し
て

、
公

用
車

の
更

新
に

当
た

り
、

E
V

の
積

極
的

な
導

入
を

図
る

。
・
こ

れ
ま

で
、

公
共

施
設

に
E
V

を
３

台
導

入
。

H
2
3
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
洲

本
市

環
境

に
や

さ
し

い
乗

り
物

の
普

及
促

進

家
庭

・
事

業
所

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
最

適
化

エ ネ ル ギ ー の 持 続

住
民

参
加

型
太

陽
光

発
電

事
業

あ
わ

じ
竹

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

５
か

年
計

画
の

実
施

電
気

自
動

車
の

普
及

促
進

- 25 -



番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

3
0

電
気

自
動

車
の

普
及

促
進

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

電
気

自
動

車
導

入
事

業
南

あ
わ

じ
市

南
あ

わ
じ

市

・
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
の

実
現

に
向

け
て

、
脱

化
石

燃
料

、
二

酸
化

炭
素

排
出

削
減

に
資

す
る

電
気

自
動

車
の

導
入

を
加

速
化

す
る

た
め

、
公

用
車

１
台

を
電

気
自

動
車

に
買

い
換

え
、

市
役

所
中

央
庁

舎
に

充
電

ス
タ

ン
ド

を
設

置
す

る
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
 3

,0
4
6
千

円
　

電
気

自
動

車
購

入
（
公

用
車

）
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
1
0
,2

0
6
千

円
  

中
央

庁
舎

充
電

ス
タ

ン
ド

設
置

H
2
4
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
南

あ
わ

じ
市

3
1

淡
陽

自
動

車
教

習
所

、
ツ

ネ
イ

シ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
㈱

、
国

際
航

業
㈱

、
県

、
市

他
全

島

・
淡

路
地

域
で

は
、

一
層

の
人

口
減

少
に

伴
い

ま
す

ま
す

分
散

居
住

が
進

み
、

さ
ら

に
自

動
車

依
存

が
進

む
可

能
性

が
高

い
。

一
方

で
、

超
高

齢
化

に
よ

り
自

動
車

の
運

転
が

困
難

な
住

民
が

増
加

す
る

と
想

定
さ

れ
、

便
数

減
少

傾
向

に
あ

る
既

存
バ

ス
路

線
に

代
わ

る
住

民
の

足
の

確
保

の
必

要
性

が
高

ま
っ

て
い

る
。

・
こ

の
た

め
、

持
続

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

運
行

に
向

け
て

、
維

持
コ

ス
ト

の
低

減
化

と
C

O
2
の

削
減

に
つ

な
が

る
車

両
の

電
動

化
と

運
行

実
証

を
実

施
す

る
。

－
0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
－

3
2

「
環

境
立

島
淡

路
」
島

民
会

議
、

県
、

島
内

３
市

他
全

島

・
環

境
立

島
淡

路
の

実
現

の
た

め
、

7
月

と
1
1
月

を
「
淡

路
環

境
美

化
月

間
」
と

定
め

、
「
淡

路
全

島
一

斉
清

掃
の

日
」
な

ど
の

清
掃

活
動

を
は

じ
め

と
す

る
島

民
主

体
の

活
動

を
よ

り
一

層
推

進
。

・
分

別
・
リ

サ
イ

ク
ル

な
ど

に
よ

る
ご

み
の

減
量

化
や

、
漂

着
ご

み
問

題
に

対
す

る
住

民
の

環
境

意
識

向
上

を
図

る
取

組
を

推
進

。
・
率

先
的

活
動

団
体

の
取

組
支

援
・
「
淡

路
環

境
美

化
月

間
」
運

動
の

推
進

・
淡

路
島

海
岸

漂
着

ご
み

対
策

の
推

進
　

等

H
2
～

1
.2

百
万

円
（
1
.2

百
万

円
）

県
民

交
流

（
環

境
）

3
3

○
「
環

境
立

島
淡

路
」
島

民
会

議
、

県
、

島
内

３
市

他
全

島

・
資

源
循

環
型

社
会

の
構

築
に

向
け

た
取

組
で

あ
る

「
あ

わ
じ

菜
の

花
エ

コ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

島
民

運
動

と
し

て
推

進
。

〔
取

組
例

〕
・
菜

の
花

油
販

売
促

進
事

業
　

・
菜

の
花

種
子

配
布

事
業

　
・
生

産
者

支
援

事
業

　
等

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

菜
の

花
種

子
を

希
望

者
に

配
布

す
る

と
と

も
に

、
菜

種
収

穫
高

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
「
栽

培
セ

ミ
ナ

ー
」
を

実
施

。

H
1
4
～

0
.8

百
万

円
（
0
.8

百
万

円
）

県
民

交
流

（
環

境
）

3
4

家
庭

の
省

エ
ネ

実
践

運
動

う
ち

エ
コ

診
断

（
再

掲
）

○
ひ

ょ
う

ご
環

境
創

造
協

会
全

島

・
家

庭
か

ら
の

C
O

2
排

出
量

を
見

え
る

化
し

、
各

家
庭

の
生

活
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
、

排
出

削
減

の
効

果
的

な
対

策
を

個
別

提
案

す
る

「
う

ち
エ

コ
診

断
」
を

展
開

。
・
H

2
3
年

度
か

ら
は

、
全

県
の

モ
デ

ル
と

し
て

、
淡

路
島

に
お

い
て

地
元

自
治

会
・
町

内
会

と
連

携
し

て
地

域
ぐ

る
み

で
実

施
。

・
診

断
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

温
暖

化
防

止
の

ほ
か

に
節

電
の

観
点

も
加

え
、

充
実

を
図

る
。

※
実

績
（
H

2
8
 3

地
域

7
世

帯
、

H
2
9
 3

地
域

3
9
世

帯
、

H
3
0
 3

地
域

3
1
世

帯
）

H
2
2
～

0
.0

1
百

万
円

（
0
.0

1
百

万
円

）
県

民
交

流
（
環

境
）

3
5

県
、

市
全

島
・
３

市
と

連
携

し
、

生
活

排
水

適
正

処
理

推
進

協
議

会
を

設
立

し
、

生
活

排
水

の
適

正
処

理
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。
情

報
の

共
有

や
対

策
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
生

活
排

水
適

正
処

理
推

進
員

を
配

置
し

、
県

民
生

活
へ

の
指

導
啓

発
を

行
う

。
H

2
4
～

2
.6

百
万

円
（
2
.6

百
万

円
）

県
民

交
流

（
環

境
）

3
6

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
○

㈱
パ

ソ
ナ

農
援

隊
、

淡
路

市
他

淡
路

市
野

島
(重

点
地

区
)

･農
業

分
野

で
の

起
業

を
目

指
す

人
材

を
(株

)パ
ソ

ナ
農

援
隊

が
最

長
2
-
3
年

間
契

約
社

員
と

し
て

雇
用

し
、

淡
路

市
野

島
地

区
の

遊
休

農
地

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

て
、

事
業

計
画

の
作

成
、

栽
培

品
目

の
選

定
、

生
産

・
販

売
方

法
の

企
画

、
栽

培
管

理
・
収

穫
・
出

荷
な

ど
、

農
業

経
営

の
実

践
を

通
じ

て
育

成
す

る
「
パ

ソ
ナ

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
淡

路
」
事

業
を

展
開

し
て

い
る

。
な

お
、

当
該

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

県
・
淡

路
市

が
協

働
し

て
農

地
の

斡
旋

及
び

農
業

技
術

の
指

導
等

を
行

っ
て

い
る

。
･平

成
２

０
年

か
ら

事
業

を
開

始
し

て
お

り
、

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

4
5
名

の
研

修
生

に
独

立
就

農
又

は
農

業
分

野
で

の
起

業
に

向
け

て
研

修
を

行
っ

た
（
展

開
面

積
：

約
6
.5

h
a（

H
3
1
.4

現
在

）
）
。

2
～

3
年

実
践

の
中

で
力

を
つ

け
、

独
立

就
農

を
希

望
す

る
1
7
名

の
う

ち
、

6
名

が
淡

路
島

内
で

就
農

（
H

3
1
.4

現
在

）
し

、
う

ち
5
名

が
認

定
就

農
者

と
な

っ
て

い
る

。
有

機
栽

培
の

手
法

を
導

入
し

た
“
B

L
O

F
ア

カ
デ

ミ
ー

in
淡

路
島

”
を

企
画

し
、

募
集

活
動

を
継

続
中

。
独

立
就

農
の

み
な

ら
ず

、
雇

用
就

農
希

望
者

に
も

対
応

で
き

る
農

場
を

目
指

す
。

H
2
0
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

3
7

旧
野

島
小

学
校

施
設

用
地

利
活

用
事

業
○

㈱
パ

ソ
ナ

ふ
る

さ
と

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

淡
路

市
他

淡
路

市
野

島
(重

点
地

区
)

・
廃

校
し

た
小

学
校

を
利

活
用

し
、

地
域

活
性

化
の

シ
ン

ボ
ル

と
し

て
あ

ら
た

な
観

光
、

６
次

産
業

化
の

モ
デ

ル
施

設
と

し
て

位
置

づ
け

、
耕

作
放

棄
地

の
有

効
活

用
、

雇
用

創
造

、
生

産
か

ら
加

工
、

販
売

流
通

と
い

う
６

次
産

業
モ

デ
ル

を
確

立
す

る
。

・
廃

校
と

な
っ

て
い

た
旧

淡
路

市
立

野
島

小
学

校
施

設
に

つ
い

て
、

(株
)パ

ソ
ナ

グ
ル

ー
プ

が
淡

路
市

か
ら

譲
渡

を
受

け
、

H
2
4
年

８
月

に
「
の

じ
ま

ス
コ

ー
ラ

」
を

オ
ー

プ
ン

し
た

。
地

域
の

6
次

産
業

化
の

モ
デ

ル
施

設
、

地
域

活
性

化
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
事

業
で

生
産

し
た

農
産

物
の

直
売

を
行

う
ほ

か
、

こ
れ

ら
の

農
産

物
を

活
用

し
た

カ
フ

ェ
、

レ
ス

ト
ラ

ン
を

開
設

す
る

な
ど

、
島

内
外

か
ら

年
間

1
8
万

人
規

模
の

来
客

が
あ

り
、

多
く
の

観
光

客
を

誘
致

し
て

い
る

。
・
ま

た
、

平
成

2
6
年

7
月

に
姉

妹
店

の
m

ie
le

（
H

3
0
年

度
来

客
者

数
：
約

6
万

人
）
、

平
成

2
8
年

7
月

に
A

w
aj

i 
C

ra
ft

 C
ir
c
u
s（

H
3
0
年

度
来

客
者

数
：
約

9
万

人
）
、

平
成

2
9
年

9
月

に
オ

ー
シ

ャ
ン

テ
ラ

ス
（
H

3
0
年

度
来

客
者

数
：
約

2
万

人
）
を

オ
ー

プ
ン

す
る

な
ど

、
淡

路
島

へ
の

観
光

客
の

増
加

、
地

域
活

性
化

に
寄

与
し

て
い

る
。

H
2
4
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

3
8

健
康

・
癒

し
の

里
づ

く
り

ク
ラ

イ
ン

ガ
ル

テ
ン

整
備

㈱
パ

ソ
ナ

グ
ル

ー
プ

淡
路

市
・
都

市
住

民
が

農
業

体
験

を
通

じ
て

心
の

健
康

を
回

復
す

る
滞

在
型

市
民

農
園

（
ク

ラ
イ

ン
ガ

ル
テ

ン
）
に

つ
い

て
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

も
視

野
に

入
れ

た
「
エ

コ
・
ク

ラ
イ

ン
ガ

ル
テ

ン
」
事

業
の

実
施

に
向

け
た

検
討

を
進

め
て

い
る

。
H

2
4
 ～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

3
9

○
県

全
島

・
認

定
農

業
者

や
集

落
営

農
組

織
等

の
効

率
的

か
つ

安
定

的
な

経
営

体
の

育
成

、
農

業
後

継
者

の
就

農
促

進
及

び
新

た
に

農
外

か
ら

の
意

欲
あ

る
新

規
就

農
者

（
新

規
参

入
者

）
の

受
け

入
れ

を
促

進
。

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

・
経

営
能

力
に

優
れ

た
認

定
農

業
者

（
個

別
経

営
体

）
の

育
成

・
地

域
特

性
を

生
か

し
た

淡
路

島
型

集
落

営
農

組
織

（
組

織
経

営
体

）
の

育
成

：
3
経

営
体

を
育

成
〔
H

3
1
年

度
予

定
〕

・
認

定
農

業
者

の
法

人
化

に
向

け
た

研
修

会
等

の
開

催
・
子

が
親

元
か

ら
独

立
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
よ

り
U

タ
ー

ン
就

農
を

促
す

取
組

を
推

進
・
女

性
農

業
者

の
経

営
参

画
を

促
進

・
地

域
特

性
を

活
か

し
た

集
落

営
農

組
織

の
育

成

H
2
4
～

5
.1

百
万

円
（
4
.7

百
万

円
）

洲
本

農
林

4
0

県
、

北
淡

路
土

地
改

良
区

淡
路

市
・
国

営
農

地
開

発
北

淡
路

地
区

は
温

暖
な

気
候

や
大

都
市

圏
に

近
い

恵
ま

れ
た

立
地

条
件

に
よ

り
、

企
業

参
入

が
増

加
し

て
い

る
。

残
っ

た
耕

作
放

棄
地

の
有

効
利

用
を

図
る

た
め

、
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

団
地

づ
く
り

を
支

援
し

、
多

様
な

主
体

の
参

入
に

よ
る

先
進

的
な

農
業

経
営

の
展

開
を

促
進

す
る

。
　

《
実

施
内

容
》
　

参
入

企
業

の
選

定
、

企
業

等
配

置
計

画
図

作
成

H
3
0
～

2
.5

百
万

円
（
1
.1

百
万

円
）

洲
本

農
林

農 と 食 の 持 続

北
淡

路
先

端
フ

ァ
ー

ム
の

形
成

農
と

食
の

人
材

育
成

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
」
島

民
率

先
行

動
の

推
進

環
境

に
や

さ
し

い
乗

り
物

の
普

及
促

進

エ ネ ル ギ ー の 持 続

生
活

排
水

適
正

処
理

の
推

進

あ
わ

じ
菜

の
花

エ
コ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
（
再

掲
）

あ
わ

じ
全

島
ゴ

ミ
ゼ

ロ
作

戦

電
動

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
運

行

淡
路

島
農

の
担

い
手

育
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

農
と

食
の

人
材

育
成

拠
点

の
形

成
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

4
1

農
を

主
軸

と
し

た
地

域
再

生
の

担
い

手
を

育
成

す
る

大
学

学
部

と
の

連
携

吉
備

国
際

大
学

南
あ

わ
じ

志
知

キ
ャ

ン
パ

ス
農

学
部

と
の

連
携

○
学

校
法

人
順

正
学

園
、

南
あ

わ
じ

市
、

県
、

地
域

農
漁

業
団

体
他

南
あ

わ
じ

市
志

知
(重

点
地

区
)

・
県

立
高

校
の

廃
校

跡
地

を
活

用
し

、
農

を
主

軸
と

し
た

地
域

再
生

を
目

指
し

、
環

境
・
福

祉
を

融
合

さ
せ

た
領

域
の

人
材

育
成

を
行

う
大

学
学

部
を

誘
致

し
、

施
設

改
修

整
備

等
を

実
施

。
H

2
5
年

4
月

開
校

。
【
Ｈ

2
7
年

度
実

績
】

大
学

入
学

奨
励

金
：
1
3
,7

0
0
千

円
【
H

2
8
年

度
実

績
】

大
学

入
学

奨
励

金
：
1
0
,7

2
5
千

円
【
H

2
9
年

度
実

績
】

大
学

入
学

奨
励

金
：
9
,4

5
0
千

円
【
H

3
0
年

度
実

績
】

大
学

入
学

奨
励

金
：
1
3
,0

5
0
千

円

H
2
3
～

1
9
.5

百
万

円
（
2
2
.5

百
万

円
）

南
あ

わ
じ

市

4
2

○
あ

わ
じ

島
ま

る
ご

と
(株

)
南

あ
わ

じ
市

志
知

(重
点

地
区

)

・
地

域
が

誇
る

農
水

産
品

の
魅

力
を

発
信

す
る

と
共

に
、

ツ
ー

リ
ズ

ム
と

融
合

し
た

6
次

産
業

化
に

よ
る

付
加

価
値

の
向

上
に

取
り

組
む

拠
点

と
し

て
、

あ
わ

じ
島

ま
る

ご
と

食
の

拠
点

施
設

を
整

備
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
1
3
,4

7
0
千

円
・
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

作
成

、
検

討
委

員
会

開
催

等
〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
8
8
0
,1

6
9
千

円
・
測

量
調

査
、

実
施

設
計

、
整

備
工

事
、

検
討

委
員

会
開

催
、

生
産

拡
大

支
援

等
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
1
4
5
,9

3
3
千

円
・
1
期

整
備

工
事

が
完

成
し

、
H

2
7
.3

月
に

直
売

所
・
レ

ス
ト

ラ
ン

等
を

先
行

オ
ー

プ
ン

等
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕
2
4
,4

2
5
千

円
・
直

売
所

追
加

工
事

、
活

用
推

進
、

生
産

拡
大

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

検
討

委
員

会
開

催
等

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
2
4
,3

5
8
千

円
・
食

の
拠

点
施

設
活

用
推

進
、

生
産

拡
大

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

検
討

委
員

会
開

催
等

［
H

2
9
年

度
実

績
］
4
0
,3

3
4
千

円
・
食

の
拠

点
施

設
活

用
推

進
、

生
産

拡
大

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

検
討

委
員

会
開

催
等

［
H

3
0
年

度
実

績
］
2
8
,9

5
7
千

円
・
食

の
拠

点
施

設
活

用
推

進
、

生
産

拡
大

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

検
討

委
員

会
開

催
等

［
H

3
1
年

度
予

定
］

・
食

の
拠

点
施

設
活

用
推

進
、

生
産

拡
大

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

検
討

委
員

会
開

催
等

H
2
3
～

3
2
百

万
円

（
3
0
百

万
円

）
南

あ
わ

じ
市

4
3

洲
本

市
洲

本
市

【
事

業
概

要
】

新
規

就
農

者
の

受
入

に
向

け
た

話
し

合
い

を
行

い
、

受
入

条
件

を
総

合
的

に
整

備
す

る
集

落
に

、
必

要
な

経
費

を
助

成
す

る
。

１
５

万
円

定
額

。
（
集

落
内

で
利

用
さ

れ
て

い
な

い
農

地
、

住
宅

、
施

設
、

機
械

な
ど

、
新

規
就

農
者

受
入

に
必

要
な

情
報

を
整

備
し

、
そ

の
情

報
を

人
・
農

地
プ

ラ
ン

に
取

り
ま

と
め

、
市

に
提

出
す

る
こ

と
。

）
【
平

成
3
0
年

度
実

績
】
事

業
費

0
千

円
【
平

成
3
1
年

度
予

定
】
事

業
費

3
0
0
千

円

Ｈ
2
9
～

0
.3

百
万

円
（
0
.3

百
万

円
）

洲
本

市

4
4

○
洲

本
市

洲
本

市

【
事

業
概

要
】

新
た

に
農

地
を

借
り

受
け

て
、

規
模

拡
大

す
る

認
定

農
業

者
・
認

定
新

規
就

農
者

に
対

し
、

機
械

・
施

設
導

入
費

用
を

助
成

す
る

。
①

認
定

農
業

者
：
上

限
5
0
万

円
（
1
/
3
以

内
）
、

②
認

定
新

規
就

農
者

：
上

限
3
0
万

円
（
1
/
3
以

内
）

【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

件
数

1
0
件

、
交

付
額

3
,4

4
3
千

円
【
平

成
3
1
年

度
予

定
】
事

業
費

4
,0

0
0
千

円

Ｈ
2
5
～

4
百

万
円

（
4
百

万
円

）
洲

本
市

4
5

○
県

(一
財

)淡
路

島
く
に

う
み

協
会

全
島

農
と

食
に

関
心

の
あ

る
方

を
対

象
に

、
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
化

や
６

次
産

業
化

な
ど

の
取

組
を

進
め

る
農

業
生

産
法

人
へ

の
現

地
見

学
や

、
旬

野
菜

の
収

穫
等

の
農

業
体

験
を

盛
り

込
ん

だ
ツ

ア
ー

を
実

施
し

、
農

と
食

に
よ

る
地

域
づ

く
り

へ
の

関
心

と
理

解
を

高
め

、
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
の

柱
の

一
つ

で
あ

る
｢農

と
食

の
持

続
｣を

推
進

す
る

。
【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

2
回

開
催

　
参

加
者

5
2
名

【
H

3
1
年

度
予

定
】
　

1
回

開
催

　
参

加
者

2
5
名

想
定

Ｈ
2
8
～

0
.5

百
万

円
(1

百
万

円
)

未
来

島

4
6

プ
ラ

グ
イ

ン
・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
船

の
開

発

沼
島

漁
協

、
古

野
電

気
㈱

、
関

西
電

力
㈱

、
大

阪
市

立
大

学
、

南
あ

わ
じ

市
、

県

南
あ

わ
じ

市
沼

島
(重

点
地

区
)

・
南

あ
わ

じ
市

沼
島

に
お

け
る

「
農

漁
村

型
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

」
の

一
環

と
し

て
、

大
阪

市
立

大
学

、
古

野
電

気
㈱

、
県

立
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
等

に
よ

り
、

モ
ー

タ
ー

と
エ

ン
ジ

ン
を

組
み

合
わ

せ
た

定
点

航
行

シ
ス

テ
ム

を
組

み
入

れ
た

「
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
漁

船
」
の

開
発

に
取

り
組

む
。

H
2
4
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

南
あ

わ
じ

市

4
7

○
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
推

進
協

議
会

全
島

〔
H

3
0
主

な
実

績
〕

・
「
御

食
国

ブ
ラ

ン
ド

」
の

確
立

に
向

け
た

海
外

・
国

内
P

R
事

業
の

実
施

・
淡

路
島

産
食

材
こ

だ
わ

り
宣

言
店

Ｐ
Ｒ

事
業

の
実

施
・
首

都
圏

で
の

淡
路

島
産

農
畜

水
産

物
の

P
R

・
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
オ

ー
タ

ム
メ

ッ
セ

２
０

１
８

の
開

催
・
協

議
会

推
進

戦
略

の
再

構
築

〔
H

3
1
主

な
予

定
〕

・
「
御

食
国

淡
路

島
」
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

の
形

成
・
定

着
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
に

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

展
開

　
　

淡
路

島
産

食
材

こ
だ

わ
り

宣
言

店
Ｐ

Ｒ
事

業
の

実
施

　
　

淡
路

島
な

る
と

オ
レ

ン
ジ

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

　
　

活
動

首
都

圏
等

に
お

け
る

淡
路

島
産

農
畜

水
産

物
の

P
R

等
　

　
｢秋

の
お

い
し

い
御

食
国

月
間

｣と
食

の
リ

レ
ー

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

H
2
2
～

1
9
百

万
円

（
2
4
百

万
円

）
洲

本
農

林

4
8

洲
本

市
洲

本
市

・
兵

庫
県

で
取

り
組

む
“
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
”
の

推
進

に
参

画
(1

,2
0
0
千

円
)

H
2
2
～

1
.2

百
万

円
（
1
.2

百
万

円
）

洲
本

市

4
9

南
あ

わ
じ

市
南

あ
わ

じ
市

・
兵

庫
県

で
取

り
組

む
“
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
”
の

推
進

に
参

画
(1

,2
0
0
千

円
)

H
2
2
～

1
.2

百
万

円
（
1
.2

百
万

円
）

南
あ

わ
じ

市

5
0

淡
路

市
淡

路
市

・
兵

庫
県

で
取

り
組

む
“
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
”
の

推
進

に
参

画
(1

,2
0
0
千

円
)

H
2
2
～

1
.2

百
万

円
（
1
.2

百
万

円
）

淡
路

市

漁
船

の
電

動
化

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

に
よ

る
漁

業
の

グ
リ

ー
ン

化あ
わ

じ
島

ま
る

ご
と

食
の

拠
点

施
設

の
整

備

食
の

ブ
ラ

ン
ド

「
淡

路
島

」
推

進
事

業
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
の

推
進

農 と 食 の 持 続

食
の

ブ
ラ

ン
ド

「
淡

路
島

」
推

進
事

業

淡
路

島
 農

と
食

の
体

験
ツ

ア
ー

み
ら

い
の

集
落

創
造

事
業

農
地

を
活

か
す

”
プ

ロ
農

家
”
応

援
事

業

農
と

食
の

人
材

育
成
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

5
1

兵
庫

県
玉

葱
協

会
全

島
・
「
淡

路
島

た
ま

ね
ぎ

」
の

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
の

た
め

、
地

域
団

体
商

標
の

管
理

や
品

質
基

準
の

遵
守

の
た

め
の

研
修

会
や

地
理

的
表

示
（
Ｇ

Ｉ）
登

録
に

む
け

た
活

動
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
取

得
に

あ
た

っ
て

の
研

修
等

の
活

動
を

支
援

。
ま

た
、

た
ま

ね
ぎ

以
外

の
野

菜
に

つ
い

て
も

、
Ｇ

Ａ
Ｐ

取
得

に
あ

た
っ

て
の

現
状

把
握

や
事

例
調

査
等

の
活

動
を

支
援

。
H

3
0
～

0
.3

百
万

円
（
0
.5

5
百

万
円

）
洲

本
農

林

5
2

○
県

全
島

・
淡

路
島

の
野

菜
主

要
５

品
目

（
た

ま
ね

ぎ
、

レ
タ

ス
、

は
く
さ

い
、

キ
ャ

ベ
ツ

、
ト

マ
ト

）
等

の
野

菜
の

生
産

面
積

を
拡

大
す

る
た

め
に

、
機

械
化

体
系

の
推

進
と

品
質

向
上

へ
の

取
組

み
を

支
援

。
【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

・
J
A

あ
わ

じ
島

に
お

い
て

た
ま

ね
ぎ

ピ
ッ

カ
ー

の
導

入
補

助
を

し
た

。
（
補

助
金

2
,5

0
0
千

円
）

・
J
A

淡
路

日
の

出
に

お
い

て
、

レ
ン

タ
ル

農
機

（
玉

葱
機

械
）
の

導
入

補
助

を
し

た
。

（
補

助
金

1
,3

0
8
千

円
）

・
南

あ
わ

じ
市

の
農

業
法

人
お

い
て

、
た

ま
ね

ぎ
の

乾
燥

機
の

導
入

補
助

を
し

た
。

（
補

助
金

4
1
9
千

円
）

H
2
7
～

4
.0

百
万

円
（
4
.0

百
万

円
）

洲
本

農
林

5
3

県
全

島

・
淡

路
島

た
ま

ね
ぎ

を
べ

と
病

の
病

害
か

ら
防

ぐ
た

め
、

正
し

い
知

識
の

普
及

、
適

期
防

除
の

必
要

性
の

周
知

の
普

及
啓

発
を

支
援

。
【
H

3
0
年

度
実

績
】

・
兵

庫
県

玉
葱

協
会

に
お

い
て

、
べ

と
病

ま
ん

延
防

止
策

の
普

及
啓

発
活

動
を

支
援

し
た

。
（
補

助
金

2
,0

0
0
千

円
）

H
2
9
～

2
百

万
円

（
2
百

万
円

）
洲

本
農

林

5
4

県
、

農
協

、
農

業
者

グ
ル

ー
プ

他
全

島
「
淡

路
島

＝
フ

ル
ー

ツ
の

島
」
と

し
て

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
「
淡

路
島

な
る

と
オ

レ
ン

ジ
」
や

淡
路

で
栽

培
が

拡
大

し
て

い
る

い
ち

じ
く
の

Ｐ
Ｒ

を
推

進
す

る
。

H
3
0
～

1
.1

百
万

円
（
1
.1

百
万

円
）

洲
本

農
林

5
5

畜
産

農
家

及
び

耕
種

農
家

の
５

戸
以

上
の

グ
ル

ー
プ

、
集

落
営

農
組

織
等

、
J
A

等
全

島

・
新

た
な

担
い

手
確

保
や

増
頭

に
向

け
た

施
策

の
推

進
・
乳

牛
へ

の
受

精
卵

移
植

を
活

用
し

た
和

子
牛

生
産

・
繁

殖
牛

舎
整

備
費

助
成

・
淡

路
和

牛
放

牧
活

用
事

業
【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

・
１

団
体

に
対

し
て

、
飼

料
生

産
の

た
め

の
機

械
導

入
を

支
援

し
た

。
（
補

助
金

4
8
0
千

円
）

・
１

団
体

に
対

し
て

、
受

精
卵

移
植

の
経

費
を

支
援

し
た

。
（
補

助
金

5
3
0
千

円
）

・
２

団
体

に
対

し
て

、
繁

殖
牛

舎
の

整
備

を
支

援
し

た
。

(補
助

金
6
0
0
千

円
）

・
２

団
体

に
対

し
て

、
子

牛
の

飼
養

環
境

を
改

善
す

る
た

め
の

機
器

等
導

入
を

支
援

し
た

。
（
補

助
金

4
1
6
千

円
）

H
2
2
～

2
.5

百
万

円
（
2
.6

百
万

円
）

洲
本

農
林

5
6

兵
庫

県
酪

農
農

業
協

同
組

合
、

ハ
イ

ク
オ

リ
テ

ィ
ミ

ル
ク

農
業

協
同

組
合

、
洲

本
畜

産
興

業
組

合
、

酪
農

家
グ

ル
ー

プ
(５

戸
以

上
)

全
島

・
乳

牛
の

増
頭

を
図

る
た

め
、

育
成

牛
預

託
に

よ
る

増
頭

経
費

の
一

部
を

支
援

す
る

。
H

2
9
～

0
.8

百
万

円
(0

.8
百

万
円

)
洲

本
農

林

5
7

南
あ

わ
じ

市
食

の
拠

点
施

設
整

備
推

進
協

議
会

全
島

消
費

者
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

サ
ラ

ダ
用

野
菜

な
ど

の
新

た
な

作
物

づ
く
り

を
行

い
、

淡
路

島
を

野
菜

が
豊

富
で

周
年

供
給

で
き

る
「
ベ

ジ
タ

ブ
ル

ア
イ

ラ
ン

ド
」
と

し
て

ブ
ラ

ン
ド

化
を

推
進

す
る

。
H

3
0
～

0
.7

百
万

円
（
2
.2

百
万

円
）

洲
本

農
林

5
8

県
、

漁
業

関
係

団
体

全
島

・
水

産
資

源
の

維
持

・
増

大
と

地
元

水
産

物
消

費
拡

大
の

た
め

、
豊

か
な

海
の

再
生

や
増

養
殖

技
術

開
発

支
援

、
水

産
物

販
売

強
化

等
に

取
り

組
む

。
〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

・
漁

場
環

境
の

改
善

や
水

産
資

源
の

回
復

の
た

め
漁

業
者

等
が

自
ら

が
行

う
取

り
組

み
を

支
援

・
増

養
殖

技
術

開
発

と
し

て
、

ワ
カ

メ
採

苗
や

ア
カ

ウ
ニ

、
サ

ク
ラ

マ
ス

及
び

カ
キ

養
殖

の
技

術
開

発
を

支
援

・
島

内
に

お
い

て
実

施
す

る
淡

路
島

の
魚

の
P

R
や

イ
ベ

ン
ト

等
の

取
組

み
を

支
援

・
県

内
外

の
量

販
店

等
に

お
い

て
淡

路
島

の
魚

の
販

売
促

進
を

支
援

〔
H

3
1
年

度
予

定
〕

・
漁

場
環

境
の

改
善

や
水

産
資

源
の

回
復

の
た

め
漁

業
者

等
が

自
ら

が
行

う
取

り
組

み
を

支
援

・
増

養
殖

技
術

開
発

と
し

て
、

ワ
カ

メ
採

苗
や

ア
カ

ウ
ニ

、
サ

ク
ラ

マ
ス

の
技

術
開

発
を

支
援

・
島

内
に

お
い

て
実

施
す

る
淡

路
島

の
魚

の
P

R
や

イ
ベ

ン
ト

等
の

取
組

み
を

支
援

。
献

上
マ

ダ
イ

の
産

地
で

あ
る

南
あ

わ
じ

と
連

携
し

、
淡

路
島

マ
ダ

イ
の

魅
力

を
再

発
信

。
・
県

内
外

の
量

販
店

等
に

お
い

て
淡

路
島

の
魚

の
販

売
促

進
を

支
援

H
2
4
～

7
.2

0
百

万
円

(7
.8

3
百

万
円

)
洲

本
農

林

5
9

県
全

島

　
消

費
者

や
市

場
に

信
頼

、
評

価
さ

れ
、

競
争

力
の

あ
る

淡
路

島
の

花
き

産
地

づ
く
り

の
一

層
の

推
進

の
た

め
、

日
持

ち
性

を
中

心
と

し
た

優
位

性
を

明
ら

か
に

し
、

実
需

者
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

品
目

を
推

進
す

る
。

・
導

入
品

目
や

販
売

手
法

の
検

討
、

実
証

圃
に

お
け

る
栽

培
管

理
方

法
や

現
地

適
応

性
の

検
討

な
ど

花
き

新
品

目
を

開
発

・
消

費
地

に
近

い
地

理
的

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
日

持
ち

性
の

明
確

化
に

よ
り

、
産

地
競

争
力

を
強

化
　

【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

・
１

団
体

に
実

証
ほ

の
設

置
委

託
を

し
た

。
（
委

託
費

2
0
0
千

円
）

・
淡

路
花

卉
組

合
連

合
会

の
行

う
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

へ
の

取
り

組
み

に
対

し
て

支
援

を
実

施
。

（
補

助
金

1
,0

5
0
千

円
）

H
2
4
～

1
.2

5
百

万
円

（
1
.4

5
百

万
円

）
洲

本
農

林

6
0

淡
路

市
淡

路
市

・
観

光
立

島
・
淡

路
市

に
ふ

さ
わ

し
い

人
材

の
育

成
を

行
う

。
・
将

来
の

観
光

を
担

う
子

ど
も

た
ち

を
育

て
る

た
め

、
食

に
よ

る
観

光
教

育
を

学
校

及
び

関
連

機
関

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

H
2
4
～

0
.5

百
万

円
（
0
.5

百
万

円
）

淡
路

市

6
1

淡
路

市
淡

路
市

・
淡

路
島

え
え

も
ん

・
う

ま
い

も
ん

フ
ェ

ア
を

淡
路

市
商

工
会

事
業

と
し

て
実

施
。

・
淡

路
市

各
関

係
者

団
体

と
相

互
連

携
の

も
と

、
特

産
品

を
使

っ
た

、
こ

だ
わ

り
の

お
い

し
い

も
の

を
集

め
た

「
飲

食
」
、

高
付

加
価

値
製

品
（
商

品
）
の

「
物

販
」
、

情
報

発
信

の
「
P

R
」
を

展
開

す
る

。
・
地

域
資

源
を

活
用

し
た

淡
路

島
の

隠
れ

た
商

品
、

技
術

お
よ

び
サ

ー
ビ

ス
等

の
「
逸

品
」
を

島
内

外
に

P
R

し
、

再
認

識
す

る
こ

と
で

、
今

後
の

事
業

展
開

に
活

用
で

き
る

こ
と

を
目

指
す

。
・
お

客
様

と
出

展
者

又
出

展
者

同
士

が
交

流
し

、
お

互
い

に
情

報
交

換
し

、
今

後
の

事
業

展
開

に
結

び
つ

け
る

。

H
2
4
～

1
百

万
円

（
3
百

万
円

）
淡

路
市

「
淡

路
島

な
る

と
オ

レ
ン

ジ
」
等

フ
ル

ー
ツ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 「
ベ

ジ
タ

ブ
ル

ア
イ

ラ
ン

ド
」
推

進
事

業

淡
路

和
牛

増
頭

対
策

の
推

進

「
淡

路
島

た
ま

ね
ぎ

」
の

べ
と

病
対

策

農 と 食 の 持 続

食
の

観
光

立
国

教
育

事
業

「
淡

路
島

た
ま

ね
ぎ

」
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

対
策

事
業

淡
路

島
の

野
菜

産
地

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

淡
路

－
水

産
の

島
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

淡
路

産
牛

乳
の

安
定

生
産

の
推

進

淡
路

島
え

え
も

ん
、

う
ま

い
も

ん
フ

ェ
ア

事
業

補
助

金

食
の

ブ
ラ

ン
ド

「
淡

路
島

」
の

推
進

「
淡

路
島

の
花

」
産

地
力

ア
ッ

プ
の

推
進
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

6
2

沼
島

漁
業

集
落

南
あ

わ
じ

市
沼

島

・
離

島
に

お
い

て
、

種
苗

放
流

、
周

辺
海

域
の

清
掃

、
産

卵
育

成
場

の
整

備
、

漁
獲

物
の

販
売

促
進

な
ど

、
漁

業
の

活
性

化
を

目
指

し
た

取
組

み
を

行
う

離
島

の
漁

業
集

落
に

対
し

て
、

交
付

金
に

よ
る

支
援

を
実

施
。

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

1
4
,2

7
4
千

円
*
2
/
3
≒

9
,5

1
6
千

円
〔
H

3
1
年

度
予

定
〕

1
4
,2

7
4
千

円
*
2
/
3
≒

9
,5

1
6
千

円

H
1
8
～

9
.5

百
万

円
（
9
.5

百
万

円
）

洲
本

農
林

6
3

南
あ

わ
じ

市
南

あ
わ

じ
市

沼
島

・
離

島
に

お
い

て
、

種
苗

放
流

、
周

辺
海

域
の

清
掃

、
産

卵
育

成
場

の
整

備
、

漁
獲

物
の

販
売

促
進

な
ど

、
漁

業
の

活
性

化
を

目
指

し
た

取
組

み
を

行
う

離
島

の
漁

業
集

落
に

対
し

て
、

交
付

金
に

よ
る

支
援

を
実

施
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
  

1
5
,6

4
0
千

円
*
1
/
3
≒

5
,2

1
3
千

円
〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
  

1
5
,6

4
0
千

円
*
1
/
3
≒

5
,2

1
3
千

円
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
  

1
5
,6

4
0
千

円
*
1
/
3
≒

5
,2

1
3
千

円
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕
  

1
3
,8

7
2
千

円
*
1
/
3
≒

4
,6

2
4
千

円
〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
　

1
3
,8

7
2
千

円
*
1
/
3
≒

4
,6

2
4
千

円
〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
　

1
2
,1

2
3
千

円
*
1
/
3
≒

4
,0

4
1
千

円
〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
　

1
4
,2

7
4
千

円
*
1
/
3
≒

4
,7

5
8
千

円

H
1
8
～

4
.8

百
万

円
（
4
.8

百
万

円
）

南
あ

わ
じ

市

6
4

○
南

あ
わ

じ
市

南
あ

わ
じ

市

【
事

業
概

要
】

堆
肥

流
通

補
助

【
Ｈ

2
7
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
9
5
2
件

、
良

質
堆

肥
利

用
量

9
,9

8
1
.6

t
補

助
金

交
付

額
：
2
,3

9
5
千

円
【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
8
5
4
件

、
良

質
堆

肥
利

用
料

7
8
9
8
.4

t
補

助
金

交
付

額
：
1
,8

9
5
千

円
【
H

2
9
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
8
6
5
件

、
良

質
堆

肥
利

用
料

9
1
9
5
.7

t
補

助
金

交
付

額
：
2
,7

5
9
千

円
【
H

3
0
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
8
3
0
件

、
良

質
堆

肥
利

用
料

8
6
5
1
.1

t
補

助
金

交
付

額
：
2
,5

9
5
千

円

H
2
2
～

3
百

万
円

（
3
百

万
円

）
南

あ
わ

じ
市

6
5

○
南

あ
わ

じ
市

南
あ

わ
じ

市

【
事

業
概

要
】

玉
葱

種
子

補
助

【
Ｈ

2
7
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
1
,3

5
7
件

、
取

組
面

積
2
8
2
h
a

補
助

金
交

付
額

：
2
,8

1
8
千

円
【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
1
,2

0
6
件

、
取

組
面

積
2
6
4
h
a

補
助

金
交

付
額

：
2
,6

3
7
千

円
【
H

2
9
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
1
,1

1
5
件

、
取

組
面

積
2
4
4
h
a

補
助

金
交

付
額

：
3
,1

4
2
千

円
【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

取
組

農
家

数
1
,0

6
6
件

、
取

組
面

積
2
3
8
h
a

補
助

金
交

付
額

：
3
.0

6
6
千

円

H
2
2
～

6
百

万
円

（
3
.2

百
万

円
）

南
あ

わ
じ

市

6
6

県
、

洲
本

市
、

南
あ

わ
じ

市
淡

路
市

全
島

・
た

め
池

管
理

者
の

適
正

な
保

全
管

理
活

動
を

支
援

す
る

平
成

2
8
年

度
に

全
国

初
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
県

と
市

が
連

携
し

て
設

置
・
平

成
3
0
年

度
か

ら
は

た
め

池
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

た
め

池
点

検
業

務
が

全
県

に
拡

大
、

平
成

3
1
年

度
か

ら
は

国
庫

補
助

事
業

と
な

り
、

本
庁

で
予

算
化

。
淡

路
島

で
は

地
域

課
題

に
対

応
す

る
た

め
県

民
局

予
算

を
継

ぎ
足

し
、

た
め

池
お

困
り

手
帳

の
作

成
配

布
、

簡
易

補
修

講
習

会
の

開
催

、
た

め
池

の
維

持
管

理
に

資
す

る
「
か

い
ぼ

り
」
の

支
援

を
行

う
。

　
《
運

営
者

》
兵

庫
県

土
地

改
良

事
業

団
体

連
合

会
　

《
運

営
費

年
間

》
た

め
池

点
検

(県
庁

執
行

)8
,0

0
0
千

円
（
国

１
／

２
：
県

･市
１

／
４

) 
 地

域
課

題
対

応
(県

民
局

執
行

) 
2
,2

0
0
千

円
（
県

１
／

２
：
市

１
／

２
)

　
《
業

務
内

容
》
①

管
理

者
か

ら
の

た
め

池
管

理
に

関
す

る
相

談
対

応
、

②
管

理
状

況
の

パ
ト

ロ
ー

ル
、

③
助

言
・
現

場
技

術
指

導
、

④
適

正
管

理
の

啓
発

　
　

　
　

　
　

　
 　

⑤
簡

易
補

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

　
⑥

簡
易

補
修

実
践

講
習

会
開

催
　

⑦
か

い
ぼ

り
支

援
（
⑤

～
⑦

は
淡

路
県

民
局

独
自

の
取

組
み

）
　

【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

相
談

業
務

6
0
件

　
パ

ト
ロ

ー
ル

6
1
9
箇

所
　

か
い

ぼ
り

支
援

1
2
回

　
簡

易
補

修
講

習
会

３
回

、
簡

易
補

修
事

例
集

作
成

・
配

布
(2

0
0
0
部

)　
指

導
に

よ
り

補
修

・
管

理
の

改
善

が
図

ら
れ

た
た

め
池

　
3
3
箇

所

H
2
8
～

全
体

予
算

3
.1

百
万

円
（
5
.3

百
万

円
）

う
ち

県
民

局
予

算
1
.1

百
万

円
（
1
.1

百
万

円
）

洲
本

農
林

6
7

県
、

島
内

３
市

全
島

・
集

落
ぐ

る
み

の
イ

ノ
シ

シ
対

策
の

実
施

　
防

除
・
駆

除
指

針
に

基
づ

き
集

落
単

位
の

被
害

対
策

実
施

計
画

を
策

定
し

侵
入

防
護

柵
等

の
点

検
・
修

理
な

ど
集

落
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

と
し

た
集

落
ぐ

る
み

に
よ

る
実

施
体

制
の

整
備

を
支

援
す

る
。

・
淡

路
地

域
ジ

ビ
エ

利
活

用
推

進
検

討
会

　
ジ

ビ
エ

加
工

処
理

施
設

の
整

備
に

伴
い

、
施

設
の

見
学

会
や

ジ
ビ

エ
料

理
の

提
供

等
、

淡
路

地
域

に
お

け
る

ジ
ビ

エ
利

活
用

の
可

能
性

を
関

係
者

で
検

討
す

る
。

H
2
4
～

1
.8

百
万

円
（
3
.6

百
万

円
）

洲
本

農
林

6
8

県
全

島
・
淡

路
島

の
生

物
多

様
性

の
保

全
や

再
生

を
島

内
で

推
進

し
、

人
と

多
様

な
生

物
が

共
生

し
、

自
然

が
豊

か
に

調
和

す
る

生
物

多
様

性
の

島
の

実
現

を
目

指
す

。
H

2
2
～

0
.0

7
百

万
円

（
0
.0

7
百

万
円

）
県

民
交

流
（
環

境
）

6
9

県
全

島

･農
業

者
と

漁
業

者
に

よ
る

か
い

ぼ
り

の
取

組
み

を
進

め
る

た
め

池
･里

海
交

流
保

全
事

業
(第

2
期

）
の

実
施

　
【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

か
い

ぼ
り

　
1
0
箇

所
・
次

世
代

の
子

供
や

都
市

の
人

た
ち

へ
た

め
池

の
役

割
や

魅
力

を
伝

え
、

た
め

池
へ

の
理

解
と

維
持

管
理

の
協

力
を

進
め

る
。

　
【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

た
め

池
教

室
３

回
、

ク
リ

ー
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

1
回

H
2
7
～

1
.8

百
万

円
（
1
.8

百
万

円
）

洲
本

農
林

新
た

な
イ

ノ
シ

シ
被

害
対

策
の

推
進

離
島

漁
業

再
生

支
援

交
付

金

玉
葱

産
地

強
化

事
業

農 と 食 の 持 続

生
物

多
様

性
の

島
淡

路
の

推
進

離
島

漁
業

再
生

支
援

交
付

金

た
め

池
交

流
保

全
の

全
島

展
開

淡
路

島
た

め
池

保
全

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
設

置

健
全

な
土

づ
く
り

推
進

事
業

自
然

環
境

の
維

持
・
保

全

食
の

ブ
ラ

ン
ド

「
淡

路
島

」
の

推
進
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

7
0

農 と 食

自
然

環
境

の
維

持
・
保

全
県

、
た

め
池

管
理

者
等

全
島

・
平

成
3
0
年

度
に

老
朽

化
の

進
む

た
め

池
に

お
い

て
た

め
池

の
水

位
・
漏

水
量

を
観

測
し

パ
ソ

コ
ン

・
ス

マ
ホ

等
で

監
視

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

。
平

成
3
1
年

度
は

夜
間

監
視

機
能

を
付

与
や

下
流

住
人

の
的

確
な

避
難

行
動

に
つ

な
が

る
精

度
の

高
い

観
測

通
報

シ
ス

テ
ム

構
築

を
目

指
す

。
　

《
設

置
箇

所
》
　

桃
谷

池
(淡

路
市

生
穂

)
H

3
0
～

3
1

0
.8

百
万

円
（
2
.7

百
万

円
）

洲
本

農
林

7
1

○
淡

路
市

淡
路

市
・
バ

ス
路

線
の

廃
止

等
に

よ
り

生
じ

た
公

共
交

通
空

白
地

域
（
山

田
地

区
)に

お
い

て
、

地
域

の
実

情
と

住
民

の
移

動
ニ

ー
ズ

に
合

う
新

た
な

交
通

シ
ス

テ
ム

と
し

て
デ

マ
ン

ド
方

式
に

よ
る

運
行

を
継

続
す

る
。

H
2
4
～

1
.1

百
万

円
（
1
.1

百
万

円
）

淡
路

市

7
2

県
全

島

県
、

島
内

3
市

、
バ

ス
事

業
者

等
で

構
成

す
る

「
淡

路
地

域
公

共
交

通
勉

強
会

」
に

よ
り

、
島

内
の

高
速

バ
ス

、
路

線
バ

ス
、

コ
ミ

バ
ス

、
海

上
交

通
等

の
地

域
交

通
を

守
り

、
育

て
る

方
策

の
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
。

【
平

成
3
0
年

度
実

績
】

○
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
を

図
る

た
め

、
高

速
バ

ス
、

路
線

バ
ス

、
ｺ
ﾐﾊ

ﾞｽ
、

海
上

交
通

の
時

刻
表

を
網

羅
し

、
乗

り
換

え
情

報
等

を
記

載
し

た
冊

子
「
あ

わ
じ

足
ナ

ビ
」
に

つ
い

て
、

県
お

よ
び

島
内

３
市

の
支

援
の

も
と

、
（
一

社
）
淡

路
島

観
光

協
会

が
事

務
局

と
な

っ
て

作
成

し
た

。
○

観
光

客
が

公
共

交
通

で
周

遊
で

き
る

環
境

整
備

と
し

て
、

高
速

バ
ス

と
島

内
の

路
線

バ
ス

・
コ

ミ
バ

ス
の

「
乗

り
放

題
き

っ
ぷ

」
を

販
売

し
た

。
○

観
光

客
の

J
R

舞
子

駅
で

の
乗

り
換

え
利

便
性

を
高

め
る

た
め

、
改

札
出

口
付

近
に

高
速

バ
ス

の
案

内
表

示
板

を
設

置
し

た
。

○
淡

路
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

高
速

バ
ス

停
周

辺
の

景
観

改
善

、
環

境
改

善
と

し
て

、
植

樹
剪

定
、

除
草

、
清

掃
を

実
施

し
た

。

H
2
5
～

2
.2

百
万

円
（
2
.8

百
万

円
）

洲
本

土
木

7
3

○
県

全
島

淡
路

島
の

人
口

増
や

地
域

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

高
速

バ
ス

ＩＣ
化

に
よ

る
一

層
の

利
便

性
向

上
を

推
進

す
る

。
【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

○
実

績
無

し
H

2
8
～

H
3
1

1
2
.2

百
万

円
（
0
百

万
円

）
洲

本
土

木

7
4

高
齢

者
や

障
害

者
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く
り

県
社

会
福

祉
事

業
団

洲
本

市
洲

本
市

中
心

市
街

地
に

位
置

す
る

旧
県

立
淡

路
病

院
の

跡
地

を
活

用
し

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

や
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
事

務
所

な
ど

を
備

え
た

、
高

齢
者

や
障

害
者

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
複

合
型

福
祉

拠
点

と
し

て
整

備
。

平
成

2
8
年

1
1
月

に
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

「
く
に

う
み

の
里

」
が

開
設

し
た

。
H

2
8

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
洲

本
市

　
他

7
5

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
島

づ
く
り

（
株

）
パ

ソ
ナ

ふ
る

さ
と

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

（
株

）
パ

ソ
ナ

テ
ッ

ク
、

（
株

）
パ

ソ
ナ

ロ
ジ

コ
ム

、
淡

路
市

淡
路

市

・
ＩＣ

Ｔ
（
情

報
通

信
技

術
）
を

活
用

し
た

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

通
じ

て
住

民
の

生
活

を
便

利
で

豊
か

な
も

の
に

し
て

い
く
た

め
、

平
成

2
5
年

度
に

「
IC

T
街

づ
く
り

推
進

事
業

（
総

務
省

）
」
を

活
用

し
て

、
実

証
実

験
を

展
開

し
た

。
・
今

後
は

、
実

証
実

験
の

成
果

を
生

か
し

て
、

防
災

、
交

通
、

医
療

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

な
ど

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
取

組
を

展
開

す
る

。
平

成
3
0
年

4
月

現
在

で
は

、
北

淡
路

エ
リ

ア
の

パ
ソ

ナ
グ

ル
ー

プ
関

連
施

設
を

巡
回

す
る

バ
ス

を
無

料
運

行
し

て
お

り
、

地
域

の
貴

重
な

交
通

手
段

の
ひ

と
つ

と
し

て
地

域
住

民
、

観
光

客
等

に
幅

広
く
利

用
さ

れ
て

い
る

。

H
2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

7
6

職
と

住
の

一
体

化
に

よ
る

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

の
実

現

淡
路

市
淡

路
市

・
淡

路
夢

舞
台

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

構
想

｢サ
ス

テ
ィ

ナ
ブ

ル
・
パ

ー
ク

周
辺

を
モ

デ
ル

地
域

と
し

て
、

新
た

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
を

活
用

し
、

災
害

時
に

は
地

域
内

で
自

立
的

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

で
き

る
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

事
業

化
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。
H

2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
淡

路
市

7
7

住
民

と
共

に
創

る
セ

ラ
ピ

ー
ア

イ
ラ

ン

ド 日
本

健
康

・
環

境
セ

ラ
ピ

ー
学

会

全
島

・
自

然
環

境
や

緑
を

活
用

し
た

健
康

増
進

に
寄

与
す

る
活

動
に

関
心

を
持

つ
市

民
、

自
然

や
健

康
に

関
連

し
た

企
業

・
行

政
に

か
か

わ
る

人
々

、
医

療
や

教
育

の
分

野
で

働
く
人

々
、

健
康

・
環

境
・
自

然
を

テ
ー

マ
に

実
践

・
教

育
・
研

究
を

行
う

専
門

家
ら

に
よ

る
発

表
と

交
流

の
場

を
提

供
し

、
自

然
の

恵
み

と
私

た
ち

の
健

康
の

関
係

を
科

学
的

に
と

ら
え

、
そ

の
成

果
を

淡
路

島
か

ら
子

供
、

大
人

、
高

齢
者

に
い

た
る

す
べ

て
の

人
々

に
伝

え
て

い
く
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

日
本

健
康

環
境

セ
ラ

ピ
ー

学
会

は
、

淡
路

夢
舞

台
国

際
会

議
場

に
て

、
平

成
2
6
年

8
月

～
平

成
2
8
年

8
月

の
2
年

間
で

第
1
回

創
立

記
念

か
ら

第
4
回

の
大

会
を

実
施

し
た

。
淡

路
島

四
季

折
々

の
セ

ラ
ピ

ー
研

修
会

で
は

「
音

楽
療

法
」
「
ア

ニ
マ

ル
セ

ラ
ピ

ー
」
「
笑

い
と

健
康

」
な

ど
住

民
の

皆
様

に
紹

介
し

、
体

験
す

る
機

会
を

持
ち

続
け

て
き

た
。

平
成

2
8
年

4
月

よ
り

学
会

か
ら

研
究

会
へ

移
行

し
、

引
き

続
き

住
民

と
共

に
創

る
セ

ラ
ピ

ー
ア

イ
ラ

ン
ド

淡
路

島
を

目
指

す
た

め
の

活
動

を
継

続
し

て
い

く
。

　
平

成
2
8
年

度
は

8
月

6
日

（
日

）
　

「
マ

イ
セ

ラ
ピ

ー
　

俳
句

　
咲

く
　

さ
く
　

淡
路

島
」
を

淡
路

夢
舞

台
国

際
会

議
場

で
実

施
し

た
。

・
日

本
遺

産
淡

路
島

の
資

源
（
ヒ

ト
・
文

化
・
自

然
）
を

活
用

し
た

「
セ

ラ
ピ

ー
ア

イ
ラ

ン
ド

淡
路

島
」
構

築
の

た
め

に
、

関
西

看
護

医
療

大
学

が
活

動
の

中
核

と
な

り
、

島
内

の
「
企

業
・
団

体
（
地

場
産

業
、

第
一

次
産

業
含

む
）
」
「
医

療
機

関
・
施

設
」
「
地

域
住

民
」
「
地

方
自

治
体

」
「
N

P
O

法
人

」
な

ど
の

多
様

な
人

材
が

協
働

し
、

淡
路

島
か

ら
掘

り
起

こ
さ

れ
た

セ
ラ

ピ
ー

効
果

を
も

た
ら

す
地

域
資

源
と

そ
の

効
果

を
多

角
的

に
分

析
す

る
こ

と
で

、
今

後
の

商
品

開
発

や
地

域
の

医
療

・
保

健
・
福

祉
の

充
実

に
活

か
し

て
い

く
。

加
え

て
そ

の
事

業
活

動
を

基
盤

と
し

た
人

的
・
文

化
交

流
を

推
進

す
る

こ
と

で
地

域
住

民
の

健
康

増
進

を
図

り
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
。

H
2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
看

護
大

学

7
8

住
民

の
健

康
と

安
心

を
支

え
る

基
盤

整
備

洲
本

市
中

心
市

街
地

に
お

け
る

健
康

福
祉

ゾ
ー

ン
の

整
備

検
討

民
間

事
業

者
、

洲
本

市
社

会
福

祉
協

議
会

、
洲

本
市

、
県

他
洲

本
市

・
洲

本
市

中
心

市
街

地
に

お
い

て
、

健
康

福
祉

ゾ
ー

ン
の

整
備

を
検

討
し

、
人

口
減

少
・
高

齢
化

が
進

む
中

で
も

歳
を

と
っ

て
も

安
心

し
て

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

地
域

づ
く
り

を
目

指
す

。
H

2
3
～

―
洲

本
市

他

7
9

N
P

O
法

人
、

南
あ

わ
じ

市
南

あ
わ

じ
市

志
知

(重
点

地
区

)
・
南

あ
わ

じ
市

活
性

化
委

員
会

の
活

動
の

一
環

と
し

て
障

害
者

等
の

新
た

な
雇

用
・
就

業
の

場
と

な
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
フ

ァ
ー

ム
の

モ
デ

ル
整

備
を

行
う

。
実

施
主

体
で

あ
る

N
P

O
が

H
2
3
年

1
1
月

に
発

足
。

自
主

活
動

を
展

開
。

H
2
2
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
南

あ
わ

じ
市

8
0

県
、

市
全

島
　

精
神

科
病

院
長

期
入

院
患

者
の

地
域

移
行

・
定

着
支

援
に

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
導

入
し

、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て

き
た

こ
と

か
ら

、
「
当

事
者

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

」
の

構
築

に
向

け
、

当
事

者
の

視
点

を
重

視
し

た
支

援
の

充
実

及
び

当
事

者
の

豊
か

な
自

立
生

活
に

向
け

た
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

活
用

を
推

進
し

、
当

事
者

が
地

域
で

孤
立

す
る

こ
と

な
く
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
、

障
害

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
共

に
暮

ら
し

や
す

い
地

域
・
社

会
づ

く
り

を
目

指
す

。
H

2
5
～

0
.3

9
百

万
円

（
0
.4

6
百

万
円

）
洲

本
健

福

淡
路

ＩＣ
Ｔ

ス
マ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

「
ソ

ー
シ

ャ
ル

フ
ァ

ー
ム

」
の

整
備

守
り

、
育

て
る

地
域

公
共

交
通

高
齢

者
に

や
さ

し
い

持
続

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築

暮 ら し の 持 続

健
康

長
寿

の
島

づ
く
り

高
速

バ
ス

ＩＣ
化

の
促

進

精
神

障
害

者
が

地
域

で
当

た
り

前
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く
り

デ
マ

ン
ド

交
通

実
証

実
験

洲
本

市
中

心
市

街
地

に
お

け
る

複
合

型
福

祉
施

設
拠

点
の

整
備

た
め

池
漏

水
見

守
り

シ
ス

テ
ム

の
開

発
・
実

証

7
つ

の
セ

ラ
ピ

ー
に

よ
る

健
康

の
島

づ
く
り

淡
路

夢
舞

台
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
｢サ

ス
テ

ィ
ナ

ブ
ル

・
パ

ー
ク

｣
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

8
1

各
地

区
、

大
学

、
N

P
O

法
人

、
淡

路
市

、
県

淡
路

市
長

沢
・
生

田
・
五

斗
長

(重
点

地
区

)

・
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
推

進
事

業
（
継

続
事

業
）

　
長

沢
、

生
田

、
五

斗
長

の
３

地
区

を
一

体
の

地
域

と
し

て
と

ら
え

、
小

規
模

な
集

落
が

連
携

し
て

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

想
像

力
を

糾
合

し
、

過
疎

に
悩

む
中

山
間

地
域

の
活

性
化

に
向

け
た

先
駆

的
モ

デ
ル

と
し

て
取

り
組

む
。

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
（
1
.3

百
万

円
）

・
地

域
再

生
大

作
戦

　
生

田
・
五

斗
長

地
区

の
魅

力
向

上
を

図
る

た
め

、
各

地
域

の
自

主
的

、
主

体
的

な
賑

わ
い

創
造

や
活

性
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕

－
淡

路
市

生
田

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
応

援
事

業
（
1
百

万
円

）
－

淡
路

市
五

斗
長

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
応

援
事

業
（
0
.5

百
万

円
）

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕

－
淡

路
市

生
田

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
応

援
事

業
（
1
百

万
円

）
－

淡
路

市
五

斗
長

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
応

援
事

業
（
0
.3

百
万

円
）

－
五

斗
長

垣
内

遺
跡

史
跡

整
備

事
業

（
3
9
百

万
円

）
〔
H

2
9
年

度
実

績
〕

－
南

あ
わ

じ
市

八
木

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
支

援
事

業
（
１

百
万

円
）

－
淡

路
市

柳
沢

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
支

援
事

業
（
0
.7

百
万

円
）

－
洲

本
市

竹
原

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
支

援
事

業
（
0
.5

百
万

円
）

－
五

斗
長

垣
内

遺
跡

史
跡

整
備

事
業

（
2
8
百

万
円

）
〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

－
淡

路
市

山
田

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
支

援
事

業
（
0
.5

百
万

円
）

－
洲

本
市

竹
原

：
「
が

ん
ば

る
地

域
」
交

流
・
自

立
支

援
事

業
（
0
.5

百
万

円
）

－
五

斗
長

垣
内

遺
跡

史
跡

整
備

事
業

（
1
9
百

万
円

）
  

　
五

斗
長

地
区

に
お

い
て

、
国

の
史

跡
と

し
て

指
定

を
受

け
た

五
斗

長
垣

内
遺

跡
の

整
備

を
実

施
し

、
地

域
と

連
携

し
て

文
化

財
の

有
効

活
用

を
図

る
。

H
2
3
～

2
0
百

万
円

（
2
0
百

万
円

）
未

来
島

8
2

○
洲

本
市

洲
本

市

「
住

ん
で

よ
か

っ
た

、
こ

れ
か

ら
も

ず
っ

と
住

み
続

け
た

い
と

思
う

ま
ち

づ
く
り

」
を

テ
ー

マ
に

定
住

人
口

増
加

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

下
記

7
つ

の
促

進
事

業
を

実
施

。
【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

①
転

入
世

帯
定

住
促

進
補

助
事

業
世

帯
主

が
5
0
歳

未
満

の
2
人

以
上

の
転

入
世

帯
に

、
最

長
3
年

間
補

助
金

（
月

額
1
万

円
）
を

交
付

す
る

。
交

付
件

数
　

1
5
4
件

、
補

助
金

交
付

額
　

1
7
,6

6
0
千

円
②

転
入

世
帯

住
宅

取
得

奨
励

金
交

付
事

業
世

帯
主

が
5
0
歳

未
満

の
2
人

以
上

の
転

入
世

帯
が

、
住

宅
を

新
築

又
は

購
入

し
た

場
合

に
3
年

間
奨

励
金

（
固

定
資

産
税

額
相

当
分

）
を

交
付

す
る

。
交

付
件

数
　

5
6
件

、
奨

励
金

交
付

額
　

3
,3

5
5
千

円
③

新
婚

世
帯

家
賃

補
助

事
業

夫
婦

の
年

齢
の

合
計

が
8
0
歳

未
満

の
新

婚
世

帯
が

民
間

の
賃

貸
住

宅
で

生
活

し
て

い
る

場
合

に
、

最
長

3
年

間
補

助
金

（
月

額
1
万

円
）
交

付
す

る
。

交
付

件
数

　
1
4
8
件

、
補

助
金

交
付

額
　

1
4
,3

5
0
千

円
④

新
婚

世
帯

住
宅

取
得

奨
励

金
交

付
事

業
夫

婦
の

年
齢

の
合

計
が

8
0
歳

未
満

の
新

婚
世

帯
が

、
住

宅
を

新
築

又
は

購
入

し
た

場
合

に
3
年

間
奨

励
金

（
月

額
1
万

円
）
を

交
付

す
る

。
交

付
件

数
　

3
9
件

、
補

助
金

交
付

額
　

3
,3

9
0
千

円
⑤

出
産

祝
金

支
給

事
業

第
2
子

以
降

を
出

産
し

養
育

し
て

い
る

父
又

は
母

に
祝

金
5
万

円
を

支
給

す
る

。
交

付
件

数
　

1
2
0
件

、
交

付
額

　
6
,0

0
0
千

円
⑥

通
勤

者
交

通
費

助
成

事
業

高
速

バ
ス

等
を

利
用

し
て

島
外

に
通

勤
さ

れ
て

い
る

方
に

交
通

費
（
通

勤
手

当
除

く
）
の

5
0
％

を
助

成
。

交
付

件
数

　
1
8
件

、
交

付
額

　
1
,3

5
4
千

円
⑦

Ｕ
ＩＪ

タ
ー

ン
若

者
雇

用
奨

励
事

業
Ｕ

ＩＪ
タ

ー
ン

者
又

は
新

規
学

卒
者

を
正

規
雇

用
し

た
事

業
所

に
1
0
万

円
/
人

を
交

付
す

る
。

交
付

件
数

　
4
事

業
所

、
交

付
額

　
3
,3

0
0
千

円
【
Ｈ

3
1
年

度
予

定
】

①
転

入
世

帯
定

住
促

進
補

助
事

業
　

2
0
,0

0
0
千

円
②

転
入

世
帯

住
宅

取
得

奨
励

金
交

付
事

業
　

5
,4

0
0
千

円
③

新
婚

世
帯

家
賃

補
助

事
業

　
2
0
,0

0
0
千

円
④

新
婚

世
帯

住
宅

取
得

奨
励

金
交

付
事

業
　

3
,2

0
0
千

円
⑤

【
拡

充
】
出

産
祝

金
支

給
事

業
　

1
5
,5

0
0
千

円
⑥

通
勤

者
交

通
費

助
成

金
　

2
,4

0
0
千

円
⑦

Ｕ
ＩＪ

タ
ー

ン
若

者
雇

用
奨

励
金

　
6
,0

0
0
千

円

H
2
5
～

7
3
百

万
円

（
7
5
百

万
円

）
洲

本
市

8
3

○
南

あ
わ

じ
市

南
あ

わ
じ

市

【
事

業
概

要
】

南
あ

わ
じ

市
へ

の
移

住
定

住
を

促
進

す
る

た
め

、
各

種
補

助
金

等
を

交
付

す
る

。
【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

①
新

婚
世

帯
家

賃
補

助
事

業
夫

婦
の

年
齢

の
合

計
が

8
0
歳

未
満

の
新

婚
世

帯
が

民
間

の
賃

貸
住

宅
で

生
活

し
て

い
る

場
合

に
、

最
長

3
年

間
補

助
金

（
家

賃
5
万

円
以

上
･･

･月
額

1
万

円
、

家
賃

3
万

円
以

上
5
万

円
未

満
･･

･月
額

5
千

円
）
を

交
付

す
る

。
申

請
件

数
　

1
6
2
件

、
交

付
額

　
1
3
,8

1
0
千

円
②

出
産

祝
金

支
給

事
業

市
内

に
居

住
し

出
産

さ
れ

た
方

に
祝

金
を

支
給

す
る

。
申

請
件

数
　

2
8
0
件

、
交

付
額

　
1
2
,7

4
0
千

円
　

第
1
子

（
3
万

円
）
…

1
1
3
人

､第
2
子

(3
万

円
)…

1
0
5
人

､第
3
子

以
降

（
1
0
万

円
）
…

6
2
人

③
通

勤
・
通

学
者

交
通

費
助

成
事

業
高

速
バ

ス
の

利
用

に
よ

る
居

住
地

か
ら

の
通

勤
・
通

学
を

奨
励

す
る

た
め

、
島

外
通

勤
者

と
島

内
通

学
者

に
負

担
額

の
2
0
％

、
島

外
通

学
者

に
3
0
％

を
助

成
す

る
。

申
請

件
数

　
1
6
7
件

、
交

付
額

　
1
1
,3

2
8
千

円
　

島
内

通
学

…
5
6
人

、
島

外
通

学
…

9
7
人

、
島

外
通

勤
…

1
4
人

④
3
歳

児
以

上
保

育
料

無
料

保
育

所
(園

)・
幼

稚
園

に
通

所
し

て
い

る
3
歳

以
上

（
入

所
年

度
の

4
月

1
日

現
在

）
の

児
童

に
つ

い
て

、
保

育
料

を
無

料
（
給

食
費

の
み

負
担

）
と

す
る

。
対

象
件

数
　

9
0
5
件

　
保

育
所

（
こ

ど
も

園
含

む
）
…

8
2
2
人

（
1
,2

9
2
人

の
う

ち
）
、

幼
稚

園
…

8
3
人

⑤
私

立
幼

稚
園

保
育

料
減

免
補

助
金

　
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
に

入
っ

て
い

な
い

幼
稚

園
が

3
歳

、
4
歳

、
5
歳

児
の

保
育

料
を

減
免

し
た

場
合

に
そ

の
減

免
分

の
一

部
に

つ
い

て
補

助
金

を
支

給
す

る
1
3
人

　
2
,3

3
0
千

円
⑥

マ
イ

ホ
ー

ム
取

得
事

業
補

助
金

市
外

か
ら

市
内

へ
転

入
し

、
住

宅
を

新
築

又
は

新
築

住
宅

・
中

古
住

宅
を

購
入

し
、

そ
の

住
宅

に
１

０
年

以
上

定
住

す
る

者
に

補
助

金
を

交
付

す
る

。
件

数
　

5
3
件

、
交

付
額

　
1
2
2
,5

0
0
千

円

H
2
0
～

4
0
6
.5

百
万

円
（
3
7
1
百

万
円

）
南

あ
わ

じ
市

地
域

資
源

を
生

か
し

た
小

規
模

集
落

の
活

性
化

暮 ら し の 持 続

お
帰

り
な

さ
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
洲

本
市

定
住

促
進

事
業

南
あ

わ
じ

市
定

住
促

進
事

業

- 31 -



番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

8
4

○
淡

路
市

淡
路

市

市
外

か
ら

の
転

入
者

が
新

築
住

宅
を

取
得

し
た

場
合

に
地

方
税

法
に

よ
る

固
定

資
産

税
の

軽
減

が
終

了
し

た
後

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

5
年

間
減

額
相

当
額

を
助

成
。

【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】
申

請
受

付
2
2
件

　
助

成
金

交
付

額
1
,0

7
1
千

円
【
Ｈ

2
9
年

度
実

績
】
申

請
受

付
1
7
件

　
助

成
金

交
付

額
1
,1

1
9
千

円
【
H

3
0
年

度
実

績
】
申

請
受

付
1
3
件

　
助

成
金

交
付

額
6
2
6
千

円

Ｈ
2
0
～

0
.6

百
万

円
（
1
.5

百
万

円
）

淡
路

市

8
5

○
淡

路
市

淡
路

市

市
内

の
民

間
住

宅
に

入
居

す
る

新
婚

世
帯

へ
の

家
賃

補
助

を
実

施
。

平
成

2
5
年

度
か

ら
家

賃
額

等
の

要
件

を
緩

和
し

、
補

助
対

象
を

拡
大

し
た

。
【
Ｈ

2
9
年

度
実

績
】
申

請
受

付
　

1
1
8
件

、
補

助
金

交
付

額
9
,9

7
5
千

円
【
H

3
0
年

度
実

績
】
申

請
受

付
　

9
3
件

、
補

助
金

交
付

額
7
,7

1
0
千

円
【
H

3
1
年

度
予

定
】
申

請
受

付
　

1
1
6
件

、
補

助
金

交
付

額
1
1
,0

6
0
千

円
H

2
2
～

1
1
.0

百
万

円
（
1
3
.5

百
万

円
）

淡
路

市

8
6

○
淡

路
市

淡
路

市

淡
路

市
に

転
入

し
、

転
入

日
か

ら
市

内
法

人
等

に
正

社
員

と
し

て
就

職
し

た
日

ま
で

の
期

間
が

１
年

以
内

の
者

で
市

内
の

民
間

賃
貸

住
宅

に
居

住
し

て
い

る
者

に
対

し
て

、
家

賃
補

助
を

実
施

。
【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】
申

請
受

付
　

1
3
件

、
補

助
金

交
付

額
1
,2

3
0
千

円
【
Ｈ

2
9
年

度
実

績
】
申

請
受

付
　

1
3
件

、
補

助
金

交
付

額
1
,0

2
0
千

円
【
H

3
0
年

度
見

込
】
申

請
受

付
　

 1
5
件

、
補

助
金

交
付

額
 7

8
5
千

円

H
2
7
～

1
.0

百
万

円
（
2
.1

百
万

円
）

淡
路

市

8
7

○
県

全
島

淡
路

島
の

景
観

を
守

り
、

未
来

に
引

き
継

ぐ
た

め
、

「
守

り
育

て
る

」
「
調

和
さ

せ
る

」
「
活

か
す

」
の

三
つ

視
点

か
ら

”
淡

路
島

の
景

観
づ

く
り

運
動

”
を

推
進

し
て

い
く
。

【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】

○
「
俳

句
で

詠
む

淡
路

島
百

景
」
冊

子
の

発
刊

　
冊

子
は

1
0
,0

0
0
部

発
刊

し
、

イ
ベ

ン
ト

会
場

や
観

光
施

設
等

で
無

料
配

布
。

そ
の

後
、

1
0
,0

0
0
部

増
刷

。

H
2
2
～

3
百

万
円

（
5
.5

百
万

円
）

洲
本

土
木

8
8

○
N

P
O

法
人

淡
路

島
ア

ー
ト

セ
ン

タ
ー

、
淡

路
市

、
地

域
住

民
、

地
域

団
体

、
県

他

淡
路

市
長

沢
・
生

田
・
五

斗
長

(重
点

地
区

)

・
構

想
に

掲
げ

る
「
島

ま
る

ご
と

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

化
」
の

実
現

に
向

け
、

古
道

復
活

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

デ
ル

と
し

て
平

成
2
3
年

度
～

2
4
年

度
に

地
域

づ
く
り

活
動

支
援

モ
デ

ル
事

業
、

平
成

2
5
年

度
に

は
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
事

業
を

活
用

し
、

「
五

斗
長

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

事
業

」
（
五

斗
長

地
区

周
辺

の
古

道
を

復
活

さ
せ

、
そ

こ
に

樹
木

等
を

芸
術

的
に

加
工

し
て

配
置

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
事

業
）
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

島
内

各
地

で
同

様
の

事
業

展
開

を
検

討
し

、
淡

路
島

全
体

で
の

事
業

実
施

を
目

指
す

。
〔
H

2
3
年

度
実

績
〕
地

域
住

民
等

と
協

働
し

て
ル

ー
ト

の
選

定
及

び
歴

史
的

価
値

の
検

証
等

を
行

い
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
連

携
し

て
フ

ッ
ト

パ
ス

の
計

画
を

策
定

。
〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
地

域
住

民
と

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
連

携
し

、
計

画
に

基
づ

い
た

フ
ッ

ト
パ

ス
を

制
作

。

H
2
3
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
淡

路
市

8
9

地
域

資
源

を
生

か
し

た
し

ご
と

づ
く
り

ハ
タ

ラ
ボ

島
協

同
組

合
全

島

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

重
点

事
業

分
野

を
設

定
の

う
え

、
地

域
の

創
意

工
夫

に
よ

る
以

下
の

雇
用

対
策

事
業

を
実

施
す

る
。

①
雇

用
拡

大
メ

ニ
ュ

ー
（
事

業
主

向
け

）
：
事

業
の

拡
大

、
新

事
業

の
展

開
等

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

雇
用

機
会

の
拡

大
を

図
る

。
②

人
材

育
成

メ
ニ

ュ
ー

（
求

職
者

向
け

）
：
地

域
で

求
め

ら
れ

て
い

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
雇

用
に

繋
げ

る
。

③
就

職
促

進
メ

ニ
ュ

ー
：
上

記
①

、
②

の
メ

ニ
ュ

ー
を

利
用

し
た

求
職

者
、

事
業

主
等

を
対

象
に

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

。
④

雇
用

創
出

実
践

メ
ニ

ュ
ー

：
求

職
者

を
雇

用
し

、
観

光
ツ

ア
ー

や
地

域
ブ

ラ
ン

ド
商

品
の

開
発

、
販

路
拡

大
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
波

及
的

な
雇

用
機

会
の

増
大

を
図

る
(H

2
5
.1

2
～

)。
【
H

2
4
年

度
実

績
】
　

事
業

者
向

け
６

研
究

会
や

求
職

者
向

け
１

１
研

究
会

等
を

実
施

し
、

参
加

事
業

者
３

４
社

、
受

講
者

３
４

９
名

、
新

規
創

業
・
雇

用
創

出
５

４
名

。
【
H

2
5
年

度
実

績
】
　

事
業

者
向

け
６

研
究

会
や

求
職

者
向

け
１

５
研

究
会

等
を

実
施

し
、

参
加

事
業

者
２

８
社

、
受

講
者

２
５

５
名

、
新

規
創

業
・
雇

用
創

出
３

４
名

。
【
H

2
6
年

度
実

績
】
　

事
業

者
向

け
６

セ
ミ

ナ
ー

や
求

職
者

向
け

１
２

研
修

会
等

を
実

施
。

参
加

事
業

者
５

０
社

、
受

講
者

２
９

１
名

、
ツ

ア
ー

４
件

、
商

品
６

件
開

発
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
新

規
創

業
・
雇

用
創

出
９

０
名

【
H

2
7
年

度
実

績
】
　

事
業

者
向

け
６

セ
ミ

ナ
ー

や
求

職
者

向
け

１
２

研
修

会
等

を
実

施
。

参
加

事
業

者
３

４
社

、
受

講
者

２
７

３
名

、
ツ

ア
ー

４
件

、
商

品
４

件
開

発
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
新

規
創

業
・
雇

用
創

出
８

３
名

【
H

2
8
年

度
実

績
】
　

事
業

者
向

け
６

セ
ミ

ナ
ー

や
求

職
者

向
け

７
研

修
会

等
を

実
施

。
参

加
事

業
者

１
６

社
、

受
講

者
１

５
４

名
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
新

規
創

業
・
雇

用
創

出
１

０
名

【
H

2
9
年

度
実

績
】
　

事
業

者
向

け
５

セ
ミ

ナ
ー

や
求

職
者

向
け

１
０

研
修

会
等

を
実

施
。

参
加

事
業

者
１

５
社

、
受

講
者

８
１

名
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
新

規
創

業
・
雇

用
創

出
５

名
【
H

3
0
年

度
実

績
】
　

R
1
/
5
/
2
0
時

点
未

H
2
3
～

0
百

万
円

（
1
.2

百
万

円
）

県
民

交
流

（
商

工
）

9
0

○
県

、
島

内
３

市
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

・
 民

間
に

よ
る

淡
路

島
一

周
サ

イ
ク

リ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

支
援

な
ど

、
サ

イ
ク

リ
ス

ト
を

受
け

入
れ

る
取

組
を

進
め

、
「
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ア

イ
ラ

ン
ド

あ
わ

じ
」
の

イ
メ

ー
ジ

を
定

着
さ

せ
、

都
市

住
民

と
の

交
流

の
拡

大
と

滞
在

型
観

光
の

需
要

の
喚

起
を

図
り

、
地

域
の

活
性

化
に

資
す

る
。

・
 地

元
で

の
開

催
体

制
整

備
、

交
通

安
全

対
策

、
地

元
歓

迎
行

事
等

の
実

施
・
 開

催
日

：
平

成
3
0
年

9
月

2
4
日

(月
・
祝

）
〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
 参

加
者

1
,8

0
3
人

〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
 参

加
者

1
,8

6
2
人

〔
H

3
0
年

度
実

績
〕
 参

加
者

2
,1

8
4
人

H
2
2
～

5
.9

百
万

円
(5

.9
百

万
円

)
総

務
企

画

9
1

洲
本

川
レ

ガ
ッ

タ
実

行
委

員
会

洲
本

市

平
成

1
6
年

の
水

害
か

ら
の

復
興

記
念

お
よ

び
市

民
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

の
ボ

ー
ト

競
技

の
普

及
啓

発
の

た
め

、
洲

本
川

河
口

部
に

て
「
洲

本
川

レ
ガ

ッ
タ

」
を

開
催

す
る

。
【
H

3
0
年

度
実

績
】

○
平

成
3
0
年

9
月

9
日

開
催

H
2
3
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
洲

本
土

木

9
2

県
淡

路
市

淡
路

佐
野

運
動

公
園

を
核

と
し

て
地

域
間

交
流

や
地

域
活

性
化

を
よ

り
一

層
図

る
と

共
に

、
地

域
の

防
災

機
能

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

全
天

候
型

の
屋

内
練

習
場

の
整

備
を

推
進

す
る

。
【
H

3
0
年

度
実

績
】

○
屋

内
練

習
場

を
平

成
3
0
年

9
月

に
竣

工
し

た
。

H
2
8
～

H
3
0

0
百

万
円

（
1
2
1
百

万
円

）
洲

本
土

木

9
3

国
内

外
か

ら
人

が
集

う
、

活
力

あ
る

島
づ

く
り

（
株

）
パ

ソ
ナ

グ
ル

ー
プ

（
株

）
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

淡
路

市

・
世

界
的

に
人

気
の

高
い

日
本

の
マ

ン
ガ

、
ア

ニ
メ

、
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
や

ゲ
ー

ム
な

ど
、

ポ
ッ

プ
カ

ル
チ

ャ
ー

と
呼

ば
れ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

を
集

め
た

大
型

複
合

体
験

型
の

漫
画

ア
ニ

メ
美

術
館

等
を

整
備

し
、

国
内

外
か

ら
の

観
光

客
を

誘
致

す
る

。
今

後
の

展
開

を
見

据
え

、
淡

路
花

博
2
0
1
5
花

み
ど

り
フ

ェ
ア

に
て

「
妖

怪
ウ

ォ
ッ

チ
」
を

テ
ー

マ
に

し
た

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
・
平

成
2
8
年

度
に

、
グ

ル
ー

プ
子

会
社

・
株

式
会

社
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

を
設

立
し

、
自

然
と

ア
ニ

メ
を

幅
広

く
楽

し
む

こ
と

の
で

き
る

体
験

型
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト

「
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

」
を

平
成

2
9
年

7
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
。

開
業

1
年

間
で

約
8
0
万

人
（
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

に
よ

る
推

計
値

）
が

来
園

し
、

県
立

公
園

の
活

性
化

に
貢

献
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

5
月

に
は

園
内

に
宿

泊
施

設
「
グ

ラ
ン

シ
ャ

リ
オ

北
斗

七
星

1
3
5
°

」
を

新
た

に
オ

ー
プ

ン
し

た
。

H
2
5
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
広

域
調

整
課

淡
路

佐
野

運
動

公
園

屋
内

練
習

場
の

促
進

淡
路

島
の

景
観

づ
く
り

運
動

の
推

進

「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
」
の

整
備

淡
路

島
ロ

ン
グ

ラ
イ

ド
１

５
０

の
開

催
支

援

淡
路

地
域

雇
用

創
造

推
進

事
業

(淡
路

は
た

ら
く
カ

タ
チ

研
究

島
）

洲
本

川
　

住
民

と
つ

く
る

ふ
れ

あ
い

川
づ

く
り

島
ま

る
ご

と
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
化

の
推

進

淡
路

市
暮

ら
し

て
ス

マ
イ

ル
定

住
者

助
成

淡
路

市
新

婚
世

帯
家

賃
補

助
事

業

暮 ら し の 持 続

ス
ポ

ー
ツ

ア
イ

ラ
ン

ド
淡

路
の

展
開

淡
路

マ
ン

ガ
・
ア

ニ
メ

ア
イ

ラ
ン

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

淡
路

市
Ｕ

タ
ー

ン
等

促
進

家
賃

補
助

事
業
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

9
4

交
流

人
口

の
増

加
に

向
け

た
取

組

県
、

洲
本

市
、

南
あ

わ
じ

市
、

淡
路

市
、

(一
財

)淡
路

島
く
に

う
み

協
会

、
淡

路
島

観
光

協
会

全
島

平
成

2
8
年

4
月

に
認

定
さ

れ
た

淡
路

島
日

本
遺

産
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
、

ふ
る

さ
と

意
識

の
醸

成
、

淡
路

島
の

魅
力

発
信

を
図

る
た

め
の

取
組

を
実

施
す

る
。

・
情

報
発

信
、

人
材

育
成

淡
路

島
日

本
遺

産
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

情
報

発
信

、
淡

路
島

日
本

遺
産

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
事

業
・
普

及
啓

発
淡

路
島

日
本

遺
産

R
P

G
の

活
用

、
淡

路
島

日
本

遺
産

漫
画

化
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

の
実

施
・
調

査
研

究
淡

路
島

の
海

人
の

歴
史

調
査

研
究

・
活

用
整

備
淡

路
島

日
本

遺
産

ス
ト

ー
リ

ー
解

説
パ

ネ
ル

の
作

成

H
2
8
～

3
.7

百
万

円
（
2
.3

百
万

円
）

未
来

島

9
5

県
、

島
内

３
市

、
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

他
全

島
・
住

民
、

地
域

団
体

、
N

P
O

、
企

業
、

行
政

等
が

幅
広

く
参

画
す

る
協

議
会

を
設

置
し

、
多

様
な

主
体

の
協

働
で

構
想

を
推

進
。

H
2
3
～

1
.9

百
万

円
（
1
.9

百
万

円
）

未
来

島

9
6

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

【
平

成
2
7
年

度
～

2
8
年

度
】

・
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
を

推
進

す
る

た
め

、
島

内
親

子
を

対
象

に
副

読
本

作
成

ス
タ

ッ
フ

（
教

員
）
と

一
緒

に
構

想
の

取
組

が
進

む
現

場
を

体
験

・
見

学
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

。
【
H

2
7
年

度
実

績
】
　

3
回

開
催

　
参

加
者

数
1
0
1
名

【
H

2
8
年

度
実

績
】
　

2
回

開
催

　
参

加
者

数
6
4
名

【
平

成
2
9
年

度
～

】
・
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

基
づ

き
、

島
内

で
展

開
さ

れ
て

い
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

現
場

等
を

見
学

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
構

想
の

意
義

や
取

組
み

に
つ

い
て

啓
発

す
る

。
【
H

2
9
年

度
実

績
】
　

2
回

開
催

　
参

加
者

数
2
8
名

【
Ｈ

3
0
年

度
実

績
】
　

2
回

開
催

　
参

加
者

数
3
1
名

H
2
3
～

0
.5

百
万

円
（
1
百

万
円

）
未

来
島

9
7

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

・
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
を

推
進

す
る

た
め

、
構

想
の

全
体

像
や

魅
力

を
分

か
り

や
す

く
発

信
で

き
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
運

営
。

H
2
5
～

0
.3

百
万

円
（
0
.3

百
万

円
）

未
来

島

9
8

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

・
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
を

推
進

す
る

た
め

、
小

学
生

を
対

象
と

し
て

未
来

島
構

想
を

テ
ー

マ
に

副
読

本
を

参
考

図
書

と
し

た
作

文
を

募
集

し
、

構
想

に
対

す
る

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ま

で
よ

り
も

普
及

・
啓

発
の

対
象

者
の

裾
野

を
広

げ
島

民
意

識
の

醸
成

を
図

る
。

H
2
5
～

－
未

来
島

9
9

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

・
平

成
2
5
年

度
に

作
成

し
た

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
副

読
本

-
み

ら
い

-
」
を

、
淡

路
島

内
の

小
学

生
（
5
年

生
）
に

配
付

し
、

総
合

学
習

等
の

授
業

で
活

用
し

た
り

、
課

題
図

書
と

す
る

こ
と

で
、

構
想

へ
の

理
解

を
深

め
、

次
代

を
担

う
子

ど
の

達
が

、
自

分
た

ち
の

住
む

淡
路

島
の

将
来

を
考

え
る

機
会

を
つ

く
る

。
H

2
5
～

0
.8

百
万

円
（
0
.8

百
万

円
）

未
来

島

1
0
0

○
県

全
島

【
重

点
地

区
推

進
事

業
、

重
点

分
野

推
進

事
業

を
見

直
し

、
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
推

進
事

業
に

変
更

】
　 人

口
減

少
・
経

済
縮

小
な

ど
の

問
題

を
抱

え
る

淡
路

島
で

、
地

域
資

源
を

生
か

し
た

新
し

い
地

域
振

興
モ

デ
ル

創
出

へ
の

取
り

組
み

を
行

う
｢あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
｣を

推
進

す
る

た
め

、
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
特

区
計

画
の

改
訂

を
踏

ま
え

、
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
に

掲
げ

る
｢エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
｣｢

農
と

食
の

持
続

｣｢
暮

ら
し

の
持

続
｣の

実
現

に
向

け
、

住
民

組
織

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

・
企

業
・
行

政
等

の
協

同
体

に
よ

り
行

わ
れ

る
先

駆
的

・
モ

デ
ル

的
な

取
り

組
み

に
対

し
て

支
援

。
[H

29
年

度
実

績
]

新
規

事
業

　
・
沼

島
地

区
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
推

進
協

議
会

（
1
,0

0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
南

あ
わ

じ
市

定
住

促
進

協
議

会
（
1
,0

0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
淡

路
島

和
歌

の
路

創
造

協
議

会
（
2
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
淡

路
市

夢
舞

台
ｻ

ｽ
ﾃ
ｨﾅ

ﾌ
ﾞﾙ

・
ﾊ

ﾟｰ
ｸ
創

造
委

員
会

（
1
,7

5
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
洲

本
市

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

協
議

会
（
1
,8

4
0
千

円
）

継
続

事
業

　
・
南

あ
わ

じ
市

大
学

連
携

推
進

協
議

会
（
1
,0

0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
長

澤
元

気
村

協
議

会
（
3
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
生

田
地

域
活

性
協

議
会

（
3
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
五

斗
長

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
（
3
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
3
地

区
連

携
推

進
協

議
会

（
1
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
洲

本
市

中
心

市
街

地
に

お
け

る
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（
5
0
0
千

円
）

[H
30

年
度

実
績

]
新

規
事

業
　

・
沼

島
地

区
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
推

進
協

議
会

（
1
,0

0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
南

あ
わ

じ
市

定
住

促
進

協
議

会
（
5
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
南

あ
わ

じ
市

縁
結

び
事

業
推

進
協

議
会

（
5
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
あ

わ
じ

次
世

代
テ

ッ
ク

推
進

会
（
6
4
8
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
淡

路
島

竹
資

源
活

用
推

進
委

員
会

（
1
,1

2
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
洲

本
市

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

協
議

会
（
2
,0

0
0
千

円
）

継
続

事
業

　
・
南

あ
わ

じ
市

大
学

連
携

推
進

協
議

会
（
1
,0

0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
長

澤
元

気
村

協
議

会
（
3
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
生

田
地

域
活

性
協

議
会

（
3
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
五

斗
長

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
（
3
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

　
・
3
地

区
連

携
推

進
協

議
会

（
1
0
0
千

円
）

H
2
9
～

9
百

万
円

（
1
2
百

万
円

）
未

来
島

1
0
1

洲
本

市
洲

本
市

・
淡

路
島

の
豊

か
な

自
然

と
生

活
文

化
、

農
漁

業
と

食
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

を
活

用
し

た
新

た
な

事
業

モ
デ

ル
の

構
築

と
、

そ
れ

を
有

機
的

に
連

携
さ

せ
た

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

よ
り

、
地

域
産

業
の

創
出

・
強

靭
化

と
、

観
光

を
通

じ
た

地
域

活
性

化
を

図
る

と
と

も
に

、
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
特

区
」
の

実
現

に
寄

与
す

る
。

・
平

成
2
5
年

「
域

学
連

携
」
地

域
活

力
創

出
モ

デ
ル

実
証

事
業

（
総

務
省

）
の

採
択

を
受

け
、

地
域

と
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

る
地

域
力

の
創

造
に

資
す

る
人

材
育

成
と

自
立

的
な

地
域

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

・
平

成
2
6
年

度
以

降
も

継
続

し
て

「
域

学
連

携
」
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

H
2
4
～

2
百

万
円

（
2
百

万
円

）
洲

本
市

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

推
進

事
業

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

副
読

本
活

用
事

業

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
推

進
に

係
る

情
報

発
信あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
推

進
協

議
会

の
設

置
運

営

日
本

遺
産

を
活

用
し

た
｢国

生
み

の
島

｣の
推

進
事

業

総 合 的 推 進

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
企

画
調

整

グ
リ

ー
ン

＆
グ

リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
よ

る
地

域
活

力
創

出
モ

デ
ル

構
築

事
業

淡
路

青
少

年
の

主
張

大
会

で
の

作
文

募
集

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施

地
域

住
民

等
に

よ
る

環
境

未
来

島
づ

く
り

活
動

の
促

進
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番
号

事
業

内
容

実
施

場
所

取
組

区
分

・
概

要
特

区
所

管
事

業
年

度
取

組
主

体
H

3
1
予

算
額

（
H

3
0
予

算
額

)

1
0
2

兵
庫

県
、

洲
本

市
、

南
あ

わ
じ

市
、

淡
路

市
全

島

・
海

外
の

先
進

地
域

と
連

携
を

図
り

、
様

々
な

ノ
ウ

ハ
ウ

を
学

び
、

淡
路

島
で

の
取

組
に

生
か

す
と

と
も

に
、

淡
路

島
で

実
践

し
て

得
ら

れ
た

成
果

を
他

の
地

域
に

提
供

す
る

こ
と

を
通

じ
て

広
く
国

内
外

に
貢

献
す

る
。

－
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

活
用

の
先

進
国

で
あ

る
デ

ン
マ

ー
ク

の
離

島
と

の
連

携
を

図
る

た
め

、
平

成
2
3
年

６
月

に
駐

日
デ

ン
マ

ー
ク

大
使

に
淡

路
島

を
視

察
い

た
だ

き
、

様
々

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
得

た
。

－
平

成
2
4
年

2
月

　
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
副

市
長

を
招

き
、

「
幸

せ
を

実
感

で
き

る
持

続
可

能
な

社
会

と
は

」
を

テ
ー

マ
に

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。

－
平

成
2
5
年

1
0
月

　
調

査
交

流
団

を
デ

ン
マ

ー
ク

・
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

に
派

遣
し

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
活

用
し

た
地

域
づ

く
り

に
向

け
た

今
後

の
淡

路
島

と
の

交
流

に
関

す
る

協
議

、
先

進
事

例
の

調
査

を
行

っ
た

。
－

平
成

2
6
年

４
月

　
デ

ン
マ

ー
ク

・
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

関
係

者
が

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
設

を
視

察
さ

れ
、

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
評

価
や

助
言

を
い

た
だ

い
た

。
－

平
成

2
7
年

３
月

　
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
市

長
を

招
き

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
を

テ
ー

マ
に

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

自
立

島
サ

ミ
ッ

ト
」
を

開
催

し
た

。
－

平
成

2
7
年

９
月

　
デ

ン
マ

ー
ク

・
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

関
係

者
が

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
設

を
視

察
し

、
平

成
2
8
年

度
の

デ
ン

マ
ー

ク
・ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

と
の

相
互

交
流

事
業

に
か

か
る

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
－

平
成

2
8
年

度
　

　
デ

ン
マ

ー
ク

・
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

か
ら

生
徒

の
受

け
入

れ
を

計
画

し
て

い
た

が
、

デ
ン

マ
ー

ク
側

で
資

金
が

集
ま

ら
ず

、
中

止
と

な
っ

た
。

H
2
3
～

－
未

来
島

1
0
3

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

先
進

地
で

あ
る

デ
ン

マ
ー

ク
・
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

と
の

交
流

を
深

め
、

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
」
、

「
暮

ら
し

の
持

続
」
に

寄
与

す
る

。
Ｈ

2
8
～

－
未

来
島

1
0
4

そ の 他
○

洲
本

市
洲

本
市

【
Ｈ

2
7
年

度
実

績
】

域
学

連
携

事
業

の
一

環
で

、
地

域
の

住
民

や
金

融
機

関
か

ら
の

資
金

調
達

や
、

売
電

収
益

の
地

域
還

元
等

を
組

み
込

ん
だ

「
地

域
貢

献
型

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
施

設
」
の

設
置

検
討

等
を

実
施

し
た

。
【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】

連
携

大
学

の
一

つ
で

あ
る

龍
谷

大
学

の
教

授
が

設
立

し
た

非
営

利
型

の
株

式
会

社
「
P

S
洲

本
」
が

事
業

主
体

と
な

り
、

地
元

金
融

機
関

（
淡

路
信

用
金

庫
、

淡
陽

信
用

組
合

）
か

ら
の

融
資

を
受

け
、

「
地

域
貢

献
型

太
陽

光
発

電
施

設
第

1
号

（
約

7
3
kW

）
「
塔

下
新

池
た

め
池

ソ
ー

ラ
ー

発
電

所
」
」
を

、
市

有
の

た
め

池
（
鮎

原
塔

下
新

池
）
の

水
面

に
設

置
し

た
。

【
Ｈ

2
9
年

度
実

績
】

P
S

洲
本

株
式

会
社

が
事

業
主

体
と

な
り

、
地

元
金

融
機

関
等

か
ら

の
融

資
を

受
け

、
「
地

域
貢

献
型

太
陽

光
発

電
施

設
第

2
号

（
約

1
.8

M
W

）
「
龍

谷
フ

ロ
ー

ト
ソ

ー
ラ

ー
パ

ー
ク

洲
本

」
」
を

、
市

有
の

た
め

池
（
中

川
原

町
三

木
田

大
池

）
の

水
面

に
設

置
し

た
。

2
か

所
の

発
電

所
に

関
す

る
取

組
が

評
価

さ
れ

、
プ

ラ
チ

ナ
大

賞
、

新
エ

ネ
大

賞
を

受
賞

。
〔
H

3
0
年

度
以

降
〕

地
域

貢
献

型
再

エ
ネ

発
電

施
設

の
さ

ら
な

る
設

置
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
売

電
利

益
の

地
域

還
元

の
具

体
的

な
仕

組
み

を
検

討
す

る
。

H
2
7
～

0
百

万
円

（
0
百

万
円

）
洲

本
市

洲
本

市
地

域
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

活
用

推
進

条
例

の
制

定

総 合 的 推 進

デ
ン

マ
ー

ク
・
ボ

ー
ン

ホ
ル

ム
島

と
の

相
互

交
流

事
業

海
外

と
の

連
携

海
外

と
の

連
携
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1
津

名
地

区
エ

コ
企

業
立

地
促

進
制

度
県

淡
路

市

・
津

名
地

区
埋

立
地

（
生

穂
、

佐
野

、
志

筑
）
へ

環
境

・
グ

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

な
ど

の
環

境
貢

献
型

企
業

を
中

心
と

し
た

企
業

立
地

を
促

進
す

る
企

業
誘

致
制

度
を

導
入

。
【
環

境
貢

献
型

企
業

特
別

支
援

】
－

環
境

貢
献

型
企

業
（
環

境
に

配
慮

し
た

製
品

の
製

造
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
し

て
い

る
企

業
）
に

つ
い

て
、

分
譲

価
格

を
2
0
％

割
引

。
【
環

境
配

慮
型

企
業

支
援

】
－

環
境

配
度

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
分

譲
価

格
を

最
大

5
0
％

割
引

。
【
実

績
】
　

３
件

（
平

成
2
2
年

度
）

H
2
1
～

2
4

－
県

民
生

活

2
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

整
備

補
助

事
業

県
、

淡
路

島
く
に

う
み

協
会

全
島

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

自
給

率
向

上
に

向
け

て
、

地
域

の
強

み
で

あ
る

豊
富

な
日

照
量

を
生

か
し

た
太

陽
光

発
電

の
導

入
を

加
速

化
す

る
た

め
、

淡
路

島
内

の
事

業
者

及
び

地
域

づ
く
り

団
体

に
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

整
備

を
補

助
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
4
9
件

、
5
9
,3

5
3
千

円
、

3
7
9
.6

kW
（
補

助
上

限
額

1
8
0
万

円
、

事
業

者
又

は
地

域
づ

く
り

団
体

対
象

）
H

2
3
～

2
4

－
未

来
島

3
住

宅
用

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
補

助
事

業

県
、

淡
路

島
く
に

う
み

協
会

、
ひ

ょ
う

ご
環

境
創

造
協

会
全

島

・
住

宅
に

お
い

て
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
あ

る
太

陽
光

発
電

の
導

入
を

促
進

す
る

た
め

、
新

築
住

宅
に

比
べ

設
置

費
が

割
高

と
な

る
既

築
住

宅
を

対
象

に
設

置
費

に
対

し
て

補
助

。
〔
補

助
対

象
〕
淡

路
島

内
で

住
宅

用
太

陽
光

発
電

設
備

を
設

置
す

る
者

〔
H

2
4
年

度
補

助
額

〕
1
万

円
/
kW

　
※

H
2
3
年

度
は

2
万

円
/
kW

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
1
4
2
件

、
7
6
9
.0

kW
 、

7
,6

8
9
千

円

H
2
3
～

2
4

－
未

来
島

4
○

(株
)東

芝
、

(株
)神

戸
製

鋼
所

、
慶

應
義

塾
大

学
南

あ
わ

じ
市

・
複

数
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

組
合

せ
た

バ
イ

ナ
リ

発
電

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。

風
力

発
電

の
短

周
期

の
出

力
変

動
分

を
抑

制
す

る
開

発
を

行
い

、
不

安
定

な
出

力
を

平
準

化
さ

せ
る

と
と

も
に

、
カ

ッ
ト

し
た

変
動

電
力

を
熱

源
に

変
え

、
太

陽
熱

と
バ

イ
オ

マ
ス

の
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
組

み
合

わ
せ

て
、

バ
イ

ナ
リ

発
電

シ
ス

テ
ム

の
熱

源
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

で
、

自
然

条
件

の
変

化
に

か
か

わ
ら

ず
安

定
し

た
電

力
供

給
に

加
え

、
温

水
の

供
給

も
可

能
と

す
る

技
術

開
発

の
実

証
を

行
う

。
・
平

成
2
4
～

2
6
年

度
の

３
カ

年
計

画
で

「
地

球
温

暖
化

対
策

技
術

開
発

等
事

業
」
（
環

境
省

）
に

採
択

さ
れ

、
実

証
実

験
を

実
施

し
た

。

H
2
4
～

2
7

－
地

域
振

興
課

5
○

三
菱

重
工

業
㈱

を
中

心
と

す
る

共
同

企
業

体
、

県
、

淡
路

市
淡

路
市

・
平

成
2
6
年

度
か

ら
、

環
境

省
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄに

て
明

石
海

峡
の

潮
流

を
活

用
し

た
潮

流
発

電
の

技
術

開
発

と
将

来
的

な
発

電
事

業
成

立
性

の
検

証
を

目
的

に
、

実
証

実
験

の
実

施
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

・
平

成
2
7
年

度
は

、
潮

流
発

電
装

置
の

計
画

や
費

用
検

討
、

環
境

影
響

調
査

・
海

象
調

査
、

事
業

性
評

価
等

を
実

施
し

た
。

H
2
4
～

2
7

－
地

域
振

興
課

6

地
域

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

県
全

島

・
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
の

3
本

柱
の

一
つ

で
あ

る
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
」
に

お
け

る
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
に

対
し

て
、

既
存

の
企

業
だ

け
で

な
く
、

新
規

の
参

入
を

促
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
環

境
関

連
企

業
等

を
島

内
で

育
成

。
－

研
究

会
等

の
開

催
（
講

義
、

創
業

相
談

等
）

※
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
例

：
太

陽
光

発
電

装
置

等
設

置
・
販

売
事

業
、

電
気

自
動

車
整

備
事

業
　

等
【
実

績
】
　

８
社

が
創

業
又

は
創

業
検

討
中

H
2
4
～

2
5

－
県

民
交

流

7
公

共
施

設
等

に
お

け
る

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

県
全

島
・
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
」
を

目
指

し
、

道
路

、
公

園
、

ダ
ム

等
で

の
維

持
管

理
に

使
用

す
る

電
力

の
太

陽
光

等
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
転

換
や

省
電

力
設

備
の

導
入

を
図

る
た

め
の

検
討

設
計

を
行

う
。

H
2
4

－
洲

本
土

木

8
住

宅
用

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
補

助
事

業
南

あ
わ

じ
市

南
あ

わ
じ

市

・
地

域
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
率

向
上

に
向

け
て

、
地

域
の

強
み

で
あ

る
豊

富
な

日
照

量
を

生
か

し
た

太
陽

光
発

電
の

導
入

を
加

速
化

す
る

た
め

、
住

宅
用

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
整

備
を

補
助

。
〔
補

助
額

〕
2
0
千

円
／

kW
、

上
限

8
0
千

円
／

件
〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
1
0
8
件

、
5
8
1
.7

4
kW

、
交

付
額

：
8
,3

0
7
千

円
〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
1
0
8
件

、
5
8
3
.7

6
kW

、
交

付
額

：
8
,4

1
7
千

円
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
4
8
件

、
2
7
3
.3

3
kW

、
交

付
額

：
3
,7

3
4
千

円
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕
3
9
件

、
2
7
3
.8

4
kW

、
交

付
額

：
3
,0

5
5
千

円
〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
2
3
件

、
1
5
0
.2

8
kW

　
交

付
額

：
1
,8

2
2
千

円
〔
H

2
9
年

度
実

績
〕
3
1
件

、
1
7
7
.9

7
kW

　
交

付
額

：
2
,3

9
7
千

円

H
2
4
～

H
2
9

－
南

あ
わ

じ
市

9

良
好

な
風

況
を

生
か

し
た

洋
上

・
陸

上
風

力
発

電
所

の
検

討

グ
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
の

た
め

の
風

力
発

電
施

設
設

置
支

援

県
洲

本
市

・
グ

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
進

の
観

点
か

ら
、

洲
本

総
合

庁
舎

屋
上

の
風

力
発

電
施

設
を

ア
ス

パ
五

色
へ

移
設

。
H

2
4

－
県

民
交

流
（
環

境
）

1
0

農
漁

村
型

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の

推
進

取
組

主
体

調
整

つ
か

ず
洲

本
市

五
色

町
(重

点
地

区
)

・
「
仮

想
グ

リ
ッ

ド
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
（
あ

わ
じ

Ａ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

）
」
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
給

の
見

え
る

化
と

暮
ら

し
の

安
心

化
（
あ

わ
じ

ラ
イ

フ
ア

シ
ス

ト
・
タ

ー
ミ

ナ
ル

）
」
「
地

域
独

自
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

最
適

化
」
に

よ
り

、
従

来
の

需
要

追
従

型
で

は
な

く
、

域
内

で
生

産
可

能
な

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
量

を
地

域
住

民
、

事
業

者
自

ら
が

認
識

し
、

そ
の

範
囲

内
で

効
率

的
に

節
エ

ネ
、

融
通

（
平

準
化

）
し

合
い

な
が

ら
域

内
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
生

活
の

自
立

を
め

ざ
す

。
・
平

成
2
4
年

度
は

、
洲

本
市

五
色

町
エ

リ
ア

の
特

色
を

生
か

し
た

農
山

漁
村

型
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

住
民

等
を

対
象

と
し

た
意

向
調

査
を

実
施

し
た

。
・
今

後
は

、
趣

旨
に

賛
同

す
る

民
間

事
業

者
の

参
画

を
得

て
、

実
証

事
業

の
実

施
に

向
け

て
国

の
競

争
的

資
金

に
応

募
し

て
い

く
。

－
－

洲
本

市

1
1

農
漁

村
型

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の

推
進

京
都

大
学

、
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
モ

バ
イ

ル
(株

)、
東

光
電

気
(株

)、
国

際
航

業
(株

)、
洲

本
市

、
県

他

洲
本

市
五

色
町

(重
点

地
区

)

・
平

成
2
3
年

度
は

、
洲

本
市

五
色

町
を

対
象

と
し

て
、

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
構

築
を

進
め

る
た

め
の

Ｆ
Ｓ

調
査

事
業

で
あ

る
「ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
普

及
支

援
事

業
」
（
経

済
産

業
省

）
に

採
択

さ
れ

、
事

業
を

実
施

し
た

。
・
平

成
2
4
年

度
は

、
洲

本
市

五
色

町
の

特
色

を
生

か
し

た
農

山
漁

村
型

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
将

来
的

な
事

業
化

を
検

討
す

る
に

当
た

り
、

地
域

の
実

情
や

住
民

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

の
方

向
性

を
見

定
め

る
た

め
、

地
域

住
民

等
を

対
象

と
し

た
意

向
調

査
を

実
施

し
た

。
・
平

成
2
5
年

度
は

、
｢新

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

共
通

基
盤

整
備

促
進

事
業

｣(
総

務
省

、
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
)に

採
択

さ
れ

、
農

業
用

た
め

池
2
ヵ

所
を

有
力

候
補

地
と

し
、

住
民

参
加

型
ソ

ー
ラ

ー
発

電
事

業
の

実
施

可
能

性
調

査
を

実
施

し
た

。

H
 2

3
～

2
5

－
洲

本
市

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

立
と

暮
ら

し
の

安
心

・
低

炭
素

化
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム

家
庭

・
事

業
所

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
最

適
化

エ ネ ル ギ ー の 持 続

日
本

有
数

の
潮

流
を

活
用

し
た

潮
流

発
電

の
検

討

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
ビ

ジ
ネ

ス
参

入
研

究
支

援
事

業

地
域

資
源

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

家
庭

・
事

業
所

で
の

太
陽

光
発

電
の

導
入

促
進

地
域

資
源

を
活

用
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

家
庭

・
事

業
所

で
の

太
陽

光
発

電
の

導
入

促
進

太
陽

熱
発

電
と

そ
の

排
熱

利
用

型
バ

イ
ナ

リ
ー

発
電

の
高

効
率

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

実
証

実
施

場
所

事
業

内
容

事
業

年
度

予
算

額
所

管

【
終

了
事

業
】

番
号

取
組

区
分

・
概

要
特

区
取

組
主

体
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実
施

場
所

事
業

内
容

事
業

年
度

予
算

額
所

管
番

号
取

組
区

分
・
概

要
特

区
取

組
主

体

1
2

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

立
島

農
漁

村
型

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の

推
進

○

神
戸

大
学

、
立

命
館

大
学

、
大

阪
市

立
大

学
、

富
士

電
機

(株
)、

三
社

電
機

(株
)、

三
洋

電
機

(株
)、

中
西

金
属

工
業

(株
)、

慧
通

信
技

術
工

業
(株

)、
県

立
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
、

南
あ

わ
じ

市
他

南
あ

わ
じ

市
沼

島
(重

点
地

区
)

・
南

あ
わ

じ
市

沼
島

は
、

太
平

洋
に

面
し

て
気

候
が

温
暖

で
日

照
量

が
豊

富
な

一
方

、
離

島
と

し
て

東
南

海
・
南

海
地

震
な

ど
に

よ
る

被
害

や
孤

立
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
島

民
の

意
欲

・
知

恵
と

先
端

技
術

を
融

合
さ

せ
な

が
ら

、
災

害
に

強
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
1
0
0
％

の
島

を
め

ざ
す

。
・
平

成
2
4
～

2
6
年

度
の

３
カ

年
の

「
地

球
温

暖
化

対
策

技
術

開
発

等
事

業
」
（
環

境
省

）
に

採
択

さ
れ

、
「
離

島
・
漁

村
に

お
け

る
直

流
技

術
に

よ
る

自
立

分
散

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
の

実
証

研
究

」
を

実
施

し
、

当
初

の
目

標
で

あ
る

電
力

消
費

量
3
0
％

程
度

の
削

減
効

果
を

達
成

し
た

。
ま

た
、

沼
島

に
最

適
な

直
流

マ
イ

ク
ロ

グ
リ

ッ
ド

シ
ス

テ
ム

の
提

示
を

行
っ

た
。

・
今

後
、

引
き

続
き

、
立

命
館

大
学

、
慧

通
信

技
術

工
業

に
よ

り
住

民
参

加
の

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

の
実

験
を

継
続

し
、

そ
の

有
効

性
の

検
証

を
行

な
っ

て
い

く
。

H
2
4
～

2
6

－
特

区
振

興
課

南
あ

わ
じ

市

1
3

淡
路

市
、

県
淡

路
市

夢
舞

台
(重

点
地

区
)

・
職

と
住

の
一

体
化

に
よ

る
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
の

実
現

を
目

指
す

淡
路

夢
舞

台
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
構

想
「
サ

ス
テ

ィ
ナ

ブ
ル

・
パ

ー
ク

」
周

辺
を

モ
デ

ル
地

域
と

し
て

、
新

た
な

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

を
活

用
し

、
災

害
時

に
は

地
域

内
で

自
立

的
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
で

き
る

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
事

業
検

討
を

行
う

。
・
平

成
2
5
年

度
か

ら
平

成
2
7
年

度
に

「
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
イ

ン
フ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
総

務
省

委
託

事
業

）
に

採
択

さ
れ

、
調

査
を

実
施

し
た

。
H

2
5
～

2
7

－
淡

路
市

1
4

南
あ

わ
じ

市
全

島
・
南

あ
わ

じ
市

に
整

備
さ

れ
る

「
あ

わ
じ

島
ま

る
ご

と
食

の
拠

点
施

設
（
仮

称
）
」
の

直
売

所
に

お
い

て
、

農
産

物
等

の
品

揃
え

を
安

定
さ

せ
る

た
め

、
新

規
作

物
の

導
入

推
進

、
直

売
所

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
や

農
産

物
等

の
融

通
シ

ス
テ

ム
の

確
立

に
向

け
、

調
査

・
検

討
を

支
援

。
H

2
5

－
洲

本
農

林

1
5

県
全

島
・
国

内
産

（
佐

賀
県

産
等

）
や

海
外

産
と

の
差

別
化

を
図

る
た

め
、

甘
く
て

柔
ら

か
い

貯
蔵

性
の

あ
る

淡
路

島
た

ま
ね

ぎ
の

晩
生

品
種

の
生

産
を

拡
大

。
・
１

地
区

（
J
A

あ
わ

じ
島

）
  

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
等

の
導

入
補

助
・
１

地
区

（
J
A

淡
路

日
の

出
）
た

ま
ね

ぎ
運

搬
車

両
等

の
導

入
補

助
H

2
4
～

2
7

－
洲

本
農

林

1
6

県
南

あ
わ

じ
市

鳥
獣

被
害

の
軽

減
や

有
望

品
種

へ
の

改
植

を
進

め
、

産
地

の
維

持
・
復

活
を

図
る

。
・
鳥

獣
害

対
策

研
修

会
の

開
催

・
モ

デ
ル

ほ
場

の
設

置
H

2
5
～

2
7

－
洲

本
農

林

1
7

県
全

島

・
新

規
就

農
者

の
早

期
経

営
安

定
を

図
る

た
め

、
地

域
特

有
の

技
術

実
証

に
よ

る
経

営
モ

デ
ル

構
築

を
推

進
す

る
。

・
新

規
就

農
者

が
Ｊ
－

Ｇ
Ａ

Ｐ
（
生

産
工

程
管

理
）
手

法
を

取
得

し
、

流
通

業
者

や
消

費
者

、
地

域
住

民
に

信
頼

さ
れ

る
農

業
者

に
な

る
こ

と
を

推
進

す
る

。
・
新

規
就

農
者

等
が

中
古

施
設

の
修

繕
等

を
行

う
た

め
に

必
要

な
経

費
を

補
助

す
る

。
・
直

売
所

が
行

う
、

農
産

物
の

生
産

拡
大

や
品

質
向

上
へ

の
取

組
に

必
要

な
経

費
を

補
助

す
る

。
【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】

・
新

規
就

農
者

の
早

期
経

営
安

定
の

た
め

の
経

営
モ

デ
ル

構
築

の
た

め
に

、
農

家
２

名
へ

事
業

委
託

を
実

施
し

た
。

（
2
7
年

度
実

績
：
 委

託
料

2
0
0
千

円
）

・
研

修
に

必
要

な
農

業
用

機
械

の
リ

ー
ス

料
金

を
助

成
し

た
。

（
2
7
年

度
実

績
：
補

助
金

1
,0

0
0
千

円
）

・
新

規
就

農
者

２
名

が
中

古
施

設
の

修
繕

等
を

行
う

た
め

に
必

要
な

経
費

を
補

助
し

た
。

（
2
7
年

度
実

績
：
補

助
金

1
,5

9
4
千

円
）

・
南

あ
わ

じ
市

が
直

売
所

に
対

し
て

支
援

す
る

取
組

に
対

し
て

、
必

要
な

経
費

を
補

助
し

た
。

（
2
7
年

度
実

績
：
補

助
金

1
,0

0
0
千

円
）

H
2
6
～

2
8

―
洲

本
農

林

1
8

県
（
ふ

る
さ

と
淡

路
島

に
帰

っ
て

農
業

を
し

よ
う

実
行

委
員

会
）

全
島

・
島

外
に

出
て

い
る

農
家

子
弟

の
U

タ
ー

ン
就

農
を

促
す

取
組

み
を

推
進

　
講

座
の

開
催

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

、
U

タ
ー

ン
就

農
推

進
冊

子
の

作
成

、
経

営
継

承
悩

み
相

談
室

の
設

置
等

【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】

・
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

、
経

営
継

承
お

悩
み

相
談

室
の

設
置

、
U

タ
ー

ン
就

農
推

進
冊

子
の

作
成

H
2
7
～

2
8

―
洲

本
農

林

1
9

南
あ

わ
じ

市
全

島
・
南

あ
わ

じ
市

に
整

備
さ

れ
た

「
あ

わ
じ

島
ま

る
ご

と
食

の
拠

点
施

設
」
直

売
所

「
美

菜
恋

来
屋

」
に

お
い

て
、

淡
路

島
産

農
畜

水
産

物
の

消
費

拡
大

を
図

る
た

め
の

Ｐ
Ｒ

イ
ベ

ン
ト

等
の

実
施

や
、

施
設

の
運

営
方

法
等

の
検

討
に

対
し

て
支

援
を

行
う

。
H

2
7

―
洲

本
農

林

2
0

洲
本

市
洲

本
市

【
事

業
概

要
】

島
外

か
ら

の
新

規
青

年
就

農
者

を
受

け
入

れ
て

、
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
中

心
経

営
体

に
位

置
づ

け
る

集
落

に
対

し
、

住
居

や
農

地
の

斡
旋

・
研

修
受

入
費

用
等

を
助

成
す

る
。

５
０

万
円

定
額

。
（
新

規
就

農
者

は
、

認
定

新
規

就
農

者
で

あ
る

こ
と

。
）

【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】
実

績
な

し
。

　
※

H
2
8
年

度
で

終
了

Ｈ
2
5
～

2
8

―
洲

本
市

2
1

「
こ

こ
か

ら
村

」
事

業
へ

の
支

援
県

（
(株

)パ
ソ

ナ
グ

ル
ー

プ
に

委
託

）
淡

路
市

野
島

(重
点

地
区

)

・
若

年
層

の
厳

し
い

雇
用

情
勢

を
踏

ま
え

、
新

卒
未

就
職

者
等

を
雇

い
入

れ
、

地
域

の
強

み
で

あ
る

農
業

を
２

次
産

業
、

３
次

産
業

に
展

開
で

き
る

６
次

産
業

人
材

の
育

成
に

向
け

た
実

習
研

修
を

行
い

、
魅

力
あ

る
定

住
人

材
を

創
出

す
る

。
・
平

成
2
3
年

度
は

、
「
淡

路
島

農
業

人
材

育
成

事
業

」
と

し
て

(株
)パ

ソ
ナ

グ
ル

ー
プ

に
委

託
し

、
同

社
が

、
1
6
7
人

を
雇

用
し

、
農

作
業

を
し

な
が

ら
芸

術
活

動
を

行
う

「
半

農
半

芸
」
の

兼
業

ス
タ

イ
ル

の
普

及
に

よ
り

若
手

農
業

人
材

の
地

域
定

着
に

つ
な

げ
る

「こ
こ

か
ら

村
」
の

取
組

と
し

て
実

施
し

た
。

・
平

成
2
4
年

度
は

、
前

年
度

の
取

組
を

発
展

さ
せ

、
加

工
・
流

通
な

ど
の

ビ
ジ

ネ
ス

面
の

研
修

を
強

化
し

た
「
淡

路
島

６
次

産
業

人
材

育
成

事
業

」
と

し
て

8
1
人

、
平

成
2
5
年

度
は

、
「
淡

路
島

観
光

・
交

流
人

材
育

成
事

業
」
と

し
て

3
0
人

を
同

社
が

雇
用

し
た

。

H
2
3
～

2
5

－
特

区
推

進
課

2
2

淡
路

島
農

と
食

に
よ

る
地

域
づ

く
り

セ
ミ

ナ
ー

県
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

全
島

農
と

食
に

関
心

の
あ

る
地

域
住

民
を

対
象

に
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
化

や
6
次

産
業

化
な

ど
を

通
じ

て
の

地
域

づ
く
り

の
取

組
を

周
知

す
る

た
め

、
取

組
を

進
め

る
農

業
生

産
法

人
等

へ
の

現
地

見
学

と
そ

の
成

果
を

広
く
報

告
す

る
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
。

【
Ｈ

2
7
年

度
実

績
】
4
回

開
催

 　
参

加
者

8
8
名

Ｈ
2
7

ｰ
未

来
島

2
3

電
動

漁
船

等
地

球
環

境
保

全
型

漁
船

の
技

術
開

発
事

業
○

(社
)海

洋
水

産
シ

ス
テ

ム
協

会
、

ア
イ

テ
ィ

オ
ー

㈱
、

五
色

町
漁

協
、

洲
本

市
洲

本
市

五
色

町
(重

点
地

区
)

・
平

成
2
4
年

度
に

全
国

初
の

取
組

と
な

る
フ

ル
電

動
船

内
外

機
船

（
ド

ラ
イ

ブ
船

）
１

隻
を

五
色

町
漁

協
に

配
置

し
、

同
漁

協
管

内
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

航
行

実
証

実
験

を
実

施
し

た
。

・
平

成
2
5
年

度
以

降
は

、
上

記
ド

ラ
イ

ブ
船

を
活

用
し

て
環

境
に

や
さ

し
い

漁
業

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
H

2
4
～

2
6

－
特

区
推

進
課

洲
本

市

2
4

食
の

ブ
ラ

ン
ド

「
淡

路
島

」
の

推
進

県
全

島

産
地

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

消
費

者
へ

の
認

知
度

向
上

、
新

商
品

開
発

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

に
取

り
組

む
。

・
販

路
拡

大
：
い

ち
じ

く
の

P
R

、
加

工
品

の
販

路
拡

大
、

先
進

地
調

査
、

品
質

向
上

試
験

な
ど

・
新

需
要

創
造

：
淡

路
島

フ
ル

ー
ツ

ス
イ

ー
ツ

フ
ェ

ア
の

実
施

、
６

次
産

業
化

・
農

商
工

連
携

の
取

組
み

の
支

援
な

ど
【
Ｈ

2
8
年

度
実

績
】

・
J
A

淡
路

日
の

出
の

販
路

拡
大

の
取

り
組

み
に

対
し

て
補

助
。

（
補

助
金

3
1
8
千

円
）

H
2
5
～

2
8

―
洲

本
農

林

農 と 食 の 持 続

農
と

食
の

人
材

育
成

が
ん

ば
る

淡
路

島
農

業
人

支
援

事
業

ふ
る

さ
と

淡
路

島
に

帰
っ

て
農

業
を

し
よ

う
（
Ｕ

タ
ー

ン
就

農
）
推

進
事

業

み
ら

い
の

集
落

応
援

事
業

食
の

拠
点

施
設

活
用

推
進

事
業

淡
路

島
い

ち
じ

く
作

付
面

積
倍

増
(2

5
h
a)

作
戦

の
展

開

家
庭

・
事

業
所

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
最

適
化

エ ネ ル ギ ー の 持 続

南
あ

わ
じ

灘
の

ビ
ワ

２
０

h
a復

活
大

作
戦

漁
船

の
電

動
化

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

に
よ

る
漁

業
の

グ
リ

ー
ン

化

食
の

拠
点

施
設

直
売

所
運

営
円

滑
化

支
援

事
業

淡
路

島
た

ま
ね

ぎ
１

０
万

ト
ン

復
活

大
作

戦
の

推
進

農
と

食
の

人
材

育
成

拠
点

の
形

成

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

イ
ン

フ
ラ

整
備

に
よ

る
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り
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実
施

場
所

事
業

内
容

事
業

年
度

予
算

額
所

管
番

号
取

組
区

分
・
概

要
特

区
取

組
主

体

2
5

農
林

漁
業

者
等

３
戸

以
上

で
組

織
す

る
農

林
水

産
物

加
工

グ
ル

ー
プ

等
全

島
淡

路
島

産
の

農
畜

水
産

物
を

活
用

し
た

総
菜

等
の

新
商

品
の

開
発

を
支

援
【
H

2
9
の

取
組

予
定

】
総

菜
等

の
新

商
品

の
開

発
と

現
在

活
用

さ
れ

て
い

な
い

島
内

の
空

き
店

舗
で

の
実

演
販

売
H

2
9

―
洲

本
農

林

2
6

淡
路

市
淡

路
市

・
淡

路
市

の
食

の
魅

力
を

市
内

、
市

外
の

人
た

ち
に

知
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、

淡
路

島
の

特
産

品
を

買
っ

た
り

、
食

べ
た

り
で

き
る

店
を

ビ
ジ

ュ
ア

ル
化

す
る

。
・
淡

路
島

の
食

材
を

使
っ

た
一

品
を

提
供

す
る

店
を

募
集

し
、

淡
路

市
の

食
の

観
光

大
使

で
あ

る
程

一
彦

に
よ

る
「
み

け
つ

く
に

認
定

」
を

行
う

。
ま

た
、

同
時

に
程

氏
に

よ
っ

て
メ

ニ
ュ

ー
に

対
す

る
助

言
を

行
っ

て
い

た
だ

く
。

加
え

て
、

「
よ

し
も

と
」
の

情
報

発
信

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
同

事
業

の
Ｐ

Ｒ
を

図
る

。
H

2
4
～

2
6

－
淡

路
市

2
7

○
日

産
自

動
車

、
県

、
市

、
(一

財
)淡

路
島

く
に

う
み

協
会

　
他

全
島

・
島

内
で

二
人

乗
り

超
小

型
電

動
車

両
を

用
い

た
低

炭
素

型
の

新
し

い
地

域
交

通
シ

ス
テ

ム
の

モ
デ

ル
構

築
に

取
り

組
む

実
証

事
業

を
実

施
。

　
日

　
　

程
　

平
成

2
4
年

7
月

2
3
日

（
月

）
～

8
月

5
日

（
日

）
　

場
　

　
所

　
洲

本
市

五
色

町
鮎

原
神

陽
地

区
（
7
/
2
3
）

　
　

　
　

　
　

淡
路

市
長

沢
・
生

田
・
五

斗
長

地
区

（
7
/
2
5
～

8
/
5
）

　
実

証
車

両
　

日
産

ニ
ュ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

コ
ン

セ
プ

ト
4
台

H
2
4

－
公

園
島

2
8

洲
本

市
洲

本
市

・
従

来
か

ら
実

施
し

て
き

た
路

線
バ

ス
へ

の
運

行
補

助
を

引
き

続
き

実
施

す
る

と
と

も
に

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

持
続

可
能

と
な

る
地

域
公

共
交

通
と

し
て

の
デ

マ
ン

ド
交

通
試

験
運

行
を

実
施

。
・
試

験
運

行
で

は
、

利
用

デ
ー

タ
の

収
集

を
目

的
と

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

今
後

の
方

針
を

検
討

。
・
将

来
的

に
は

利
用

者
の

利
便

性
を

高
め

る
と

と
も

に
、

環
境

に
や

さ
し

い
電

気
自

動
車

（
E
V

）
の

導
入

も
検

討
す

る
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕

・
募

集
の

結
果

、
1
団

体
か

ら
申

請
が

あ
る

も
、

法
的

な
制

約
に

よ
り

、
試

験
運

行
不

可
。

〔
H

2
5
年

度
実

績
〕

・
市

内
の

交
通

不
便

地
域

（
中

川
原

地
区

）
に

お
い

て
、

デ
マ

ン
ド

方
式

（
一

部
区

域
運

行
）
に

よ
る

試
験

運
行

を
実

施
。

・
募

集
期

間
は

、
6
月

3
日

（
月

）
～

6
月

2
8
日

（
金

）
ま

で
。

H
2
3
～

H
2
5

－
洲

本
市

2
9

○
南

あ
わ

じ
市

南
あ

わ
じ

市

・
定

時
定

路
線

型
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
に

よ
る

運
行

を
行

っ
て

い
た

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

う
ち

、
道

幅
の

狭
い

集
落

が
重

な
る

倭
文

地
域

に
お

い
て

、
そ

の
地

理
的

特
性

を
考

慮
し

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
か

ら
デ

マ
ン

ド
型

（
予

約
型

）
乗

合
タ

ク
シ

ー
の

実
証

運
行

を
開

始
し

た
。

２
年

間
の

実
証

運
行

期
間

を
経

て
、

平
成

2
7
年

度
か

ら
本

格
運

行
を

実
施

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
実

証
運

行
期

間
は

週
５

日
、

１
日

５
便

を
上

限
に

運
行

し
て

い
た

が
、

平
成

2
7
年

度
か

ら
は

週
３

日
、

１
日

1
0
便

を
上

限
と

す
る

運
行

に
変

更
し

て
い

る
。

【
H

2
7
年

度
実

績
】

事
業

費
3
,0

2
3
千

円
【
H

2
8
年

度
実

績
】

事
業

費
3
,0

0
7
千

円
【
H

2
9
年

度
実

績
】

事
業

費
3
,0

0
7
千

円

H
2
5
～

2
9

－
南

あ
わ

じ
市

3
0

県
、

市
、

医
療

関
係

者
　

介
護

保
険

事
業

者
他

全
島

・
高

齢
者

、
障

害
者

、
難

病
患

者
な

ど
様

々
な

困
難

を
抱

え
た

人
々

を
含

め
た

す
べ

て
の

地
域

住
民

が
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

生
活

を
持

続
し

、
ま

た
自

ら
の

意
思

が
尊

重
さ

れ
尊

厳
が

守
ら

れ
た

質
の

高
い

生
活

を
送

る
た

め
、

住
民

に
向

け
て

在
宅

療
養

の
あ

り
方

や
尊

厳
あ

る
生

き
方

を
自

ら
の

問
題

と
し

て
考

え
る

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

医
療

や
福

祉
・
介

護
な

ど
の

多
職

種
連

携
に

よ
る

専
門

性
を

生
か

し
た

質
の

高
い

支
援

体
制

の
構

築
を

図
り

、
自

助
、

互
助

、
公

助
、

共
助

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
地

域
を

目
指

し
た

基
盤

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

H
2
9

―
洲

本
健

福

3
1

健
康

回
復

の
拠

点
づ

く
り

健
康

回
復

・
健

康
づ

く
り

の
拠

点
整

備
事

業
民

間
事

業
者

、
淡

路
市

他
淡

路
市

夢
舞

台
(重

点
地

区
)

・
淡

路
花

博
跡

地
の

一
部

に
地

域
医

療
の

拠
点

と
な

る
病

院
を

整
備

し
、

風
光

明
媚

な
医

療
環

境
を

提
供

す
る

。
H

2
3
年

度
で

病
院

用
地

の
購

入
、

イ
ン

フ
ラ

設
計

。
H

2
4
～

工
事

開
始

、
H

2
6
.4

.1
開

院
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
1
0
4
百

万
円

(病
院

へ
の

建
設

補
助

)
〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
6
4
6
百

万
円

(病
院

へ
の

建
設

補
助

)

H
2
3
～

2
5

－
淡

路
市

3
2

地
域

資
源

を
生

か
し

た
し

ご
と

づ
く
り

県
全

島

・
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
の

３
本

柱
で

あ
る

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
」
、

「
農

と
食

の
持

続
」
、

「
暮

ら
し

の
持

続
」
等

に
お

け
る

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
に

対
し

、
淡

路
島

の
地

域
資

源
を

活
か

し
た

、
①

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
関

連
事

業
、

②
農

畜
水

産
物

の
食

業
ビ

ジ
ネ

ス
、

③
観

光
・
ツ

ー
リ

ズ
ム

等
に

新
た

に
参

入
し

よ
う

と
す

る
中

小
企

業
者

等
の

連
携

体
（
複

数
の

個
人

又
は

企
業

）
を

支
援

す
る

た
め

、
新

商
品

・
新

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
や

販
路

開
拓

経
費

の
一

部
を

助
成

。
助

成
率

：
助

成
対

象
経

費
の

３
分

の
２

以
内

助
成

限
度

額
：
３

０
万

円
以

内
【
実

績
】
　

３
件

H
2
5

－
県

民
交

流

3
3

県
全

島

・
 サ

イ
ク

リ
ス

ト
に

分
か

り
や

す
い

案
内

標
識

の
整

備
等

の
自

転
車

に
優

し
い

道
路

環
境

を
整

備
し

、
ハ

ー
ド

面
で

の
サ

イ
ク

リ
ス

ト
が

訪
れ

や
す

い
環

境
整

備
を

行
う

。
(H

2
4
～

2
5

年
度

)
・
 サ

イ
ク

リ
ス

ト
視

線
の

注
意

サ
イ

ン
47

箇
所

の
設

置
・
 サ

イ
ク

ル
ス

タ
ン

ド
等

を
設

置
し

た
サ

イ
ク

ル
オ

ア
シ

ス
を

4
箇

所
整

備

H
2
3
～

2
5

－
洲

本
土

木

3
4

県
全

島
か

つ
て

卓
球

が
盛

ん
で

あ
っ

た
淡

路
で

、
子

供
達

に
ス

ポ
ー

ツ
の

選
択

肢
を

増
や

し
、

世
代

を
超

え
た

交
流

に
よ

り
地

域
を

活
性

化
す

る
た

め
、

ジ
ュ

ニ
ア

・
シ

ニ
ア

大
会

の
開

催
や

、
子

供
達

の
た

め
の

練
習

拠
点

の
形

成
を

目
指

す
地

域
団

体
を

支
援

。
－

－
－

農 と 食 の 持 続

食
の

ブ
ラ

ン
ド

「
淡

路
島

」
の

推
進

「
卓

球
・
淡

路
」
復

活
作

戦

健
康

長
寿

の
島

づ
く
り

い
き

い
き

暮
ら

せ
る

島
づ

く
り

ス
ポ

ー
ツ

ア
イ

ラ
ン

ド
淡

路
の

展
開

「
食

の
観

光
大

使
程

さ
ん

」
お

す
み

つ
き

御
食

国
み

ー
っ

け
た

事
業

淡
路

島
６

次
産

業
化

加
速

化
支

援
事

業
の

推
進

暮 ら し の 持 続

淡
路

サ
イ

ク
リ

ス
ト

ロ
ー

ド
づ

く
り

デ
マ

ン
ド

交
通

試
験

運
行

事
業

デ
マ

ン
ド

型
（
予

約
型

）
乗

合
タ

ク
シ

ー
運

行
事

業

低
炭

素
型

地
域

交
通

シ
ス

テ
ム

導
入

実
証

事
業

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

ビ
ジ

ネ
ス

（
観

光
・

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

食
業

等
）
参

入
実

践
助

成
事

業

高
齢

者
に

や
さ

し
い

持
続

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
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実
施

場
所

事
業

内
容

事
業

年
度

予
算

額
所

管
番

号
取

組
区

分
・
概

要
特

区
取

組
主

体

3
5

北
前

船
寄

港
フ

ォ
ー

ラ
ム

in
淡

路
島

実
行

委
員

会
全

島

江
戸

時
代

か
ら

明
治

時
代

に
か

け
て

、
北

海
道

、
日

本
海

沿
岸

、
瀬

戸
内

海
、

大
阪

を
結

ぶ
列

島
経

済
の

大
動

脈
と

な
る

西
廻

り
航

路
を

行
き

来
し

た
北

前
船

。
そ

の
寄

港
地

の
連

携
、

地
域

間
交

流
に

よ
る

活
性

化
を

図
る

た
め

こ
れ

ま
で

全
国

各
地

で
開

催
さ

れ
て

き
た

「
北

前
船

寄
港

地
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

、
北

前
船

を
操

り
北

海
道

交
易

を
中

心
に

活
躍

し
た

髙
田

屋
嘉

兵
衛

の
ふ

る
さ

と
で

あ
る

淡
路

島
で

開
催

し
、

淡
路

島
の

魅
力

を
全

国
へ

発
信

す
る

。
・
開

催
期

間
等

日
程

：
平

成
2
9
年

５
月

1
2
日

（
金

）
～

1
3
日

（
土

）
会

場
：
淡

路
夢

舞
台

国
際

会
議

場
・
ウ

ェ
ス

テ
ィ

ン
ホ

テ
ル

淡
路

（
淡

路
市

）
・
出

席
者

全
国

の
北

前
船

寄
港

地
関

係
者

（
行

政
、

民
間

）
、

観
光

関
連

企
業

関
係

者
等

　
約

5
0
0
名

・
内

容
①

フ
ォ

ー
ラ

ム
「
人

の
交

流
に

よ
る

地
域

創
生

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

基
調

講
演

及
び

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
②

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

関
係

者
の

交
流

、
懇

談
③

現
地

視
察

高
田

屋
顕

彰
館

・
歴

史
文

化
資

料
館

、
鳴

門
海

峡
の

渦
潮

ク
ル

ー
ズ

等

H
2
9

－
未

来
島

3
6

御
食

国
・
和

食
の

祭
典

in
淡

路
島

実
行

委
員

会
全

島

平
成

2
5
年

1
2
月

、
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
に

日
本

人
の

伝
統

的
な

食
文

化
で

あ
る

「
和

食
」
が

登
録

さ
れ

、
観

光
資

源
と

し
て

食
の

重
要

性
が

増
す

中
、

和
食

の
発

展
を

支
え

た
「
御

食
国

」
の

淡
路

、
若

狭
、

伊
勢

志
摩

と
「
都

」
京

都
の

関
係

者
が

集
う

「
御

食
国

・
和

食
の

祭
典

」
を

淡
路

島
で

開
催

し
、

和
食

の
魅

力
を

発
信

し
、

人
と

食
を

通
じ

た
交

流
を

深
め

る
。

・
開

催
期

間
等

日
時

：
平

成
2
9
年

1
1
月

1
8
日

（
土

）
～

1
9
日

（
日

）
会

場
：
洲

本
市

文
化

体
育

館
（
洲

本
市

）
・
出

席
者

淡
路

、
若

狭
、

伊
勢

志
摩

、
京

都
の

和
食

関
係

者
、

一
般

参
加

者
等

・
内

容
①

御
食

国
サ

ミ
ッ

ト
和

食
や

御
食

国
を

テ
ー

マ
と

し
た

講
演

、
御

食
国

関
係

者
に

よ
る

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
②

和
食

を
味

わ
う

フ
ー

ド
コ

ー
ト

淡
路

・
若

狭
・
伊

勢
志

摩
・
京

都
等

の
ブ

ー
ス

出
展

、
有

名
料

理
人

監
修

の
弁

当
販

売
等

③
和

食
の

文
化

体
験

コ
ー

ナ
ー

抹
茶

教
室

、
和

菓
子

作
り

体
験

、
日

本
酒

や
出

汁
の

試
飲

、
古

代
料

理
の

再
現

等

H
2
9

－
未

来
島

3
7

県
、

(一
財

)淡
路

島
く
に

う
み

協
会

全
島

・
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

自
立

と
暮

ら
し

の
安

心
・
低

炭
素

化
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
」
の

具
体

化
に

向
け

た
基

本
構

想
の

策
定

や
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

に
係

る
海

外
先

進
地

と
の

連
携

及
び

情
報

収
集

。
H

2
3

－
未

来
島

3
8

県
、

(一
財

)淡
路

島
く
に

う
み

協
会

南
あ

わ
じ

市
・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

の
先

導
的

な
技

術
開

発
を

目
的

に
実

証
実

験
を

行
う

「
南

あ
わ

じ
太

陽
熱

バ
イ

ナ
リ

発
電

試
験

所
」
に

お
い

て
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

科
学

技
術

に
関

心
の

高
い

島
内

外
の

県
民

向
け

の
施

設
見

学
と

成
果

報
告

会
を

㈱
東

芝
、

㈱
神

戸
製

鋼
所

と
共

同
で

開
催

し
た

。
〔
平

成
2
7
年

度
実

績
〕
２

回
開

催
　

参
加

者
7
3
名

Ｈ
2
7

－

3
9

県
全

島
(重

点
地

区
)

・
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

掲
げ

る
重

点
地

区
に

お
い

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

農
・
食

の
自

立
を

基
盤

に
暮

ら
し

が
持

続
す

る
地

域
社

会
の

実
現

を
目

指
す

。
・
地

域
社

会
の

問
題

解
決

に
つ

な
が

る
、

住
民

組
織

・
N

P
O

・
企

業
・
行

政
等

の
協

働
に

よ
り

行
わ

れ
る

先
駆

的
・
モ

デ
ル

的
な

取
組

を
支

援
。

〔
H

2
3
年

度
実

績
〕
補

助
額

：
1
市

あ
た

り
上

限
5
,0

0
0
千

円
　

３
市

：
1
4
,9

9
3
千

円
〔
H

2
4
年

度
実

績
〕
補

助
額

：
1
市

あ
た

り
上

限
1
0
,0

0
0
千

円
　

３
市

：
2
9
,9

8
0
千

円
〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
補

助
額

：
１

市
あ

た
り

上
限

1
0
,0

0
0
千

円
　

３
市

：
2
8
,6

4
4
千

円
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
補

助
額

：
１

市
あ

た
り

上
限

4
,0

0
0
千

円
　

３
市

：
1
0
,6

4
3
千

円
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕
補

助
額

：
１

市
あ

た
り

上
限

4
,0

0
0
千

円
　

３
市

：
1
0
,8

7
6
千

円
〔
H

2
8
年

度
実

績
〕

　
補

助
額

：
１

市
あ

た
り

上
限

　
4
,0

0
0
千

円
　

　
洲

本
市

五
色

町
：
域

学
連

携
活

動
等

拠
点

整
備

事
業

（
2
,0

0
0
千

円
）

　
　

洲
本

市
中

心
市

街
地

：
洲

本
市

中
心

市
街

地
に

お
け

る
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

（
6
6
6
千

円
）

　
　

南
あ

わ
じ

市
沼

島
：
沼

島
創

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
～

漁
業

・
観

光
産

業
の

活
性

と
定

住
の

促
進

～
（
2
,5

0
0
千

円
）

　
　

南
あ

わ
じ

市
志

知
：
大

学
を

中
心

と
し

た
「
農

と
暮

ら
し

の
持

続
」
推

進
事

業
（
1
,5

0
0
千

円
）

　
　

淡
路

市
長

沢
･生

田
･五

斗
長

：
地

域
資

源
を

活
か

し
た

3
地

区
連

携
事

業
（
3
0
0
千

円
）

　
　

淡
路

市
長

沢
：
特

産
品

を
活

か
し

た
拠

点
整

備
事

業
（
9
0
0
千

円
）

　
　

淡
路

市
生

田
：
人

と
自

然
が

共
生

で
き

る
環

境
整

備
事

業
（
9
0
0
千

円
）

　
　

淡
路

市
五

斗
長

：
地

域
資

源
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
、

交
流

人
口

拡
大

事
業

（
9
0
0
千

円
）

H
2
3
～

2
8

－
未

来
島

4
0

洲
本

市
洲

本
市

(重
点

地
区

)

【
H

2
9
以

降
は

取
組

一
覧

N
o
9
9
　

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

推
進

事
業

に
記

載
】

・
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
の

実
現

に
向

け
て

、
住

民
、

N
P

O
、

企
業

、
大

学
、

行
政

等
の

協
働

で
先

駆
的

・
モ

デ
ル

的
な

取
組

を
行

う
地

区
を

重
点

地
区

と
位

置
づ

け
、

そ
の

活
動

を
支

援
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕

洲
本

市
五

色
町

：
農

山
漁

村
型

ス
マ

ー
ト

ビ
レ

ッ
ジ

構
築

検
討

事
業

（
4
,9

9
0
千

円
）

〔
H

2
5
年

度
実

績
〕

洲
本

市
五

色
町

：
農

山
漁

村
型

ス
マ

ー
ト

ビ
レ

ッ
ジ

拠
点

設
置

・
活

用
事

業
（
4
,3

2
2
千

円
）

〔
H

2
6
年

度
実

績
〕

洲
本

市
五

色
町

：
域

学
連

携
活

動
等

拠
点

整
備

推
進

事
業

（
3
,9

4
7
千

円
）

洲
本

市
中

心
市

街
地

に
お

け
る

暮
ら

し
や

す
い

ま
ち

づ
く
り

推
進

事
業

（
3
2
千

円
）

〔
H

2
7
年

度
実

績
〕

洲
本

市
五

色
町

：
域

学
連

携
活

動
等

拠
点

整
備

推
進

事
業

（
5
,0

0
0
千

円
）

洲
本

市
中

心
市

街
地

に
お

け
る

暮
ら

し
や

す
い

ま
ち

づ
く
り

推
進

事
業

（
1
,0

4
0
千

円
）

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕

洲
本

市
五

色
町

：
域

学
連

携
活

動
等

拠
点

整
備

推
進

事
業

（
1
,0

0
0
千

円
）

洲
本

市
中

心
市

街
地

に
お

け
る

暮
ら

し
や

す
い

ま
ち

づ
く
り

推
進

事
業

（
3
4
7
千

円
）

H
2
4
～

2
8

－
洲

本
市

交
流

人
口

増
加

に
向

け
た

取
組

｢北
前

船
寄

港
地

フ
ォ

ー
ラ

ム
 i
n
 淡

路
島

｣の
開

催

｢御
食

国
・
和

食
の

祭
典

 i
n
 淡

路
島

｣
の

開
催

先
導

的
再

エ
ネ

実
証

実
験

施
設

成
果

公
開

事
業

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
企

画
調

整

地
域

住
民

等
に

よ
る

環
境

未
来

島
づ

く
り

活
動

の
促

進

総 合 的 推 進

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

の
事

業
化

推
進

暮 ら し の 持 続

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

推
進

事
業

　
重

点
地

区
推

進
事

業
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実
施

場
所

事
業

内
容

事
業

年
度

予
算

額
所

管
番

号
取

組
区

分
・
概

要
特

区
取

組
主

体

4
1

南
あ

わ
じ

市
南

あ
わ

じ
市

(重
点

地
区

)

【
H

2
9
以

降
は

取
組

一
覧

N
o
9
9
　

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

推
進

事
業

に
記

載
】

・
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
の

実
現

に
向

け
て

、
住

民
、

N
P

O
、

企
業

、
大

学
、

行
政

等
の

協
働

で
先

駆
的

・
モ

デ
ル

的
な

取
組

を
行

う
地

区
を

重
点

地
区

と
位

置
づ

け
、

そ
の

活
動

を
支

援
。

〔
H

2
4
年

度
実

績
〕

・
沼

島
地

区
：
空

古
民

家
の

改
修

拠
点

づ
く
り

他
（
3
,0

0
0
千

円
）

・
志

知
地

区
：
大

学
学

部
設

置
に

伴
う

地
域

連
携

研
究

他
（
2
,0

0
0
千

円
）

〔
H

2
5
年

度
実

績
〕

・
沼

島
地

区
：
空

古
民

家
の

改
修

拠
点

づ
く
り

他
（
5
,0

0
0
千

円
）

・
志

知
地

区
：
大

学
学

部
設

置
に

伴
う

地
域

連
携

研
究

他
（
1
,0

0
0
千

円
）

〔
H

2
6
年

度
実

績
〕

・
沼

島
地

区
：
空

古
民

家
の

改
修

拠
点

づ
く
り

他
（
1
,5

0
0
千

円
）

・
志

知
地

区
：
大

学
学

部
設

置
に

伴
う

地
域

連
携

推
進

他
（
1
,0

0
0
千

円
）

〔
H

2
7
年

度
実

績
〕

・
沼

島
地

区
：
沼

島
総

合
観

光
案

内
所

を
拠

点
と

し
た

観
光

誘
致

強
化

事
業

他
（
1
,5

0
0
千

円
）

・
志

知
地

区
：
大

学
学

部
設

置
に

伴
う

地
域

連
携

推
進

他
（
1
,0

0
0
千

円
）

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕

・
沼

島
地

区
：
沼

島
総

合
観

光
案

内
所

を
拠

点
と

し
た

観
光

誘
致

強
化

事
業

他
（
1
,5

0
0
千

円
）

・
志

知
地

区
：
大

学
学

部
設

置
に

伴
う

地
域

連
携

推
進

他
（
1
,0

0
0
千

円
）

H
2
4
～

2
8

－
南

あ
わ

じ
市

4
2

淡
路

市
淡

路
市

(重
点

地
区

)

【
H

2
9
以

降
は

取
組

一
覧

N
o
9
9
　

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

推
進

事
業

に
記

載
】

〔
H

2
4
年

度
実

績
（
※

地
域

再
生

拠
点

等
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
事

業
）
〕

・
生

田
：
水

車
公

園
周

辺
整

備
事

業
　

1
2
,0

5
0
千

円
（
県

6
,0

0
0
千

円
、

市
3
,0

0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

（
ホ

タ
ル

カ
フ

ェ
の

整
備

）
・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

　
8
4
,5

2
2
千

円
（
県

4
2
,2

5
0
千

円
、

市
4
0
,2

5
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

（
五

斗
長

垣
内

遺
跡

活
用

拠
点

施
設

の
整

備
）

〔
H

2
5
年

度
実

績
〕

・
生

田
：
生

田
活

性
化

事
業

　
1
,1

1
0
千

円
（
県

5
0
0
千

円
、

市
2
5
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

（
ホ

タ
ル

カ
フ

ェ
の

エ
ア

コ
ン

整
備

・
排

水
工

事
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

、
看

板
製

作
）

・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

　
2
,0

0
3
千

円
（
県

1
,0

0
0
千

円
、

市
5
0
0
千

円
）

　
　

　
　

　
　

（
活

用
拠

点
施

設
の

備
品

購
入

、
カ

フ
ェ

開
設

、
Ｐ

Ｒ
活

動
）

〔
H

2
6
年

度
実

績
〕

・
生

田
：
生

田
活

性
化

事
業

　
1
,0

1
7
千

円
・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

　
2
,0

7
5
千

円
・
五

斗
長

地
区

に
お

い
て

、
国

の
史

跡
と

し
て

指
定

を
受

け
た

五
斗

長
垣

内
遺

跡
の

史
跡

整
備

事
業

を
実

施
し

、
地

域
と

連
携

し
文

化
財

の
有

効
活

用
を

図
る

。
・
長

沢
地

区
：
廃

校
を

利
用

し
た

太
陽

光
パ

ネ
ル

の
設

置
事

業
6
,0

3
0
千

円
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕

・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

 3
7
,5

0
0
千

円
・
生

田
：
廃

園
（
現

そ
ば

カ
フ

ェ
）
を

利
用

し
た

太
陽

光
パ

ネ
ル

の
設

置
事

業
7
,9

1
0
千

円
（
県

3
,9

5
4
千

円
、

市
1
,0

0
0
千

円
）

〔
H

2
8
年

度
実

績
〕

・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

 3
9
,0

0
0
千

円
〔
H

2
9
年

度
実

績
〕

・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

 2
8
,0

0
0
千

円
〔
H

3
0
年

度
実

績
〕

・
五

斗
長

：
五

斗
長

垣
内

遺
跡

周
辺

整
備

活
用

事
業

 1
9
,0

8
3
千

円

〔
H

2
5
年

度
実

績
〕
　

五
斗

長
垣

内
遺

跡
史

跡
整

備
事

業
　

1
1
,1

6
5
千

円
〔
H

2
6
年

度
実

績
〕
　

五
斗

長
垣

内
遺

跡
史

跡
整

備
事

業
　

3
2
,0

0
0
千

円
〔
H

2
7
年

度
実

績
〕
　

五
斗

長
垣

内
遺

跡
史

跡
整

備
事

業
　

3
7
,5

0
0
千

円
〔
H

2
8
年

度
実

績
〕
　

五
斗

長
垣

内
遺

跡
史

跡
整

備
事

業
　

3
9
,0

0
0
千

円

H
2
4
～

2
8

－
淡

路
市

4
3

県
全

島

・
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

掲
げ

る
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
」
「
農

と
食

の
持
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総合特別区域事後評価について 

 

１ 趣旨 

総合特別区域基本方針（平成23年８月15日閣議決定）第二の５の規定に基づき、地域

独自の取組、国の支援措置の活用状況、数値目標の達成状況等について、有識者（総合

特区評価・調査検討会）による評価に先立ち、地域において自己評価を行う。 

 

２ 事後評価のフロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 評価の項目 

 

 

 

 

 

 

(1) 地域独自の税制・財政・金融上の支援措置、指定地方自治体の権限の範囲内にお

ける規制緩和及び独自のルールの設定、指定地方公共団体及び地域協議会等におけ

る体制の強化並びに民間独自の責任ある関与を示す取組等、地域における責任ある

取組 

(2) 規制の特例措置、税制・財政・金融上の支援措置の活用状況 

(3) 指定地方公共団体が策定した数値目標の達成状況 

(4) その他総合特区の評価に資する事項 

総合特区の評価について（基本方針第二の５） 

総合特区計画の認定 

総合特区の評価（自己評価） 

・指定地方公共団体及び事業実施主体が自ら行い、指
定地方公共団体が評価結果を評価書として取りまと
める。 

・評価書の取りまとめに際しては、地域協議会に諮る。 

規制の特例措置等の評価 

・評価書等を踏まえ、当該規制の特例措置等の所管府
省が行う（複数の府省にまたがる規制の特例措置等
の評価は内閣府が関係府省と協力して実施）。 

・特別の要件の見直し等が必要と判断された場合は、
評価のスケジュールとは別に半年以内で検討する。 

国と地方の協議会による審議 

総合特区評価・調査検討会（有識者により構成）において検討・評価 

総合特区推進本部への報告 

○原則として、最初の認定
から１年を経過した時点
の年度末までの状況につ
いて実施する（以降、毎
年実施）。 

資料４－１ 
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４ 評価の実施主体及び評価方法 

 (1) 評価主体 

指定地方公共団体（県、洲本市、南あわじ市、淡路市）及び事業実施者 

 (2) 評価方法 

総合特別区域評価書（以下「評価書」という。）を作成し、地域協議会（当協議会）

に諮る。 

 (3) 評価基準 

定量的評価を原則とし、評価書の提出期日までに評価指標に係る実績値の取りまと

めができない場合は、代替指標を設定して行う。代替指標の設定も困難な場合は、事

業の進捗状況に係る指定自治体の定性的な自己評価による評価を行う。 

 

５ 平成 29 年度評価結果の概要 

  当協議会の議を経てとりまとめた自己評価書については、昨年 12 月に有識者による

評価・調査検討会の評価結果とともに公表された。 

 【評価・調査検討会の評価結果】 

分  野 評 価 結 果 順   位 

グリーン・イノベーション

分野 
４．７点／５点満点 ９総合特区中１位 

農林水産業分野 ４．３点／５点満点 ８総合特区中１位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な有識者意見】 

・目標設定の根拠を明確に示し、ほとんどが目標値を上回っており、取組内容も

多岐にわたっていることから、著しく優れている。 

・エネルギー利用の観点からも、補助金とセットになった家庭エコ診断、EV のモ

ニター事業など特色ある試みが見られる。 

・各評価項目における自己評価や地域独自の取り組み等の報告書の書きぶりから、

並々ならぬ熱意が感じ取られた。新規計画の１年目に当たって全体的に順調な

実施状況である。地域独自の取組については、相当活発であると評価できる。 

・竹燃料の活用や荒廃地の減少など、特徴ある取り組みが成功している。ここで

の成果が他地域にも広がることが期待される。 

・｢農｣と｢人｣の分野については、施策が効果を発生するのに長期間を有する分野

であり、その伸展は着実ではあるもののエネルギー分野ほどのインパクトは無

い。今後は、特区らしく｢農｣や｢人｣とのコベネフィットの大きな施策を検討し

て頂きたい。 
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平成30年度地域活性化総合特別区域評価書（案） 

 

作成主体の名称：兵庫県、洲本市、南あわじ市、淡路市 

 

１ 地域活性化総合特別区域の名称 

あわじ環境未来島特区  

 

２ 総合特区計画の状況 

① 総合特区計画の概要 

淡路地域の最大の強みは、エネルギーと食料の自給自足をともに実現できる恵まれ

た地理的条件の存在である。このため、エネルギーと農を基盤に暮らしが持続する地

域社会の実現を目指し、住民が主役となり、地域が主導して、「エネルギーが持続する

地域」「農と暮らしが持続する地域」の実現を目指す。この取組を、新たな産業創出や

地域活性化につなげるのはもちろんのこと、地域の合意形成、社会的受容、費用負担

のあり方等を検証する社会実験の場として展開する。 

 

② 総合特区計画の目指す目標 

生命
い の ち

つながる「持続する環境の島」をつくる 

豊かな自然の中で暮らす人々が、自然との実りある関係を築きながら、資源、資金、

仕事を分かち合い、支え合って、身の丈に合った幸せを実感できる社会、誇りの持て

る美しい地域をつくる。そして、これを淡路島らしい固有の文化、価値として次世代

に引き継ぎ、将来の長きにわたって持ちこたえさせる。そうした地域の姿を『生命つ

ながる「持続する環境の島」』とし、その実現を目指す。 

 

③ 総合特区の指定時期及び総合特区計画の認定時期 

平成23年12月22日指定 

平成24年２月28日認定（平成29年３月27日最終認定） 

 

④ 前年度の評価結果 

グリーン・イノベーション分野 ４．７点 

・目標設定の根拠を明確に示し、ほとんどが目標値を上回っており、取組内容も多

岐にわたっていることから、著しく優れている。 

・エネルギー･環境分野では、極めて高い再生可能エネルギーの普及率と特徴のあ

る取組が達成できている。 

・エネルギー利用の観点からも、補助金とセットになった家庭エコ診断、EVのモニ

ター事業など特色ある試みが見られる。 

・31年度以降に大きく目標が拡大される竹燃料の消費量に対して、放置竹林の伐採

を行う体制の充実化を今後、着実に図っていくことが期待される。 

・｢農｣と｢人｣の分野については、施策が効果を発生するのに長期間を有する分野で

あり、その伸展は着実ではあるもののエネルギー分野ほどのインパクトは無い。

今後は、特区らしく｢農｣や｢人｣とのコベネフィットの大きな施策を検討して頂き

たい。 

資料４－２ 
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評価指標(1)：エネルギー（電力）自給率［進捗度103％］ 

数値目標(1)：34.8%（R3年度） 

［H30年度目標値：31.4%、H30年度実績値：32.4%、進捗度103％］ 

評価指標(2)：二酸化炭素排出量［進捗度110％］ 

数値目標(2)：H24年度比12.1%削減（R3年度） 

［H30年度目標値：H24年度比10.3%削減、H30年度実績値：H24年度比11.3%削減、

進捗度110％］ 

評価指標(3)：再生可能エネルギー創出量［進捗度102％］ 

数値目標(3)：278,446MWh／年（R3年度） 

［H30年度目標値：258,106MWh／年、H30年度実績値：263,411MWh／年、 

進捗度102％］ 

評価指標(4)：竹燃料の消費量［進捗度81％］ 

数値目標(4)：500トン／年（R3年度） 

［H30年度目標値：190トン／年、H30年度実績値：154トン／年、進捗度81％］ 

農林水産業分野 ４．３点 

・各評価項目における自己評価や地域独自の取組等の報告書の書きぶりから、並々

ならぬ熱意が感じ取られた。新規計画の１年目に当たって全体的に順調な実施状

況である。地域独自の取組については、相当活発であると評価できる。 

・竹燃料の活用や荒廃地の減少など、特徴ある取組が成功している。ここでの成果

が他地域にも広がることが期待される。 

・新規就農者の増加は農家子弟のＵターンをベースとする方針でよいと考える。淡

路島の農家は園芸作でかなりの所得をあげているので、この専業農家の厚みを維

持することを基本とするのがよいだろう。園芸作は労働力が必要であり、経営面

積は簡単には拡大はできないので、抜けていった専業農家の後に新規参入者に入

ってもらうということになるように思う。 

・再生利用が可能な荒廃農地面積については、既に最終年度実績を超えているため

目標の再設定も考慮すべき。荒廃状態が長く続いた結果、再生利用が難しくなっ

た元農地は、カウントから外れる可能性がある。分析はある程度細かく行われて

いるが、評価書の数値も全容を説明しきれていない。 

 

⑤ 本年度の評価に際して考慮すべき事項 

  該当なし 

 

３ 目標に向けた取組の進捗に関する評価（別紙１） 

① 評価指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 4 -- 4 -



 

評価指標(5)：新規就農者数［進捗度－％］ 

数値目標(5)：80人／年（R3年度） 

［H30年度目標値：73人／年、H30年度実績値：６月中旬判明見込み］ 

評価指標(6)：再生利用が可能な荒廃農地面積［進捗度114％］ 

数値目標(6)：385ha(R3年度) 

［H30＠年度目標値：398ha、H30年度実績値：341ha、進捗度114％］ 

評価指標(7)：一戸当たり農業生産額［進捗度－％］ 

数値目標(7)：233万円(R3年度) ≪代替指標による評価≫ 

代替指標(7)：島内農家一戸あたりの島内農協の野菜販売高［進捗度78％］ 

［H30年度目標値：173万円、H30年度実績値：135万円、進捗度78％］ 

評価指標(8)：持続人口（定住人口＋交流人口）［進捗度－％］ 

数値目標(8)：持続人口：17万1千人(R3年度) 《定性的評価》 

        （うち、定住人口：13万3千人(R3年度)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住人口は、平成29年度実績では進捗率98.4%であったが、平成30年度の進捗率

は96.9％となり、高齢化の進行と共に人口減少ペースが少しずつ上がってきている。 

交流人口は、淡路島と本州及び四国をつなぐ高速道路の橋上交通量が平成29年度

比0.5％増と横ばいであり、淡路島への訪問に大きな変動がないと考えられること

から、平成29年度(34,671人)と同程度となることが予想される。 

淡路島の３市が実施する定住促進事業や淡路島景観づくり運動、県が中心となっ

て策定した淡路島総合観光戦略に基づく各般の施策など、地域独自の取組が積極的

に進められているものの、前年度並みの交流人口では目標とする持続人口の達成は

難しく、定住人口の減を交流人口の増で補える状況とはなっていない。 

 

② 寄与度の考え方 

  該当なし 

 

③ 総合特区として実現しようとする目標（数値目標を含む）の達成に、特区で実施す

る各事業が連携することにより与える効果及び道筋 

《エネルギー持続の地域づくり事業》 

あわじ環境未来島特区においては、淡路島を再生可能エネルギーの「テストアイラ

ンド」とするため、これまでから、潮流発電、太陽熱発電、洋上風力発電など、新た

な技術開発のための実証実験等に取り組み、積極的に実用化の検証を進めている点に

特色がある。これらの先進的な取組については、京阪神の大都市部から近い交通至便

な立地条件の良さを生かし、多くの視察者を受け入れるほか、環境学習の場としても

提供している。 
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このような島内での実証実験に継続的に取り組むとともに、すでに実用化されてい

る再生可能エネルギー設備や、エネルギー効率に優れCO2削減効果の高い電気自動車

の普及を図ること等により、淡路島を再生可能エネルギーのモデルケースとして体現

していくことで、観光や視察等による来訪者や進出企業の増加を図り、地域の活性化

につなげていく。 

《農と暮らし持続の地域づくり事業》 

淡路島では、若手の農業人材を育成する取組が広がっている。こうした本格的な就

農希望者だけでなく、気楽に田舎暮らしと農業を楽しもうとする者にも活動の場を提

供する取組も広がっており、ここにあわじ環境未来島特区の特色がある。 

このような両面の取組をバランス良く推進することにより、｢｢農｣のある暮らし｣に

関する様々なニーズに対応できる地域としての魅力を高め、交流人口の増加、さらに

は持続人口の増加につなげていく。 

 

以上のような取組の推進により、人口減少社会においても活力を維持し、将来にわ

たって暮らし続けられる地域を創造する。 

 

④ 目標達成に向けた実施スケジュール（別紙１－２） 

《エネルギー持続の地域づくり事業》 

太陽光発電は、淡路島全体に継続的に拡大している。 

今後も竹チップを活用したバイオマス発電など、実用化が期待できる再生可能エネ

ルギー源の活用・事業化に向けた取組を更に進めることで、これまで以上に多彩なエ

ネルギーの創出を目指す。 

さらに、家庭での省エネや節電の取組の契機となる「うちエコ診断事業」の普及拡

大を引き続き図るなど、県と市、事業者、そして住民が連携した「エネルギーが持続

する地域づくり」を推進する。 

《農と暮らしの地域づくり事業》 

チャレンジファームによる農業人材の養成について、研修終了者が認定就農者とな

り淡路島内で定着するなど、農業人材の育成が進んでいる。 

今後は、淡路島産農畜水産物のブランド力を更に向上させる取組を進め、付加価値

を高めることで、生産量や品質の更なる向上といった好循環を目指す。 

一方、高齢者に優しい持続交通システムの構築については、実証実験の実施以降、

本格導入までには至っていないが、引き続き自動運転技術等の新技術の活用も視野に

入れながら関係事業者等と調整を進めるとともに、今後の方向性の検討等に取り組む。 

 

４ 規制の特例措置を活用した事業等の実績及び自己評価（別紙２） 

① 特定地域活性化事業 

現時点では、活用する事業がないため、該当なし。 

 

② 一般地域活性化事業 

②－１ 太陽光発電施設の系統連系に係る迅速な手続の明文化（電気事業法） 
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ア 事業の概要 

小・中規模の太陽光発電施設の系統連系に係る手続に関して、発電出力50kW未満の

電源については、新たに１ヶ月の標準処理期間を定め、発電出力50kW以上500kW未満

の電源については、標準処理期間を現行の３ヶ月から２ヶ月に短縮。 

イ 平成30年度における規制の活用状況と目標達成への寄与 

施設整備事業が円滑に進むことにより、事業所・家庭等での太陽光発電の導入が促

進されている。平成30年度には、住宅用太陽光発電システム設置費補助金を活用して

新たに61件、合計約0.35MW分の住宅用太陽光発電システムが稼働し、エネルギー(電

力)自給率の向上や、再生可能エネルギー創出量の拡大等に寄与している。 

 

②－２ 太陽光発電施設に係る電気主任技術者の選定要件の緩和（電気事業法） 

ア 事業の概要 

太陽光発電施設等の自家用電気工作物に対し、電気主任技術者の外部委託を可能と

する出力範囲を1,000kW未満から2,000kW未満まで引き上げ。 

イ 平成30年度における規制の活用状況と目標達成への寄与 

技術者確保の負担が軽減され事業が円滑に進むとともに、事業採算性の向上に寄与

することとなり、太陽光発電所の整備を後押ししている。平成30年度には、新たに１

ヶ所の大規模太陽光発電所が稼働し、エネルギー(電力)自給率の向上や、再生可能エ

ネルギー創出量の拡大、ひいては二酸化炭素排出量の削減に寄与している。 

 

②－３ 小型蒸気発電器導入時の蒸気ボイラーに係るボイラータービン主任技術者の選 

任・工事計画書提出・使用前審査の手続き不要措置の摘要（電気事業法） 

ア 事業の概要 

   ボイラータービン主任技術者の選任手続が不要となる温度に対する上限(摂氏100℃

以下)についての規制が削除されたことにより、技術者確保の負担が軽減されたこと

から、特区事業として取り組むバイナリー発電に関する実証研究事業について円滑に

実施することができた。 

イ 平成30年度における規制の活用状況と目標達成への寄与 

一通りの実証研究を終え今後の検証等の方向性を検討している段階にあるため、平

成30年度は活用なし。 

 

③ 規制の特例措置の提案 

構成市をはじめ広く提案募集を行っているところであるが、平成30年度春及び秋の

協議において検討すべき規制の特例措置については該当する提案がなかった。 

 

５ 財政・税制・金融支援の活用実績及び自己評価（別紙３）  

①  財政支援：平成 30 年度における事業件数 0件 

 

＜調整費を活用した事業＞ 

 該当なし 
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＜既存の補助制度等による対応が可能となった事業＞ 

①－１ 洋上風力発電の事業化可能性調査（風力・地熱発電に係る地域主導型の戦略的

適抽出手法の構築事業） 

ア 事業の概要 

洲本市五色沖での洋上風力発電の検討について、地域主導による適地抽出や、地

域活性化の観点を重視した公募審査基準等の検討のため、学識経験者、県、地元商

工会、漁協、自治会等で構成する協議会を立ち上げ検証等を行う。 

イ 平成30年度における規制の活用状況と目標達成への寄与 

一通りの実証研究を終え、平成30年度は活用なし。 

 

② 税制支援：税制支援活用のメニューがないため該当なし 

 

③ 金融支援（利子補給金）：平成30年度における新規契約件数0件（累計１６件） 

③－１ 大規模な土取り跡地等の未利用地を活用した太陽光発電所の整備（地域活性化

総合特区支援利子補給金） 

ア 事業の概要 

指定金融機関が、総合特区内において大規模な未利用地等を活用し、太陽光発電

所の整備を実施する取組に対し、必要な資金を貸し付ける事業を行う。 

イ 平成30年度における規制の活用状況と目標達成への寄与 

平成30年度は活用実績なし。 

 

６ 地域独自の取組の状況及び自己評価（別紙４） 

 （地域における財政・税制・金融上の支援措置、規制緩和・強化等、体制強化、関連す

る民間の取組等） 

エネルギーの持続については、住宅用太陽光発電システム設置の補助や大型竹チップ

ボイラーの設置、廃食用油の回収、BDF化等により、エネルギー自給率の向上、二酸化

炭素排出量の削減等に寄与した。また、地域新電力事業による電力地産地消の検討も行

われるなど、エネルギーが持続する地域の実現に向けた取組が着実に進んでいる。 

農と暮らしの持続については、「食を核とした都市と農村の交流拠点」をコンセプトと

した６次産業化による付加価値の向上に取り組む「あわじ島まるごと食の拠点施設(美

菜恋来屋(みなこいこいや))」の整備や、淡路島産食材を県内外に広くＰＲする「食の

ブランド「淡路島」推進事業」等により、地域農産物等の販売拡大やブランド化や６次

産業化等を推進している。 

このほか、新たに農地を借り受けて規模拡大や所得向上を図る認定農業者に対する「地

域の担い手応援事業」や、機械化等により生産面積拡大を目指す「淡路島の野菜産地向

上プロジェクト」など、多様な取組により遊休農地の解消及び営農者の所得向上、新規

就農者の確保に努めている。 

さらに淡路３市が実施する定住人口促進対策や地域住民等との協働により実施した各

地域の交流促進事業等により、定住・交流人口の増加にも取り組んでいる。 

これらの取組は概ね順調に推移している。 

 

 

- 8 -- 8 -



 

７ 総合評価 

平成30年度は、計画期間（平成29～令和3年度）の２年目として、１年目に比べて実

績が目標値を下回った指標が増える結果となった。 

特に、平成29年度からの新たな区域計画で指標を追加した｢竹燃料の消費量｣では、前

年度の大幅な目標達成から一転して、目標値の8割程度の実績にとどまった。施設改修

に伴う大型竹チップボイラー停止の影響によるものであるが、このような１台の稼働率

による影響を軽減するためにも、ボイラー・ストーブ等の普及を図り、竹チップの需要

量を増加させる必要がある。 

一方で、再生可能エネルギーの創出を牽引してきた大規模太陽光発電所については、

島内に適地が不足してきたことから伸び率が鈍化してきてはいるものの、継続して発電

量は増加している。ため池への太陽光発電パネルの設置や、住民参加型太陽光発電所の

設置等、地域が主導して事業を推進しており、島民意識の醸成によって住民の参画拡大

が図られていると言える。 

太陽光発電の新設等に合わせて、エネルギー自給率等の指標は順調に推移しているこ

とから、これまでの施策を着実に推進しつつ、今後は竹資源の需要拡大を始めとした新

たな再生可能エネルギー創出の取組を進める。 

また、農と暮らしの地域づくり等の事業では、島内農家一戸当たりの島内農協の野菜

販売高が目標値を下回った。天候等の要因による特定の作物の大幅な減収が原因と考え

られるが、淡路島産食材全般のブランド力向上や、消費拡大の取組を一層進め、引き続

き農業生産力の底上げを図る。 

当特区は、エネルギー持続可能な地域づくり及び地域活性化の先進事例として、県内

外から多くの関心が寄せられている。最終目標である『生命つながる「持続する環境の

島」』の実現に向けて、引き続き積極的な取組を推進する。 
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活

用
し

た
電

力
の

創
出

が
進

む
一

方
で

、
電

力
消

費
は

抑
制

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
（
電

力
）
の

自
給

率
は

3
2
.4

%
と

な
り

、
引

き
続

き
向

上
し

た
。

●
電

力
の

創
出

　
平

成
3
0
年

度
中

に
1
箇

所
の

大
規

模
太

陽
光

発
電

所
が

稼
働

す
る

な
ど

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
が

進
捗

し
た

こ
と

か
ら

、
年

間
想

定
発

電
量

は
対

前
年

度
比

1
0
3
.3

％
と

な
り

、
電

力
の

創
出

が
着

実
に

進
ん

だ
。

（
取

組
状

況
は

、
評

価
指

標
（
３

）
の

と
お

り
）

【
総

合
特

区
事

業
】

　
洋

上
風

力
発

電
で

は
、

「
平

成
2
8
年

度
風

力
・
地

熱
発

電
に

係
る

地
域

主
導

型
の

戦
略

的
適

地
抽

出
手

法
の

構
築

モ
デ

ル
事

業
」
に

採
択

さ
れ

、
洋

上
風

力
発

電
の

事
業

化
に

向
け

た
適

地
抽

出
の

結
果

２
カ

所
を

候
補

地
に

選
定

し
た

。
ま

た
、

公
募

審
査

基
準

に
、

売
電

額
の

一
部

地
元

還
元

な
ど

の
具

体
的

な
地

域
貢

献
ル

ー
ル

を
設

け
る

な
ど

、
事

業
者

公
募

に
向

け
た

検
討

も
行

わ
れ

た
。

平
成

2
9
年

度
か

ら
の

2
か

年
で

は
、

洋
上

風
力

発
電

と
漁

業
と

の
協

調
等

に
つ

い
て

各
種

調
査

を
実

施
し

、
平

成
3
0
年

度
に

事
業

を
終

了
し

て
い

る
。

　
県

が
先

駆
的

に
取

組
を

開
始

し
た

「
う

ち
エ

コ
診

断
」
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
の

淡
路

島
内

の
受

診
者

は
4
1
人

と
な

り
、

平
成

2
4
年

度
以

降
の

受
診

者
の

累
計

は
3
9
1
人

と
な

っ
て

い
る

。
　

な
お

、
「
う

ち
エ

コ
診

断
」
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
か

ら
は

住
宅

用
の

太
陽

光
発

電
施

設
や

家
庭

用
燃

料
電

池
、

エ
コ

キ
ュ

ー
ト

等
の

創
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
を

設
置

す
る

者
に

対
す

る
融

資
制

度
に

お
い

て
、

対
象

者
に

は
「
う

ち
エ

コ
診

断
」
受

診
を

条
件

と
す

る
な

ど
、

他
事

業
と

の
連

携
等

に
よ

り
更

な
る

普
及

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し
(竹

資
源

に
関

す
る

内
容

は
評

価
指

標
(4

)で
記

載
)

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

■
現

地
調

査
時

の
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

外
部

要
因

等
特

記
事

項

評
価

指
標

（
１

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
電

力
）

自
給

率

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

淡
路

市
で

は
、

「
平

成
2
8
年

度
地

産
地

消
型

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
面

的
利

用
等

推
進

事
業

費
補

助
金

（
構

想
普

及
支

援
事

業
）
」
の

採
択

を
受

け
、

自
治

体
電

力
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

検
討

、
事

業
化

可
能

性
調

査
を

実
施

し
た

が
、

こ
れ

を
受

け
て

、
民

間
事

業
者

が
主

体
と

な
り

淡
路

島
全

体
で

の
地

域
新

電
力

事
業

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。
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別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
7
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

目
標

値
H

2
4
年

度
比

9
.6

%
削

減
H

2
4
年

度
比

1
0
.3

%
削

減
H

2
4
年

度
比

1
0
.9

%
削

減
H

2
4
年

度
比

1
1
.5

%
削

減
H

2
4
年

度
比

1
2
.1

%
削

減

実
績

値
H

2
4
年

度
比

8
.4

%
削

減
H

2
4
年

度
比

1
1
.2

%
削

減
H

2
4
年

度
比

1
1
.3

%
削

減

進
捗

度
（
％

）
1
1
7
%

1
1
0
%

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合

評
価

指
標

（
２

）
二

酸
化

炭
素

排
出

量

数
値

目
標

（
２

）
H

2
4
年

度
比

8
.4

％
削

減
→

H
2
4
年

度
比

1
2
.1

％
削

減

目
標

達
成

の
考

え
方

及
び

目
標

達
成

に
向

け
た

主
な

取
組

、
関

連
事

業

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等寄

与
度

(※
)：

　
二

酸
化

炭
素

の
排

出
量

を
令

和
3
年

度
ま

で
に

平
成

2
4
年

度
比

1
2
.1

％
削

減
す

る
こ

と
を

数
値

目
標

と
す

る
。

　
こ

の
目

標
の

達
成

に
向

け
、

多
様

な
主

体
の

創
意

工
夫

を
生

か
す

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

最
適

化
と

し
て

「
E
V

ア
イ

ラ
ン

ド
あ

わ
じ

」
の

推
進

や
、

「
う

ち
エ

コ
診

断
」
、

漁
船

の
電

動
化

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

に
よ

る
漁

業
の

グ
リ

ー
ン

化
等

に
取

り
組

む
。

　
特

に
「
E
V

ア
イ

ラ
ン

ド
あ

わ
じ

」
の

推
進

に
お

い
て

は
、

タ
ク

シ
ー

や
レ

ン
タ

カ
ー

の
購

入
・
リ

ー
ス

に
対

し
助

成
を

行
い

、
環

境
に

優
し

い
E
V

の
更

な
る

普
及

に
よ

る
C

O
2
排

出
量

の
削

減
を

促
進

す
る

。

　
2
0
3
0
(R

1
2
)年

度
の

淡
路

地
域

の
電

力
需

要
量

を
、

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
電

力
）
自

給
率

」
の

電
力

消
費

量
の

削
減

目
標

（
2
0
3
0
(H

4
2
)年

度
:4

5
%
）

か
ら

算
出

し
、

基
準

年
度

（
H

2
4
年

度
）
の

調
整

後
排

出
係

数
を

乗
じ

て
得

ら
れ

た
二

酸
化

炭
素

排
出

量
に

よ
り

、
2
0
3
0
(R

1
2
)年

度
の

目
標

値
を

、
平

成
2
4
年

度
比

2
1
%
削

減
に

設
定

し
た

。
　

平
成

2
7
年

度
の

実
績

値
を

ス
タ

ー
ト

台
と

し
て

、
目

標
(2

0
3
0
(H

4
2
)年

度
の

二
酸

化
炭

素
排

出
量

を
平

成
2
4
年

度
比

2
1
%
削

減
)か

ら
の

逆
算

に
よ

り
、

各
年

度
の

目
標

値
を

設
定

し
た

。
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別
紙
１

外
部

要
因

等
特

記
事

項

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

　
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

り
、

電
力

消
費

量
が

削
減

さ
れ

た
こ

と
な

ど
か

ら
、

H
2
4
年

度
比

1
1
.3

%
削

減
と

、
引

き
続

き
二

酸
化

炭
素

排
出

量
を

削
減

し
て

い
る

。

【
総

合
特

区
事

業
】

　
「
う

ち
エ

コ
診

断
」
は

、
平

成
3
0
年

度
の

淡
路

島
内

の
受

診
者

は
4
1
人

と
な

り
、

平
成

2
4
年

度
以

降
の

受
診

者
の

累
計

は
3
9
1
人

と
な

っ
て

い
る

。
　

な
お

、
「
う

ち
エ

コ
診

断
」
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
か

ら
は

住
宅

用
の

太
陽

光
発

電
施

設
や

家
庭

用
燃

料
電

池
、

エ
コ

キ
ュ

ー
ト

等
の

創
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
を

設
置

す
る

者
に

対
す

る
融

資
制

度
に

お
い

て
、

対
象

者
に

は
「
う

ち
エ

コ
診

断
」
受

診
を

条
件

と
す

る
な

ど
、

他
事

業
と

の
連

携
等

に
よ

り
更

な
る

普
及

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

■
現

地
調

査
時

の
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

「
う

ち
エ

コ
診

断
事

業
」
の

普
及

促
進

の
た

め
広

報
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

さ
ら

な
る

Ｅ
Ｖ

の
普

及
を

図
る

た
め

、
超

小
型

E
V

を
活

用
し

た
普

及
促

進
事

業
に

加
え

、
E
V

タ
ク

シ
ー

・
レ

ン
タ

カ
ー

に
対

す
る

導
入

支
援

事
業

を
リ

ー
ス

導
入

に
も

拡
大

し
た

が
、

E
V

車
の

増
加

に
よ

る
認

知
度

を
さ

ら
に

高
め

、
E
V

の
普

及
に

つ
な

げ
て

い
く
と

と
も

に
、

H
3
0
年

度
か

ら
導

入
し

て
い

る
E
V

レ
ン

タ
カ

ー
の

活
用

促
進

も
引

き
続

き
図

っ
て

い
く
。

　
一

方
で

、
島

内
に

豊
富

に
存

在
す

る
竹

資
源

を
、

化
石

燃
料

に
代

わ
る

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
活

用
す

る
取

組
を

進
め

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

よ
る

二
酸

化
炭

素
の

排
出

抑
制

を
図

る
。

（
取

組
状

況
は

、
評

価
指

標
（
４

）
の

と
お

り
）

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し
(竹

資
源

に
関

す
る

内
容

は
評

価
指

標
(4

)で
記

載
)

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

評
価

指
標

（
２

）
二

酸
化

炭
素

排
出

量

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

ガ
ソ

リ
ン

車
に

比
べ

て
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

に
優

れ
、

C
O

₂削
減

効
果

の
高

い
電

気
自

動
車

(E
V

）
の

普
及

を
推

進
す

る
た

め
、

県
は

淡
路

地
域

限
定

で
電

気
自

動
車

購
入

補
助

を
行

っ
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
に

2
1
2
台

の
支

援
実

績
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
県

立
施

設
等

へ
の

充
電

器
の

設
置

（
平

成
3
0
年

9
月

現
在

9
5
基

）
を

あ
わ

せ
て

進
め

る
こ

と
で

、
E
V

で
安

心
し

て
走

行
で

き
る

島
内

環
境

づ
く
り

や
さ

ら
な

る
E
V

の
普

及
促

進
を

図
る

。
　

H
3
0
年

度
か

ら
、

島
内

２
次

交
通

対
策

と
し

て
の

E
V

レ
ン

タ
カ

ー
導

入
実

験
と

し
て

、
多

言
語

対
応

の
カ

ー
ナ

ビ
を

搭
載

し
た

E
V

レ
ン

タ
カ

ー
を

4
台

導
入

し
、

島
内

の
２

次
交

通
の

補
完

と
E
V

の
普

及
促

進
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
ま

た
、

県
や

島
内

3
市

と
地

域
住

民
・
活

動
団

体
等

の
参

画
と

協
働

に
よ

り
、

淡
路

島
全

域
で

「
あ

わ
じ

菜
の

花
エ

コ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

取
り

組
み

、
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

削
減

の
輪

を
広

げ
て

い
る

。
　

　
県

の
「
環

境
の

保
全

と
創

造
に

関
す

る
条

例
」
に

基
づ

き
、

燃
料

、
熱

及
び

電
気

の
使

用
量

の
合

計
が

原
油

換
算

で
5
0
0
kl

以
上

/
年

以
上

の
事

業
所

に
つ

い
て

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
抑

制
計

画
の

策
定

・
措

置
結

果
の

報
告

を
義

務
づ

け
、

1
,5

0
0
kl

/
年

以
上

の
大

規
模

事
業

所
等

に
つ

い
て

は
、

排
出

抑
制

計
画

及
び

措
置

結
果

を
事

業
者

ご
と

に
公

表
す

る
仕

組
み

を
導

入
し

て
お

り
、

さ
ら

な
る

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

抑
制

の
促

進
に

取
り

組
む

。
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別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
7
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

目
標

値
2
5
1
,3

2
6
（
M

W
h
）

2
5
8
,1

0
6
(M

W
h
)

2
6
4
,8

8
6
(M

W
h
)

2
7
1
,6

6
6
(M

W
h
)

2
7
8
,4

4
6
(M

W
h
)

実
績

値
2
3
7
,7

6
6
（
M

W
h
）

2
5
7
,2

5
4
（
M

W
h
）

2
6
3
,4

1
1
（
M

W
h
）

進
捗

度
（
％

）
1
0
2
%

1
0
2
%

　
2
0
3
0
(R

1
2
)年

度
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
量

に
つ

い
て

も
、

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
電

力
）
自

給
率

」
と

同
様

に
、

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
中

間
目

標
(2

0
3
0
(R

1
2
)年

度
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（
電

力
）
自

給
率

4
5
％

)を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
数

値
に

上
方

修
正

す
る

。
　

平
成

2
7
年

度
の

実
績

値
を

ス
タ

ー
ト

台
と

し
て

、
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

量
の

修
正

後
の

中
間

目
標

（
2
0
3
0
(R

1
2
)年

度
：
3
3
9
,4

6
5
M

w
h
/
年

）
か

ら
の

逆
算

に
よ

り
、

各
年

度
の

目
標

値
を

設
定

し
た

。

　
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

掲
げ

る
目

標
（
2
0
3
0
(R

1
2
)年

度
:3

3
9
,4

6
5
M

w
h
/
年

）
を

着
実

に
達

成
す

る
た

め
、

令
和

3
年

度
の

目
標

を
2
7
8
,4

4
6
M

w
h
/
年

に
設

定
す

る
。

　
こ

の
目

標
の

達
成

に
向

け
、

身
近

な
地

域
資

源
を

活
用

し
た

多
様

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

へ
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
と

し
て

、
大

規
模

な
土

取
り

跡
地

を
活

用
し

た
太

陽
光

発
電

所
の

整
備

や
、

た
め

池
へ

の
太

陽
光

発
電

施
設

の
設

置
展

開
、

良
好

な
風

況
を

生
か

し
た

洋
上

・
陸

上
風

力
発

電
所

の
検

討
な

ど
、

淡
路

島
が

持
つ

強
み

を
生

か
し

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
目

標
達

成
の

考
え

方
及

び
目

標
達

成
に

向
け

た
主

な
取

組
、

関
連

事
業

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等

評
価

指
標

（
３

）
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

量

数
値

目
標

（
３

）
2
3
7
,7

6
6
M

W
h
/
年

→
2
7
8
,4

4
6
M

W
h
/
年

寄
与

度
(※

)：

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合
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別
紙
１

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

今
後

も
総

合
特

区
支

援
利

子
補

給
金

の
活

用
等

を
通

じ
て

、
太

陽
光

発
電

所
整

備
等

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
島

内
に

豊
富

に
あ

る
竹

資
源

を
活

用
し

た
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
や

、
た

め
池

へ
の

太
陽

光
発

電
の

展
開

検
討

な
ど

、
引

き
続

き
様

々
な

手
法

で
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
創

出
を

推
進

す
る

。

　
年

間
想

定
発

電
量

は
、

2
6
3
,4

1
1
M

W
h
（
風

力
9
5
,4

8
4
M

W
h
、

太
陽

光
1
6
7
,9

2
7
M

W
h
）
と

な
り

、
目

標
を

上
回

っ
た

。

【
総

合
特

区
事

業
】

　
平

成
3
0
年

度
は

、
新

た
に

１
箇

所
の

大
規

模
太

陽
光

発
電

所
が

稼
働

し
た

。
　

個
人

が
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
創

出
に

参
画

し
、

地
元

に
利

益
を

還
元

で
き

る
新

た
な

モ
デ

ル
事

業
と

し
て

、
県

民
債

を
活

用
し

た
住

民
参

加
型

太
陽

光
発

電
所

（
0
.9

5
M

W
）
を

淡
路

市
岩

屋
で

運
営

し
て

お
り

、
住

民
等

に
対

す
る

施
設

説
明

会
・
見

学
会

等
を

開
催

し
、

取
組

意
識

の
醸

成
を

図
っ

て
い

る
。

　
洲

本
市

で
は

、
平

成
2
6
年

4
月

に
「
洲

本
市

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
構

想
」
を

策
定

し
、

関
係

7
府

省
よ

り
平

成
2
6
年

1
1
月

に
「
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

都
市

」
に

認
定

さ
れ

、
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
促

進
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
洋

上
風

力
発

電
で

は
、

平
成

2
6
年

度
に

環
境

省
の

「
風

力
発

電
等

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

基
礎

情
報

整
備

モ
デ

ル
事

業
」
の

対
象

地
区

に
洲

本
市

五
色

町
沖

合
が

採
択

さ
れ

、
平

成
2
7
年

９
月

ま
で

将
来

的
に

発
電

事
業

者
へ

地
域

固
有

の
環

境
基

礎
情

報
を

提
供

す
る

た
め

の
現

地
調

査
等

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
「
平

成
2
8
年

度
風

力
・
地

熱
発

電
に

係
る

地
域

主
導

型
の

戦
略

的
適

地
抽

出
手

法
の

構
築

モ
デ

ル
事

業
」
に

採
択

さ
れ

、
洋

上
風

力
発

電
の

事
業

化
に

向
け

た
適

地
抽

出
の

結
果

２
カ

所
を

候
補

地
に

選
定

し
た

。
平

成
2
9
年

度
か

ら
の

2
か

年
で

は
、

洋
上

風
力

発
電

と
漁

業
と

の
協

調
等

に
つ

い
て

各
種

調
査

を
実

施
し

、
平

成
3
0
年

度
に

事
業

を
終

了
し

て
い

る
。

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

一
般

家
庭

向
け

太
陽

光
発

電
設

備
に

つ
い

て
、

平
成

3
0
年

度
は

島
内

で
約

0
.3

5
M

W
分

の
設

置
補

助
を

行
う

な
ど

、
大

規
模

発
電

所
以

外
で

も
新

た
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
を

確
保

で
き

た
。

　
洲

本
市

で
は

、
平

成
2
9
年

1
月

と
9
月

に
大

学
等

と
連

携
し

て
洲

本
市

内
の

た
め

池
2
か

所
に

太
陽

光
パ

ネ
ル

を
浮

か
せ

る
「
フ

ロ
ー

ト
ソ

ー
ラ

ー
発

電
所

」
を

建
設

し
、

売
電

に
よ

り
得

た
利

益
を

農
山

漁
村

活
性

化
策

等
に

活
用

す
る

、
地

域
貢

献
型

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
施

設
の

運
営

も
始

ま
っ

て
い

る
。

■
現

地
調

査
時

の
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

外
部

要
因

等
特

記
事

項

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し
(竹

資
源

に
関

す
る

内
容

は
評

価
指

標
(4

)で
記

載
)

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

評
価

指
標

（
３

）
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

量
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別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
7
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

目
標

値
1
4
0
(t

)
1
9
0
(t

)
5
0
0
(t

)
5
0
0
(t

)
5
0
0
(t

)

実
績

値
2
8
（
t）

2
0
5
(t

)
1
5
4
(t

)

進
捗

度
（
％

）
1
4
6
%

8
1
%

評
価

指
標

（
４

）
竹

燃
料

の
消

費
量

数
値

目
標

（
４

）
2
8
ト

ン
/
年

→
5
0
0
ト

ン
/
年

寄
与

度
(※

)：

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合

目
標

達
成

の
考

え
方

及
び

目
標

達
成

に
向

け
た

主
な

取
組

、
関

連
事

業

　
「
あ

わ
じ

竹
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
5
ヵ

年
計

画
」
の

着
実

な
推

進
に

向
け

、
令

和
3
年

度
の

目
標

を
5
0
0
ト

ン
/
年

に
設

定
す

る
。

　
こ

の
目

標
の

達
成

に
向

け
、

既
存

竹
チ

ッ
プ

ボ
イ

ラ
ー

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
稼

働
率

の
向

上
や

、
重

油
か

ら
竹

チ
ッ

プ
へ

の
代

替
率

の
向

上
を

目
指

す
。

　
ま

た
、

新
規

設
置

の
推

進
策

と
し

て
、

事
業

者
向

け
大

型
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
の

導
入

支
援

や
一

般
向

け
家

庭
用

竹
ボ

イ
ラ

ー
・
竹

ス
ト

ー
ブ

の
購

入
補

助
等

も
実

施
す

る
。

　
そ

の
一

方
で

、
竹

チ
ッ

プ
燃

料
の

供
給

拡
大

対
策

と
し

て
、

加
工

設
備

等
の

充
実

、
放

置
竹

林
の

伐
採

等
を

行
う

活
動

団
体

の
育

成
・
支

援
も

進
め

る
。

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等

　
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
の

一
環

と
し

て
、

島
内

に
豊

富
に

存
在

す
る

竹
資

源
を

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
淡

路
島

特
有

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
創

出
す

る
と

と
も

に
、

放
置

竹
林

の
拡

大
防

止
及

び
竹

林
の

継
続

的
な

利
活

用
を

推
進

す
る

た
め

、
「
あ

わ
じ

竹
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
5
ヵ

年
計

画
」
（
H

2
7
～

R
元

年
度

）
を

策
定

し
て

い
る

。
　

こ
の

計
画

で
は

、
燃

料
と

し
て

の
竹

チ
ッ

プ
の

需
要

と
供

給
を

計
画

的
に

創
出

し
、

令
和

元
年

度
に

製
品

ベ
ー

ス
で

年
間

5
0
0
ト

ン
（
生

木
ベ

ー
ス

で
年

間
1
,5

0
0
ト

ン
）
の

消
費

規
模

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
お

り
、

こ
の

目
標

を
特

区
の

評
価

指
標

と
し

て
も

設
定

し
、

進
捗

を
追

う
。

●
竹

チ
ッ

プ
消

費
目

標
5
0
0
ト

ン
の

根
拠

　
　

・
継

続
的

な
利

活
用

が
可

能
な

竹
資

源
の

量
を

、
約

1
,6

0
0
ト

ン
/
年

と
想

定
　

　
　

①
淡

路
島

全
体

の
竹

林
面

積
 2

,6
6
0
h
a（

2
0
1
0
年

淡
路

島
竹

資
源

賦
存

量
調

査
）

　
　

　
②

伐
採

さ
れ

た
竹

林
は

ほ
ぼ

8
年

間
で

再
生

　
　

　
③

１
ヘ

ク
タ

ー
ル

当
た

り
の

竹
資

源
量

は
1
0
0
ト

ン
　

　
　

④
道

路
に

隣
接

し
、

刈
取

り
・
搬

出
コ

ス
ト

を
含

め
た

採
算

ベ
ー

ス
に

乗
る

と
考

え
ら

れ
る

竹
林

　
全

体
の

５
％

　
　

　
→

2
,6

6
0
h
a 

×
 1

/
8
 ×

 1
0
0
㌧

 ×
 5

/
1
0
0
 ≒

 1
,6

0
0
㌧

　
　

・
乾

燥
等

の
工

程
を

経
て

、
生

木
重

量
の

約
1
/
3
が

竹
チ

ッ
プ

燃
料

に
加

工
さ

れ
る

た
め

、
目

標
年

間
消

費
量

を
1
,6

0
0
ト

ン
×

3
3
％

  
  
 ≒

5
0
0
ト

ン
と

す
る
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別
紙
１

・
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
単

体
だ

け
で

な
く
地

域
の

取
組

の
中

で
ト

ー
タ

ル
で

回
す

こ
と

を
意

識
し

て
も

ら
い

た
い

。
例

え
ば

、
竹

の
収

集
事

業
に

お
い

て
地

域
の

企
業

通
貨

（
ポ

イ
ン

ト
）
を

利
用

す
る

な
ど

、
竹

チ
ッ

プ
収

集
の

取
組

と
域

内
外

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

温
浴

施
設

、
美

菜
恋

来
屋

等
が

繋
が

る
よ

う
な

取
組

が
構

築
で

き
れ

ば
面

白
い

の
で

は
な

い
か

。
・
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
導

入
に

伴
う

C
O

２
削

減
分

に
つ

い
て

ポ
イ

ン
ト

の
原

資
の

一
部

と
し

て
J
－

ク
レ

ジ
ッ

ト
の

創
出

利
用

も
検

討
し

て
も

ら
い

た
い

。
・
竹

チ
ッ

プ
が

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
と

異
な

る
取

り
扱

い
を

さ
れ

て
支

障
と

な
っ

て
い

る
点

が
あ

れ
ば

、
特

区
の

規
制

の
特

例
な

ど
の

支
援

措
置

を
活

用
し

て
も

ら
い

た
い

。

　
竹

資
源

の
更

な
る

活
用

に
つ

い
て

、
地

域
通

貨
や

他
事

業
と

の
連

携
等

、
地

域
全

体
と

し
て

竹
資

源
を

更
に

有
効

活
用

で
き

る
仕

組
み

や
地

域
循

環
型

の
資

源
活

用
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

を
進

め
た

い
。

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

評
価

指
標

（
４

）
竹

燃
料

の
消

費
量

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

外
部

要
因

等
特

記
事

項

　
竹

燃
料

の
消

費
量

は
1
5
4
tと

昨
年

度
か

ら
大

幅
に

消
費

量
が

減
少

し
た

。
　

大
幅

な
消

費
量

の
減

少
に

は
、

洲
本

市
の

温
浴

施
設

に
設

置
し

て
い

る
大

型
ボ

イ
ラ

ー
の

稼
働

状
況

が
大

き
く
影

響
(H

2
9
:1

8
9
t→

H
3
0
:1

3
9
t

△
5
0
t)

し
て

い
る

が
、

こ
れ

は
温

浴
施

設
で

の
大

規
模

改
修

工
事

の
実

施
に

伴
う

休
館

等
に

よ
り

約
2
か

月
間

ボ
イ

ラ
ー

を
停

止
し

た
た

め
で

あ
る

。
　

こ
の

大
型

ボ
イ

ラ
ー

が
全

体
に

占
め

る
比

率
が

高
い

こ
と

に
よ

る
影

響
を

軽
減

す
る

面
で

も
、

新
た

な
施

設
へ

の
導

入
が

求
め

ら
れ

る
が

、
平

成
3
0
年

度
は

小
型

1
台

の
導

入
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

　
今

後
は

、
淡

路
市

の
温

浴
施

設
で

設
置

検
討

中
案

件
の

実
現

な
ど

、
他

施
設

へ
横

展
開

等
に

よ
り

普
及

を
促

進
し

、
需

要
量

の
コ

ン
ス

タ
ン

ト
な

増
加

を
目

指
す

。
　

ま
た

、
竹

チ
ッ

プ
の

需
要

拡
大

に
対

応
す

る
た

め
、

H
2
9
よ

り
地

域
住

民
等

が
自

ら
行

う
竹

林
整

備
活

動
等

に
対

し
て

、
資

機
材

購
入

等
に

係
る

経
費

の
一

部
を

助
成

し
て

い
る

（
H

3
0
実

績
：
４

地
域

団
体

）
。

有
害

鳥
獣

の
住

処
と

な
る

放
置

竹
林

の
適

正
管

理
と

資
源

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

重
油

使
用

の
削

減
に

よ
る

二
酸

化
炭

素
排

出
削

減
等

の
実

現
を

図
る

。

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

地
域

住
民

等
が

自
ら

行
う

竹
林

整
備

活
動

等
へ

の
、

資
機

材
購

入
等

に
係

る
経

費
助

成
を

拡
大

し
、

竹
林

の
適

正
管

理
を

広
く
進

め
て

い
く
。

島
内

に
豊

富
に

存
在

す
る

竹
資

源
を

、
需

要
創

出
に

よ
り

継
続

的
な

利
用

に
つ

な
げ

、
竹

チ
ッ

プ
製

造
の

た
め

に
放

置
竹

林
の

間
伐

等
適

正
管

理
を

行
う

こ
と

で
、

有
害

鳥
獣

に
よ

る
農

業
被

害
の

軽
減

と
、

美
し

い
里

山
の

保
全

を
図

る
。

　
化

石
燃

料
に

代
わ

る
バ

イ
オ

マ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

活
用

す
る

こ
れ

ら
の

取
組

を
さ

ら
に

浸
透

さ
せ

、
重

油
使

用
の

削
減

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
よ

る
二

酸
化

炭
素

の
排

出
抑

制
を

実
現

す
る

。

■
現

地
調

査
時

の
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

洲
本

市
で

は
、

平
成

2
8
年

度
に

洲
本

市
の

温
浴

施
設

「
ゆ

～
ゆ

～
フ

ァ
イ

ブ
」
に

竹
チ

ッ
プ

焚
き

バ
イ

オ
マ

ス
ボ

イ
ラ

ー
を

設
置

し
た

。
今

後
大

型
ボ

イ
ラ

ー
設

置
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
竹

チ
ッ

プ
製

造
の

た
め

に
放

置
竹

林
の

間
伐

等
適

正
管

理
を

行
う

こ
と

で
、

有
害

鳥
獣

に
よ

る
農

業
被

害
の

軽
減

と
、

美
し

い
里

山
の

保
全

を
図

る
。

　
淡

路
市

で
は

、
花

き
栽

培
等

に
係

る
冬

期
の

施
設

内
暖

房
費

用
の

軽
減

策
と

し
て

、
淡

路
市

竹
資

源
利

用
促

進
事

業
に

よ
り

、
平

成
2
6
年

度
以

降
福

祉
施

設
や

花
卉

農
業

施
設

に
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
の

設
置

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
は

竹
資

源
供

給
体

制
整

備
モ

デ
ル

事
業

と
し

て
、

竹
林

整
備

に
対

す
る

助
成

も
始

め
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
平

成
3
0
年

度
に

は
地

域
の

産
業

で
あ

る
線

香
工

場
に

乾
燥

用
の

ボ
イ

ラ
ー

を
設

置
し

た
。

　
県

で
は

、
あ

わ
じ

竹
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
５

か
年

計
画

に
よ

り
、

市
と

連
携

し
な

が
ら

島
内

に
豊

富
に

存
在

す
る

竹
資

源
を

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

活
用

す
る

と
と

も
に

、
放

置
竹

林
の

拡
大

防
止

を
図

る
。

竹
資

源
の

活
用

で
は

、
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
等

の
設

備
導

入
へ

の
補

助
や

、
設

備
導

入
説

明
会

・
現

地
見

学
会

等
に

よ
り

、
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
等

の
導

入
を

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
新

た
に

、
竹

チ
ッ

プ
の

需
要

拡
大

に
対

応
す

る
た

め
、

地
域

住
民

等
が

自
ら

行
う

竹
林

整
備

活
動

等
に

対
し

て
、

資
機

材
購

入
等

に
係

る
経

費
の

一
部

助
成

を
行

っ
て

い
る

。
（
こ

れ
ま

で
に

６
地

域
団

体
へ

助
成

）

- 17 -- 17 -



別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
7
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

目
標

値
6
9
(人

)
7
3
(人

)
7
6
(人

)
8
0
(人

)
8
0
(人

)

実
績

値
5
6
（
人

）
7
2
(人

)

進
捗

度
（
％

）
1
0
4
%

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合

　
新

規
就

農
者

の
確

保
に

努
め

る
も

の
の

、
農

業
従

事
者

の
高

齢
化

等
に

よ
る

離
農

者
が

就
農

者
を

上
回

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

、
結

果
と

し
て

本
県

の
基

幹
的

農
業

従
事

者
は

2
0
2
0
(R

2
)年

時
点

で
2
0
1
0
(H

2
2
)年

比
8
6
％

程
度

ま
で

減
少

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
　

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
で

は
、

2
0
2
0
(R

2
)年

度
の

新
規

就
農

者
数

の
目

標
を

8
0
人

と
し

て
い

る
。

　
平

成
2
7
年

度
の

実
績

値
を

ス
タ

ー
ト

台
と

し
て

、
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
新

規
就

農
者

数
の

目
標

（
2
0
2
0
(R

2
)年

度
：
8
0
人

/
年

）
か

ら
の

逆
算

に
よ

り
、

各
年

度
の

目
標

値
を

設
定

し
た

。
2
0
2
0
(R

2
)年

以
降

、
8
0
人

の
新

規
就

農
を

継
続

し
て

保
て

る
よ

う
に

、
土

台
づ

く
り

を
進

め
る

。
（
各

年
度

の
実

績
値

は
県

農
業

経
営

課
調

べ
に

よ
る

。
）

　
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

掲
げ

る
目

標
（
2
0
2
0
(R

2
)年

度
:8

0
人

/
年

）
の

達
成

を
目

指
す

。
　

こ
の

目
標

の
達

成
に

向
け

、
農

と
食

の
人

材
育

成
拠

点
の

形
成

と
し

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
に

よ
る

人
材

養
成

、
農

業
後

継
者

の
就

農
促

進
や

農
外

か
ら

の
就

農
希

望
者

の
受

け
入

れ
促

進
、

Ｕ
Ｊ
Ｉタ

ー
ン

に
よ

る
新

規
就

農
者

の
育

成
等

に
取

り
組

む
。

評
価

指
標

（
５

）
新

規
就

農
者

数

目
標

達
成

の
考

え
方

及
び

目
標

達
成

に
向

け
た

主
な

取
組

、
関

連
事

業

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等

数
値

目
標

（
５

）
5
6
人

/
年

→
8
0
人

/
年

寄
与

度
(※

)：

６
月

中
旬

確
定

予
定
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別
紙
１

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

外
部

要
因

等
特

記
事

項

評
価

指
標

（
５

）
新

規
就

農
者

数

■
現

地
調

査
時

の
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

　
新

規
就

農
希

望
者

へ
の

支
援

や
農

業
人

材
育

成
に

関
す

る
取

組
を

積
極

的
に

進
め

て
お

り
、

平
成

2
9
年

度
時

点
で

7
2
名

の
新

規
就

農
者

数
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
総

合
特

区
事

業
】

　
総

合
特

区
事

業
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
養

成
」
で

は
、

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

4
5
名

の
研

修
生

に
独

立
就

農
又

は
農

業
分

野
で

の
起

業
に

向
け

て
研

修
を

行
っ

た
。

卒
業

生
で

は
独

立
就

農
を

希
望

す
る

1
7
名

の
う

ち
、

6
名

が
淡

路
島

内
で

就
農

し
、

う
ち

5
名

が
認

定
就

農
者

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
平

成
2
8
年

8
月

に
は

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

淡
路

」
に

お
い

て
J
G

A
P

認
証

圃
場

に
認

定
、

青
年

収
納

給
付

金
（
準

備
型

）
の

受
入

認
定

を
受

け
た

。
　

有
機

栽
培

の
手

法
を

導
入

し
た

“
B

L
O

F
ア

カ
デ

ミ
ー

in
淡

路
島

”
を

企
画

し
、

独
立

就
農

の
み

な
ら

ず
、

雇
用

就
農

希
望

者
に

も
対

応
で

き
る

農
場

を
目

指
す

な
ど

、
裾

野
の

拡
大

に
向

け
た

取
組

も
推

進
し

て
い

る
。

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

「
淡

路
島

農
の

担
い

手
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
で

は
、

認
定

農
業

者
の

法
人

化
に

向
け

た
研

修
会

等
の

開
催

や
、

子
が

親
元

か
ら

独
立

し
や

す
い

環
境

づ
く
り

に
よ

り
U

タ
ー

ン
就

農
を

促
す

取
組

等
に

よ
り

、
就

農
者

の
底

上
げ

を
目

指
す

。
ま

た
、

吉
備

国
際

大
学

南
あ

わ
じ

志
知

キ
ャ

ン
パ

ス
地

域
創

成
農

学
部

と
の

連
携

強
化

、
人

・
農

地
プ

ラ
ン

策
定

の
支

援
や

、
後

継
者

育
成

の
推

進
な

ど
、

地
域

独
自

の
取

組
も

さ
ら

に
強

化
し

て
い

く
。

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

洲
本

市
で

は
、

島
外

か
ら

の
就

農
希

望
者

に
対

す
る

支
援

と
し

て
、

市
が

所
有

す
る

施
設

を
就

農
希

望
者

の
短

期
滞

在
拠

点
と

し
て

整
備

し
、

市
内

で
の

農
業

体
験

や
農

業
研

修
の

期
間

中
、

当
該

施
設

を
無

料
で

利
用

さ
せ

、
就

農
希

望
者

の
負

担
軽

減
を

講
じ

て
い

る
。

ま
た

、
就

農
希

望
者

と
登

録
の

あ
っ

た
認

定
農

業
者

等
と

を
つ

な
ぎ

、
就

農
ま

で
の

一
連

の
流

れ
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

親
方

農
家

制
度

を
創

設
す

る
と

と
も

に
、

就
農

ま
で

の
一

連
の

流
れ

と
各

種
支

援
策

を
ま

と
め

た
「
洲

本
市

就
農

b
o
o
k」

を
作

成
し

、
就

農
セ

ミ
ナ

ー
等

で
活

用
し

、
就

農
希

望
者

へ
の

P
R

を
図

っ
て

い
る

。
　

こ
の

ほ
か

、
島

外
か

ら
新

規
就

農
希

望
者

を
受

け
入

れ
て

、
就

農
条

件
を

整
備

し
、

人
・
農

地
プ

ラ
ン

に
取

り
ま

と
め

た
集

落
に

対
し

て
助

成
す

る
「
み

ら
い

の
集

落
創

造
事

業
」
を

展
開

し
て

い
る

。
今

後
、

受
入

希
望

集
落

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
農

地
・
空

き
家

等
の

就
農

情
報

の
充

実
を

図
り

、
一

貫
し

た
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

確
立

に
よ

り
、

新
規

就
農

者
の

確
保

に
つ

な
げ

て
い

く
。

　
南

あ
わ

じ
市

で
は

農
業

生
産

、
加

工
、

流
通

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

と
技

術
を

身
に

つ
け

、
地

域
社

会
に

お
け

る
農

業
の

位
置

づ
け

を
的

確
に

捉
え

、
広

い
視

点
か

ら
地

域
の

諸
課

題
を

総
合

的
に

考
え

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

養
成

を
行

う
た

め
、

吉
備

国
際

大
学

南
あ

わ
じ

志
知

キ
ャ

ン
パ

ス
地

域
創

成
農

学
部

を
平

成
2
5
年

４
月

に
開

校
し

て
い

る
（
学

生
数

：
1
7
7
名

）
。

同
大

学
は

、
文

部
科

学
省

「
地

（
知

）
の

拠
点

整
備

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
大

学
が

主
体

と
な

っ
て

地
域

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く
共

同
研

究
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催

に
よ

る
地

域
交

流
活

動
の

展
開

な
ど

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
淡

路
市

で
は

、
神

戸
、

大
阪

な
ど

大
消

費
地

に
近

く
、

温
暖

な
気

候
を

好
ん

で
、

就
農

相
談

が
多

数
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。
県

の
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
県

み
ど

り
公

社
と

連
携

し
、

多
様

な
経

営
形

態
の

相
談

に
対

応
し

、
農

業
人

口
の

増
加

を
図

っ
て

い
る

。
　

県
で

は
、

認
定

農
業

者
、

集
落

農
営

組
織

の
育

成
、

農
業

後
継

者
の

就
農

促
進

を
図

る
「
淡

路
島

農
の

担
い

手
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

実
施

し
、

経
営

能
力

に
優

れ
た

認
定

農
業

者
の

育
成

を
目

指
す

と
と

も
に

、
Ｕ

タ
ー

ン
就

農
促

進
の

た
め

、
相

談
室

の
設

置
や

講
座

開
講

等
を

行
っ

て
い

る
。

平
成

3
0
年

度
は

、
地

域
特

性
を

生
か

し
た

淡
路

島
型

集
落

営
農

組
織

（
組

織
経

営
体

）
の

育
成

と
し

て
、

３
経

営
体

を
育

成
し

た
。
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別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
7
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

目
標

値
4
0
2
(h

a)
3
9
8
(h

a)
3
9
4
(h

a)
3
9
0
(h

a)
3
8
5
(h

a)

実
績

値
4
1
1
（
h
a）

3
3
9
(h

a)
3
4
1
(h

a)

進
捗

度
（
％

）
1
1
6
%

1
1
4
%

寄
与

度
(※

)：

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合

目
標

達
成

の
考

え
方

及
び

目
標

達
成

に
向

け
た

主
な

取
組

、
関

連
事

業

評
価

指
標

（
６

）
再

生
利

用
が

可
能

な
荒

廃
農

地
面

積
　

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

掲
げ

る
目

標
（
2
0
5
0
(R

3
2
)年

度
:2

6
0
h
a）

を
着

実
に

達
成

す
る

た
め

、
令

和
3
年

度
の

目
標

を
3
8
5
h
aに

設
定

す
る

。
　

こ
の

目
標

の
達

成
に

向
け

、
農

と
食

の
人

材
育

成
拠

点
の

形
成

と
し

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
に

よ
る

人
材

養
成

、
就

農
支

援
会

社
に

よ
る

離
陸

支
援

、
島

内
外

協
働

の
農

業
生

産
法

人
に

よ
る

農
と

食
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

づ
く
り

と
連

携
し

た
耕

作
放

棄
地

の
徹

底
活

用
に

取
り

組
む

。
　

ま
た

平
成

3
0
年

か
ら

“
B

L
O

F
(オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
)ア

カ
デ

ミ
ー

in
淡

路
島

”
を

企
画

し
、

独
立

就
農

の
み

な
ら

ず
、

雇
用

就
農

希
望

者
に

も
対

応
で

き
る

農
場

づ
く
り

も
目

指
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
を

着
実

に
進

め
、

再
生

利
用

が
可

能
な

荒
廃

農
地

面
積

の
削

減
を

目
指

す
。

数
値

目
標

（
６

）
再

生
利

用
が

可
能

な
荒

廃
農

地
面

積
　

4
1
1
h
a→

3
8
5
h
a

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等

　
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
で

は
、

2
0
5
0
(R

3
2
)年

度
の

再
生

利
用

が
可

能
な

荒
廃

農
地

面
積

の
目

標
を

平
成

2
2
年

度
比

5
0
％

減
と

し
て

い
る

。
　

平
成

2
7
年

度
の

実
績

値
を

ス
タ

ー
ト

台
と

し
て

、
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
再

生
利

用
が

可
能

な
荒

廃
農

地
面

積
の

目
標

(2
0
5
0
(R

3
2
)年

度
：
2
6
0
h
a(

5
2
1
h
a×

5
0
％

))
か

ら
の

逆
算

に
よ

り
、

各
年

度
の

目
標

値
を

設
定

し
た

。
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別
紙
１

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］
■

現
地

調
査

時
の

指
摘

事
項

及
び

そ
れ

に
対

す
る

取
組

状
況

等

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

農
地

情
報

の
収

集
を

進
め

、
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
育

成
」
の

過
程

に
お

い
て

耕
作

放
棄

地
の

活
用

を
進

め
る

。
　

ま
た

、
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
推

進
事

業
を

促
進

し
、

ブ
ラ

ン
ド

力
の

更
な

る
強

化
に

よ
り

島
内

農
作

物
の

付
加

価
値

を
一

層
高

め
、

生
産

の
拡

大
と

そ
れ

に
伴

う
機

械
化

の
促

進
等

に
よ

り
、

荒
廃

農
地

面
積

減
少

の
好

循
環

に
も

つ
な

げ
て

い
く
。

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

外
部

要
因

等
特

記
事

項

　
「
再

生
利

用
が

可
能

な
荒

廃
農

地
面

積
」
は

、
昨

年
度

に
く
ら

べ
少

し
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
概

ね
昨

年
度

の
面

積
を

維
持

で
き

て
い

る
。

農
地

再
生

や
耕

作
放

棄
地

の
活

用
に

つ
い

て
、

地
域

独
自

の
取

組
等

が
順

調
に

進
捗

し
て

お
り

、
荒

廃
農

地
化

抑
制

の
効

果
が

現
れ

て
い

る
と

言
え

る
。

【
総

合
特

区
事

業
】

　
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
育

成
」
の

過
程

に
お

い
て

、
耕

作
放

棄
地

を
含

む
農

場
整

備
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

耕
作

放
棄

地
解

消
へ

の
取

組
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

の
卒

業
生

を
含

む
新

規
就

農
希

望
者

に
対

し
、

給
付

金
、

機
械

の
導

入
補

助
等

の
紹

介
、

農
業

用
地

の
紹

介
等

の
相

談
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

評
価

指
標

（
６

）
再

生
利

用
が

可
能

な
荒

廃
農

地
面

積

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

洲
本

市
は

、
耕

作
放

棄
地

の
再

生
・
農

地
の

適
正

管
理

等
を

目
的

と
し

て
、

県
内

最
大

の
飼

養
頭

数
を

誇
る

但
馬

牛
の

耕
作

放
棄

地
等

へ
の

放
牧

を
推

進
し

た
結

果
、

市
内

５
箇

所
の

耕
作

放
棄

地
を

含
む

約
2
.6

h
aに

お
い

て
放

牧
に

取
り

組
み

、
放

牧
に

よ
る

農
地

管
理

を
推

進
し

た
。

ま
た

、
災

害
に

よ
る

耕
作

放
棄

地
の

増
加

を
防

ぐ
「
小

災
害

復
旧

事
業

」
「
市

単
独

土
地

改
良

事
業

」
、

優
良

農
地

保
全

の
た

め
の

地
域

活
動

を
支

援
す

る
「
多

面
的

機
能

支
払

」
「
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
」
、

荒
廃

農
地

を
再

生
す

る
「
耕

作
放

棄
地

再
生

利
用

緊
急

対
策

」
を

実
施

し
た

。
こ

の
ほ

か
、

農
地

の
流

動
化

を
促

進
し

、
経

営
規

模
拡

大
に

よ
る

コ
ス

ト
の

低
減

、
安

定
的

な
経

営
体

を
目

指
す

農
家

育
成

の
た

め
「
農

地
流

動
化

推
進

助
成

事
業

」
を

実
施

し
た

結
果

、
認

定
農

業
者

に
対

し
4
h
aの

農
地

の
流

動
化

が
進

ん
だ

。
　

　
南

あ
わ

じ
市

は
、

耕
作

放
棄

田
を

保
全

し
、

周
辺

農
地

へ
の

被
害

抑
制

を
図

る
「
耕

作
放

棄
田

保
全

事
業

」
に

よ
り

、
平

成
3
0
年

度
は

0
.6

8
h
aの

保
全

を
行

っ
た

。
「
耕

作
放

棄
地

再
生

利
用

緊
急

対
策

交
付

金
」
の

活
用

に
よ

り
、

平
成

2
4
年

度
か

ら
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

約
3
.1

h
a

の
農

地
再

生
が

進
ん

だ
。

ま
た

、
「
耕

作
放

棄
地

活
用

総
合

対
策

事
業

」
を

活
用

し
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

1
.0

2
h
aの

耕
作

放
棄

地
を

解
消

し
、

果
樹

苗
を

植
え

付
け

有
効

利
用

し
て

い
る

。
　

淡
路

市
は

、
「
耕

作
放

棄
地

再
生

利
用

緊
急

対
策

事
業

」
を

利
用

し
て

、
企

業
、

新
規

就
農

者
が

放
棄

地
の

再
生

を
行

い
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
2
9
年

度
ま

で
に

約
1
6
.5

h
aの

農
地

が
再

生
さ

れ
た

。
　

県
で

は
、

「
淡

路
島

の
野

菜
産

地
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

よ
り

、
淡

路
島

の
野

菜
主

要
５

品
目

（
た

ま
ね

ぎ
、

レ
タ

ス
、

は
く
さ

い
、

キ
ャ

ベ
ツ

、
ト

マ
ト

）
等

の
野

菜
の

生
産

面
積

拡
大

に
向

け
た

機
械

化
の

推
進

と
品

質
向

上
を

目
指

し
て

い
る

。
ま

た
、

耕
作

放
棄

地
の

拡
大

防
止

に
係

る
和

牛
の

放
牧

を
推

進
す

る
た

め
、

集
落

と
放

牧
を

希
望

す
る

畜
産

農
家

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

図
り

、
モ

デ
ル

集
落

の
設

置
も

行
っ

て
い

る
。
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別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
6
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

目
標

値
2
3
0
(万

円
)

2
3
1
(万

円
)

2
3
2
(万

円
)

2
3
3
(万

円
)

2
3
3
(万

円
)

実
績

値
2
2
8
（
万

円
）

－
－

目
標

値
1
7
3
(万

円
)

1
7
3
(万

円
)

1
7
4
(万

円
)

1
7
5
(万

円
)

1
7
5
(万

円
)

実
績

値
1
7
1
（
万

円
）

1
7
2
(万

円
)

1
3
5
(万

円
)

進
捗

度
（
％

）
9
9
%

7
8
%

代
替

指
標

（
７

）
島

内
農

家
一

戸
当

た
り

の
島

内
農

協
の

野
菜

販
売

高
1
7
1
万

円
→

1
7
5
万

円
）

目
標

達
成

の
考

え
方

及
び

目
標

達
成

に
向

け
た

主
な

取
組

、
関

連
事

業

数
値

目
標

（
７

）
2
2
8
万

円
→

2
3
3
万

円
）

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等

評
価

指
標

（
７

）
一

戸
当

た
り

農
業

生
産

額

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合寄
与

度
(※

)：

　
一

戸
当

た
り

農
業

生
産

額
に

つ
い

て
は

、
「
島

内
農

業
生

産
額

」
÷

「
島

内
販

売
農

家
戸

数
」
に

よ
り

算
出

し
て

い
る

。
　

「
農

業
生

産
額

」
は

「
市

町
民

経
済

計
算

」
（
県

統
計

課
）
に

拠
っ

て
い

る
が

、
デ

ー
タ

の
確

定
が

翌
々

年
度

末
に

な
る

た
め

直
近

の
実

績
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

（
現

時
点

最
新

デ
ー

タ
は

平
成

2
8
年

度
分

）
　

ま
た

「
販

売
農

家
数

」
は

、
「
農

林
業

セ
ン

サ
ス

」
（
農

林
水

産
省

）
に

拠
っ

て
い

る
が

、
5
年

毎
の

統
計

の
た

め
直

近
の

実
績

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
（
現

時
点

最
新

デ
ー

タ
は

平
成

2
6
年

度
分

）
　

毎
年

度
評

価
書

時
に

直
近

デ
ー

タ
の

把
握

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
淡

路
島

全
体

の
農

業
生

産
規

模
を

把
握

す
る

資
料

と
し

て
「
島

内
農

協
の

年
間

野
菜

販
売

高
」
を

基
に

代
替

指
標

を
設

定
す

る
。

　
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
目

標
年

次
で

あ
る

2
0
5
0
(R

3
2
)年

に
お

い
て

、
特

区
指

定
時

の
農

業
生

産
額

を
維

持
す

る
た

め
に

は
、

担
い

手
の

減
少

分
を

補
う

生
産

性
向

上
を

実
現

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

た
め

、
平

成
3
3
年

度
に

一
戸

当
た

り
農

業
生

産
額

を
2
3
3
万

円
に

底
上

げ
す

る
こ

と
を

数
値

目
標

と
し

た
。

　
こ

の
目

標
の

達
成

に
向

け
、

農
と

食
の

人
材

育
成

拠
点

の
形

成
と

し
て

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
養

成
等

を
通

じ
た

野
菜

生
産

、
食

品
加

工
・
レ

ス
ト

ラ
ン

経
営

等
の

６
次

産
業

化
等

に
取

り
組

む
ほ

か
、

廃
校

を
拠

点
と

し
た

エ
コ

植
物

工
場

等
に

よ
る

安
心

の
薬

草
栽

培
等

に
よ

る
高

付
加

価
値

農
作

物
の

生
産

等
に

取
り

組
む

。
　

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
に

よ
る

人
材

養
成

を
通

じ
た

野
菜

生
産

、
６

次
産

業
化

に
つ

い
て

は
、

廃
校

に
な

っ
た

旧
淡

路
市

立
野

島
小

学
校

を
民

間
事

業
者

が
市

か
ら

譲
り

受
け

、
地

域
の

６
次

産
業

化
の

モ
デ

ル
施

設
と

し
て

平
成

2
4
年

８
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
「
の

じ
ま

ス
コ

ー
ラ

」
や

そ
の

姉
妹

店
に

お
い

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
事

業
で

生
産

し
た

農
産

物
の

直
売

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

取
扱

量
の

拡
大

が
見

込
ま

れ
る

。
　

ま
た

、
大

都
市

圏
で

の
Ｐ

Ｒ
活

動
や

、
「
食

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

に
全

島
を

あ
げ

て
取

り
組

み
、

淡
路

島
産

農
畜

水
産

物
の

知
名

度
向

上
、

販
路

拡
大

を
推

進
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
を

進
め

、
一

戸
当

た
り

農
業

生
産

額
の

底
上

げ
を

目
指

す
。

　
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
で

は
、

2
0
5
0
(R

3
2
)年

度
の

一
戸

当
た

り
農

業
生

産
額

の
目

標
を

2
5
6
万

円
と

し
て

い
る

。
　

平
成

2
6
年

度
の

実
績

値
を

ス
タ

ー
ト

台
と

し
て

、
「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
一

戸
当

た
り

農
業

生
産

額
の

目
標

(2
0
5
0
(R

3
2
)年

度
：
2
5
6
万

円
)か

ら
の

逆
算

に
よ

り
、

各
年

度
の

目
標

値
を

設
定

し
た

。
【
代

替
指

標
】

　
「
島

内
販

売
農

家
戸

数
」
が

平
成

2
1
年

度
か

ら
平

成
2
6
年

度
の

減
少

率
(▲

1
3
.9

%
)と

同
じ

ペ
ー

ス
で

減
少

す
る

と
仮

定
し

た
場

合
、

令
和

3
年

度
の

数
値

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

は
、

「
島

内
農

業
生

産
額

」
は

▲
2
.6

1
%
/
年

に
抑

え
る

必
要

が
あ

る
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

「
島

内
農

協
の

年
間

野
菜

販
売

高
」
に

つ
い

て
も

▲
2
.6

1
%
/
年

で
推

移
す

る
こ

と
と

し
、

代
替

指
標

に
お

け
る

目
標

値
を

「
島

内
農

協
の

年
間

野
菜

販
売

高
」
÷

「
島

内
農

協
農

家
戸

数
」
に

よ
り

算
出

す
る

。
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別
紙
１

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

県
、

島
内

３
市

で
は

、
生

産
、

流
通

、
消

費
さ

ら
に

は
観

光
が

一
体

と
な

っ
て

、
食

料
生

産
拠

点
と

し
て

の
淡

路
島

の
魅

力
を

よ
り

一
層

引
き

出
し

、
淡

路
島

産
食

材
の

消
費

拡
大

と
島

内
で

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

「
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
推

進
事

業
」
と

し
て

、
首

都
圏

で
の

淡
路

島
産

農
畜

水
産

物
の

P
R

を
始

め
、

「
淡

路
島

産
食

材
こ

だ
わ

り
宣

言
店

」
の

登
録

や
Ｐ

Ｒ
、

ス
プ

リ
ン

グ
メ

ッ
セ

・
オ

ー
タ

ム
メ

ッ
セ

開
催

に
よ

る
販

売
促

進
等

を
行

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
「
淡

路
島

た
ま

ね
ぎ

」
の

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
の

た
め

、
地

域
団

体
商

標
の

管
理

や
品

質
基

準
の

遵
守

の
た

め
の

研
修

会
、

地
理

的
表

示
（
Ｇ

Ｉ）
登

録
に

む
け

た
活

動
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
取

得
に

あ
た

っ
て

の
研

修
等

を
実

施
し

て
い

る
ほ

か
、

た
ま

ね
ぎ

以
外

の
野

菜
に

つ
い

て
も

Ｇ
Ａ

Ｐ
取

得
に

あ
た

っ
て

の
現

状
把

握
や

事
例

調
査

等
の

活
動

を
支

援
し

て
い

る
。

　
こ

の
他

、
農

と
食

に
関

心
の

あ
る

地
域

住
民

を
対

象
に

、
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
化

や
６

次
産

業
化

等
を

通
じ

た
地

域
づ

く
り

の
取

組
を

周
知

す
る

た
め

、
吉

備
国

際
大

学
と

連
携

し
、

「
農

と
食

の
体

験
ツ

ア
ー

」
も

開
催

し
た

。
(H

3
0
実

績
：
2
回

開
催

、
参

加
者

5
2
名

)
　

洲
本

市
で

は
、

市
内

の
農

業
算

出
額

の
過

半
を

占
め

る
繁

殖
和

牛
の

生
産

を
さ

ら
に

振
興

す
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
行

っ
て

い
た

「
う

し
ぢ

か
ら

誘
発

推
進

事
業

」
に

よ
る

増
頭

に
対

す
る

助
成

事
業

に
加

え
、

大
規

模
増

頭
に

取
り

組
も

う
と

す
る

経
営

体
に

集
中

的
な

支
援

を
講

じ
る

た
め

、
国

の
「
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

」
を

活
用

し
、

大
規

模
牛

舎
建

設
の

た
め

の
計

画
承

認
を

受
け

た
。

ま
た

、
農

業
所

得
向

上
の

た
め

に
は

、
機

械
化

に
よ

る
経

営
規

模
の

拡
大

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
市

単
事

業
に

よ
り

認
定

農
業

者
等

へ
の

機
械

補
助

を
行

っ
て

い
る

。
　

南
あ

わ
じ

市
で

は
、

良
質

堆
肥

を
積

極
的

に
投

入
し

、
地

力
を

高
め

野
菜

の
生

産
安

定
と

高
付

加
価

値
生

産
の

推
進

を
図

る
「
健

全
な

土
づ

く
り

推
進

事
業

」
を

実
施

し
て

お
り

、
取

組
農

家
数

は
8
3
0
件

に
及

ん
だ

。
こ

の
ほ

か
、

長
期

貯
蔵

性
に

優
れ

、
安

定
的

、
継

続
的

に
有

利
に

販
売

で
き

る
玉

葱
晩

生
種

の
種

子
購

入
に

対
し

助
成

を
行

い
、

栽
培

面
積

維
持

拡
大

を
図

る
「
玉

葱
産

地
強

化
事

業
」
等

を
推

進
し

て
い

る
。

　
淡

路
市

で
は

、
優

良
和

牛
を

繁
殖

し
、

生
産

性
を

高
め

る
た

め
に

、
優

良
雌

牛
の

取
得

へ
の

支
援

と
保

留
に

助
成

す
る

「
育

種
系

統
牛

保
留

事
業

」
を

実
施

し
て

い
る

。
そ

の
他

、
淡

路
島

の
食

材
を

お
に

ぎ
り

の
具

材
に

使
用

し
た

ア
イ

デ
ア

を
募

集
す

る
「
具

-
１

グ
ラ

ン
プ

リ
」
を

開
催

し
、

入
賞

作
品

は
ロ

ー
ソ

ン
に

お
い

て
期

間
限

定
で

商
品

化
す

る
な

ど
淡

路
島

の
食

材
を

Ｐ
Ｒ

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

て
い

る
。

　
県

、
南

あ
わ

じ
市

で
は

「
食

を
核

と
し

た
都

市
と

農
村

の
交

流
拠

点
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
６

次
産

業
化

に
よ

る
付

加
価

値
の

向
上

に
取

り
組

む
拠

点
と

し
て

「
あ

わ
じ

島
ま

る
ご

と
食

の
拠

点
施

設
（
美

菜
恋

来
屋

）
」
を

オ
ー

プ
ン

し
、

淡
路

島
産

食
材

の
消

費
拡

大
を

図
る

と
と

も
に

、
広

報
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
、

地
域

が
誇

る
農

水
産

品
の

魅
力

発
信

に
取

組
ん

で
い

る
。

　
島

内
農

協
の

野
菜

の
年

間
販

売
高

は
、

平
成

3
0
年

度
は

8
,8

4
3
百

万
円

（
対

H
2
9
△

2
,7

7
0
百

万
円

）
と

な
っ

た
。

大
幅

な
販

売
高

減
少

の
要

因
と

し
て

は
、

レ
タ

ス
(非

結
球

を
含

む
)（

対
H

2
9
△

1
8
6
1
百

万
円

）
と

白
菜

（
対

H
2
9
△

9
8
7
百

万
円

）
で

あ
り

、
こ

の
２

品
目

で
昨

年
度

か
ら

の
減

少
額

の
全

て
を

占
め

る
。

　
一

方
で

、
県

内
一

の
生

産
量

を
誇

る
玉

葱
の

生
産

に
関

し
て

は
、

昨
年

度
の

販
売

高
か

ら
少

し
持

ち
直

し
、

出
荷

件
数

も
約

9
%
伸

び
て

い
る

。
　

台
風

・
大

雨
に

よ
る

影
響

等
に

よ
り

こ
れ

ま
で

に
な

い
下

落
と

な
っ

た
が

、
現

行
施

策
の

着
実

な
実

施
に

よ
り

、
今

後
も

引
き

続
き

、
島

内
産

作
物

等
の

需
要

拡
大

に
努

め
る

。

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

評
価

指
標

（
７

）
一

戸
当

た
り

農
業

生
産

額

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

外
部

要
因

等
特

記
事

項

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

地
域

独
自

の
取

組
を

引
き

続
き

進
め

る
と

と
も

に
、

大
都

市
圏

で
の

Ｐ
Ｒ

活
動

や
、

「
食

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

、
全

島
を

あ
げ

て
淡

路
島

産
農

畜
水

産
物

の
知

名
度

向
上

、
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
の

取
組

を
今

後
も

推
進

し
て

い
く
。

【
総

合
特

区
事

業
】

　
民

間
事

業
者

が
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

事
業

を
展

開
し

て
農

業
人

材
の

育
成

を
図

り
つ

つ
、

特
色

あ
る

農
産

物
の

生
産

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

同
事

業
者

は
、

廃
校

に
な

っ
た

旧
淡

路
市

立
野

島
小

学
校

を
市

か
ら

譲
り

受
け

、
地

域
の

６
次

産
業

化
の

モ
デ

ル
施

設
、

地
域

活
性

化
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

平
成

2
4
年

8
月

よ
り

「
の

じ
ま

ス
コ

ー
ラ

」
を

オ
ー

プ
ン

し
て

い
る

。
当

該
施

設
に

お
い

て
は

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

事
業

で
生

産
し

た
農

産
物

の
直

売
を

行
う

ほ
か

、
こ

れ
ら

の
農

産
物

を
活

用
し

た
レ

ス
ト

ラ
ン

を
開

設
す

る
な

ど
、

地
域

の
農

業
生

産
額

の
向

上
に

寄
与

し
て

い
る

。
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別
紙
１

　
地

元
食

材
を

使
っ

た
商

品
の

開
発

に
常

時
取

り
組

ん
で

い
る

。
　

地
元

産
の

野
菜

・
果

物
を

生
地

に
練

り
込

ん
だ

ス
ポ

ン
ジ

ケ
ー

キ
や

ク
ッ

キ
ー

に
加

え
、

今
春

か
ら

「
淡

路
島

な
る

と
オ

レ
ン

ジ
」
を

使
用

し
た

マ
ー

マ
レ

ー
ド

ジ
ャ

ム
を

開
発

し
、

販
売

中
で

あ
る

。
　

フ
ー

ド
コ

ー
ト

で
は

直
売

所
の

季
節

ご
と

の
野

菜
・
果

物
を

使
っ

た
新

鮮
フ

レ
ッ

シ
ュ

ス
ム

ー
ジ

ー
ジ

ュ
ー

ス
を

販
売

し
て

い
る

。
　

ま
た

現
在

は
、

南
あ

わ
じ

市
商

工
会

と
市

内
の

飲
食

店
数

社
と

共
同

で
、

た
ま

ね
ぎ

を
使

っ
た

新
し

い
加

工
品

を
検

討
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

・
（
美

菜
恋

来
屋

に
つ

い
て

）
加

工
品

土
産

の
品

備
え

は
豊

富
だ

が
、

商
品

構
成

を
検

討
さ

れ
て

は
ど

う
か

。
例

え
ば

観
光

客
向

け
に

は
常

温
で

持
ち

帰
る

こ
と

が
で

き
る

軽
量

の
も

の
（
ス

ィ
ー

ツ
な

ど
）
の

検
討

も
良

い
の

で
は

な
い

か
。

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］
■

現
地

調
査

時
の

指
摘

事
項

及
び

そ
れ

に
対

す
る

取
組

状
況

等
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別
紙
１

■
目

標
に

向
け

た
取

組
の

進
捗

に
関

す
る

評
価

当
初

（
平

成
2
6
年

度
）

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度
令

和
3
年

度

持
続

人
口

1
7
0
,0

0
0
(人

)
1
7
0
,0

0
0
(人

)
1
7
0
,0

0
0
(人

)
1
7
1
,0

0
0
(人

)
1
7
1
,0

0
0
(人

)

（
う

ち
、

定
住

人
口

）
(1

3
4
,0

0
0
(人

))
(1

3
4
,0

0
0
(人

))
(1

3
3
,0

0
0
(人

))
(1

3
3
,0

0
0
(人

))
(1

3
3
,0

0
0
(人

))

持
続

人
口

1
7
0
,3

1
4
（
人

）
1
6
6
,5

8
3
(人

)
－

（
う

ち
、

定
住

人
口

）
（
1
3
6
,8

4
8
（
人

）
）

（
1
3
1
,9

1
2
（
人

）
）

（
1
2
9
,8

3
6
（
人

）
）

持
続

人
口

9
8
%

－

（
う

ち
、

定
住

人
口

）
(9

8
%
)

(9
7
%
)

目
標

達
成

の
考

え
方

及
び

目
標

達
成

に
向

け
た

主
な

取
組

、
関

連
事

業

評
価

指
標

（
８

）
持

続
人

口
（
定

住
人

口
＋

交
流

人
口

）

代
替

指
標

の
考

え
方

ま
た

は
定

性
的

評
価

※
数

値
目

標
の

実
績

に
代

え
て

代
替

指
標

ま
た

は
定

性
的

な
評

価
を

用
い

る
場

合

目
標

値

実
績

値

寄
与

度
(※

)：
－

(%
)

定
性

的
評

価
（
（
参

考
）
数

値
目

標
（
８

）
1
7
万

人
→

1
7
万

1
千

人
）

（
う

ち
、

定
住

人
口

1
3
万

7
千

人
→

1
3
万

3
千

人
）

進
捗

度
（
％

）

　
持

続
人

口
は

、
「
定

住
人

口
」
＋

「
交

流
人

口
」
で

算
出

し
て

い
る

。
　

定
住

人
口

は
数

値
の

確
定

が
可

能
で

あ
る

が
、

交
流

人
口

（
観

光
客

入
込

客
数

）
は

、
「
兵

庫
県

観
光

客
動

態
調

査
」
（
県

観
光

交
流

課
）
に

拠
っ

て
お

り
、

平
成

3
0

年
度

速
報

値
の

把
握

が
令

和
元

年
1
0
月

に
な

る
た

め
、

適
時

に
は

実
績

値
等

を
算

出
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
　

ま
た

、
他

に
事

業
の

進
捗

を
測

る
適

切
な

代
替

指
標

も
見

当
た

ら
な

い
た

め
、

定
性

的
な

評
価

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
　

定
住

人
口

は
進

捗
率

9
6
.9

％
と

な
り

、
減

少
ス

ピ
ー

ド
が

若
干

速
ま

っ
て

い
る

。
対

前
年

度
に

対
す

る
人

口
減

少
の

要
因

を
見

る
と

、
自

然
減

少
（
出

生
-
死

亡
）
の

割
合

が
約

6
7
％

と
大

き
い

。
　

淡
路

島
観

光
協

会
が

調
査

し
て

い
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
客

数
は

、
対

前
年

度
比

2
.5

％
減

と
な

っ
た

が
、

淡
路

島
と

本
州

及
び

四
国

を
つ

な
ぐ

高
速

道
路

の
橋

上
交

通
量

が
平

成
2
9
年

度
比

0
.5

％
増

と
横

ば
い

で
あ

り
、

淡
路

島
へ

の
訪

問
に

大
き

な
変

動
が

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
交

流
人

口
は

平
成

2
9
年

度
(3

4
,6

7
1

人
)と

同
程

度
と

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。

●
持

続
人

口
（
定

住
人

口
＋

交
流

人
口

）
　

地
域

の
持

続
可

能
性

を
高

め
る

新
た

な
人

口
概

念
と

し
て

、
「
定

住
人

口
」
と

観
光

入
込

等
の

「
交

流
人

口
」
の

2
つ

の
人

口
か

ら
な

る
「
持

続
人

口
」
を

長
期

的
に

維
持

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
　

定
住

人
口

が
減

少
し

て
も

、
そ

れ
を

補
う

だ
け

の
交

流
人

口
の

増
加

が
あ

れ
ば

、
地

域
の

暮
ら

し
・
産

業
は

維
持

さ
れ

る
も

の
と

考
え

る
。

　
定

住
人

口
の

減
少

を
抑

制
す

る
た

め
、

出
生

率
向

上
や

雇
用

創
出

等
に

よ
る

定
住

促
進

に
取

り
組

む
も

の
の

、
高

齢
化

に
伴

う
人

口
減

少
に

歯
止

め
を

か
け

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
定

住
人

口
の

減
少

を
補

う
だ

け
の

交
流

人
口

の
増

加
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

「
持

続
人

口
」
を

維
持

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
　

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
に

お
け

る
長

期
目

標
で

あ
る

2
0
5
0
(R

3
2
)年

の
持

続
人

口
1
6
万

8
千

人
の

確
保

に
向

け
、

令
和

3
年

度
の

持
続

人
口

1
7
万

1
千

人
の

確
保

を
数

値
目

標
と

す
る

。
●

定
住

人
口

　
令

和
3
年

度
の

定
住

人
口

1
3
万

3
千

人
の

確
保

を
数

値
目

標
と

す
る

。
　

新
た

な
定

住
者

の
創

出
を

目
的

と
し

、
各

市
で

窓
口

を
持

つ
移

住
相

談
の

積
極

展
開

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
養

成
や

就
農

支
援

会
社

に
よ

る
支

援
の

ほ
か

、
高

齢
者

に
や

さ
し

い
持

続
交

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

等
を

通
じ

て
、

人
口

の
社

会
減

抑
制

を
目

指
し

、
全

体
と

し
て

人
口

の
減

少
を

抑
制

す
る

。
●

交
流

人
口

　
令

和
3
年

度
の

交
流

人
口

3
万

8
千

人
の

確
保

を
数

値
目

標
と

す
る

。
　

直
接

的
な

交
流

人
口

増
を

目
的

と
し

た
事

業
と

し
て

は
、

淡
路

産
農

畜
水

産
物

の
さ

ら
な

る
ブ

ラ
ン

ド
化

、
高

付
加

価
値

化
を

足
が

か
り

と
し

た
誘

客
の

促
進

の
ほ

か
、

本
構

想
全

体
の

取
組

に
よ

り
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

食
の

自
立

に
向

け
て

積
極

果
敢

に
取

り
組

む
将

来
性

の
あ

る
地

域
、

あ
る

い
は

安
全

・
安

心
で

満
足

度
の

高
い

暮
ら

し
が

実
現

す
る

地
域

と
し

て
の

評
価

を
高

め
る

こ
と

で
、

観
光

入
込

客
数

の
底

上
げ

を
図

る
。

　
ま

た
、

平
成

2
9
年

に
策

定
の

「
淡

路
島

総
合

観
光

戦
略

」
の

推
進

に
よ

る
誘

客
の

増
加

も
目

論
む

。
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別
紙
１

各
年

度
の

目
標

設
定

の
考

え
方

や
数

値
の

根
拠

等
※

定
性

的
評

価
の

場
合

は
、

数
値

の
根

拠
に

代
え

て
計

画
の

進
行

管
理

の
方

法
等

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

評
価

指
標

（
８

）
持

続
人

口
（
定

住
人

口
＋

交
流

人
口

）

●
持

続
人

口
（
定

住
人

口
＋

交
流

人
口

）
　

「
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
」
で

は
、

2
0
5
0
(R

3
2
)年

の
持

続
人

口
の

目
標

を
1
6
万

8
千

人
と

し
て

い
る

。
　

定
住

人
口

お
よ

び
交

流
人

口
の

目
標

の
積

み
上

げ
に

よ
り

持
続

人
口

の
各

年
度

の
目

標
を

設
定

す
る

。
●

定
住

人
口

　
平

成
2
7
年

度
の

実
績

値
と

、
「
兵

庫
県

地
域

創
生

戦
略

」
に

お
け

る
淡

路
地

域
の

目
標

値
（
2
0
2
5
(R

7
)年

度
：
1
3
1
千

人
）
を

参
考

に
各

年
度

の
目

標
値

を
設

定
し

た
。

　
な

お
、

実
績

値
は

、
「
兵

庫
県

推
計

人
口

」
（
県

統
計

課
）
に

よ
る

も
の

と
し

、
３

月
、

４
月

は
人

口
の

移
動

が
激

し
く
適

正
な

数
値

と
な

ら
な

い
こ

と
か

ら
、

1
0
月

1
日

時
点

の
数

値
を

使
用

す
る

。
●

交
流

人
口

　
平

成
2
6
年

度
の

実
績

値
と

、
「
兵

庫
県

地
域

創
生

戦
略

」
に

お
け

る
「
淡

路
県

民
局

地
域

創
生

ア
ク

シ
ョ

ン
・
プ

ラ
ン

」
の

観
光

客
入

込
数

の
目

標
（
2
0
1
9
(R

元
)年

度
：

1
1
,7

4
8
千

人
）
を

参
考

に
各

年
度

の
目

標
値

を
設

定
し

た
。

　
実

績
値

は
、

「
兵

庫
県

観
光

客
動

態
調

査
」
（
県

観
光

交
流

課
）
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

　
定

住
人

口
は

1
2
9
,8

3
6
人

で
進

捗
率

9
6
.9

％
と

な
っ

た
。

対
前

年
度

に
対

す
る

人
口

減
少

の
要

因
は

、
自

然
減

少
（
出

生
-
死

亡
）
の

割
合

が
大

き
く
、

高
齢

化
に

よ
る

影
響

が
顕

著
で

あ
る

と
言

え
る

。
(H

3
0
高

齢
化

率
3
7
%
)

　
淡

路
島

観
光

協
会

が
調

査
し

て
い

る
主

要
観

光
施

設
の

入
込

客
数

は
、

対
前

年
度

比
2
.5

％
減

、
淡

路
島

と
本

州
及

び
四

国
を

つ
な

ぐ
高

速
道

路
の

橋
上

交
通

量
が

対
前

年
比

0
.5

％
増

と
横

ば
い

で
あ

り
、

淡
路

島
へ

の
訪

問
は

昨
年

度
並

み
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

交
流

人
口

と
し

て
は

、
前

年
度

(H
2
9
: 
3
4
,6

7
1
人

)と
同

程
度

と
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

　
し

か
し

現
状

で
は

、
前

年
度

並
み

の
交

流
人

口
で

あ
っ

た
場

合
、

目
標

と
す

る
持

続
人

口
に

は
届

か
ず

、
昨

年
度

同
様

に
定

住
人

口
の

減
を

交
流

人
口

の
増

で
補

う
こ

と
が

で
き

な
い

。

●
定

住
人

口
【
総

合
特

区
事

業
】

　
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
養

成
や

就
農

支
援

会
社

に
よ

る
支

援
で

は
、

既
に

6
名

が
淡

路
島

内
で

就
農

し
、

う
ち

5
名

が
認

定
就

農
者

と
な

っ
て

い
る

。
　

高
齢

者
に

や
さ

し
い

持
続

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
で

は
、

高
速

バ
ス

乗
車

券
の

ＩＣ
カ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

整
備

に
対

す
る

支
援

を
行

い
、

広
域

移
動

を
ス

ム
ー

ズ
に

し
、

公
共

交
通

機
関

の
利

便
性

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
ま

た
、

広
域

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

向
け

て
、

関
係

事
業

者
等

と
の

調
整

を
進

め
、

事
業

の
実

現
性

の
精

査
、

新
た

な
取

組
み

の
方

向
性

の
検

討
等

に
も

取
り

組
む

。

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

淡
路

島
３

市
で

は
、

島
外

か
ら

の
移

住
希

望
者

に
各

市
内

の
空

き
家

情
報

を
集

約
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
紹

介
す

る
「
空

き
家

バ
ン

ク
」
を

実
施

し
て

い
る

。
　

洲
本

市
で

は
、

転
入

者
へ

の
補

助
金

支
給

の
ほ

か
、

新
婚

世
帯

へ
の

家
賃

や
住

宅
購

入
の

支
援

、
出

産
祝

い
金

、
島

外
へ

の
通

勤
者

に
対

す
る

交
通

費
の

助
成

、
Ｕ

ＩＪ
タ

ー
ン

者
や

新
規

学
卒

者
を

雇
用

し
た

事
業

者
へ

の
補

助
な

ど
７

つ
の

促
進

事
業

を
盛

り
込

ん
だ

「
お

帰
り

な
さ

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
若

者
の

定
住

を
促

進
す

る
た

め
、

定
住

促
進

団
地

整
備

事
業

を
実

施
し

、
良

好
な

居
住

環
境

の
整

備
を

図
っ

て
い

る
。

　
南

あ
わ

じ
市

で
は

、
新

婚
世

帯
へ

の
家

賃
補

助
、

出
産

祝
金

、
島

外
通

勤
・
通

学
者

（
一

部
島

内
通

学
者

を
含

む
）
へ

の
交

通
費

助
成

、
マ

イ
ホ

ー
ム

取
得

事
業

補
助

金
の

ほ
か

、
全

国
的

に
も

先
駆

け
て

3
 歳

児
以

上
保

育
料

無
料

化
事

業
を

開
始

し
て

い
る

。
ま

た
、

市
外

か
ら

の
転

入
者

が
住

宅
を

建
築

・
購

入
し

た
場

合
、

住
宅

取
得

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

な
ど

、
市

内
へ

の
定

住
促

進
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
淡

路
市

で
は

、
市

外
か

ら
の

転
入

者
が

市
内

の
民

間
住

宅
に

入
居

す
る

新
婚

世
帯

、
転

入
者

へ
の

家
賃

補
助

な
ど

定
住

化
の

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
淡

路
島

へ
の

移
住

相
談

支
援

窓
口

を
設

け
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
「
あ

わ
じ

Ｆ
Ａ

Ｎ
ク

ラ
ブ

」
が

、
古

民
家

を
改

修
し

、
移

住
希

望
者

が
田

舎
暮

ら
し

を
体

験
で

き
る

短
期

居
住

施
設

を
整

備
し

、
定

住
人

口
拡

大
に

取
り

組
ん

で
い

る
。
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別
紙
１

進
捗

状
況

に
係

る
自

己
評

価
（
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
場

合
は

要
因

分
析

）
及

び
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性

評
価

指
標

（
８

）
持

続
人

口
（
定

住
人

口
＋

交
流

人
口

）

外
部

要
因

等
特

記
事

項

※
寄

与
度

：
一

つ
の

評
価

指
標

に
対

し
て

複
数

の
数

値
目

標
が

あ
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

数
値

目
標

が
評

価
指

標
に

与
え

る
寄

与
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

■
現

地
調

査
時

の
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

　
上

記
の

よ
う

に
、

島
内

３
市

が
そ

れ
ぞ

れ
に

特
徴

あ
る

移
住

施
策

を
実

施
し

て
い

る
。

淡
路

島
の

立
地

を
活

か
し

、
よ

り
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
に

絞
っ

た
移

住
施

策
に

つ
い

て
、

3
市

で
情

報
共

有
を

図
り

な
が

ら
検

討
を

進
め

た
い

。

・
移

住
対

策
が

問
題

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
「
関

西
圏

の
出

身
で

、
比

較
的

親
元

近
く
で

移
住

を
し

た
い

よ
う

な
世

代
」
な

ど
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

り
、

移
住

対
策

を
お

こ
な

う
の

も
有

効
で

は
な

い
か

。

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

【
地

域
独

自
の

取
組

】
　

淡
路

島
の

景
観

を
守

り
、

未
来

に
引

き
継

ぐ
た

め
、

「
淡

路
島

景
観

づ
く
り

運
動

」
を

展
開

し
、

淡
路

景
観

百
景

の
活

用
、

景
観

緑
花

市
民

講
座

や
淡

路
島

景
観

緑
化

交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
た

ほ
か

、
民

間
団

体
に

よ
る

淡
路

島
一

周
サ

イ
ク

リ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
「
淡

路
島

ロ
ン

グ
ラ

イ
ド

1
5
0
」
の

開
催

を
支

援
し

、
都

市
住

民
と

の
交

流
の

拡
大

と
滞

在
型

観
光

の
促

進
を

図
っ

た
。

さ
ら

に
、

民
間

団
体

が
古

道
復

活
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
と

し
て

、
「
五

斗
長

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

事
業

」
を

展
開

す
る

な
ど

、
地

域
独

自
の

取
組

を
幅

広
く
実

施
し

、
交

流
人

口
の

増
加

に
努

め
て

い
る

。
　

自
然

と
ア

ニ
メ

を
幅

広
く
楽

し
む

こ
と

の
で

き
る

体
験

型
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト

「
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

」
が

平
成

2
9
年

7
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
。

開
業

1
年

間
で

約
8
0
万

人
（
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

に
よ

る
推

計
値

）
が

来
園

し
、

県
立

公
園

の
活

性
化

に
貢

献
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

5
月

に
は

園
内

に
宿

泊
施

設
「
グ

ラ
ン

シ
ャ

リ
オ

北
斗

七
星

1
3
5
°

」
が

新
た

に
オ

ー
プ

ン
し

て
お

り
、

更
な

る
利

用
者

の
増

加
が

期
待

さ
れ

る
。

　
　

洲
本

市
で

は
「
域

学
連

携
事

業
」
を

実
施

し
、

地
域

と
大

学
教

員
や

学
生

と
の

連
携

に
よ

り
、

豊
か

な
自

然
と

生
活

文
化

、
農

漁
業

と
食

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
を

活
用

し
た

新
た

な
事

業
モ

デ
ル

の
構

築
と

、
そ

れ
を

有
機

的
に

連
携

さ
せ

た
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
よ

り
、

地
域

産
業

の
創

出
・
強

靱
化

と
、

観
光

を
通

じ
た

地
域

の
活

性
化

に
取

り
組

ん
だ

。
　

南
あ

わ
じ

市
沼

島
で

は
総

合
観

光
案

内
所

「
吉

甚
（
よ

し
じ

ん
）
」
を

中
心

に
地

域
活

性
化

や
交

流
人

口
の

創
出

拡
大

を
目

指
し

、
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
受

付
、

土
産

物
開

発
や

漁
船

に
よ

る
周

遊
船

「
お

の
こ

ろ
ク

ル
ー

ズ
」
を

運
行

し
て

い
る

。
観

光
客

を
呼

び
込

み
、

漁
に

付
加

価
値

を
つ

け
る

取
組

に
よ

り
、

漁
業

と
観

光
産

業
の

連
携

に
よ

る
島

の
経

済
活

性
化

を
図

っ
て

い
る

。
　

淡
路

市
で

は
、

岩
屋

港
で

水
揚

げ
さ

れ
た

シ
ラ

ス
を

丼
ぶ

り
と

し
て

、
島

内
約

6
0
施

設
で

提
供

し
て

い
る

。
年

間
6
1
万

食
を

販
売

す
る

な
ど

観
光

客
の

誘
客

に
大

い
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

漁
業

・
水

産
加

工
業

・
宿

泊
・
飲

食
業

等
が

連
携

し
、

食
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
る

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

っ
て

い
る

。

●
次

年
度

以
降

の
取

組
の

方
向

性
　

淡
路

３
市

や
民

間
事

業
者

が
実

施
す

る
定

住
人

口
促

進
対

策
の

更
な

る
取

組
強

化
を

進
め

、
定

住
人

口
の

減
少

抑
制

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
「
著

名
人

を
活

用
し

た
誘

客
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

展
開

」
、

「
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
対

策
の

推
進

」
、

「
高

速
バ

ス
の

IC
化

の
促

進
」
、

「
淡

路
島

ロ
ン

グ
ラ

イ
ド

１
５

０
の

開
催

支
援

」
、

「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
の

整
備

」
等

に
よ

り
地

域
の

魅
力

を
高

め
、

引
き

続
き

交
流

人
口

の
創

出
拡

大
を

図
る

。
　

さ
ら

に
、

県
立

淡
路

島
公

園
ア

ニ
メ

パ
ー

ク
「
ニ

ジ
ゲ

ン
ノ

モ
リ

」
の

新
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

 オ
ー

プ
ン

や
、

県
立

公
園

あ
わ

じ
花

さ
じ

き
（
仮

称
）
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

等
を

追
い

風
に

、
淡

路
島

へ
の

誘
客

を
促

進
す

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
結

果
に

よ
る

交
流

人
口

の
拡

大
で

、
定

住
人

口
の

減
少

を
カ

バ
ー

し
、

持
続

人
口

の
維

持
を

達
成

す
る

。

●
交

流
人

口
【
総

合
特

区
事

業
】

　
「
の

じ
ま

ス
コ

ー
ラ

」
で

は
、

地
域

の
6
次

産
業

化
の

モ
デ

ル
施

設
、

地
域

活
性

化
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ー

ム
事

業
で

生
産

し
た

農
産

物
の

直
売

を
行

う
ほ

か
、

こ
れ

ら
の

農
産

物
を

活
用

し
た

カ
フ

ェ
、

レ
ス

ト
ラ

ン
を

複
数

開
設

し
て

い
る

。
平

成
2
6
年

７
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
姉

妹
店

の
m

ie
le

で
は

６
万

人
、

平
成

2
8
年

７
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
A

w
aj

i 
C

ra
ft

 C
ir
c
u
sも

９
万

人
の

集
客

が
あ

る
の

に
加

え
、

平
成

2
9
年

9
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
オ

ー
シ

ャ
ン

テ
ラ

ス
で

も
２

万
人

と
、

島
内

外
か

ら
年

間
1
8
万

人
規

模
の

来
客

が
あ

り
、

多
く
の

観
光

客
の

誘
致

に
つ

な
が

っ
て

お
り

、
地

域
活

性
化

に
寄

与
し

て
い

る
。
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別
紙
１
－
２
 
 

目
標

達
成

に
向

け
た

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

　
　

特
区

名
：
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
特

区

年 月
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3

全
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
持

続
の

地
域

づ
く
り

事
業

農
と

暮
ら

し
持

続
の

地
域

づ
く
り

事
業

A
）
農

と
食

の
人

材
育

成
拠

点
の

形
成

b
）
農

の
担

い
手

育
成

B
）
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
の

推
進

R
３

年
度

A
）
身

近
な

地
域

資
源

を
活

用
し

た
多

様
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
へ

の
チ

ャ
レ

ン
a）

地
域

資
源

の
価

値
を

高
め

る
複

合
的

な
バ

イ
オ

マ
ス

利
用

の
実

証

b
）
良

好
な

風
況

を
生

か
し

た
洋

上
・
陸

上
風

力
発

電
所

の
検

討

c）
大

規
模

な
土

取
り

跡
地

等
の

未
利

用
地

を
活

用
し

た
太

陽
光

発
電

所
の

H
2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

２
年

度

C
）
高

齢
者

に
や

さ
し

い
持

続
交

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

d
）
事

業
所

・
家

庭
で

の
太

陽
光

発
電

の
導

入
促

進

a）
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ー
ム

に
よ

る
人

材
養

成

c）
「
ベ

ジ
タ

ブ
ル

ア
イ

ラ
ン

ド
」
の

推
進

C
）
環

境
に

や
さ

し
い

乗
り

物
の

普
及

促
進

a）
電

気
自

動
車

の
普

及
促

進

b
）
淡

路
島

の
野

菜
産

地
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

a）
食

の
ブ

ラ
ン

ド
「
淡

路
島

」
の

推
進

B
）
多

様
な

主
体

の
創

意
工

夫
を

生
か

す
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

の
最

適
化

順
次

整
備

規
模

拡
大

順
次

整
備

規
模

拡
大

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

充
実

、
受

入
人

数
・
耕

地
面

積
の

段
階

的
拡

大
、

修
了

生
の

輩
出

経
営

継
承

悩
み

相
談

室
の

設
置

、
認

定
農

業
者

の
法

人
化

に
向

け
た

研
修

会
等

の
開

催
、

P
R
媒

体
の

作
成

農
業

後
継

者
の

就
農

促
進

、
新

規
就

農
者

の
受

入
促

進

機
械

化
体

系
の

推
進

と
品

質
向

上
の

促
進

野
菜

主
要

５
品

目
（
た

ま
ね

ぎ
、

レ
タ

ス
、

は
く

さ
い

、
キ

ャ
ベ

ツ
、

ト
マ

ト
）
へ

の
省

力
機

械
等

導
入

｢う
ち

エ
コ

診
断

｣展
開

規
模

拡
大

地
域

協
議

会
の

開
催

特
区

計
画

の
変

更
等

の
タ

イ
ミ

ン
グ

等
に

あ
わ

せ
て

適
宜

開
催

酵
素

触
媒

法
に

よ
る

B
D

F
精

製
実

証
プ

ラ
ン

ト
設

置
順

次
、

B
D

F
製

造
量

を
拡

大

順
次

改
良

高
齢

者
用

移
動

体
の

開
発

・
実

証
、

デ
マ

ン
ド

型
社

会
シ

ス
テ

ム
検

討

事
業

者
公

募
に

向
け

た
地

元
等

の
合

意
形

成
と

、

そ
の

た
め

に
必

要
な

調
査

検
討

新
型

搾
油

機
の

導
入

、
B

D
F
製

造
量

の
拡

大

竹
チ

ッ
プ

を
主

燃
料

と
す

る
バ

イ
オ

マ
ス

ボ
イ

ラ
ー

の

設
置

展
開

放
置

竹
林

の
間

伐
な

ど
適

正
管

理
計

画
に

よ
る

竹
林

管
理

洋
上

の
風

況
観

測
、

景
観

調
査

Ｂ
５

燃
料

の
普

及
啓

発

竹
チ

ッ
プ

の
安

定
的

な
供

給
体

制
の

整
備

電
気

自
動

車
導

入
促

進

充
電

器
の

設
置

促
進

規
模

拡
大

タ
ク

シ
ー

・
レ

ン
タ

カ
ー

の
導

入
補

助
タ

ク
シ

ー
・
レ

ン
タ

カ
ー

の
導

入
補

助
・リ

ー
ス

導
入

の
補

助

間
伐

等
に

取
り

組
む

地
域

団
体

の
拡

大

設
置

箇
所

マ
ッ

プ
の

作
成

N
E
W

 F
A

R
M

E
R
養

成
塾

の
開

講

淡
路

島
型

集
落

営
農

組
織

（
組

織
経

営
体

）
の

育
成

淡
路

島
産

食
材

こ
だ

わ
り

宣
言

店
Ｐ

Ｒ
の

実
施

首
都

圏
で

の
淡

路
島

産
農

畜
水

産
物

の
P
R

「
御

食
国

ブ
ラ

ン
ド

」
の

確
立

に
向

け
た

海
外

・
国

内
P
R
事

業
の

実
施

、
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

戦
略

の
再

構

築
ス

プ
リ

ン
グ

メ
ッ

セ
の

開
催

オ
ー

タ
ム

メ
ッ

セ
の

開
催

ス
プ

リ
ン

グ
メ

ッ
セ

の
開

催
オ

ー
タ

ム
メ

ッ
セ

の
開

催

サ
ラ

ダ
用

野
菜

等
新

た
な

作
物

づ
く

り
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別
紙

２

関
連

す
る

数
値

目
標

国
と

の
協

議
の

結
果

、
現

時
点

で
実

現
可

能
な

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

措
置

に
よ

る
事

業
（
本

文
４

②
に

記
載

し
た

も
の

を
除

く
。

）

関
連

す
る

数
値

目
標

評
価

対
象

年
度

に
お

け
る

活
用

の
有

無

数
値

目
標

(1
)

数
値

目
標

(2
)

数
値

目
標

(3
)

あ
り

国
と

の
協

議
の

結
果

、
全

国
展

開
さ

れ
た

措
置

を
活

用
し

た
事

業
（
本

文
４

②
に

記
載

し
た

も
の

を
除

く
。

）

関
連

す
る

数
値

目
標

評
価

対
象

年
度

に
お

け
る

活
用

の
有

無

上
記

に
係

る
現

地
調

査
時

指
摘

事
項

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
等

］

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し

※
関

連
す

る
数

値
目

標
の

欄
に

は
、

別
紙

１
の

評
価

指
標

と
数

値
目

標
の

番
号

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

現
時

点
で

実
現

可
能

な
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
措

置
に

よ
る

事
業

の
名

称
備

考
（
活

用
状

況
等

）

太
陽

光
発

電
施

設
整

備
に

お
け

る
工

場
立

地
法

上
の

規
制

緩
和

平
成

3
0
年

度
に

は
、

新
た

に
１

カ
所

の
大

規
模

太
陽

光
発

電
所

が
稼

働
す

る
な

ど
、

太
陽

光
発

電
施

設
の

整
備

が
進

ん
で

い
る

。

全
国

展
開

さ
れ

た
事

業
の

名
称

備
考

（
活

用
状

況
等

）

■
規

制
の

特
例

措
置

等
を

活
用

し
た

事
業

の
実

績
及

び
評

価
規

制
の

特
例

措
置

を
活

用
し

た
事

業

特
定

（
国

際
戦

略
／

地
域

活
性

化
）
事

業
の

名
称

（
事

業
の

詳
細

は
本

文
４

①
を

参
照

）
規

制
所

管
府

省
に

よ
る

評
価

規
制

所
管

府
省

名
：
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

□
　

特
例

措
置

の
効

果
が

認
め

ら
れ

る
□

　
特

例
措

置
の

効
果

が
認

め
ら

れ
な

い
　

　
　

⇒
□

要
件

の
見

直
し

の
必

要
性

あ
り

□
　

そ
の

他

＜
特

記
事

項
＞
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別
紙
３

■
財
政
・
税
制
・
金
融
支
援
の
活
用
実
績
及
び
自
己
評
価
（
国
の
支
援
措
置
に
係
る
も
の
）

○
財
政
支
援
措
置
の
状
況

事
業
名

関
連
す
る
数
値
目
標

年
度

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

R
3

累
計

備
考

3
8
,3

0
0

0
-

-
-

3
8
,3

0
0

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

3
8
,3

0
0

0
-

-
-

3
8
,3

0
0

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

0
0

-
-

-
0

(0
)

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

3
8
,3

0
0

0
-

-
-

3
8
,3

0
0

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

（
千

円
）

○
税
制
支
援
措
置
の
状
況

税
制
支
援
措
置
の
状
況

事
業
名

関
連
す
る
数
値
目
標

年
度

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

R
3

累
計

備
考

件
数

(
特

筆
す

べ
き

事
項

が
あ

る
場

合
は

記
載

)

○
金
融
支
援
措
置
の
状
況

金
融
支
援
措
置
の
状
況

事
業
名

関
連
す
る
数
値
目
標

年
度

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

R
3

累
計

備
考

大
規
模
な
土
取
り
跡
地

等
の
未
利
用
地
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
所
の

整
備

数
値
目
標
(
1
)

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

件
数

１
(
件
)

０
(
件
)

-
-

-
1
6
(
件

)

(
特

筆
す

べ
き

事
項

が
あ

る
場

合
は

記
載

)
　

前
期

の
取

組
か

ら
通

算
し

て
、

こ
れ

ま
で

1
6
箇

所
の

太
陽

光
発

電
所

の
整

備
に

対
し

て
活

用
が

な
さ

れ
た

。
支

援
の

効
果

も
あ

り
、

島
内

で
は

太
陽

光
発

電
所

の
整

備
が

順
調

に
進

ん
で

い
る

。
　

淡
路

島
内

に
存

在
す

る
大

規
模

な
未

利
用

地
や

産
業

用
地

の
活

用
を

促
進

す
る

た
め

、
今

後
も

引
き

続
き

国
の

支
援

措
置

を
活

用
す

る
ほ

か
、

県
と

し
て

、
民

間
事

業
者

に
対

す
る

情
報

の
提

供
、

関
係

機
関

の
仲

介
等

の
誘

致
活

動
を

実
施

す
る

。

○
上

記
に

係
る

現
地

調
査

時
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
］

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し

財
政
支
援
措
置
の
状
況

洋
上
風
力
発
電
の
事
業

化
可
能
性
調
査

（
風
力
・
地
熱
発
電
に

係
る
地
域
主
導
型
の
戦

略
的
適
抽
出
手
法
の
構

築
事
業
）

数
値
目
標
(
1
)

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

財
政
支
援
要
望

所
管

府
省

名
：

環
境

省
対

応
方

針
の

整
理

番
号

：
2
0
6

特
区

調
整

費
の

活
用

：
無

　
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

平
成

2
8
年

度
か

ら
通

算
し

て
５

回
の

協
議

会
を

開
催

し
、

環
境

面
、

経
済

面
、

社
会

面
を

総
合

的
に

評
価

し
た

上
で

２
エ

リ
ア

を
抽

出
。

　
ま

た
、

公
募

審
査

基
準

に
、

売
電

額
の

一
部

地
元

還
元

な
ど

の
具

体
的

な
地

域
貢

献
ル

ー
ル

を
設

け
る

な
ど

、
事

業
者

公
募

に
向

け
た

検
討

も
行

っ
た

。

国
予
算
(
a
)

（
実
績

）

自
治

体
等

予
算

（
う

ち
民

間
予

算
）

(
b
)
（

実
績

）

総
事
業

費
(
a
+
b
)
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別
紙
４

■
地
域
独

自
の

取
組

の
状

況
及

び
自

己
評
価
（
地
域
に
お
け
る
財
政
・
税
制
・
金
融
上
の
支

援
措

置
、

規
制

緩
和

・
強

化
等

、
体

制
強

化
、

関
連

す
る

民
間

の
取

組
等

）

○
財
政
・

税
制

・
金

融
上

の
支

援
措

置

財
政
支
援

措
置

の
状

況

事
業

名
関
連
す
る
数
値
目
標

実
績

自
己
評
価

自
治
体
名

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

持
続

【
洲
本
市
】

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
2
7
件

　
1
3
7
.
5
3
k
W
　

交
付

額
：

2
,
1
2
8
千

円

【
淡
路
市
】

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
3
1
件

　
1
9
7
.
8
k
W
　

交
付

額
：

1
,
5
4
5
千

円

農
と

暮
ら

し
の

持
続

淡
路

島
の

野
菜

産
地

向
上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数
値
目
標
(
7
)

淡
路
島
の
野
菜
主
要
５
品

目
（

た
ま

ね
ぎ

、
レ

タ
ス

、
は

く
さ

い
、

キ
ャ

ベ
ツ

、
ト

マ
ト

）
等

の
野

菜
の

生
産

面
積

を
拡

大
す
る
た
め
、
機
械
化
体
系

の
推

進
と

品
質

向
上

へ
の

取
組

み
を

支
援

。
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

・
J
A
あ
わ
じ
島
に
お
い

て
た

ま
ね

ぎ
ピ

ッ
カ

ー
の

導
入

補
助

（
補

助
金

2
,
5
0
0
千

円
）

・
J
A
淡
路
日
の
出
に
お

い
て

、
レ

ン
タ

ル
農

機
（

玉
葱

機
械

）
の

導
入

補
助

（
補

助
金

1
,
3
0
8
千

円
）

・
南
あ
わ
じ
市
の
農
業
法

人
お

い
て

、
た

ま
ね

ぎ
の

乾
燥

機
の

導
入

補
助

（
補

助
金

4
1
9
千

円
）

左
記
の
経
費
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
農
産
物
の
生
産
拡
大
及
び
品
質
向
上
に
寄
与
で
き
た
。

兵
庫

県

地
域
の
担

い
手

応
援

事
業

数
値
目
標
(
6
)

数
値
目
標
(
7
)

新
た
に
農
地
を
借
受
け
、

規
模

拡
大

す
る

認
定

農
業

者
・

認
定

新
規

就
農

者
に

対
し

、
機

械
・

施
設

導
入

費
用

を
助

成
。

〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
9
件
、

交
付

額
3
,
2
5
3
千

円
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
1
0
件

、
交

付
額

3
,
4
4
3
千

円

新
た
に
農
地
を
借
り
受
け
て
規
模
の
拡
大
を
進
め
る
認
定
農
業
者
や
認
定
新
規
就
農
者
に
、
農
業
用
機

械
等
の
導
入
費
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の
解
消
及
び
地
域
の
担
い
手
の
育
成
に
寄
与
し
た
。

洲
本

市

吉
備
国
際

大
学

南
あ

わ
じ

志
知

キ
ャ

ン
パ
ス
地
域

創
成

農
学

部
と

の
連

携
数
値
目
標
(
5
)

農
を
主
軸
と
し
た
地
域
再

生
を

目
指

し
て

、
環

境
・

福
祉

を
融

合
さ

せ
た

領
域

の
人

材
育

成
を

行
う

大
学

学
部

を
誘

致
し

、
地
域
再
生
の
担
い
手
を
育

成
。

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
大

学
入

学
奨

励
金

：
1
3
,
0
5
0
千

円

開
学
か
ら
4
年
が
経
過
し
、
平
成
2
9
年
4
月
か
ら
は
地
域
創
生
農
学
研
究
科
修
士
課
程
を
開
設
す
る
な

ど
、
食
と
農
の
持
続
的
な
発
展
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
農
を
主
軸
と
し
た
地
域
再
生
の
担
い
手
育
成

に
寄
与
し
て
い
る
。

南
あ

わ
じ

市

淡
路
島
 
農
と

食
の

体
験

ツ
ア

ー
数
値
目
標
(
5
)

数
値
目
標
(
7
)

農
と
食
に
関
心
の
あ
る
地

域
住

民
を

対
象

に
、

取
組

を
進

め
る

農
業

生
産

法
人

等
へ

の
現

地
見

学
や

体
験

ツ
ア

ー
を

開
催

し
、
農
と
食
の
人
材
を
育

成
。

〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
2
回
開

催
　

参
加

者
6
3
名

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
2
回
開

催
　

参
加

者
5
2
名

認
知
度
向
上
に
合
わ
せ
参
加
者
数
も
増
え
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
6
次
産
業
化
等
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
の
取
組
や
、
そ
の
成
果
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

兵
庫

県

竹
資
源
有

効
利

用
事

業
数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

数
値
目
標
(
4
)

平
成
2
8
年
度
に
、
竹
チ

ッ
プ

を
主

燃
料

と
す

る
バ

イ
オ

マ
ス

ボ
イ

ラ
ー

を
ウ

ェ
ル

ネ
ス

パ
ー

ク
五

色
の

温
浴

施
設

に
設

置
。

竹
チ
ッ
プ
製
造
の
た
め
に

放
置

竹
林

の
間

伐
等

適
正

管
理

を
行

う
こ

と
で

、
有

害
鳥

獣
に

よ
る

農
業

被
害

の
軽

減
と

、
美

し
い
里
山
の
保
全
を
推
進
。

平
成
2
9
年
度
、
平
成
3
0
年

度
は

、
一

定
の

ま
と

ま
り

の
あ

る
竹

林
の

整
備

活
動

等
を

行
う

団
体

等
に

対
し

、
活

動
に

要
す

る
費
用
等
を
補
助
。

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
地
産
地
消
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
と
、
既
存
ボ
イ
ラ
ー
の
重
油
消
費
量
半
減
に

よ
る
C
O
2
排
出
削
減
に
寄
与
す
る
。

洲
本

市

淡
路
市
竹

資
源

利
用

促
進

事
業

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

数
値
目
標
(
4
)

A
重
油
の
価
格
高
騰
に
よ

り
、

淡
路

市
が

誇
る

花
き

栽
培

に
係

る
冬

期
の

施
設

内
暖

房
費

用
が

大
き

な
負

担
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か
ら
、
初
期
暖
房
は
近

年
問

題
と

な
っ

て
い

る
竹

を
活

用
し

た
竹

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
に

よ
る

熱
循

環
を

、
温

度
調

整
は

従
来
の
重
油
を
利
用
す
る
こ

と
で

、
暖

房
の

効
率

化
に

よ
る

経
費

の
節

減
を

図
る

。
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

　
竹
資
源
供
給
体
制
整
備

事
業

　
継

続
（

竹
林

整
備

活
動

）
（

6
8
3
千

円
）

 
 
竹
資
源
供
給
体
制
整

備
事

業
　

新
規

（
竹

林
整

備
活

動
）

（
1
0
0
0
千

円
）

竹
チ
ッ
プ
の
有
効
利
用
が
実
証
に
よ
り
、
花
き
生
産
以
外
に
も
広
く
展
開
し
、
化
石
燃
料
の
使
用
削

減
、
再
生
可
能
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
及
び
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

淡
路

市

住
宅
用
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

設
置

費
補
助
金

数
値
目
標
(
1
)

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

前
年
度
に
比
べ
導
入
件
数
は
減
少
し
た
が
、
補
助
金
制
度
の
浸
透
に
よ
り
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
導
入

が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
進
み
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

洲
本

市

淡
路

市

あ
わ

じ
竹

資
源

エ
ネ

ル
ギ
ー

化
５

か
年

計
画
の
実

施

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

数
値
目
標
(
4
)

島
内
に
豊
富
に
存
在
す
る

竹
資

源
を

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
活

用
し

、
放

置
竹

林
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
、

令
和
元
年
度
に
竹
チ
ッ
プ
を

年
間

5
0
0
ト

ン
生

産
し

消
費

す
る

｢
あ

わ
じ

竹
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
５

カ
年

計
画

｣
を

実
施

。
①
竹
資
源
供
給
体
制
整
備

事
業

竹
チ
ッ
プ
の
需
要
拡
大
に

対
応

す
る

た
め

、
地

域
住

民
等

が
自

ら
行

う
竹

林
整

備
活

動
等

に
対

し
て

、
資

機
材

購
入

等
に

係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
。

〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
2
地
域

団
体

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
4
地
域

団
体

島
内
の
温
浴
施
設
へ
の
大
型
竹
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
や
、
導
入
済
ボ
イ
ラ
ー
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
各

種
設
備
の
導
入
補
助
等
を
進
め
、
引
き
続
き
竹
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
等
の
普
及
促
進
、
計
画
的
な
竹
チ
ッ

プ
の
需
給
創
出
を
図
る
。

兵
庫

県

Ｅ
Ｖ
ア
イ

ラ
ン

ド
あ

わ
じ

推
進

事
業

数
値
目
標
(
2
)

電
気
自
動
車
(
E
V
)
と
充
電

器
導

入
を

併
せ

て
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
全

県
に

先
駆

け
た

E
V
導

入
モ

デ
ル

地
域

と
し

て
E
V
の

普
及
を
促
進
。

①
電
気
自
動
車
等
導
入
補

助
〔
H
2
4
年
度
実
績
〕
3
0
0
千

円
×

4
0
台

　
対

象
　

島
内

事
業

者
〔
H
2
5
年
度
実
績
〕
3
0
0
千

円
×

5
4
台

　
2
5
0
千

円
×

7
台

 
 
対

象
　

島
内

事
業

者
、

島
内

在
住

個
人

〔
H
2
6
年
度
実
績
〕
3
0
0
千

円
×

8
2
台

　
対

象
　

島
内

事
業

者
、

島
内

在
住

個
人

　
　
　
　
　
　
　
 
7
0
0
千

円
×

 
3
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

、
レ

ン
タ

カ
ー

、
教

習
所

事
業

者
〔
H
2
7
年
度
実
績
〕
7
0
0
千

円
×

 
1
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

、
レ

ン
タ

カ
ー

、
教

習
所

、
宅

配
事

業
者

〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
5
0
0
千

円
×

 
1
台

　
対

象
　

島
内

タ
ク

シ
ー

、
レ

ン
タ

カ
ー

②
充
電
器
設
置
補
助
事
業

〔
H
2
6
年
度
実
績
〕
5
0
0
千

円
×

1
基

〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
5
0
千

円
×

1
箇

所

電
気
自
動
車
の
普
及
に
先
鞭
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
2
9
年
度
は
、
島
内
の
タ
ク
シ
ー
・
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
等
を
対
象
と
し
た
電
気
自
動
車
・
充
電
器

の
導
入
補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
超
小
型
Ｅ
Ｖ
を
活
用
し
た
、
安
心
し
て
走
行
で
き
る
島
内
環
境

の
Ｐ
Ｒ
等
を
通
じ
、
Ｅ
Ｖ
の
普
及
啓
発
促
進
を
図
っ
た
。

令
和
元
年
度
は
、
電
気
自
動
車
購
入
に
加
え
、
リ
ー
ス
に
対
し
て
の
補
助
制
度
を
設
け
、
Ｅ
Ｖ
の
さ
ら

な
る
導
入
を
促
進
す
る
。

兵
庫

県

あ
わ
じ
菜

の
花

エ
コ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推
進

数
値
目
標
(
2
)

菜
の
花
油
販
売
促
進
事
業

、
菜

の
花

種
子

配
布

事
業

、
生

産
者

支
援

事
業

等
に

よ
り

島
民

運
動

と
し

て
推

進
。

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
菜

の
花

種
子

を
希

望
者

に
配

布
.
菜

種
収

穫
高

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
「

栽
培

セ
ミ

ナ
ー

」
を

実
施

。
種
子
配
布
や
栽
培
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
利
用
補
助
を
実
施
し
た
効
果
に
よ
り
、
栽
培

面
積
が
増
加
し
て
い
る
。

兵
庫

県
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別
紙
４

財
政
支
援

措
置

の
状

況

事
業

名
関
連
す
る
数
値
目
標

実
績

自
己
評
価

自
治
体
名

淡
路
市
U
タ
ー

ン
等

促
進

家
賃

補
助

事
業

数
値
目
標
(
8
)

淡
路
市
に
転
入
し
、
転
入

日
か

ら
市

内
法

人
等

に
正

社
員

と
し

て
就

職
し

た
日

ま
で

の
期

間
が

1
年

以
内

で
、

市
内

の
民

間
賃

貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

方
に

対
し

て
、

家
賃

補
助

を
実

施
す

る
。

〔
H
3
0
年
度
見
込
〕
申

請
受

付
1
5
件

、
補

助
金

交
付

額
 
7
8
5
千

円

市
外
か
ら
の
移
住
者
の
定
住
を
促
し
、
定
住
人
口
の
増
加
に
寄
与
で
き
た
。

淡
路

市

淡
路
市
新

婚
世

帯
家

賃
補

助
事

業
数
値
目
標
(
8
)

市
内
の
民
間
住
宅
に
入
居

す
る

新
婚

世
帯

へ
の

家
賃

補
助

を
実

施
。

平
成

2
5
年

度
か

ら
家

賃
額

等
の

要
件

を
緩

和
し

、
補

助
対
象
を
拡
大
し
た
。

〔
H
3
0
年
度
見
込
〕
申

請
受

付
　

9
3
件

、
補

助
金

交
付

額
7
,
7
1
0
千

円

新
婚
世
帯
へ
補
助
す
る
こ
と
で
、
結
婚
を
契
機
と
し
た
市
内
へ
の
定
住
を
促
進
し
、
定
住
人
口
の
増
加

に
寄
与
で
き
た
。

淡
路

市

淡
路
市
暮

ら
し

て
ス

マ
イ

ル
定

住
者

助
成

数
値
目
標
(
8
)

市
外
か
ら
の
転
入
者
が
新

築
住

宅
を

取
得

し
た

場
合

に
地

方
税

法
に

よ
る

固
定

資
産

税
の

軽
減

が
終

了
し

た
後

に
お

い
て

も
、
引
き
続
き
5
年
間
減

額
相

当
額

を
助

成
す

る
。

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
申

請
受

付
1
3
件

　
助

成
金

交
付

額
6
2
6
千

円

市
外
か
ら
の
移
住
者
の
新
築
住
宅
の
取
得
に
対
し
助
成
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
定
住
を
促
し
、
定
住

人
口
の
増
加
に
寄
与
で
き
た
。

淡
路

市

お
帰

り
な

さ
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

洲
本

市
定
住
促

進
事

業
数
値
目
標
(
8
)

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ

れ
か

ら
も

ず
っ

と
住

み
続

け
た

い
と

思
う

ま
ち

づ
く

り
」

を
テ

ー
マ

に
定

住
人

口
増

加
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
下
記
7
つ

の
促

進
事

業
を

実
施

。
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

①
転
入
世
帯
定
住
促
進
補

助
事

業
　
世
帯
主
が
5
0
歳
未
満

の
2
人

以
上

の
転

入
世

帯
に

、
最

長
3
年

間
補

助
金

(
月

額
1
万

円
)
を

交
付

。
　
交
付
件
数
　
1
5
4
件

、
補

助
金

交
付

額
　

1
7
,
6
6
0
千

円
②
転
入
世
帯
住
宅
取
得
奨

励
金

交
付

事
業

　
世
帯
主
が
5
0
歳
未
満

の
2
人

以
上

の
転

入
世

帯
が

住
宅

を
新

築
又

は
購

入
し

た
場

合
に

3
年

間
奨

励
金

(
固

定
資

産
税

額
相

当
分
)
を
交
付

　
交
付
件
数
　
5
6
件
、

奨
励

金
交

付
額

　
3
,
3
5
5
千

円
③
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事

業
　
夫
婦
の
年
齢
の
合
計
が

8
0
歳

未
満

の
新

婚
世

帯
が

民
間

の
賃

貸
住

宅
で

生
活

し
て

い
る

場
合

に
、

最
長

3
年

間
補

助
金

(
月

額
1
万
円
)
交
付

交
付
件
数
　
1
4
8
件
、

補
助

金
交

付
額

　
1
4
,
3
5
0
千

円
④
新
婚
世
帯
住
宅
取
得
奨

励
金

交
付

事
業

　
夫
婦
の
年
齢
の
合
計
が

8
0
歳

未
満

の
新

婚
世

帯
が

、
住

宅
を

新
築

又
は

購
入

し
た

場
合

に
3
年

間
奨

励
金

(
月

額
1
万

円
)
を

交
付

　
交
付
件
数
　
3
9
件
、

補
助

金
交

付
額

　
3
,
3
9
0
千

円
⑤
出
産
祝
金
支
給
事
業

　
第
2
子
以
降
を
出
産
し

養
育

し
て

い
る

父
又

は
母

に
祝

金
5
万

円
を

支
給

　
交
付
件
数
　
1
2
0
件

、
交

付
額

　
6
,
0
0
0
千

円
⑥
通
勤
者
交
通
費
助
成
事

業
　
高
速
バ
ス
等
を
利
用
し

て
島

外
に

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

に
交

通
費

(
通

勤
手

当
除

く
)
の

5
0
％

を
助

成
　
交
付
件
数
　
1
8
件
、

交
付

額
　

1
,
3
5
4
千

円
⑦
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
雇

用
奨

励
事

業
　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
又
は

新
規

学
卒

者
を

正
規

雇
用

し
た

事
業

所
に

1
0
万

円
/
人

を
交

付
　
交
付
件
数
　
4
事
業
所

、
交

付
額

　
3
,
3
0
0
千

円

平
成
2
9
年
度
か
ら
、
新
た
に
｢
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
雇
用
奨
励
金
｣
を
設
け
、
移
住
促
進
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
お
帰
り
な
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｢
定
住
促
進
事
業
｣
の
全
事
業
に
つ
い
て
、
順
調
な
交
付

実
績
と
な
っ
た
。
移
住
や
U
タ
ー
ン
し
て
洲
本
市
で
生
活
す
る
こ
と
を
考
え
た
り
、
結
婚
、
出
産
を
機

に
定
住
を
考
え
る
1
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
定
住

人
口
の
増
加
に
繋
げ
る
た
め
、
制
度
の
P
R
に
努
め
た
い
。

洲
本

市

あ
わ
じ
島

ま
る

ご
と

食
の

拠
点

施
設

の
整
備
促
進

数
値
目
標
(
7
)

「
食
を
核
と
し
た
都
市
と

農
村

の
交

流
拠

点
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

６
次

産
業

化
に

よ
る

付
加

価
値

の
向

上
に

取
り

組
む

拠
点
と
し
て
、
「
あ
わ
じ
島

ま
る

ご
と

食
の

拠
点

施
設

」
を

整
備

。
（
平
成
2
7
年
３
月
に
直

売
所

・
レ

ス
ト

ラ
ン

「
美

菜
恋

来
屋

(
み

な
こ

い
こ

い
や

)
」

を
オ

ー
プ

ン
）

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

　
食
の
拠
点
施
設
活
用
推

進
、

生
産

拡
大

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

検
討

委
員

会
開

催
等

地
域
が
誇
る
農
水
産
品
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
融
合
し
た
6
次
産
業
化
に
よ

る
付
加
価
値
の
向
上
に
取
り
組
む
拠
点
と
し
て
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

南
あ

わ
じ

市

あ
わ

じ
環

境
未

来
島

構
想

支
援

制
度

（
立
地
支

援
制

度
）

数
値
目
標
(
7
)

数
値
目
標
(
8
)

①
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構

想
支

援
割

引
制

度
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、

地
域

ブ
ラ

ン
ド

発
展

、
高

齢
者

の
生

活
向

上
等

に
寄

与
す

る
企

業
の

新
規

投
資

を
促

進
。

　
・
対
象
用
地
　
津
名
地

区
産

業
用

地
　

・
割

引
率

　
2
0
%

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
1
件

②
中
小
企
業
支
援
ゾ
ー
ン

の
設

置
　
島
内
中
小
企
業
の
新
規

投
資

支
援

の
た

め
、

特
別

に
中

小
企

業
向

け
立

地
促

進
ゾ

ー
ン

を
設

置
す

る
。

　
対
象
用
地
　
津
名
地
区

（
志

筑
）

の
小

区
画

　
・

価
格

　
1
2
千

円
/
㎡

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
1
件

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
2
8
年
4
月
か
ら
｢
中
小
企
業
支
援
ゾ
ー
ン
｣
で

の
価
格
値
下
げ
、
対
象
用
地
の
拡
大
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
周
知
に
努
め
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
。

兵
庫

県

健
全
な
土

づ
く

り
推

進
事

業
数
値
目
標
(
7
)

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
取

組
農

家
数

8
3
0
件

、
良

質
堆

肥
利

用
料

8
6
5
1
.
1
t
、

補
助

金
交

付
額

：
2
,
5
9
5
千

円
良
質
堆
肥
を
積
極
的
に
投
入
し
、
地
力
を
高
め
野
菜
の
生
産
安
定
と
高
付
加
価
値
生
産
の
推
進
に
寄
与

で
き
た
。

南
あ

わ
じ

市

玉
葱
産
地

強
化

事
業

数
値
目
標
(
7
)

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
取

組
農

家
数

1
,
0
6
6
件

、
取

組
面

積
2
3
8
h
a
、

補
助

金
交

付
額

：
3
.
0
6
6
千

円
長
期
貯
蔵
性
に
優
れ
、
安
定
的
、
継
続
的
に
有
利
販
売
で
き
る
玉
葱
晩
生
種
の
種
子
購
入
に
対
し
助
成

を
行
い
、
栽
培
面
積
維
持
拡
大
に
寄
与
で
き
た
。

南
あ

わ
じ

市
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別
紙
４

財
政
支
援

措
置

の
状

況

事
業

名
関
連
す
る
数
値
目
標

実
績

自
己
評
価

自
治
体
名

両
分

野
横

断

デ
マ
ン
ド

交
通

実
証

事
業

数
値
目
標
(
8
)

バ
ス
路
線
の
廃
止
等
に
よ

り
生

じ
た

公
共

交
通

空
白

地
域

（
山

田
地

区
)
に

お
い

て
、

地
域

の
実

情
と

住
民

の
移

動
ニ

ー
ズ

に
合
う
新
た
な
交
通
シ
ス
テ

ム
と

し
て

デ
マ

ン
ド

方
式

に
よ

る
運

行
を

実
施

す
る

。
想
定
し
た
平
均
乗
車
人
数
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
運
行
支
援
を
継
続
す
る
。

淡
路

市

高
速
バ
ス

Ｉ
Ｃ

化
の

促
進

数
値
目
標
(
8
)

淡
路
島
の
人
口
増
や
地
域

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

高
速

バ
ス

Ｉ
Ｃ

化
に

よ
る

一
層

の
利

便
性

向
上

を
推

進
。

県
と
島
内
3
市
が
国
庫
補

助
事

業
に

淡
路

地
域

独
自

の
Ｉ

Ｃ
導

入
促

進
補

助
を

上
乗

せ
支

援
(
県

・
市

補
助

：
1
/
5
⇒

1
/
3
)
し

、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を

導
入

。
〔
H
2
8
年
度
実
績
〕
西

日
本

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

(
株

)
2
5
台

、
本

四
海

峡
バ

ス
(
株

)
3
8
台

〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
神

姫
バ

ス
(
株

)
1
9
台

来
島
者
等
の
一
層
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
支
援
を
継
続
す
る
。

兵
庫

県

あ
わ
じ
環

境
未

来
島

構
想

推
進

事
業

数
値
目
標
(
1
)

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
3
)

数
値
目
標
(
8
)

地
域
資
源
を
生
か
し
た
新

し
い

地
域

振
興

モ
デ

ル
創

出
へ

の
取

り
組

み
を

行
う

｢
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
｣
推

進
の

た
め

、
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
特
区

計
画

の
改

訂
を

踏
ま

え
、

構
想

に
掲

げ
る

｢
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
持

続
｣
｢
農

と
食

の
持

続
｣
｢
暮

ら
し

の
持

続
｣
の
実
現
に
向
け
、
住

民
組

織
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
・

企
業

・
行

政
等

の
協

同
体

に
よ

り
行

わ
れ

る
先

駆
的

・
モ

デ
ル

的
な

取
り

組
み

に
対
し
て
支
援
。

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
新

規
事

業
6
件

、
継

続
事

業
5
件

　
(
新
規
事
業
)
　
・
沼

島
地

区
あ

わ
じ

環
境

未
来

島
構

想
推

進
協

議
会

（
1
,
0
0
0
千

円
）

　
　
　
　
　
　
　
・
南
あ

わ
じ

市
定

住
促

進
協

議
会

（
5
0
0
千

円
）

　
　
　
　
　
　
　
・
南
あ

わ
じ

市
縁

結
び

事
業

推
進

協
議

会
（

5
0
0
千

円
）

　
　
　
　
　
　
　
・
あ
わ

じ
次

世
代

テ
ッ

ク
推

進
会

（
6
4
8
千

円
）

　
　
　
　
　
　
　
・
淡
路

島
竹

資
源

活
用

推
進

委
員

会
（

1
,
1
2
0
千

円
）

　
　
　
　
　
　
　
・
洲
本

市
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
協

議
会

（
2
,
0
0
0
千

円
）

人
口
減
少
・
経
済
縮
小
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
淡
路
島
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
ん
だ
観
光
振
興

や
捕
獲
鳥
獣
の
食
肉
活
用
に
よ
る
鳥
獣
害
対
策
の
促
進
な
ど
、
地
域
社
会
の
問
題
解
決
を
図
る
先
進

的
・
モ
デ
ル
的
な
取
組
が
数
多
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
新
し
い
地
域
振
興
モ
デ
ル
に
よ
る
構
想
の
実
現
に
向
け
、
島
民
の
意
識
醸
成
が
進
ん
だ
結

果
、
地
域
に
お
け
る
取
組
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

兵
庫

県

淡
路

島
ロ

ン
グ

ラ
イ

ド
1
5
0
の

開
催

支
援

数
値
目
標
(
8
)

民
間
に
よ
る
淡
路
島
一
周

サ
イ

ク
リ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
支

援
な

ど
、

サ
イ

ク
リ

ス
ト

を
受

け
入

れ
る

取
組

を
進

め
、

観
光
需
要
の
拡
大
、
交
流
促

進
に

よ
る

地
域

活
性

化
を

推
進

。
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

　
開
催
日
：
平
成
3
0
年

9
月

2
4
日

(
月

・
祝

）
　

参
加

者
2
,
1
8
4
人

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
あ
わ
じ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
、
都
市
住
民
と
の
交
流
の
拡
大
と

滞
在
型
観
光
の
需
要
の
喚
起
を
図
り
、
地
元
で
の
開
催
体
制
整
備
、
交
通
安
全
対
策
、
地
元
歓
迎
行
事

等
の
実
施
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
た
。

兵
庫

県
洲

本
市

南
あ

わ
じ

市
淡

路
市

「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム

」
の

整
備

数
値
目
標
(
8
)

構
想
に
掲
げ
る
「
島
ま
る

ご
と

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

化
」

の
実

現
に

向
け

、
古

道
復

活
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
と

し
て

、
「

五
斗
長
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

事
業

」
（

五
斗

長
地

区
周

辺
の

古
道

を
復

活
さ

せ
、

そ
こ

に
樹

木
等

を
芸

術
的

に
加

工
し
て
配
置
す
る
こ
と
等
に

よ
り

、
交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
事

業
）

を
実

施
。

地
元
住
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
同
し
、
新
た
な
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
・
設
置
を
行
う
中
で
、
更
な
る

地
域
住
民
の
地
域
づ
く
り
へ
の
気
運
の
醸
成
が
図
ら
れ
た
。
H
P
等
の
広
報
に
よ
り
、
島
内
外
に
広
く
周

知
で
き
た
こ
と
で
、
問
い
合
わ
せ
や
見
学
者
が
増
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
交
流
人
口
の
増
加
に

寄
与
で
き
た
。
今
後
も
新
た
な
作
品
設
置
を
地
域
住
民
と
共
に
行
い
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
更
な
る
交
流
人
口
増
加
を
図
る
。

兵
庫

県

淡
路
島
景

観
づ

く
り

運
動

の
推

進
数
値
目
標
(
8
)

淡
路
島
の
景
観
を
守
り
、

未
来

に
引

き
継

ぐ
た

め
、

「
守

り
育

て
る

」
「

調
和

さ
せ

る
」

「
活

か
す

」
の

三
つ

視
点

か
ら

”
淡
路
島
の
景
観
づ
く
り
運

動
”

を
推

進
。

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

「
俳
句
で
詠
む
淡
路
島
百

景
」

冊
子

の
発

刊
(
2
0
,
0
0
0
部

)

淡
路
島
の
優
れ
た
景
観
に
つ
い
て
、
各
事
業
を
通
じ
て
島
内
外
へ
の
P
R
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
共
有
や
人
材
育
成
、
意
識
共
有
等
に
よ
る
一
体
的
な
取
組
を
進

め
、
淡
路
島
に
お
け
る
景
観
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

兵
庫

県

南
あ
わ
じ

市
定

住
促

進
事

業
数
値
目
標
(
8
)

南
あ
わ
じ
市
へ
の
移
住
定

住
を

促
進

す
る

た
め

、
各

種
補

助
金

等
を

交
付

。
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕

①
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事

業
　
夫
婦
の
年
齢
の
合
計
が

8
0
歳

未
満

の
新

婚
世

帯
が

民
間

の
賃

貸
住

宅
で

生
活

し
て

い
る

場
合

に
、

最
長

3
年

間
補

助
金

（
家

賃
5
万
円
以
上
:
月
額
1
万

円
、

家
賃

3
万

円
以

上
5
万

円
未

満
:
月

額
5
千

円
）

を
交

付
　
申
請
件
数
　
1
6
2
件

、
交

付
額

　
1
3
,
8
1
0
千

円
②
出
産
祝
金
支
給
事
業

　
市
内
に
居
住
し
出
産
さ

れ
た

方
に

祝
金

を
支

給
　
申
請
件
数
　
2
8
0
件

、
交

付
額

　
1
2
,
7
4
0
千

円
③
通
勤
・
通
学
者
交
通
費

助
成

事
業

　
高
速
バ
ス
の
利
用
に
よ

る
居

住
地

か
ら

の
通

勤
・

通
学

を
奨

励
す

る
た

め
、

島
外

通
勤

者
と

島
内

通
学

者
に

負
担

額
の

2
0
％
、
島
外
通
学
者
に

3
0
％

を
助

成
　
申
請
件
数
　
1
6
7
件

、
交

付
額

　
1
1
,
3
2
8
千

円
④
3
歳
児
以
上
保
育
料
無

料
　
保
育
所
(
園
)
・
幼
稚

園
に

通
所

し
て

い
る

3
歳

以
上

の
児

童
に

つ
い

て
、

保
育

料
を

無
料

（
給

食
費

の
み

負
担

）
　
対
象
件
数
　
9
0
5
件

　
保

育
所

（
こ

ど
も

園
含

む
）

:
8
2
2
人

(
1
,
2
9
2
人

の
う

ち
)
、

幼
稚

園
:
8
3
人

⑤
私
立
幼
稚
園
保
育
料
減

免
補

助
金

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制

度
に

入
っ

て
い

な
い

幼
稚

園
が

3
歳

、
4
歳

、
5
歳

児
の

保
育

料
を

減
免

し
た

場
合

に
そ

の
減

免
分
の
一
部
に
つ
い
て
補
助

金
を

支
給

　
件
数
　
1
3
人
　
2
,
3
3
0
千

円
⑥
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
事
業

補
助

金
　
市
外
か
ら
市
内
へ
転
入

し
住

宅
を

新
築

又
は

新
築

住
宅

・
中

古
住

宅
を

購
入

し
、

そ
の

住
宅

に
１

０
年

以
上

定
住

す
る

者
に
補
助
金
を
交
付

　
件
数
　
5
3
件
、
交
付

額
　

1
2
2
,
5
0
0
千

円

各
種
定
住
促
進
事
業
が
順
調
に
推
移
し
、
市
内
へ
の
定
住
進
、
定
住
人
口
の
増
加
に
寄
与
で
き
た
。

南
あ

わ
じ

市
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別
紙
４

税
制
支
援

措
置

の
状

況

事
業

名
関
連
す
る
数
値
目
標

実
績

自
己
評
価

自
治
体
名

金
融
支
援

措
置

の
状

況
事

業
名

関
連
す
る
数
値
目
標

実
績

自
己
評
価

自
治
体
名

○
規
制
緩

和
・

強
化

等

規
制
緩
和

取
組

関
連
す
る
数
値
目
標

直
接

効
果

（
可

能
で

あ
れ

ば
数

値
を

用
い

る
こ

と
）

自
己
評
価

自
治
体
名

規
制
強
化

取
組

関
連
す
る
数
値
目
標

直
接

効
果

（
可

能
で

あ
れ

ば
数

値
を

用
い

る
こ

と
）

自
己
評
価

自
治
体
名

そ
の
他

取
組

関
連
す
る
数
値
目
標

直
接

効
果

（
可

能
で

あ
れ

ば
数

値
を

用
い

る
こ

と
）

自
己
評
価

自
治
体
名

○
特
区
の

掲
げ

る
目

標
の

達
成

に
寄

与
し
た
そ
の
他
の
事
業

事
業

名
関
連
す
る
数
値
目
標

実
績

自
己
評
価

自
治
体
名

○
体
制
強

化
、

関
連

す
る

民
間

の
取

組
等

体
制

強
化

民
間

の
取

組
等

○
上

記
に

係
る

現
地

調
査

時
指

摘
事

項
及

び
そ

れ
に

対
す

る
取

組
状

況
等

［
指

摘
事

項
］

［
左

記
に

対
す

る
取

組
状

況
］

県
淡
路
県
民
局
内
に
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想

」
専

属
の

県
民

交
流

室
未

来
島

推
進

課
を

引
き

続
き

設
置

し
、

構
想

に
か

か
る

事
業

の
総

合
調

整
を

行
っ
て
い
る
。

平
成

3
0
年

度
現

地
調

査
で

の
該

当
指

摘
事

項
な

し

産
業
立
地

条
例

に
基

づ
く

産
業

立
地

促
進
補
助

数
値
目
標
(
8
)

補
助
実
績

〔
H
2
7
年
度
実
績
〕
7
件
、

1
5
6
,
1
7
5
千

円
〔
H
2
8
年
度
実
績
〕
実

績
な

し
〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
1
件
、

5
2
,
4
4
8
千

円
〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
1
件
、

5
2
,
4
4
8
千

円

平
成
3
0
年
度
は
淡
路
島
内
で
1
件
の
補
助
実
績
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
内
全
体
で
の
実
績
も
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
事
務
所
立
地
へ
の
支
援
を
拡
充
し
た
こ
と
か
ら
、
工
場
や
本
社
機
能
の
移
転

や
新
増
設
を
含
め
、
令
和
元
年
度
も
引
き
続
き
企
業
立
地
の
推
進
に
努
め
る
。

兵
庫

県

洲
本
市
地

域
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

活
用
推
進
条

例
の

制
定

数
値
目
標
(
1
)

数
値
目
標
(
3
)

龍
谷
大
学
の
教
授
が
設
立

し
た

非
営

利
型

の
株

式
会

社
「

P
S
洲

本
(
株

)
」

が
事

業
主

体
と

な
り

、
地

元
金

融
機

関
等

か
ら

の
融
資
を
受
け
、
地
域
貢
献

型
太

陽
光

発
電

施
設

第
2
号

と
な

る
｢
龍

谷
フ

ロ
ー

ト
ソ

ー
ラ

ー
パ

ー
ク

洲
本

(
約

1
.
8
M
W
)
｣
を

、
市

有
の
た
め
池
の
水
面
に
設

置
。

平
成

2
8
年

度
設

置
の

も
の

と
合

せ
、

2
か

所
の

発
電

所
に

関
す

る
取

組
が

評
価

さ
れ

、
プ

ラ
チ

ナ
大
賞
、
新
エ
ネ
大
賞
を

受
賞

。

連
携
大
学
の
一
つ
で
あ
る
龍
谷
大
学
の
教
授
が
設
立
し
た
現
地
法
人
が
事
業
主
体
と
な
り
、
地
元
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け
、
新
た
な
た
め
池
の
活
用
方
策
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
地
域
貢
献
型
再

エ
ネ
発
電
施
設
の
さ
ら
な
る
設
置
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
売
電
利
益
の
地
域
還
元
の
具
体
的
な
仕
組

み
を
検
討
す
る
。

洲
本

市

産
業
立
地

条
例

に
よ

る
企

業
立

地
支

援
（
土
地
及

び
建

物
に

係
る

不
動

産
取

得
税
の
不
均

一
課

税
）

数
値
目
標
(
1
)

数
値
目
標
(
2
)

数
値
目
標
(
8
)

不
動
産
取
得
税
の
不
均
一

課
税

の
実

績
〔
H
2
7
年
度
実
績
〕
0
件

〔
H
2
8
年
度
実
績
〕
3
件
、

計
7
0
6
千

円
〔
H
2
9
年
度
実
績
〕
0
件

〔
H
3
0
年
度
実
績
〕
0
件

平
成
3
0
年
度
は
淡
路
島
内
で
の
実
績
は
な
か
っ
た
が
、
県
内
全
体
で
の
実
績
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
た
び
事
務
所
立
地
へ
の
支
援
を
拡
充
し
た
こ
と
か
ら
、
工
場
や
本
社
機
能
の
移
転
や
新
増
設

を
含
め
、
令
和
元
年
度
も
引
き
続
き
企
業
立
地
の
推
進
に
努
め
る
。

兵
庫

県
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暮らしの持続
地域が地域を支えるしくみを

— ＮＰＯ法人兵庫ＳＰＯ支援センター

資料５





取り残される地域課題

行政サー
ビス

企業の商
品・サー
ビス

地域課題



市民が当事者となって、地域課題に関わる





2018年4月 古民家を改修
ＹＯＲＩＳＯＩ米田家 オープン



ＮＰＯ法人兵庫ＳＰＯ支援センターのミッション

共生社会実現のために市民力を高め、
人をつなぐ社会的な事業をサポートします



障がい者支援団体が運営する米田家食堂

月～金曜日



淡路島の起業支援
（淡路島の藍染・和紙・カレンデュラ等）

常設



淡路島まちかどマルシェ
（無農薬・有機野菜の販売）

毎月第2・第4土曜日



随時

イベント・各種セミナーの開催
土日の移住相談会場



ボランティア にぎわい 見学・学び

まちに生まれているもの



みんなでいっしょにごはん
（子ども食堂）



元ホテ
ルの総
料理長

洲本商工会議所

地元高
校生

洲本市社会福祉
協議会

野菜農
家・養
鶏場

商工人

民生委
員

コープ
こうべ

洲本市

洲本市教育員会

② コミュニティ・ビジネス

⑤Win-Win

④ コレクティブ・インパクト

③地域資源

①エンパワーメント ⑥共感



地域課題解決複合施設
地域自立支援施設

事業の推進

支援

地域課題の

解決

「幸せに暮らし続ける」を創る



はじまり

中間支援機能を持った「場」の設置によるまちづくり支援体制づくり

洲本市本町コモード５６商店街に中間支援的な機能とプラットフォーム的な機能を合わせ持った「場」を設置



まちづくりカフェで
相談対応



淡路島まちかどマルシェを
通じてまちに入り込む



古民家を再生してほしい・・・



人口減少社会のまちづくりと「ＹＯＲＩＳＯＩ米田家」



２０１８年４月２０日
オープン



地域のプラットホームづくり
そこにあるのは淡路島の日常

日常のなかで
人が出会い
人がつながり
人を支え
人が育つ

そして地域を支える

暮らしの持続
幸せ未来島構築に向けて

偶然のなかで必然をつくる



淡路島幸せアイランドプロジェクト第2弾
蔵・子ども図書館プロジェクト

－ 淡路島から子どもの孤立をなくす －



皆さんにもできることが



資料６



淡路島観光の現状

宿泊客は約1割にとどまる。

淡路島内1人あたり平均消費額

日帰り 9,983円 vs 宿泊 42,267円



淡路島総合観光戦略策定の意義

人口（内需）が縮小する中、交流人口を増やし、外部経済を
うまく取り込むことが、「持続的な地域の成長」には不可欠

「超高齢化日本」のおける地域創生のさきがけとなる

民学官が協働して、淡路島の総合観光戦略を策定

【策定会議構成員】
洲本市、南あわじ市、淡路市、洲本商工会議所、南あわじ商工会、
淡路市商工会、五色町商工会、（一社）淡路島観光協会、
（株）JTB西日本、（株）日本旅行、近畿日本ツーリスト（株）、神戸新聞社、
（一社）瀬戸内めぐり協会、神戸山手大学、
兵庫県淡路県民局、兵庫県産業労働部



淡路島総合観光戦略の3つの柱

世界から選ばれる魅力づくり戦略1
●強みを磨きブランド力を高める

国内外から観光客を呼び込むプロモーション戦略2
●インバウンド（訪日外国人観光客）
●首都圏など観光商圏の拡大
●効果的な情報発信

受入体制の強化戦略3
●脆弱な2次交通対策
●観光推進体制のあり方

・国生み神話【歴史・文化】

・豊かな自然に恵まれた都市
近郊型観光地【自然・癒し】

・御食国【食】



観光コンテンツの開発
情報発信の強化
淡路島ブランドの構築

民 間
（主体的な取組）

県・市・関係団体
（アクションプラン推進）

淡路島総合観光戦略の推進体制

淡路島が一体となった情報発信・プロモーション

淡路島観光協会

観光商圏を首都圏・海外に広げるために



淡路島観光協会の組織体制強化

１ 兵庫県・島内３市の支援

２ 専務理事を設置

３ ＣＭＯ（ﾁｰﾌﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｵﾌｨｻｰ）を設置

●職員を派遣
●予算を拠出

●迅速な意思決定

●ブランディング戦略の展開
●マーケティングに基づいた取組の実施

（2019年4月1日）



日本版ＤＭＯ（候補法人）登録

ＤＭＯ：Destination Management/Ｍarketing Organization 

地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた
観光地域づくりを行う舵取り役となる法人

地域資源を最大限に活用し、効果的・効率的な集客を図る「稼げる」
観光地域づくりを推進

（参考：2019.3.31現在）
ＤＭＯ ＝ １２３件（せとうち観光推進機構、大阪観光局 等）
ＤＭＯ候補法人 ＝ １１４件（淡路島観光協会、瀬戸内海島めぐり協会 等）

2019年3月29日 淡路島観光協会が日本版ＤＭＯ候補法人に登録



・多様な関係者の合意形成
・データに基づくマーケティン
グ・戦略策定

・観光地のマネージメント・ブ
ランディング

DMO形成・確立の必要性

多様な関係者との連携

内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携

商工業

農林漁業

宿泊施設 飲食店

交通事業者

行政

地域住民

DMO

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・農業体験プログラム
の提供

・６次産業化による
商品開発

・個別施設の改善
・品質保証の導入

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・観光振興計画の策定
・インフラ整備(景観、
道路、空港、港湾等)

・文化財保護・活用
・観光教育 ・交通政策
・各種支援措置

・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

・観光地域づくり
への理解

・市民ガイドの実施

地
域
一
体
の
魅
力
的
な
観
光
地
域
づ
く
り

戦
略
に
基
づ
く
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的
な
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信
・
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ロ
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観
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客
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込
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観
光
に
よ
る
地
方
創
生



「日本版DMO」を核とする
観光地域づくりに対する
関係省庁連絡支援チーム

・ＤＭＯを核とした観光地域づくりの
取組の実施

・KPIの設定・PDCAサイクル導入による
自己評価 等

※少なくとも年１回実施し、結果を観光庁に報告

Plan⇒Do⇒Check⇒Action⇒(Plan)
事業設計→   実施 →           KPI達成 →   (更なる展開)  

日本版DMOへの支援

ＤＭＯとしての活動の実施

関係省庁の施策の重点投下

関係省庁をあげて、横の連携を強化し地域の取組みを強力に支援

通 信

自然観光資源 産業観光
商工業（ふるさと名物）

スポーツ
イベント

伝統・文化・歴史

交 通

歴史・景観
まちづくり

農林水産業

宿泊施設
飲食店

○関係省庁の支援の重点実施 ○地域からの相談へのワンストップ対応
○支援メニュー集の策定 ○現場における課題やニーズの共有

等



日本版DMO登録制度における登録要件

DMOの意思決定に関与できる
立場で行政や幅広い分野の
関係団体の代表者が参画

その他、
関係者の合意形成が

有効に行われる仕組みの存在

DMO内に行政や
関係団体をメンバーと
する委員会等を設置

DMOの取組に関する連絡調整のため、
行政や関係団体で構成する協議会等を

DMOと別に設置

【１】ＤＭＯを中心として観光地域づくりを行うことについての多様な関係者の合意形成 いずれか１項目

各種データ等の継続的な収集・分析 データに基づく
明確なコンセプトを持った戦略の策定

ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立
※観光消費額、延べ宿泊者数、満足度、リピーター率
の４項目は必須

【２】データの継続的な収集、戦略の策定、ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立 全項目必須

地域社会とのコミュニケーション・地域の
観光関連事業者への業務支援を通じた

多様な関係者との戦略の共有
（例）観光地域づくりに関する定期

ミーティングの開催等

【３】関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整・仕組み作り、プロモーション

法人格の取得 データ収集・分析等の専門人材が
ＤＭＯ専従で最低一名存在

意思決定の仕組みの構築
（責任を負う者の明確化）

【４】日本版ＤＭＯの組織

自律的・継続的に活動するための安定的な運営資金の確保の見通し
（例）収益事業（物販、着地型旅行商品の造成・販売等）、特定財源（法定外目的税、分担金）、行政からの補助金・委託事業等

【５】安定的な運営資金の確保

全項目必須

全項目必須

地域が観光客に提供するサービスを
維持・向上・評価する
仕組みや体制の構築

（例）地域の「食」を提供する仕組み等

地域一体となった戦略に
基づく一元的な情報発信・プロモーション

（例）ワンストップ窓口の設置、
ターゲット別のプロモーション

方針の作成等



日本版DMOが抱える課題

１ ＤＭＯの目的・役割

・意思決定の仕組にディスティネーションの関係者が不参加

・多様な関係者の役割分担が不明確で取組内容が重複し非効率

・安定的かつ多様な財源が確保できない

・地域における観光施策の意義等が共有されていない

２ ＤＭＯの組織・財源・人材

・受入環境の整備等が不十分なまま情報発信に偏った取組を実施

・出向者が中心の組織では専門的なスキルの蓄積や人脈の継承が困難



重点的に展開する事業

2. 訪日外国人観光客へのプロモーション

1. 首都圏・中京圏・関西圏へのプロモーション

①ファムトリップの実施、現地メディアへの情報発信

②ツーリズムEXPOジャパンや海外旅行博でのプロモーション など

①淡路島名誉大使桂文枝さんを起用したテレビ・ラジオCMや動画による誘客促進

②観光PRイベントの開催など首都圏キャラバンの実施 など

4. 情報発信の強化

①マスメディア、旅行会社との関係強化による効果的な情報発信

②インスタグラム、SNSやトリップアドバイザー等ウェブ活用 など

3. 他地域との連携・プロモーション

①御食国、渦潮、サイクリングなどテーマによる広域連携

②せとうち、神戸、大阪など各地域のDMOとの連携 など



４ 課題解決に向け連携した取組

３ 情報の集約・発信

１ 淡路島ブランドの確立

２ 稼ぐ事業の展開

今後の展望

①交通体系の整備（バス、航路等）
②インバウンド等受入環境の整備 など

①メディアセンター機能の構築

①日本遺産「国生みの島」を国内外へＰＲ
②「御食国」「美食の島」として世界へ発信 など

①お土産サイトの運営
②ランドオペレーター業務 など



数値目標

『暮らしの持続』の実現



交流人口の拡大で淡路をもっと元気に

Copyright © Awaji Branch, Hyogo Prefectural Government

ご清聴ありがとうございました
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あわじ環境未来島構想推進協議会規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本協議会は、あわじ環境未来島構想推進協議会（以下「協議会」という。）と称す

る。 

（目的） 

第２条 協議会は、恵まれた特性を有しながら、人口減少、経済縮小等の課題に直面する

淡路島で、地域資源を生かして日本全体の閉塞感を打破する新しい地域振興モデルを創

るため、住民、地域団体、ＮＰＯ、企業等と協働して、持続可能な地域づくりを目指す

「あわじ環境未来島構想」（以下「構想」という）を推進するために設置するものとし、

総合特別区域法（以下「法」という。）第42条に規定する地域活性化総合特別区域協議会

として位置づける。 

（所掌事務） 

第３条 協議会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 構想に基づく事業（以下「事業」という。）の実施に関すること。 

(2) 法第31条第５項に基づく地域活性化総合特別区域の指定申請に係る協議その他の法

に基づく協議に関すること。 

(3) その他構想の推進に関すること。 

 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 協議会は、別表の団体（以下「構成団体」という。）により構成するものとする。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

会 長 １名 

副会長 ６名以内 

２ 会長は、協議会を代表し、その業務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する副会長

が、その職務を代理する。 

（選任） 

第６条 会長及び副会長は、構成団体の長のうちから総会において選出する。 

（アドバイザー） 

第７条 構想の推進に関して専門的見地から助言及び評価を得るため、協議会にアドバイ

ザーを置くことができる。 

２ アドバイザーは、構想の推進に係る専門知識を有する者のうちから、会長が委嘱する。 

 

第３章 総会 

（議長） 

第８条 総会の議長は、会長が務める。 

（権能） 
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第９条 総会は、次の各号に定めるもののほか、協議会の運営に関する重要な事項を議決

する。 

(1) 第３条に規定する所掌事務に関すること 

(2) 規約の改正に関すること 

(3) 協議会の解散に関すること 

 （開催） 

第10条 総会は、会長が必要と認める場合に開催する。 

（定数及び議決） 

第11条 総会は、構成団体の２分の１以上の出席がなければ開催することができない。た

だし、当該総会の議事について、書面であらかじめ委任状の提出があった場合において

は、これを出席したものとみなす。 

２ 総会の議事は、出席会員の過半数の賛成をもって決する。 

（議事録） 

第12条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 会員の現在員数、出席者数及び出席者氏名 

(3) 審議事項及び議決事項 

 

第４章 企画委員会 

（設置及び構成） 

第13条 協議会に企画委員会を置くことができる。 

２ 企画委員会の委員は、構成団体の構成員及びアドバイザーのうちから、会長が指名す

る。 

３ 企画委員会に委員長及び副委員長を置く。 

４ 企画委員会の委員長及び副委員長は、会長が指名する。 

（所掌事務） 

第14条 企画委員会は、次の事項を所掌する。 

(1) 構想推進に係る企画、調整、評価及び広報に関する事項 

(2) その他構想の推進に必要な事項 

（開催） 

第15条 企画委員会は、委員長が必要と認める場合に開催する。 

 

第５章 部会 

（設置及び構成） 

第16条 協議会に特定の事業の分野又は特定の事業の地区に係る企画、実施に関する事項

を所掌させるため、部会を置くことができる。 

２ 部会に部会長を置く。 

３ 部会の部会長は、会長が指名する。 

４ 部会の構成員は、構成団体の構成員、アドバイザー及び事業の実施に関し密接に関係

する者（以下「密接関係者」という。）のうちから、部会長が指名する。 

（開催） 
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第17条 部会は、部会長が必要と認める場合に開催する。 

２ 部会長は、部会の所掌事務のために必要があるときは、事業に関する専門知識を有す

る学識者（以下「学識者」という。）に出席を求めることができる。 

 

第６章 謝金等 

（謝金） 

第18条 アドバイザー及び学識者が会議その他の協議会の職務に従事したときは、別に定

めるところにより、謝金を支給することができる｡ 

（旅費） 

第19条 構成団体の構成員、アドバイザー、密接関係者及び学識者が総会若しくは企画委

員会（以下「総会等」という。）に出席し、又は総会等の用務により旅行したときは、旅

費を支給する｡ 

２ アドバイザー及び学識者が部会に出席し、又は部会の用務により旅行したときは、旅

費を支給する｡ 

３ 前２項の旅費の額は、職員等の旅費に関する条例（昭和35年兵庫県条例第44号）の規

定により支給する｡ 

 

第７章 事務局 

（事務局） 

第20条 協議会の事務を処理するため、兵庫県淡路県民局及び一般財団法人淡路島くにう

み協会が共同して事務局を運営する。 

 

第８章 補則 

（委任） 

第21条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規約は、平成23年10月21日から施行する。 

２ 第10条の規定に関わらず、最初の総会は、兵庫県知事が招集する。 

附 則 

１ この規約は、平成24年２月14日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成24年７月４日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成24年９月24日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成25年２月８日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成25年５月29日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成25年９月24日から施行する。 
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附 則 

１ この規約は、平成26年５月28日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成26年10月27日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成27年５月26日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成28年５月27日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成29年５月29日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、平成30年５月30日から施行する。 

附 則 

１ この規約は、令和元年５月31日から施行する。 
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別表 

あわじ環境未来島構想推進協議会構成員 

 

〔行政〕 

兵庫県 

洲本市 

南あわじ市 

淡路市 

淡路広域行政事務組合 

〔関係団体〕 

淡路医師会 

淡路花卉組合連合会 

｢環境立島淡路｣島民会議 全島一斉清掃推進部会 

淡路市商工会 

淡路市婦人会 

一般社団法人淡路島観光協会 

一般財団法人淡路島くにうみ協会 

あわじ島農業協同組合 

淡路島牛乳株式会社 

淡路消費者団体連絡協議会 

一般社団法人淡路水交会 

一般社団法人淡路青年会議所 

淡路地域女性農漁業士会 

淡路地域青年農業士会 

淡路地域農業経営士会 

第３期・第４期淡路地域ビジョン委員会 

第５期淡路地域ビジョン委員会 

第６期・第７期淡路地域ビジョン委員会 

第８期淡路地域ビジョン委員会 

第９期淡路地域ビジョン委員会 

淡路地区漁協女性部連合会 

淡路畜産農業協同組合連合会 

淡路地区連合自治会 

淡路地方史研究会 

｢環境立島淡路｣島民会議 あわじ菜の花エコプロジェクト推進部会 

淡路日の出農業協同組合 

淡路ブロックいずみ会連絡協議会 

淡路ブロック子ども会連絡協議会 

淡路ブロック老人クラブ連絡協議会 

伊弉諾神宮 

「環境立島淡路」島民会議 
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北淡路地域ブランド推進協議会 

五色町漁業協同組合 

五色町商工会 

一般財団法人五色ふるさと振興公社 

食のブランド「淡路島」推進協議会 

洲本商工会議所 

沼島漁業協同組合 

一般社団法人兵庫県ＬＰガス協会淡路支部 

公益財団法人ひょうご環境創造協会 

公益社団法人兵庫県建築士会淡路支部 

公益財団法人兵庫県青少年本部淡路青少年本部 

兵庫県線香協同組合 

南あわじ市商工会 

〔ＮＰＯ〕 

ＮＰＯ法人鮎屋の滝ふれあいの郷 

ＮＰＯ法人淡路島アートセンター 

ＮＰＯ法人淡路島活性化推進委員会 

ＮＰＯ法人淡路島環境整備機構 

ＮＰＯ法人淡路島未来教育支援会 

ＮＰＯ法人あわじFANクラブ 

ＮＰＯ法人ソーシャルデザインセンター淡路 

ＮＰＯ法人低炭素未来都市づくりフォーラム 

ＮＰＯ法人兵庫ＳＰＯ支援センター 

〔大学・研究機関〕 

大阪市立大学 

関西看護医療大学 

吉備国際大学 

京都大学大学院エネルギー科学研究科 

神戸大学学術研究推進機構学術・産業イノベーション創造本部 

東京大学大学院新領域創成科学研究科 

兵庫県立大学 

香港中文大学中医中薬研究所 

龍谷大学政策学研究科 

〔企業〕 

株式会社アーバンヴィレッジ 

株式会社アーセック 

アイティオー株式会社 

Amaz技術コンサルティング合同会社 

株式会社淡路貴船太陽光発電所 

淡路信用金庫 

エナジーバンクジャパン株式会社 
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ＮＴＴデータカスタマサービス株式会社 

オリックス株式会社 

株式会社カワムラサイクル 

関西電力株式会社 

木下自動車株式会社 

株式会社クリハラント 

株式会社コウアツファクトリー 

株式会社神戸製鋼所 

国際航業株式会社 

三恵観光株式会社 

サントピアマリーナ株式会社 

サンライズ株式会社 

塩屋土地株式会社 

シン・エナジー株式会社 

株式会社スマートエナジー 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

   有限会社淡陽自動車教習所 

淡陽信用組合 

   農業生産法人株式会社チューリップハウス農園 

東芝エネルギーシステムズ株式会社 

株式会社徳島銀行 

トヨタ自動車株式会社 

株式会社日本政策投資銀行 

Bio-energy株式会社 

株式会社パソナグループ 

浜田化学株式会社 

有限会社兵庫県洲本自動車教習所 

古野電気株式会社 

株式会社ホテルニューアワジ 

マルショウ運輸株式会社 

株式会社三井住友銀行 

三菱重工業株式会社 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 

株式会社みなと銀行 

株式会社森長組 

株式会社ユーラスエナジー淡路 

株式会社夢舞台 


